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支那 事變は 漢ロ陷 落に よって 愈々 長期 建設の 新 段階に 上った。 敗 殘の蔣 政權の 徹底 抗日の 策動 を紛碎 

し、 列強の 依然た る援蔣 態度 を 根本的に 是正せ しめる ために は、 軍事行動と 平行して、 積極的 建設 工作 

を 進めなければ ならぬ。 これの みが 事變 有終の 成果 を收 める 唯一 の 且つ 最大の 効果的 方途で ある。 

だが、 支那 は 尨大な 農業 國 である。 四 億の 人口の 八 割 以上が 農村に 生活して ゐる 支那で は、 農村 問題 

の 解決、 農村 經濟の 復興 は、 治安 問題解決の 鑰 であ. o、 一切の 經濟 建設の 前提で ある。 

では 事變 前の 國 民政 權 下の 支那 農村の 狀態は 如何であった か？ • われく は先づ 支那 麇 村の 實狀に 通 

嘵し、 農村 經濟の 矛盾と 農民 困窮の 根源 を 究明し なければ ならぬ。 支那に おいても 農村 問題の 根源 は 土 

地 問題で ある。 而も 農村に おける 商業 = 高利 貸 資本の 跳梁 は、 事態 を 一 層 複雑 化し、 尖銳 化して ゐる。 

木 書 は 『中 國 農村 經濟 研究 會』 の 編輯に か、 る 『中國 土地 問題と 商業 高利 貸』 (一 九 三 七 年 I： 月 出版) 

の主耍 論文の 飜譯 である。 どの 論文 も事變 前の 支那 農村 問題に 對 して、 具體的 « 料に 基き、 克明な 分析 

を 行 つた ものの みで ある。 著者 は 何れも 現 代 支那に おけ る 最も 新鋭な 農村 問題 の裒 £： 家で ある。 

原著 中には これらの 諸 論文の 外、 趙踩生 『中國 土地 問題の 木質』、 『ドグ n フ スキ— 商業 高利 貸 資本の 


二 

本質』、 王 寅 生 『高利 貸 資本論』 の 鋭利な 三論 文が あるが、 これらの 論文 は 問題の 具體的 分析と いふよ 

も、 むしろ 理論的 抽象的 解明 を 主と する ものであるた め、 こ、 に は 割愛した。 孫曉 村の 最初の 二つの 論 

文 は 引用 資料 ゃ說 明の 點で、 や 、重複した ところ も あるが、 別個の 視角から 同一 問題 を具體 的に 分析し 

たものと して 併讀 する 意義 ある ものと 思 はれる。 

今や 我が 國は自 から 指導 的 立場に 立って、 東亞 新 秩序の 建設と いふ 歴史的な 使命に 向って 邁進 せんと 

して ゐる。 この 大事 業 をよ く 達成し 得る や 否や は、 支那 農村 問題の 解决 如何に 懸 つて ゐ ると 云っても、 

敢えて 過言で はないで あらう。 

だが 事態 は あまりに 重大で ある。 大陸 經營 の諳 政策 は場當 b の 思 ひっきに よって 立てられる こと を 許 

されない。 丹念な 資料の 蒐集と 正確な 分析、 その上に 立った 意見の 發 表と 對 策への 寄與が 必要で ある。 

この 意味に おいて、 具體的 資料に 基いて、 支那 農村 窮乏の 根源 を 解明した 本書が、： 大陸 政策の 衝 にあ 

た る 實際 政治家 や 支那 經濟 の 眞摯な 研究者た ちに 少しで も 役立 て ば譯 者と し て の 望外 の 喜 びで ある。 

. 昭和 十三 年 十二月 八日 
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『權 利が 均等 を 失 ひ、 土地が 少數の 人の 手に 集中され た 時、 その 社會と 政治に は必ら す 

大きな 變 革が 起きる。 支那の 歷史 は、 我々 に歷 朝の 覆滅が みなこれ を 主要 原因と して ゐ 

る こと を 明示して ゐる』 と。 ィ タリ— の C.-T* ドラゴ 一一 敎授 は、 支那の 土地 問題に 對し 

てこの やうな 說明 をして ゐる。 彼 は 全 國經濟 委員 會の 招聘に i§ じて 國際 聯盟から 支那に 

派遣され、 現代 支那 農村の 狀態 について 熱心な 研究 を 行って ゐる 人で ある。 今年 (一九 三 

五 年 —譯 者) 春、 彼 は 湖北 省の 兵禍 を 蒙った 地方 を 旅行し、 視察の 結果 を 詳細に 報告し、 

次の ごとく 云って ゐる。 『もし、 新舊 地主が 依然として 從 前の 如く 恣ま、 に 振る まって ゐ 

ると したならば 數 年の 間に は 再び 同じ ことが 繰 返へ される にち が ひない。 而 して 新たに 

作られる 狀勢は 將來を 一 層 劣惡の ものにする であらう。 何故ならば すべての 事態 は^な H 

める 階級が 農民の 土地 を 掠奪す るに 有利と なって ゐ るから。 我々 はか 、 る狀態 をば 極力 

改める やうに 努力し なければ ならない』 と。 


第一章 貧農と 土地 

卜义那 の經濟 機構が 農民の 上に 築かれて ゐる こと は 周知の WH 貰で ある。 それに も か 、 はらす 農村の 六 五 

おまで を 占める 農民 は いづれ も 耕作地の 必要に 迫られて ゐる。 支那の 經濟學 者た ち は、 自作農が 自給 自 

足經 濟を營 んでゐ ると いふ やうな 說敎 をす るが、 それ こそ 正に 事實と はかけ 離れた 見解で あると いはな 

ければ ならない。 たと へば 黄河 及び 白 河の 流域 は 自作農が 優勢 を 占めて ゐ るが、 大多數 の もの は 他の 地 

方の 貧農と 同檨 に、 耕作地の 不足 を 感じて ゐる。 

第一 節 土地 配分の 不均等  ノ、 

白 河流 域に おいて は、 土地 配分が 極度に 不均等に なって ゐる。 河北 省の 定縣は 自作農が 七 〇％ を 占め 

小作農 は 僅かに 五 ％ を 占めて ゐる に過ぎない ところで あるが、 こ 、 における 一四、 丄 ハー 七戶の 農家に つ 

いて 調査した 結果に よると、 そのうち 七 〇％ を 占める 農家の 耕地 は 僅かに 全 耕地の 三 〇％ であり、 一方 

僅かに 三 ％ を 占めて ゐる 農家の 耕地 は 全 耕地の 1 一 五 ％ であった。 

第一 草 貧農と 土地  三 
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定踩 に， &ナる t 也 ffi 人 "良 ヘニー  5 村に ついて 、一九 三 

I ヌ ま ス ユ^ ffrsHTW  年 I 一九 三 一年の 調査 


農家 数 農家 百分比 

耕地の 全然な きもの  一 、七 二 五  一 一 ん％ 

二 五 畝 以下の もの  八、 七 二 一  五 九 • 七ク 

二 五— 四 九 • 九 畝の もの  11、 六 八 四  1 八 丄ーー ク 

五 〇| 九九 • 九 の もの  1、 一 五 二  七 • 九ク 

1 〇〇— 二 九 九 • 九 畝の もの  三 〇 二  二 • 一  ク 

三 〇〇 畝及 びそれ 以上の もの  三 三  〇•  ニク 

總  計  1 四、 六 一 七  一 〇〇 ク 


所有 耕地 数 

九 五、 一 三 九 

八 七、 九 〇 三 

七 九、 〇 三 五 

四 六、 三 五 七 

1 五、 四 八 一 

九 一 五 


百分比 4 戸 當り^ 


二 九 *四％ 

二 七- 1 ク 

二 四 • 四ク 

1 四 • 三ク 

四-八 ク 

1 〇〇ク 


1 〇• 九 

三 二人 

六 八丄ハ 

一 五三 *五 

四 六 九 • 一 

ニニ.  二 


定縣は 河北 省に おける 最も 富裕な 地方で ある。 それ 故、 河北 省の 土地 問題 を 研究す るに は 保定縣 につ 

いて 研究した 方が より 適當の やうで ある。 中央 硏究院 社科學 研究所 は、 北 平社會 調査 所と 協力の もとに 

保 定縣の 農村に 對 する 實體 調査 を 行った ことがある。 調査 村數は 十、 戶數 一、 五六 五であった。 その 結 

果は 左表の 如く 約 六 五 ％ の 農家が 耕地 を 全然 所有せ ぬか 或 ひ は 耕地の 不足 を吿 げてゐ おこと を發 見し 


クレ o 


保定縣 における 土地 配分 表 (ほ翳ュ禁ぉる の 瞧© 


地 

中 


主 

農 


貧農 及展農 

總  計 


農家 戸數 

五八 

1 二 五 

三 六 二 

1 、〇 二 〇 

1、 五六 五 


戶數 百分比 

1 ラセ 鎵 

八 •〇 ク 

二三， 1 ク 

六 五 •  ニク 

1 〇o ク 


所有 耕地 面積 

三、 三 九 二 

七、 〇 四 二 

八 • 四 〇〇 

六 丄ハ八 六 

二 五、 五 二 〇 


耕地 百分比 

1 三 -四％ 

二 七 • 九ク 

三 二人 ク 

二 五 • 九ク 

一 〇〇ク 

(註 1 ) 


一 戶常り 平均 

耕地 面積 

五八 • 五 

五六 上 11 

二三 •  二 

六丄ハ 

1 六 • 三 


一 戶當， o の 所有 耕地 面積 平均 數 について 見れば、 定縣は 保定縣 よりも 多い。 定縣 において は 多數の 農民 

ま、 一 111 當 b いづ れも 一 一 五 畝 以下の 土地 を 所有して おり、 貧農と い へ ども 一 戶當 b 矢張り 十 畝の 土地 を 

所有して ゐる。 これに 對し、 保定 における 貧農 及び 雇 農の 所有地 は 1 戶當 b 平均 七 畝に 達して ゐ ない。 

それ 故、 此處 において は 六 五三 ％の 農家の 所有 耕地 は 全 耕地の 二 五 ん％ にし か當ら す、 一 了七％ の 地 

主、 富農 は、 全 耕地の 四ー丄 11% を 占有して おる。 

保 iW こおけ る 地主の 約 六 〇％ 以上、 卽ち 人口に して 全 村民の 二 • 三 六 ％ の もの は、 農業 を經營 はして 

はゐ るが、 耕作に は從 事して ゐ ない。 しかし、 その 所有 耕地の 1〇* 五 七 ％ 、卽ち 全 耕地の 三お において 

笫 一 窣 貧農と 土地  五 
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彼等 は 所有 耕地の 全然な いもの か、 或 ひ は 土地の 不 足 を吿げ て ゐる 貧農 及び 雇 農 を 雇用し て 耕作せ しめ 

S  二) 

てゐ る。 

揚子江 下流の 狀態 は 河北 省と 大いに 異 つて ゐる。 揚州 及び 杭 州 間の 地帶 における 地主 は 完全に 地代 收 

納者 のみであって、 自 から 經營 する もの は 極く 少ない。 杭 江、 平 湖 地方に は 大地 主が 多く、  土地 は 大部 

分が 地主に 占有せられ、 人口に おいて 約 三 ％ を 占める に過ぎない 地主 は、 全 耕地の 約 八 〇％ まで を 所有 

して ゐる。  . 


平 湖に おける 土地 配分 狀態 (1 九 一一 九 年 調査) 


小 地主 (一 I- 九九， 九 畝) 

中 地主 ( 一 〇〇 I 九九 九 • 九 畝) 

大地  主 

總  計 


農家 數 

1、 二 〇〇 

三 八 〇 

六 六 

1 、六 四 六 


所有 耕地 

六 〇、oo〇 

一 四 九、 〇〇0 

二 〇 四、 〇〇〇 

四 一 三、 〇〇〇 


全 耕地に 對 する 

百分比 

1 1 丄ハ三 ％ 

二八 • 八九ク 

三 九. 五六 ク 

八 〇•〇 八ク 


平 湖に おいて は、 まだ 四 定位の 耕地が 未開墾の ま、 になって ゐる ため、 地主 所有の 耕地 百分比 は 耕地 

配分の 不均等 さ を 充分に 明示して ゐる。 中 • 小 地主の 所有 耕地 は 四 〇• 五一 1% を 占めて お り、 大地 主の^ 


^耕地 は 三 九 • 五六お である。 しかし、 一 、 〇〇〇 畝 以上の 耕地 を 所有して ゐる 地^の 存在 は决し て 一 

般 的な 現象で はない。 何故ならば、 揚子江 流域 は 中 • 小 地主が 大部分 を 占めて ゐ るからで ある。 

江 蘇 省の 無 錫に おいて は、 一 、〇〇〇 畝 以上 を 所有して ゐる 地主め 耕地 は 僅かに 全 耕地の 八 • 三 二 ％ に 

しか 當 つて をら す、 それに 對 して 中 • 小 地主の 所有地 は 全 耕地の 三 〇• 六 八 ％ を 占めて ゐる。 更に この 地 

方に おいて は、 全 耕地の 約 九 ％ が 地方の 圑體、 寺廟 及び 氏族 所有地と なって ゐる ため、 殘 b の 偌か五 二 

艿の 耕地が 六 〇〇、 〇〇〇 人と いふ 尨大な 農民に よって 所有され てゐ るに 過ぎない とい ふこと になる。 

中央 硏究院 社 會科學 研究所 において、 曾って 無 錫縣下 の 代表的 二十 ケ村 について 調査した ところに よる 

と 一 、 〇 三 五戶の 農家の 土地 配分 狀態は 左表の 如くであった。 

無 錫に おける 土地 配分 表 


農 


地 

中 


主 

農 


貧農 及 雇 農 

第一 莩 a 


戸 數 

五 九 

五八 

二 〇 五 

七 1 三 


戸数 百分比 

五 *七％ 

五丄 ハク 

1 九 • 八ク 

六 八 • 九ク 


査 

所有 耕地 

總 面積 

三、 二 1 七 

1 、二 〇 六 

1 、 四 一八 

九 六 五 


t と 土地 


所有 耕地 

百分比 

四 七 丄ニ％ 

1 七 • 七ク 

二 〇• 八ク 

1 四 •  ニク 

七 


一 戶 常り や 

均お 地面 接 

五 四 i 

二  0 人 

六 • 九 

1 • 四 
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總  計  一、 〇 三 五  loo  六、 八 0 六  一 00  六丄ハ 

無 錫縣の 地主に ついて 見るならば、 自 から 經營 して ゐる もの は 僅かに その 五 ％ であって、 池 主の 農村 

における 戶數 割合 は 僅かに 六艿 以下で あるに も か、 はらす、 その 所有 耕地 は 四 七 ％ である。 それ： K  ノ 

戶數 において 約 六 九 ％ を も 占めて ゐる 貧農 及び 雇 農の 耕地 は 僅か 一 四丄  一 ％ である。 

杭 州縣の 西部 臨安縣 における 土地の 配分 狀態も 極めて 不均等で ある。 一 九 三 〇 年全國 建設 委員 會が調 

査員千 人 を 派遣して 調査した ところに よると、 該 地方に おいて は、 十 畝 以下の 貧農が 最も 多く、 貧農 は 

全人 口 の 四 八 ％ を 占め、 その 耕地 は 僅かに 一 三 ％ に 過ぎなかった。 

臨 安に おける 土地 配分 表 (1九三〇年調査) 

所有 耕地 別 

1 —— 五 • 九九 畝 

六 I 1〇* 九九畆 

1 一 —— 五 〇• 九九 畝 

五一 —— 一 〇〇• 九九 畝 

1 〇  一 II 二 〇〇• 九九 锹 

二 一 〇 I 五 〇〇• 九九 畝 


農戶數 農 や！  ^有 耕地 

； i  百分比  總面稹  ^地 >  分 比 

三、 一 一 三  コ 一  一 •〇％  1 六、 0OO  七 •〇％ 

1、七一八  一七 二 ク  一四、 0OO  六ニク 

四、 一〇 六  四 二 〇、〇〇〇  八 • 七ク 

六 四 六  六 • 四ク  六 〇、〇〇〇  二 六 ニク 

三 八 二  三 • 八ク  七 〇•〇〇〇  三 〇• 四ク 

七 五  〇• 七ク  三 〇•〇〇〇  一 三 •〇 ク 


五 〇 1 歃 以上  1 七  oil ク  二 〇、〇〇〇  <：• 七ク 

總  計  1〇、〇 五 七  1〇〇 ク 二三 〇、〇〇〇  一〇〇ク 

淮 河と 揚子江に 挾 さまれ た 中間の 山岳 地帶 における 土地の 瘠 貧 度 は臨安 よ， o も 更に 甚 しい。 したがつ 

てこの 一 帶 における 土地の 配分 は 一 曆 不均等で ある。 河南 省 南陽縣 において は、 全人 口の 六 五 河まで が 

貧農に 屬し、 彼等の 所有 耕地 は 全 耕地の 僅かに 五分の 一 にし か當 つて ゐ ない。 この 地方に おいて は 所有 

土地 二十 五 畝までの もの は 貧農と 見られ、 中農 は 五十 畝 乃至 七十 畝まで 土地 を 所有し、 富農 は 平，？？ ぼ畝 

の 土地 を 所有して ゐる。 

南 陽に 於け る 土地 配分 表 n 九 一一 三年 調査) 


所有 耕地 別  農 戶 數 農 戸 百分比  所有 耕地 總 面積 耕地 百分比 

一 I 四 • 九九^  四 二、 二 七 九  三 八 *九％  一二 六、 八 〇〇  七丄 ー％ 

五 I 九 • 九九 畝  二八、 六 二 五  二 六 • 三ク  ニニ 九、 00O  一三 •〇 ク 

1〇 I 四 九 • 九九 畝  三 三、 三 五  三 〇 丄 ハク  八 六 七、 一 〇〇  四 九. 三ク 

五 〇 — 九九 • 九九 畝  三、 四 八 七  三 こ ーク  二 六 三、 三 〇〇  一四 .九ク 

一 〇〇 I！ 一  九九 • 九九 畝  八 五 〇  〇 人ク  ニー  七、 九 〇〇  七 丄二ク 

二 〇 〇 畝 以 上  二 四 四  o  ニク  一四 六-三 〇〇  八 二 11 ク 
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總  計  一 〇 八、 八 四 〇  一 〇〇ク  一、 七 六 〇、 四 〇〇  一 〇〇 ク 

福 建、 雲 南、 廣東、 廣西等 諸 省に おける 土地 配分の 狀 態に ついては 現在のところ、 まだ 詳細な 報告が 

ない。 廣東省 農業 調査報告 書 (上卷 は 一 九 三 五年廣 東大 學 から 刊行され、 下卷は 一 九 I 一九 年中 山 大學農 

學院 から 刊行され た) に は、 廣東 における 土地 配分の 狀態 について 僅かながら 記述され てはゐ るが、 土地 

所有の 狀 態に ついては 殆んど 何等 說 明され てゐ ない。 二人の 熱心な ソ 聯の學 者、 ゲォ— ジン 及び 

ョルク は、 一九二 六 年の 夏、 農村 問題 を 研究す るた めに 廣東 において 種々 の 材料 を 蒐集した。 その 資料 

によって、 ハ ン ガジャ 人 M  • マヂャ I ルは、 廣東 における 土地 配分に ついて 一 つの 評僙を 下した が、 、ヴ 

ォ I リン、 ョ ルク兩 氏の 蒐集した 材料が 當 時の 農民 協會 か^ 得た もので あ. o  、 その 農民 協會が 富農 及 

び 中農に よって 主宰され てゐ たもので ある ことから、 マ ヂャ— ルの評 價も决 して 正確と は 云 ひ 得な ド。 

資料に 制約され て、 彼 は 貧農の 經濟狀 態に ついて 充八 刀な 注 t を拂 つて ゐ なかった。 卽ち、 マ ヂャ— ル：^ 

■ 1 ) 

廣 東の 貧農が、 ー戶當 b 平均 五 畝の 土地 を 所有して ゐ ると 云って ゐ るの は、 事實 から 遙か にかけ 離れた 

評價 であると いはなければ ならない。 

マ デャ— ルの 最初の 著書 は 一 九 二 七 年に 發 表され、 一 九 二 九 年に 增補 訂正され たが、 彼 は その 增 補訂 

正の 中で 次の 如く 云って ゐる r 槪略 的に これ を 計算す るなら ば、 西南 諸 省の 地主 は 全 耕地の 六 〇 乃至 七 


〇％ を 所有し、 揚子江 流域の 地主 は 五 〇％ 乃至 六 〇％ を、 河南 *陝 西の 地 あは 五 〇％、 出 東の 地主 は 一二 

〇％ 乃至 四 〇％、 湖北 省の 地主 は 一 〇％ 乃至 三 〇％、 の 土地 を 所有して ゐる』 と。 地主と 土地な きもの 

の 並存して ゐる こと は 各地と も同檨 であるが、 廣東 において は 土地 を 所有し てゐ ない ものが 特に 多い。 

それ 故、 廣東 省に おける 土地 配分の 狀態 について、 われく は 次の 如く 評價 する 譯 である。 

廣東 省に おける 土地 配分 表 (一 九 三 三年 評價) 


地 

中 


罾 

主 

農 


貧^ 及 雇 農 

S  チ 

^  一一 一一  a 


農 戸数 

1 一 〇、〇〇〇 

ニニ 〇、〇〇〇 

一 、〇 九 〇、〇〇〇 

四、 〇 四 〇、〇〇〇 

五、 四 六 〇、〇〇〇 


農戶數 

百分比 

二  ％ 

四ク 

七四ク 

1 〇〇 ク 


所有 耕地 

總 面積 

ニニ、 三 六 〇、〇〇〇 畝 

五、 四 六 〇、〇〇〇 

六、 五 五 〇、〇〇〇 

八、 〇 八 〇、〇〇〇 

四 二、 四 五 〇、〇〇〇 


耕地 面積 

百分比 

五 二  ％ 

1 五ク 

一九，， 

一 〇〇 ク 


一 戸 常り 

平均 耕地 面積 

二 〇三- 三 

二 四 人 

六 •〇 

二  •〇 

七 人 


任^の 評價の 如く、 廣東 において、 貧農 は戶數 において 七 四 ％ を 占めて ゐる にも か 、 はらす、 その 耕 

地 は 僅か 全 耕地の 五分の 一 にも 當 つて ゐ ない。 それに 反して、 戶數 において 僅か 二 おに しか 當 つて ゐな 
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m 
m 
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い 地主の 所有 耕地 は 全 耕地の 半數 以上 を 占めて みる。 蓋し、 それ は 廣東省 全般に 百； つての 實際狀 態で あ 

る。 廣東 省の 東部 七縣 について、 一 九 二 六 年 タル ハ 〜ノスが 調査した 結果に よると、 戶數 において 僅か 

ニ坷を 占めて ゐた 地主の 所有 耕地 は 七  一 ％ に 達し、 二 五艿の ものが 二 九 ％ の 土地 を もち、 その 餘の七 〇 

% の も の は、 殆んど 針の 穴 ほどの 土地 を 所有し てゐ るに 過ぎなかった。 


少數の 怠惰な 地主 は 大量の 土地 を 所有し、 多數の 貧困なる 農民 を 集めて 耕作せ しめて ゐる。 土地 配分 

の 不均等 は、 他の 國に おいても 同様に 見受けられる ことで は あるが、 特に 支那と 印度と に 於て は それが 

甚 しい。 何故ならば、 この 二つの 國 における 貧農の 百分比 は 特に 高く、 耕地が ひどく 分散して ゐ るから 

である。 同時に また 貧農 は 土地 分散の 故に、 土地た 對 する 望み を 一層 强 めて ゐる。 

ドイツの パ—、 デ ン 地方 は 小農 經營の 故 を もって 世界に 名高い 地方で ある。 こ 、 では 一 戶當， o の 平均 耕 

地面 積が 三 • 六 へ クタ ー ル である。， また 日本に おいて は 最も 貧困な 農民の 耕地 面積が 〇• 四 九 へ クタ ー ル 

である。 しかるに、 江 蘇 省 無錫縣 において 七 百戶の 貧農に ついて 調査した 結果に よると、 彼等の ー戶當 

b 平均 耕地 面積 は 〇• 一 一九 へ クタ I ル であ， o、 河北 省 保定縣 において、 八 百 七十 戶の 貧農に ついて 調査し 


たと ころに よると、 一 戶當 b の 平均 面積 は 〇• 五三 へ クタ— ル であった。 全 農民の 全 耕地 を 平均して 見 

る も、 無錫縣 では 農家 一 戶當 b の 平均 面積 は 僅かに 〇• 四 一 一 へ クタ ー ル、 保定縣 では 一 •〇 六 へ クタ， 1〃 

にし か當 つて ゐ ない。 

農家 一 戶當り 所有 耕地 平均 面積 表 


地 

無 


方 

定 

0 


冗 農家 数 

七 九 〇 

1、 五六 五 

五六 三 


調査 年度 

1 九 二八 

1 九 三 〇 

1 九 二 九 


一 戶當り 所有 耕地 一 戶 営り 所有 耕地 平均 

平均 面積 (支那 畝) 面積のへ クタ ー 換算 数 


二 五 人 0 

1 六 • 五 四 

七 -五〇 


1 • 五 九 

1 •〇 六 

〇• 四 二 


植民地 印度に おいて は 小農が 主要な 地位 を 占め、 大 * 場 は 極く 少ない。 大部分の 地主 は 土地 を 貧農に 

貸し付けて 耕作せ しめてお b、 それが ため、 印度の 土地 は 非常に 零細に 分割され てゐ る。 支那に おいて 

もまた 同檨 である。 無錫縣 における 三十 四戶の 農家 を 例に とって 見る も、 耕地 面積 十六 畝 (約 九 〇 ァ〜 

ル) 以上 を 所有す る もの、 一 戶當， o 耕地 平均 筆數は 十二で あり、 一筆 當 b 平均 二 畝 半、 約 十四 ァ〜 ルで 

ある。 最小の ものに は 僅かに 〇• 三 五 畝、 約ニァ ー〃 の もの すら ある。 

無錫縣 における 農家 三十 四戶 についての 耕地 筆數表 (耕地 單 I) 


第 一 窣 


• と 土地 


三 


1 四 

ー戶當 りの  一 擎當り の 

所有 耕地 面積  平均 面稅 

1〇 丄ハ七  一人 

一 一 AO  1H 二 

一三 •〇〇  三 二 

1 二 •〇 九  二  • 五 

李景漢 氏が 定縣の 一 大村を 調査した 結果に よると、 一 一 百戶の 農家の 全 耕地 は 一 、 五 五一 一筆に 分割され 

てお， 9、 それらの 耕地 は 普通 農村から ー哩內 外のと ころに あった。 二百 戶の 農家のう ち、 二十 六 戶の農 

家の 耕地の みが 一 戶當 b 平均 六 筆に 分かれて ゐ たのみで、 最惡 であった 1 ー戶の 農家の 耕地 は 平均 一 一十 筆 

に すら 分かれて ゐた。 この 調査の 結果 知 b 得た こと は 一筆 當 りの 平均 耕地 面積 は 五 畝 以下であった。 印 

度と 问 様に、 耕地の かくの 如く 分散して ゐ るの は、 耕作に 當 つて 時間、 金 餞、 勞 力の 浪費 を 多大に し、 

耕作者 をして 改良 方法の 實行を 不可能なら しめて ゐる ものである。 

農家の 耕地 筆數 及び その 大小 は、 社會的 經濟的 意義 を 反映して ゐる。 社 會科學 研究所 及び 北 平 社會調 

査 所が 保定縣 について 調査した 結果 は それ を 明白に 物語って ゐる。 卽ち、 一、 三 九 〇戶 農家の 耕地のう 

も 四 • 八 四苈の もの は 一 筆當 b 一  畝に 達せす、 五 七 •〇 九お の ものが 一 筆當 b 一  畝から i> 九九 畝、 三 八 • 

〇七％ の ものが 一筆 當 b 五 畝 乃至 五 畝 以上であった。 また これ を 所有者に ついて 見るならば、 經煢 地主 
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耕地 面積 別 

1 六 I 二 〇• 九九 畝 

二 一  I 三  一 • 九九 畝 

三 ニ敏 以上 

總  計 


農 


家 數 

二 〇 

ご 二 四 


耕地 面積 

五 七 

五三 五 

四 四 四 

一 、〇 三 六 


總筆数 

三 二 


四 三 


四 


保定 における 耕地  一 ^常り の 平均 面積 減少 表 sff^M. 
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及び 富農の 耕地 は 一筆 當 b 面積の 大きな もの、 方に 多く、 小さな もの、 方に は 少ない。 これに 反し、 中 

農 及び 貧農 特に 一 展 農の 耕地 は、 一筆 當，^ 面積の 小さな 方に 多く、 大きな 方に は 少ない。 一九二 八 年から 

一 九 三 〇 年の 頃、 土地 所有に 大きな 變 動が 起， o、 耕地の 寶却、 抵當 入れ、 農家の 分產 等々 によって、 nM: 

な 農家 は 一 擎^ り 比較的 面積の 大きかった 土地 を ことごとく 失 ひ、 手許に は而 g の 小さな 土地し か殘ら 

なくなった。 何故ならば、 これら 貧農 民 こそ 農村の 大多數 を 占めて お b、 一筆 當 b 面積の 大な 耕地 は、 

これが ためますく 減少し、 小さな 耕地が 增 加して ゐる。 一九 三 〇 年になる と 社 會科學 研究所 及び 北 平 

社 會調查 所の 前述の 統計 は 次の 如く 變 化して ゐ るので ある。 卽ち、 一、 三 九 〇 戶の うち、 四 • 九 二 ％ の 耕 

地 は 一 筆當り 一 畝に 達せす、 五 七 • 四 の 耕地 は 一 筆當 b  !> 九九 畝、 三 七丄ハ 四％ は 五 畝 乃至 五畝以 

上と なって ゐる。 

一筆 當 b 耕地の 平均 面積が 減少して ゐ るの は. 一般的 傾向で あるが、 特に それ は 雇 農の 耕地に おいて 一 

暖顯 著で ある。 
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鸫營 地主の  富農 耕地の  中農 耕地の  貧農 耕地の  雇 農耕 地の 

年 ^ 耕地 ー箏當 指 数 一筆 常り 平 指 數 一筆 赏り平 指 数 一 筆 當り平 指 数 一筆 當り平 指 數 

り 平均 面積  均 面積  均 面積  均 面積  均 面積 

一九二 九  10. さ！ 100  八 .一  一 00  IK 六 100  乎 ニニ 100  丁 八 八  一 00 

一 九 三 〇  log  ャ究 IS1 九 < ふ  HH 二 ルク 七  一人 かチ七 

農家の 耕作 面積が 減少して ゐ るか 否かに は關 係な く 耕地 は 益々 分散して ゐる。 か、 る 傾向 は、 農業 生 

產を 阻害して ゐる もので あり、 その 合理的 管理、 土壤の 改良 等 を 全く 不可能に 陷れ、 支那の 地味 をます ま 

す瘠贫 化し、 枯渴 せしめて ゐる 主要な 因 素と なって ゐる。 支那に おける 一 へ クタ ー ル當 b 平均 棉花 生產 

高は遙 かに 埃 及に 及ば や、 煙草 もソ聯 以下で ある。 玉蜀黍に おいても ィ タリ I に 及ばす、 大豆 も カナダ 

と 比較に ならない。 小麥 においても 日本に 及ぶべき もない。 一九二 八 I 三 〇 年間に おける 支那の 白米 生 

產は 一 へ クタ， ル當 り、 平均 一 八 • 九 クイン タル (一 クイン タル は 一 〇〇 キ 口 グラム) であった が、 同じ 

期間、 アメリカ における 1 へ クタ ー 當 b 平均 生 產量は 一 一二  • 七 クイン タルで あり、 日本 は 三 五 • 九 クイ ン 

タル、 イタ ソ I は 四 六 • 八 クイン タル、 スペイン は 六 二 • 三 クイン タルであった。 

小農 耕地 は 當然に 大量 生產の 發展、 大量の 勞働 力の 使用、 資本の 集中、 多數の 役畜の 使用 及び 科學的 

技術の 應用 等々 を 排除す る ものである。 國際 聯盟から 支那に 派遣され た イタ ソァ人 ドラゴ -I 教授 は、 全 

II 經濟 委員 會 へ の 報告の で 次め ごとく 云 つてる る。 


r 歐 米各國 において は、 同 一 區 城内に 大規模、 中規模、 小規模の 農場 企業 を a るので ある。 大規模と 中 

規模の 農場に おいて は、 常に 1* 門 的な 農業 指導 家 を； 展ひ 入れ、 最も 完全な 方法 を もって、 最大の 收^ を 

あげて ゐる。 小農 場 も 大農 場の 方法に 倣って、 それ を 行 ふ 故、 極めて 便利で あ， o、 専門の 技術 及び 才能 

は それによ つてます ます 發展 して ゐる。 か、 る 事情 は 支那に おいても 不可能と いふ 譯 ではない。 しかし 

ながら 農家の 經營 面積が 餘 りに 狭小で あるた め專 門の 技術 家の 展傭 を， 許さない』 と。  ， 

一匹の 驢馬、 一匹の 水牛の 勞働 力す らもな ほ 使用し きれない 農場に 專門家 を： 展 ふと は、 正に 笑 ひごと 

でしかない！ 外 I! の觀察 者た ち も、 支那に おける 農業 經營が 役畜の 勞働 力に のみ 侬# して ゐる ことの 

不適 當な る こと を 知って ゐる。 印度人 M  *N  • " ィは それ の經營 に對す る 重大な 影響 を 次 の ごとく 指摘し 

てゐ る。 

『農民の 慢性的な 窮乏と 信じられない 程 低劣な 生活の 一般化、 これ こそが その 結果で ある。 一般に 云 

はれて ゐる ところの 支那に おける 農業の 强度は 大量の 勞働 力が 極く 小さな 土地 面積の 上に 注がれる こ 

とに よって 高度の 效果を あげて ゐ るのに 過ぎない。 か 、 る 不利な 生產條 件の 下にお いて は 全部の 社會 

的勞働 は 大部分が 農業 耕作 にっか ひ果 されて しま ふ。』  . 

第 一 莩 貧農と 土地  一 七 
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第二 章 農村の 崩 壞を促 進ぜし めて ゐる 大地 主 

現在 支那の 貧農た ちに は、 その 所有地 を增 加せ しめる とい ふ 望 は 全く 絡 たれて ゐる。 何故ならば、 近 

代 的 經濟の 影響の もとにお いて、 個人的 財產 の發展 はすで に 一世紀の 過程 を經 た。 國有 及び 公有の 土地 

は 殆んど 全部が 大地 主によ つて 占取され、 彼等 は 非合法に、 だが 事實 において、 これらの 土地の 地代 を 

獨 占して ゐる。 

三百 五十 年 以前に は、 大體 支那に 七 〇 一 、 四 〇〇、 〇〇〇 畝の 耕地が あった とい はれ、 そのうち 九 • 一 

九 ％ は 兵士の 屯田で、 兵士 自身に よって 耕作され、 二 七 •  二 四 ％ が 各種の 官有 地、 六 三 • 五 七 ％ が寺廟 所 

有 地、 氏族 所有地、 個人 所有地であった。 當時 における 個人 所有地 は 全 農地の 僅かに 五 〇％ をい：： めて ゐ 

るに 過ぎなかった。 現在に おいても 未だ 精確な 統計 はない が、 個人 所有地の 百 分数が 增 加して ゐる こと 

は 疑 ひの ない ことで ある。 たと へば 無錫縣 における 耕地の 一 九 三 一年に おける 配分 狀態は 次の 如く 

である。 卽ち 官有 地 は 〇• 四 八％、 寺廟 所有地 〇、 1 一 1  ー％、 宗族 所有地 七 • 八 一 お、 個人 所有地 九 一 • 四 


支那の 兵士 は、 早くから 農耕に は從 事し なかった が、 今世紀の 初の ころに は 屯田と して、 なほ 五 七 〇、 

〇〇〇 畝が 殘 つて ゐた。 その後 轉貸、 質入れ、 その他 種々 の稅務 上の 紛刹 等に よって、 これらの 土地 は 

漸次 個人の 手に 移って 行った。 斯様な 情勢の もとに 省 政府 當局 でも、 これらの 土地 を公寶 に： tEZ したと こ 

ろが ある。 たと へば 湖北 • 湖南 *浙 江の 三省に おいて は、 いづれ も これらの 土地 を 公 ffi に 付した が、 その 

値段 は、 ー畝當 b 七 元 乃至 十 元と いふ 安い ものであった。 そうした 安い 値段 も 貧農に は それ を 買 ふ 能力 

はなかった ので ある。 

また 支那に は 十一 世紀 ごろから 學 田と いふ ものが あった。 學 田の 收入 は、 孔子の 祭祀と 貧學 生の 補助 

に當 てられて ゐた。 最近 これらの 學田は 殆んど 全部 教育 基金に 移されて ゐる。 學田は 支那の 多數の 地方 

に 存在して ゐた。 江 蘇 省の 灌雲 において は學 田が 全 耕地の 了 二 一ぶ を 占めて おり、 雲 南の 學田は 三 • 七 

八诃、 雲 南の 學田收 入 は 全 省の 敎育墓 金の 五五艿 まで も 占めて ゐた。 しかるに 最近 江 蘇 省の 學田は 秘密 

裡に賣 却され、 四川で は 遂に 公賣に 付せられ た。 か、 る 狀態は あたかも 舊 満洲 兵士の 旗 田と 同様に、 政 

府 もまた 公然と 賣 却して ゐ るので ある。 河北 省の 旗 田の 小作人 は 小作料の 支拂 へない 時 は屢々 土地 を棄 

て、 耕作し なかった。 . . 

公有地 もまた 減少した。 寺廟 所有地 は 揚子江 流域の 各省に お い て は、 その 土地 關 係に お い て 重要な 役 
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割 を 果して ゐ たが、、 現在に おいて は、 大部^が 有力な 坊子 によって 秘密 裡に S 人れ された， o、 賫 却され 

或 ひ はまた 地方の 軍事 當局 によって 公然 競 齊 されて しまった。 

廣東、 廣西、 福 建 等の 諸将に は. 宗族の 所有地、 卽ち族 田が 非常に 多かった が、 大部分 は小數 者に よつ 

て獨 占され、 獨 卜：： した もの は赏 際にお いて 大地 キ： に變 つて ゐる。 最近 g 川の 人民 は 省 政府に 對 して 該地 

駐 防の^ 人が 族 田 を 沒收し 或 ひ は K 却す る のを禁 あして 欲しい と い ふ^ 願 * を 提出して ゐる。 何故なら 

ば 四川 劣の 軍人た ち は、 族 田 を 消滅せ しめる のみでな く、 行幫の 土地 さへ も^: 分散せ しめて ゐ るからで 

ある。 

綏遠 省に は 二 六 五ケ所の 天主 敎^ が あ b、 それら は 合計 五 百 萬 畝の 土地 を 所有して ゐる。 同省の 臨 河 

縣 において は 楊、 李と いふ 二 富豪が 七 萬 畝に も 達する 土地 を I 有して お， o、 その外に も 彼等 は 四十 餘萬 

畝に も 及ぶ 官田を もい：： せして 『小作人に 公田 を K し 付けて、 小作料 は 自分の 懷に着 服す る 」 r 綏遠 nn 報) と 

いふ 有様で ある。 大地 中： は宫 ffl を 獨 い：： し、 貧農 及び 中農に 對 して は 一指 も それに 觸れ させない ので あ 

る。 赏際 問題と して、 もし、 贫農、 富農に その 機會 があった としても、 宫 田を賀 ふに も 金 はなく、 まで 

その他の 非合法の 手 K を 弄す る に 必耍な 費 川 も そ れ を 出し 得な いので ある。 

近年 來、 山 東、 河南、 河北、 山 西、 陝 西の 北部 等の 地方に は 幾千 幾 萬と いふ 民衆が 飢餓と 戰爭、 ^税と 


徵發、 更に 土匪の 迫害に 逢って 關 外の 各省に 移動し つ、 ある。 これらの 眷る もの も、 食 ふ もの もな く * 

また 住む ところと てない 農民に、 耕す 土地の ない こと はも もろん のこと で、 彼等 を獨立 農民と 呼ぶ こと 

は 出来ない。 多數の 土地 を 失って 流出した 農民た ちの 或る もの は 小作農と なって、 富農、 經煢地 キに俯 

はれる。 東 支鐵道 經濟局 統計 員 £.£.ャ シ ノ フの 統計に よると、 一 え 一 一 五 年北潇 において 農業の 最も 發 

達した 五十二 縣 における 小作農の 數は 三十 萬 11/ 經營 地主 及び 自作農の 數は 七十 萬戶 で、 その 土地 配分 

狀態は 次の 如くで ある。  、 

,  七十 萬戶 についての 土地 配分 表 (t^^f 離；. 


類  B 

餒眘 地主 及 富農 

中  農 

貧  M 

0  計 


農家 百分比 

1 四丄 一一 

四 二人 

四 •  二 九 

1 00 


所有 耕地 百分比 

五 二 

三 九 

1 00 


現在の 如き 環境に あって、 飢饉の 襲来 は 不可避 的に 土地の 集中 を 促進させる。 支那に おいて は、 その 

傾向 最も 顯著 である。 たと へば、 綏遠 省の 薩拉齊 の 大塞林 村に おいて は、 一九二 九 I 三 〇 年の 飢饉の 年 
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大部分の 土地が 綏遠省 政府の 官吏に よって 買收 された。 また 陝西省 中部 地方に おいて は、 一九二 八— 三 

〇 年の 災害に よって 大部分の 土地が 金 持のと ころに 集中した。 そこで は 百 畝の 土地が 一 家 三日 分の 食糧 

と 交換され た 例 さへ ある。 一 九 三 一 年の 長江 流域の 大水 害に おいても、 多数の 土地が 大地 キ 及び 富農の 

手中に 集中され た。  . 

連年に 百； る 天災と 人爲： £ 悪政と は 支那の 農民 を 生地獄の 中に 呻吟 させて ゐた。 最近に おける 榖物價 格 

の 下落 は 地主の 收入を 減少 させた が、 その 結果 は、 秩序の 比較的 平穩 であった 江 蘇 省に ついて 見ても、 

多 敷の 小作料の 納入し 得ない 農民 を 牢獄の 中に 繋ぎ 置く とい ふやうな 現象 を 生んで ゐる。 

又 地主と しても 小作料の 取り立てが 困難と なった ばか， o でな く、 租税の 重 壓を强 く 感じて ゐる。 

無 錫に 於け る 一 敏當り 地租 表 (一九 一 五一一九 三 三年 調査) 


年  代 

1 九 、. ： 五 年 

1 九 一六 年 

1 九 一七 年 

1 九 一八 年 

一九 一九 年 


畝 常り 地租 

〇• 六 ニ七元 

9 六 二 七 

〇 丄ハ 一 七 

0 丄ハ 二八 

〇 丄ハニ 六 


旨.^ 

1 〇〇 

1 〇〇 

九 八 

1 〇〇 

1 oo 


年  代 

1 九 二 〇 年 

一九二 一年 

一九二  二 年 

1 九 二 三 年 

1 九 二 四 年 


畝當り 地租 

〇 丄ハ三 二 

〇 丄ハニ 六 

〇 丄ハ三 二 

〇 丄ハニ 六 

9 七 二 六 


指数 

一 〇一 

1 00 

一 〇一 

1 1 六 


一 九 二 五 年 

1 九 二 六 年 

1 九 二 七 年 

1 九 二八 年 

1 九 二 九 年 


〇• 六 ST 八 

〇• 九 八 六 

〇• 九 三 六 

〇• 九 六 二 

〇• 九 四 八 


一 五 七 

一 四 九 

1 五三 

一 五 一 


九 三 〇 年 

九 三 一年 

九 三 二 年 

九 三 三 年 


三 一八 

一 •〇 三 六 

9 九 一 六 

了 一八 二 


七 八 

六 五 

四 六 

八 九 


最近 十 年間に 江 蘇 省の 地租 は 九 〇％ 增 加した。 地租の 增加は 地代の 增 加よ， o も遙 かに その 速度が 早 か 

つた。 かて、 加へ て 穀物 價 格の 下落 を 見て、 地主た ちの 土地 を賣却 せんとす る ものが 多くな つた。 

四川 省に おいて は 多數の 地主が、 その 土地 を 放棄して 成 都 或 ひ は 重慶に 移， o、 それによ つて 苛 重な 地 

租を のがれて ゐる。 長江 3 北 宜漢、 蓬 安、 灌縣 以南の ー带は 四川に おいても 最も 富饒な 地方と されて ゐ 

たので あるが、 この 地方に 駐屯して ゐた 軍閥 は、 向 ふ 二十 年から 四十 年に 及ぶ 租税 を豫 め徵收 して ゐる 

ばかりでなく、 尙 その外に 種々 の 名目 を 付した 附加税 及び 强制 徵發を 行った。 今一 例 を 示せば 次の 如く 

である。 

四川 省に おける 地租 豫徵表 

地  名  豫徵 年数  徵收 年度 

重  魔  . 五  1 九 三 一 年 四 月 
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璧 

溫 

灌 
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山 . 

縣 


七 

二. 

九 


二三 

二 四 

二 六 

二八 

三 〇 

！ 一一  一 

三 八 

四 1 


九 11 一 

九 一 乂 

九 一一 一 

九 一 1 一 

九 一一 

九^ 

九  一二 

九 1 一一 

九 11- 

九 三 

九 三 

九 一 1 一 

九  一二 

九 一一 一 

九 一一 一 

九 11 一 

九 11 一 


〇 年 一 月 

〇 年 一 月 

一 年 六 月 

三年 一 月 

一年 十一月 

一 年 八 月 

一年 一 月 

1 年 七 月 

二 年 三 月 

1 年 九 月 

三年 二 月 

二 年 六 月 

三年 一 月 

一 年 七 月 

二 年 十二月 

三年 一 月 

三年 四 月 


その他 資中縣 において は、 三年 間 二 九 三 01 三 三年) に 向 ふ 十四 年間の 分が 豫徵 された。 南 充縣に 

おいて は 一 年 半の 間 ( 一 九 三 一 年 十月から 一 九 三 三年 三月までの 間) に 向 ふ 十 一 ケ 年分が 豫徵 されて ゐ 

る o  . 

その他 各省に おいても、 租税の 豫徵 とい ふこと も屢々 見られる ことで あるが、 四川 省の ごとく 甚 しい 

ところ はない やうで ある。 いづれ にしても、 支那 各地 を 通じて、 租稅、 附加税 の 苛 重な こと は 驚くべき 

もので、 たと へば、 湖南 省に おける 附加税 は 正 税の四 倍に 當 り、 江 蘇 省 北部の 沛縣 において は、 現在 一 

畝當， 9 四、 七 七 四 元が 徵收 されて ゐる。 軍事的な 徵發は 常に 土地の 多寡に よって 割當 てられ、 それら も 

今 は 一 種の 地租と 變 b なくなって ゐる。 新聞紙の 報す ると ころに よると、 一 九 1 一九 年から 一 九 三 〇 年の 

1 ーケ 年間に おいて、 全國 一九 一 四縣 のうち 八 一 一三 縣 までが 皆 この 苛税に 苦しんで おり、 特に 黃河 流域 一 

带 において は 一 層甚 しくな つて ゐる。 

. まづ、 山 東 省の 五縣を 例に とづて 見やう。 一九二 八 年の 地 租税 は 總額四 六 八、 七 八 九 元であった が、 

これに 對 して、 軍事的 徵發は  一、 二八 六、 三 九 五 元に 達して ゐた。 言葉 を換 へて 云へば、 軍事的 徵發は 

地租の 二 七 ra% に 達した ので ある。 この 百分比 は 戰爭の 行 はれて ゐた區 域 ほど 高ま つて ゐる。 たと へ 

ば、 一九二 九 年 河北 省の 南部 及び 河南 省の 北部に 軍事行動が 行 はれた 時の 如き は、 該 地方に おいて g: 三 
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1  ー％ に 達した。 また 一 九 三 〇 年 四月から 十月に かけて 河南 省 東部 及び 中部に 戰 爭の發 生した 時の ごとき 

は、 四 〇 一 丄ハ％ に 達して ゐる。 卽ち 軍事的 徵發は 正稅の 四十 倍 以上に 達して ゐ るので ある。 一九二 七 

年 十 一 月から 一 九 一 一八 年 五月に かけて 山 西 省 北部 及び 長 城 以北の 地で は、 十五 縣の 軍事 徵發が 地 1 の 1 1 

二 五倍に 達した。 

徵税の 苛 重は决 して 地主 制度 を 崩壤に 導く もので はない。 た、、、 苛税の 負擔に 耐え 兼ねた 舊 地主が 急速 

に沒 落して 行く のに 對 して、 また 新ら しい 地主が 發生 する だけで ある。 これらの 新ら しく 生れた 地主 は、 

その 負擔に 耐える もの か 或 ひ はう まく それ を 廻 避す る ものである。 支那の 税则は 表面的に は 累進税と な 

つて ゐ るが、 實際は 反 累進で ある。 勢力 ある 多くの 不在地主た ち は、 納税の 負擔を 巧に その 地方の 貧農 

に負擔 させる。 現在 純粹に 地代の みで 生活して ゐる 地主 は 漸次 減少の 一路 を 迪り、 地主で あると 同時に 

商業 を營ん だり、 或 ひ は 政治に 參 加して ゐる ものが ますます 多くな つて 來てゐ る。 それの 最も 顯 著な 例 

は 陝西省 中部に おける 地主で ある。 該 地方 は 度び 重なる 災害 飢饉の 結果、 多くの 土地が 軍人、 政治家、 

官吏、 商人 及び 僞慈善 家 等の 手中に 歸 してし まった。 支那の 地主 達 はすで に 新ら しい 政治と 商業の 中に 

足 を 踏み入れ てお b、 政治と 商業の 變 化に 應 じて 彼等 自身の 性質 をも變 へて ゐる。 


現在の 支那の 地主 はフラ ン スの大 革命 當 時の 地主と は異 つて ゐる。 彼等 は大體 において M 位ー體 であ 

る。 彼等 は 小作料 收納 者で あると 问 時に 商人で あ b、 高利 貸で あ， o、 行政官 吏で ある。 多くの 地主 は 高 

利 貸 を兼營 してお り、 地主 兼 商人に も變 b 得る。 多くの 地主 兼 商人 は、 また 政 客に も變 る、 同時に 多く 

の 商人、 政 客た ち も 地主になる、 地主の 大半 は糟坊 (醸造所) 搾油 場 及び 穀物 倉庫 等 を經營 してお り、 

また 一方 倉庫 經營者 及び 雜貨 店の 主人 も 土地の 抵當 貸付け を やり、 實 際にお ける 土地の 中： 人で ある" ま 

た 地主の 所有して ゐる質 星 (常 舗) 及び 商店 等 は 軍人、 官吏の 銀行と 相互に 聯關を もって ゐる。 こうし 

たこと は實 際にお いて かくし 終へ ない 事實 となって ゐる。 一九 三 〇 年の 春、 江 蘇 民政 廳が、 該省 五一 四. 

戶の 大地 主につ いて 調査した 結果に よると、 そのうち 幾人 か は 専門的に 高利 貸 を 業と してお b、 その他. 

の ものに おいても 高利 貸と 全然 關聯 のなかつ たとい ふの は I 人 もなかった。 また 或る もの はキ： として 軍 

人、 政 客、 官吏で あ， o、 殆んど すべてが 徵 税負責 人であった。 (譯ま ー 支那に おいて は 一村 或 ひ は 一町の 徵 稅を豫 

め 入札に よって 決定し、 落札 者 は 一 期 或 ひ は 一 年間の 落札 區 域に おける 税金 を豫納 する が、 そ. の 後は該 區城內 のみ は 自由に 徵稅 

し 得る ので ある) したがって 彼等の 收入は 小作料と ともに 租税に よって 尨大な 額に 上って ゐた。 江 蘇 省の 北 
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部よ、 經濟 的に 後れて ゐる ため、 地主に して 官吏 を 職業と してみ る ものが 特に 多く、 南部 地方に ぉレて 

は 大多數 が 高利 貸 を 業と して ゐる。 地主に して 工場 經營 に從 事して ゐる もの は、 北部に おいて は 殆んど 

I 無と いっても 差 支ない。 

江 蘇 省に おける 三 七四戶 大地 主の 主要 職業 表 (St 、土 f.^lslg^) 


別  項  軍人 ，政容. 官吏  高利 貸 業  商 ゾ 工場 經營者 

•;  • :• 一戸 擻  四 四  六 九 ノ  .. 三 六  一 二  -f 丄 

江 蘇 南部 一 百 分 比  二 七 丄 一一 三 四 二 • 八 六 ニニ 丄ー 一六  七 • 四 五 

(戶 数  一二 二  六 〇  一一 二  1 

江 蘇 北部 I 百 分 比  五七丄 一八 二八 二 七 一四 • 五 五  II 

一 千 畝 乃至 六 萬 畝の 耕地 を 所有して ゐる 地主 五  一 ra 戶 について 調査した 結果、 そのうち 三 七 四 戶の大 

地主-は いづれ も 他に 主要な 職業 を もち、 その 餘の 一四 〇 戶の大 地主 は 如何なる 職業に たす さはって ゐる 

か 不明であった が、 純粹に 地代の みで 生活して ゐる もの は、 その 數 極めて 少ない ものと 見られる。 職業 

の 明瞭な 三 七 四戶の 地主に ついて 見るならば、 四 四 • 三 九 ％ は 地位 こそ 異なる が 軍人、 政 客、 官吏で あ 


b、 三 四 •！： 九 ％ は 質 星 • 铰茈を 開業し、 或 ひ は 高利 を し i: けて ゐる。 一七 *九 一お は 商 い^ 人 或 ひ 

は 商業 經詧 者であって、 僅かに 三 *ー 一 一ぶ のみが 工場の 株ギ： であるに 過ぎない。 以上の 統訃 にお：， て も 

知られる ごとく、 支那の 地主に は 高利 貸 に 嵐す る ものが 極めて 多い にも か、 は ら す 、 近代 丁 業 を おゆ： し 、 

或 ひ は 工場の 株 A となって ゐる もの は 橘く 少ない。 地主に して 官吏に なって ゐる もの は 東北 及び 西北の 

各省に 多く、 地主に して 商業 を 兼ねて ゐる もの は. 山 東、 河北、 湖北 及び 商業の 比較的に^ S した 地方 

に 多い。 

支那の 農村 行政に は、 地主の 强大 なる 勢力が 浸透し、 徴税から 司法、 教育 等に 至る までの すべてが、 

地主の 權 力の 上に 打ち 建てられて ゐる。 貧農に して 若し 租税が 納入 出来ない やうな 場合に は 監獄に 入れ 

られ 折檻 を 受けなければ ならない。 江 蘇 省で は、 五百餘 人の 小作農が 一 地方 監獄の 中に 監禁され てゐた 

ことがあった。 陝西省 南部の 農村に おいて 見られる 有名な 黑樓と いふの は 農民 を 懲罰す と こ ろ で あ 

る o 

無 錫 縣には 五 一 八 人の 村長が おり、 そのうち 一 〇 四 人の 村. おにつ いて その 綏濟狀 態 を 調査した ところ 

によると、 九 一 丄1ー％ まで は 地^、 七 .七％ は 富農、 一 ％ が 小 商人であった： これらの 地主のう ち、 四コ 丁 

二 七お は 中等 稗：^ の 地主で 五六 .七 三 ％ は 小 地キ： であった。 その 所有 耕地が 百 畝に 達しない 村長 は 五十 九 
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人で、 彼等の ー戶當 b 平均 耕地 は 四 四 畝であった。 これに 對 して、 所有 耕地 百 畝 以上の 村長 は 四十 五 人 

f、 その 一 戶當 りの 平均 耕地 は 一 一一 一四 畝であった。 以上の ことから も 農村 行政に おける 地キ： の 勢力の 

如何に 大 なる ものである かも 窺知す る こと は 困難で はない。 この 點 において は、 無 錫 は全國 各地の 代表 

とも 云 ひ 得る。 

その 所有 耕地の 狹 少なる 故に、 貧農 は、 直接 銀行の 信用 を かち 得ない。 それが ため、 地主 は 農村に お 

いて、 政治 勢力 を 握って ゐる ばか， o でな く、 地方の 商業 及び 貸付 資本 を 操縦して ゐる。 一九二 七 年 曲直 

生 氏 は 湖北 省の 棉花 取引 狀態を 調査し た 結果 次の 如く 云って ゐる。 

『棉花 栽培 者の 大部分 は いづれ も獨立 小農 民で ある。 彼等 は 最初から 資本 を もって ゐ ないた め、 それ を 

借金に 仰がなければ ならない、 …… 農民の 貸借 利率 は 普通が 年利 三 割 六 分で あるが、 金融 逼迫の 際に 

は 利率 は 六 割見當 にまで 昇る。 六 ヶ月 を 期間と する 借金に は 不動 產を擔 保と しなければ ならない。』 

貴 州 省 及び 雲 南 省に おいて は、 現金に よって 償還す る 借金の 利息 は 月 三割稃 度で あるが、 もし 穀物に 

よって 償還す る 場合に は 四 割稃 度にまで 高められる。 そ の 首都 貴 陽で は 利息が 年 七 割 一 一分 になって お 

b> 昆明 では 大地 主が 貸し^ける 場合、 甚 しいの は 年利 八 割 四 分にまで 高められて ゐた。 

地 キ： 及び 富農 は 小農の 貧困 (土地の 炔乏の 故に」 を 利用して 高利の 貸付け を 行 ひ 叉 商業の 經煢 によって 互 


あ を^し、 ますます 太って ゐる。 彼等 は 縠物を W ひ 傻 めて は 穀物 惯格 を： 上げ、 また 高利 を K しっけ 

て^ 農の 一：； 〔血 を 啜って、 その 财逄を 一 一倍 三倍に も增加 させて ゐる。 江 西 省 東北 部の 玉 山 縣の某 地主 は、 、 

高利の^ 付け を 行 ひ 三十 年間に その 土地 財產を 三十 畝から 一 千 畝に 增加 させた。 また 浙江省 中部の 義武 

縣の某 地主 は 穀物の 買占め、 高利の 貸付け によって、 十 年間に その 土地 財 產を七 五 〇 畝から 二、 〇〇〇 

畝 以上に した。 

支那に は 何處に 行っても 質屋の ない ところ はない。 質屋と いふの は 完全に 商業 的な 高利 收取 機關 であ 

る。 商業の 殷盛な 地方に おける 質屋の 資本 は 大部分が 商人から 吸收 した もので あ b、 封建的 殘 澄の 經濟 

的 勢力の 優勢な 地方に おける 質 星の 資本 は 大部分が 地主から 吸收 した ものである。 

江 蘇 省四縣 における 質屋 業 (一九 一一 一三 年 四月) 

資本の 來源 

也  名  罠 匿^  流通資本 額  )  . 

a  名  ^1  ( 元) 商人より 供 地主より 供 


給され た ％  給され た ％ 

如  杲  二  三 四 〇，  二 〇  八 〇 

常  熱  二 〇  七 二 〇  ニニ  七 八 

無  錫  三 四  1、一ニ〇  七 五  二 五 

松  江  一七  五 一〇  六 五  一 11 五 
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松 江 及び 無 錫の 商棠 は如皋 及び 常 熟よりも、 遙か に發展 して ゐる。 だが 現在の 狀 態から 云 ふなら ば、 

大多數 の 商業資本 は 小作料から？ 5 たもので ある。 したがって 支那に おける 質屋 は 高利 貸、 商業 I 地^の 

三位 一 體 となった 組織で あると いふ ことが 来る。 

支那の 富農 は >  坶キ， と： 様に 高利 を 貸付け 或 ひ は 商業 を經營 して ゐる。 多くの 富農 は 彼等の 農具 • 耕 

牛 及び 土地の 一部分 を 貧農に 貸し 忖 けて 賃貸 料 をと つて ゐる。 それ 故、 支那の 富農と いふの は 部分的に 

は 地主に なって ゐる。 たが、 支那に おいて は 土地の 分散の 故に、 課税の 苛酷なる 欤に、 また 榖物 格の 

激 落の 故に、 彼等に は资 本主棻 化への 道が 閉ざされて ゐ るので ある。 無 錫に は、 五八 戶の 富農が あり、 そ 

の 土地の 一八 • 七 六 ％ は贫 農に 貸し付けられて ゐる。 左表に おいて われ-^ は それ を 明白に 看取し 得る。 

無 錫縣の 代表的 二十 ケ村 における 富^の 耕地 面積 二 丸一 一 允年1)  . 

所有 耕地 面  農 戸数  土地 總 面積 貸付 耕地 面積 貸付 耕地 百分比 

十六 畝 以下  ニニ  一八 一 •〇  了 五  〇 ん三 

一六 II 三 一 • 九九畆  二 九  六 六 七 二  八 〇• 四  ニー •〇 五 

. 三 ニ^ 以上  七  三 五八 丄 一  一 四 三-三  四 〇•〇 一 

總計  五八 一、11〇 六丄 一一  ニニ 五 丄一  一八 丄ハ七 


十九 世紀の 末葉、 n シァの 農業に は 癸 本 主義の 發展が 開始され た。 だが 當 時の n シァ の狀態 はお 那の 

今日の 狀 態と は 全く 異 つて ゐた。 ロシアに おいて は當時 土地 を賃 a し、 ぶ もの は贫 民で あり、 土地 を 借り 

入れた もの は 富農であった。 今日の 揚子江 流域に おいて は、 大多數 の 贫嫫が 土地 を 借りて 小農と なって 

おり、 大多數 の 富農 は 皆 多 かれ 少な かれ 土地 を 貸し付けて 小作料 を收納 して ゐる。 北方 諸 省に おける 生 

產カ 及び 小作料 は 揚子江 流域に 比較し て 低く、 富農が 貧農から 土地 を 借り て 小作し てゐ ると いふ 事情 も 

時に これ を 見出す が、 近年に おける 穀物 價 格の 下落 は これらの 自 から 經營 して 相當の 利益 を あげて ゐた 

富農た ちに も 重大な 打 擊を與 へた。 廣東、 福 建の 兩省 において は、. 富農に して 土地 を 貸付け てゐる もの 

が 多く、 この 點 揚子江 流域と 同樣 である。 

大體 から 云って、 北方の 貧 * は 多くが 雇 農と な b、 南方の 貧農 は 小作農と なる。 その 經濟狀 態から 云 

へば、 後者 は 前者に 比して 更に 劣惡 である。 多くの 地方に おいて、 小作農と 地主が 地租 を分擔 して ゐる。 

地主 は 自分で 負 はなければ ないない ものまで も、 何とか 方法 を 講じて は 小作農に 押しつけて ゐる。 赏際 

から 云って、 小作農の 地主に 納入して ゐる 小作料の 中には、 利潤の 一部分ば か b でな く、 小作農が 消費 

した 勞働 力に 對す， る 賃銀 部分の 一 部す らも 含まれて ゐ るので ある。， 支那の 地代 は實に 高額で あり、 全收 

穫の四 〇％ 乃至 六 〇％ まで を 占めて ゐる のが 普通で ある。 

第二 窣 農村の 崩壤を 促進せ しめて ゐる 大地 主  三 一 一 一 


現代 支那の 土地 問題  三 四 

この やうな 重大な 問題に 對 する 緩和 策と して、 一九二 六 年、 支那 政府の 要人た ち は、 一種の 小作料 低 

減 政策 を考 へ、 小作料の 最高 率 を 全 收穫の 三 七 *五％ と 規定した。 だが、 この 低減 條令も 僅か 四 省に 公布 

された のみで ( 一 九 二 六 年 七月 湖南 省に 公布、 八月 湖北 省に 公布、 十 一 月淅江 省に 公布、 十二月 江 蘇 省に 公布)、 S 實 におい 

て はこれ よりも、 遙 かに 有效な 經濟 法則た る 『地主 • 小作 制度の もとにお いて、 地主 は 權カを もって 小 

作 料 を 引き上げる ことが 出来る』 とい ふ 方が 强く 作用し、 一 九 1 1 八 年 一 一月に は 浙江省 を 除く 他の 省に お 

いて は いづれ もこの 小作料 低減 條令を 取り消して しまった。 

この 小作料 低減 政策 も、 或る 程度まで 小作料の 增 額と 豫納を 防止した こと は 確かで ある。 だが、 か、 

る 規定 は 僅かに 米 及び 麥に のみ 限定され、 その他の 棉花、 豆類、 桑 等に は 及ばなかった。 これが ため、 

この 政策の 遂行の 裏に は 次の ごとき 幣 害が 起った ので ある。 

W 浙江 省の 地主た ち は 小作料 收 納に當 つて、 度量衡 器 を 大きく して 行った。 永 康縣は その 例で ある 

(小作 仲裁 局 第 九十 三次 會議 の記錄 「 一 九 三 二 年 九月 廿 一 日號」 を參 照され たし )o 

S; 地主 は 農民 を强 迫して その 土地 を 多く 報吿 させた。 紹與の 例の 如く。 ( 一  九 三 一 年ん 月廿 八日 杭 州民國 

日報 參 照)。 

g 地主 自 から 人 を 派遣して 收穫 させた。 蕭山縣 の^の ご とくに 二 九 三 一 年 十 一 月廿 三日 杭 州民國 日報 參 


照) 

g 地主 は 仲裁 局の 調停 人が 来ない 前に 收穫物 を收穫 させた。 璺山縣 の 例の ごとくに (一九 三 o 年 九月 

十八 日 上海 時事 新報 蓥 照)。 

^ 地主 は 晚稻の 收穫の 時に 小作料 を增 加した。 諸 曁縣の 例の 如く (一三 二 年 六月 九 H 淅： a 仲裁：：？ 笫 八十 次會 

議事 錄) 

g 仲裁 局が まだ 紛糾の 調停 を 終へ ない 間 は 土地 は 未 耕作の ま 、棄て 置かれた。 嘉興縣 の 例の 如く 

( 一 九 二 九 年 三月 十六 日 申 報 参照) 

地主 は その 意志に 從 はない 小作人の 土地 を 強制的に 取り上げ、 他の 從 順な 小作人に 贷し 付けた。 これ 

がた め、 龍游、 諸曁、 處州、 溫州、 桐廬、 遂昌、 樂淸、 新昌 等の 諸縣 及び その他の 地方に おける 小作農 

は 小作料 低減 令の 利益 を 享受す る 前に 小作す る 土地 を 失って しまったの である。 

第二 節 農業 生 逢の 衰退 

支那に おける 大 土地 所有者の 種々 な 弄 策の 結果 は、 農業 生產を 必然に 衰 返せし めて ゐる。 最近に おけ 

る 調査 統計 は いづれ も 支那に おける 經營 面積の 減少して ゐる こと を 明白に 示して ゐる。 經營の 縮 少は富 

第二 窣 農村の 崩缓を 促進せ L めて ゐる 大地 主  三 五 


現代 支那の 土地 問題  三 六 

農が 部分的 地虫に 變 つて 來 たこと からば かりで はなく、 貧農の 數が增 加して 來た ことに もよ る もので あ 

る。 北方に ついて 云へば、 一九二 八 I 三 〇 年の 大 饑饉 以前 は 陝西省 中部に おける 一 尸 當 りの 平均 面積 は 

三十 畝で あつたが、 現在 は 二十 畝に も 達して ゐ ない。 災害 を 最も ひどく 蒙った 該 省五縣 乃至 七縣 におい 

て は 約 二 〇％ の 土地が 寳 b 拂 はれた。 郃陽縣 (陝西 省) は それ 程 ひどく 災害 を 蒙った とい ふわけ ではな 

いが、 土地 は 集中し つ 、あり、 富農の 增加 とともに 貧農 は 益々 增 加し、 中農が 急速に 減少して ゐる。 

. 陝西省 郃陽縣 における 農家 增 減- 

1 九 三 三 年 


、一 九 三 三年、 三ケ 

V 村に つ いての 調査 


W  地 


面 


積 


農戶敛 


二十 畝 以下の 者 

二 四 I 四 九 • 九九 畝 


一 二 五 

. 六 一 

三 〇 九 


五 〇 畝 以上の もの 

總  計 

河北 省の 某縣は 近年 來 別に 災害 を 蒙った ことはなかった が 


J  _ 九 二 八 —年， 

百分比 農 戸数 百分比 

三 九 • 八 一  九 五  三 〇• 八 四 

四 〇• 四 五 一七 三  五六 丄七 

1 九 • 七 四 四 〇  1 二  • 九九 

1 〇〇 三 〇 八  一 〇〇 


農戶數 

七 〇 

二三 六 

五八 

三 六 四 


九 二 三 年 

百分比 

1 九 •  二三 

六 四， 八 四 

1 五 • 九 三 

一 〇〇 


戶當 りの 耕地 面積 は 明かに 減少して ゐ 

る。 この 地方に おける 經營 地主と 農民の 平均 耕地 は、 一九二 七 年 一七 i 一二 畝であった ものが、 一九二 

九 年に は 一 六 • 八 八 畝と な b、 一  九 三 〇 年に は 一 六 • 七 五 畝と な つて ゐる。 貧農の 耕地の 缄少は 一 層甚 


保定縣 における 一 、四 七三 戶の 農家の 耕地 表 (jl せ いて 


類  S 

經眘 地主 及 富農 

中  農 

貧農 及 雇 農 

總  計 


農家 数  耕地 面積 總数 

1 五六  1〇、〇 八 八 • 四 三 畝 

三 四 四  八 、二三 八 • 七四ク 

九 七三  七 、一八 〇•〇 四 ク 

一 、四 七三  二 五、 五 〇 七 ニー  1 ク 


戸當り 平均 耕地 面積 數 

六 四 丄ハ七 畝 

二三 • 九 五ク 

七丄 二八 ク 

1 七 丄一 二 1 ク 


保 定縣ー 、五二七 戶 農家の 耕地 ま 


代表的 十 村に つ いて、 

1 九 二 九 年 調査 


類  KJ 

鸫詧 地主 及 富農 

中  農 

貧農 及 雇 農 

^  せ。 


農 家 數  耕地 面積 總数 

一六 一  一 〇、〇 四 八 ニー 一二 畝 

コー 五八  八、 五 四 九， 五 七ク 

一、 〇〇 八  七、 一七 四 *八〇 ク 

一、 五二七  二 五、 七 七ニ丄 ハ九ク 


1 戶當り 平均 耕地 面積 

六 子 四 一 畝 

1111 丁 八八ク 

七 •  |  二 ク 

一 六 人八ク 


第二 草 農村の 崩缓 を^ 進せ しめて ゐる 大地 主 


三 七 


、 


現代 支那の 土地 問題 


11 一八 


保定縣 における 一、 五 四四戶 農家の 耕地 表 (f 誘^お きて、 


經營 地、 王 及 富農 

中  農 

貧農 及 雇 農 

總  計 


農 戸 数  耕地 面積 總數 

1 六 二  1〇、〇 九 了 五 七 畝 

三 六 二  八、 五六 卞 六ニク 

一、 0  二  0  七 、一九 卞七 一 ク 

1 、五 四 四 二 五、 八 五六 *九〇 ク 


九 三 〇 年の 調査 

1 戶當り 平均 耕地 面積 

山ハニ  •  二 九 畝 

二三 丄ハ 七ク 

七 ，〇 六ク 

一 六 • 七五ク 


保定縣 にお け る 耕地 平均 面積 指數表 ( j  ^it を 


經營 地主 及び 富農 

一 〇〇 

九 六 • 五 

九 六丄ニ 


中 


農 

一 〇〇 

九九-七 

九 八. 八 


年  ^ 

1 九 二 七 年 

1 九 二 九 年 

1 九 三 〇 年 

揚子江 流域に おいても 大農 場 は 日々 に滅 少し、 それに 反して 小農 場が 漸次 增 加して ゐる。 たと へば 湖 

北 省の 應城 は從來 兵災の 少なかった ところで あるが、 一 村. のうちに I j 十 畝 以上の 耕地 を經詧 して ゐる農 


貧農 及び 雇 農 

1 〇〇 

九 六-五 

九 五 • 七 


一 00 

九 七-五 

九 六 • 七 


家 は 最近 全然な くな つてし まつ 


-7 


江 B 省鎭江 地方 は 更に 平 穩な處 である。 だが、 こ、 でも 矢張り 大農 場 は 急速に 姿を消し、 そわに^ き 

かへ 小農 場が 多く 現 はれて ゐる。 • 

湖北 省應城 縣淸水 湖村に おける 農家の 變遷表 (一九 一一 一 三年 調査) 


耕地 面積^ 

五：^ 以下の もの 

五 II 一  九 • 九九 畝の もの 

二 〇 畝 以上の もの 

總  計 


九 三 三 年 


九 二 三 年 


農家 数 

四 〇 

四 二 


百分比 

四 八 • 七 八 

五 1 


農 家 數 

二 〇 

二 五 

一 八 

六 三 


百分比 

-  一  一  • 七 五 

三 九 丄ハ八 

二八， 五 七 

1 0060 


八 二 一〇〇，〇〇 

鎭 江の 東南に は、 工業の 發 達した 無 錫が ある。 無 錫 縣の柬 部 農村に おいて は 小作農が 多く、 南部に は 

小 自作農が 多い が、 二十 畝 以上の 耕地 を もって ゐる もの は殆ん どない。 該^の 西部 及び 北部に は 大農 場 

が 多かった が、 該 地方の 三 村に ついて 調査した 結果 は、 最近 十 年間 (一九二 二 —三 二 年) 經營 耕地 十^ 

以下の 農家 は  一 一 ー％ 增 加し、 經營 耕地 十 畝 乃至 1 一十 畝の 農家 は 一 ー％ を 減少、 經營 耕地 一 一十 a 以上の 農家 

は I 〇％ 減少して ゐる。 • 


第二 莩 農村の 崩竣を 促進せ しめて ゐる 大地 主 


111 九 


の 二 九 五 五 耕 


總、 も 〇 畝 


地 


現代 支那の 土地 問題  四 〇 

江 蘇 省 鎭江縣 西 湖村に おける 農家 變遷表 (一九 一一 一一 一一 年 調き 


面積 別 

以下の 者 

九 • 九 

二 五 畝 


九 三 三 年 


九 二八 年 


九 二 三 年 


p の 


農家 数 

1 五 

1 六 七 

六 五 

二 四 七 


百分比 

六 •〇 七 

六七丄 ハー 

二 六 • 三 二 

一 〇〇•〇〇 


農家 数 

1 三 〇 


耕地 面積 別 

一 〇 畝 以下の もの 

1 〇 1 1 九 i 

九：^ まで の もの 

二 〇 畝 以上の もの 

總  計 


無錫縣 における 

農家 M 


二 四 七 

戶 農家の 耕地 


百分比 

二  • 四 三 

五 二 丄ハ三 

四 四 • 九 四 

〇〇•〇〇 


農家 数 


百分比 


• 七 二 

1 七 五 

二 四 七 


二 九 • 一 五 

七 〇• 八 五 

〇〇•〇〇 


，代表 村に ついて 

, 九 ニニ 年の 調査 


五 一 

四 八 

三 四 


農家 數 百分比 

八三丄 一一 五 

三 六 •〇 九 

二 五 • 五六 

1 〇〇•〇〇 


耕地 面積 總数 

一一 10 1 i 畝 

六 四 〇 丄 ハク 

ニー  三 • 七ク 

二、 〇 五 五. 八ク 


戸當り 平均 耕地 面積 

五 • 九 畝 

1 三 • 三ク 

三 二-八 ク 

一 五 • 五ク 


無錫縣 における 一 

耕地 面積 別 農 家 數 


代表的 三ケ 村に つ い 

て、 一 九 二 七 年 調査 


四 七 農家の 耕地 狀態 

農家 数 百分比  耕地 面積 總數  一^ 営り 平均 耕地 面積 


一 〇 畝 以下の 者 

1 〇 1 1 九， 九 

九^の も の 

二 〇 畝 以上の もの 

十 

^  き a 


六 一 

五 二 

三 四 

四 七 


四 1 ,五0 

三 五， 三 七 

二手 一 三 

〇〇•〇〇 


三 四 〇• 四 畝 

六 九 八 ，九ク 

1 、〇 八 九 •〇 ク 

二、 1 二八 二 一一 ク 


五上 ハ畝 

1 三， 四ク 

三 二  •〇 ク 

1 四， 五ク 


耕地 面積 別 

1 〇 畝 以下の もの 

1 〇 —— 一九 • 九 

九^の も の 

二 〇 敏以. 上の もの 

總  計 


無錫縣 における 

農家 傲 


六 七 農家の 耕地 狀態 


代表的 三ケ 村に つ い 

て 1 九 一  一二 一 年 調査 


八 四 

五 七 

二 六 

六 七 


百分比 

五 〇 丄ー 一〇 

三 四， 一 三 

1 五 • 五 七 

〇〇•〇〇 


耕地 面積 總數 

四 四 八 • 九 畝 

七 八 七， 七ク 

七 八 七 •  ニク 

二、 〇 二三 • 八ク 


戸 営 一 


平均 耕地 面積 

五丄 一一 畝 

1 三 • 八ク 

三 〇• 三ク 

二 エタ 


無錫縣 における 農家の 增減 百分比 (ml 一^,^ 


年  度 

1 九 ニニ 年 

1 九 二 七 年 

1 九 三 二 年 


一 〇 畝 以下の 農家 

百分比 

三八丄 一一 五 

四 一 .五〇 

五 〇• 三 〇 


〇. 


-ー ル秦 九九 

敝の 農家 百分比 

三 六 *〇 九 

三 五， 三 七 

三 四， 1 三 


パ九 ニニ 一 九 三 二 年の 調査 

二 〇 畝 以上の 農家 

百分比 

二 五 • 五六 

二三. 一 三 

1 五， 五 七 


〇〇 

00 

00 


第二 寧 農村の 崩续を 促進せ しめて ゐる 大地 主 


四 


四 二 


現代 支那の 土地 問題 

もしも 生產 用具が 日 々 に 進 步し增 加し て ゐ るなら ば、 經營 面積の 縮少と い ふ こと も それ 程 生 產を减 返 

せしめない かも 知れない が、 支那に おいて は、 經營 面積の 縮少は 同時に 生產 用具の 減少 を も 伴って ゐる 

ので ある。 役畜、 農具、 肥料の 滅少が これで ある。 陝西省 郃陽縣 において は 最近 十 年間に 役畜 を 持た な 

い 農家が 二 九 ％ から 四 七に 增 加し、 役畜 二三 頭 を 所有して ゐた 農家 は 一 三 ％ から 八 ％ に 減少した。 


陝西省 郃陽縣 の三ケ 村に おける 役畜 表 


農 


家 

役畜な き 農家 

二 戸 或は 三戶 にて 一 

役畜 を 共通 せる もの 

役畜 一 を 有する も の 

役畜 二 を もつ もの 

役畜 三 を もつ もの 

. ^ひ  IT 

一 I 一- 卩 


九 三 三 年 


九 二八 年 


一 九 二 三 年 


農 戸数 

1 四 六 

三 〇 

五 五 

五 二 

二 六 

三 〇 九 


百分比 

四 七， 二 五 

九-七 一 

1 七 *八〇 

一 六 • 八 三 

八. 四 一 

一 00 


農 戸数 

一 一 〇 

二 九 

六 三 

五 七 

四 九 

三 0 八 


百分比 

三 五 • 七 1 

九 • 四 二 

二 〇• 四 五 

1 八 • 五 一 

1 五 • 九 一 

一 00 


農 戸数 

1 〇 五 

九 七 

四 六 

三 六 四 


百分比 

二八 • 八 五 

1 丄ニ七 

三 〇• 四 九 

二 六 丄ハ五 

一 二 丄ハ四 

1 00 


揚子江 下流、 滬杭鐡 道 沿線の 嘉善は 最近 十ケ 年間 一度 も 災害 を 蒙らなかった 所で あるが、 役畜の 使用 

狀態は 陝西省 郃陽縣 と 殆んど 同じ やうな 傾向 を 示し てゐ る。 


M 


0 


役畜な き 農家 

二 戶或ひ は 三 戸に よって 

1 役畜 を 共有せ る もの 

役畜 一 以上 を 所有せ 

る もの 

^  き a 


淅 江省嘉 善 縣順懇 村に おける 役畜 表 (一九 三 一 一 一年 調き 

1 九 二八 年 

\  X   / 

農 戸数  百分比 

二 〇  ニ六丄 一三 

一 〇  一三 二 六 

四 六  六 〇i 二 


農 戸数 


九 三 三 年 

百 分。. 比 

三 三  三 八 丄ニ七 

七  八 • 一 四 

四 六  五三 • 四 九 


九 二 三 年 


八 六 


〇〇•〇〇 


七 六 


〇〇•〇〇 


農 戸数 

1 五 

1 二 

五三 

八 〇 


百分比 

1 八， 七 五 

一 五 •〇〇 

六六丄 1 五 

一 0060 


津浦線 治線徐 州の 狀態 も决 してよ く はない。 一 九 三 三年の 報吿 によると、 該 地方の 農村に おいて は、 普 

通 三 戶或ひ は三戶 以上に よって 一 役畜が 使用され 五戶 によって 一 つの 犁が、 六戶， 或 ひ は九戶 によって 一 

つの 車が、 共有され てゐ る。 しかも 現在 持って ゐる 役畜 は いづれ も 老齡で 使用に 耐え なくなって ゐる。 

最近 數 年間に 小数の 車が 增 加した のみで、 役畜 も 農具 も 皆 急速に 減少して ゐる。 役畜の ない 農民た ち は 

人間の 勞働カ を もって 役畜の 勞働 力と 凌 換 して ゐる。 役畜 を 借りて 一 畝の 土地 を 耕す と、 役畜 所有者の 

ために 三日間 勞 働に 服さなければ ならない。 役畜の 賃貸 料が かくの ごとく 高い ことによ つても、 役畜の 

如何に 缺 乏して ゐ るか、、、 察し 得られ やう。 一 九 二 七 年 湖北 省の 東部に おいて は、 貧農の 一耕 牛賈^ 料 は 

一 畝の 中等 地の 小作料に 相當 して ゐた。 また 應 城の 淸水 湖村に は、 全然 役畜 を 所有して ゐ ない 農家が 一 

第二 窣 農村の 崩缓を 促進せ しめて ゐる 大地 主  四 三 


現代 支那 ひ 土地^ 題  W 四 

九 一 一三 年に は 僅か 八 ％ であった ものが 一 九 一 1 八 年に は 三 五 ％ にな b、 現在 ( 一 九 三 三年) では、 殆んど 

半數 以上が 役畜 を 持た なくなって ゐる。 

廣東、 廣 西の 兩 省に おいて は、 最近 五ケ 年間に 役畜の 價格は 急激に 昂騰し、 殆んど 以前の 二倍 或 ひ は 

三倍と な つた。 湖南 省 において は 政府^ 席 何 鍵の 耕 牛 屠殺 禁止 令 にも 次の 如く 云 つて ゐる。 

r 湖南 省に おける 耕 牛の 價格は 日々 に 昂騰し、 數戶の 農家 を もってしても 一匹の 耕 牛 すら 購入し 得な 

ぃ狀 態に あり、 それが ため 耕地の 荒 蕪 を來 し、 農 產物は 減少して ゐる …… 。』 

支那に おける 役畜と して は 馬、 驢馬、 水牛、 黃牛、 騾子 (馬と 驢の 一 代 交配) 等で あるが、 それら は 

いづれ も 減少して ゐる。 減少の 原因と して は、 或 ひ は 一九 三 一年の 長江 大水 害に よって 溺死した の も あ 

K 或 ひ は 流行病に よって 病死した の も ある (今日 廣東、 廣西 その他 各省で は 役畜の 疫病が 流行して ゐ 

る) がまた 農民が 棄 値で 寶 b 飛ばした の も 少なくなる。 棄て 値で 賣 b 飛ばす 原因 は 飼養す る 力が なくな 

つた か 或 ひ は 生活 を 維持す る た め に 金 を 必要 としたか による ものである。 

最近に おける 穀物 價 格の 下落 は、 貧農の 生活 をます ます 困窮に 陷 らしめ、 それが ため 大多數 の 農民 は 

普通の 肥料 さへ も購へ なくなって ゐる。 たと へば、 安徽省 北部 ー带の 肥料 市場が ますます 凋落して ゐる 

の は 正に そのため である。 農民 生活の 困窮 は生產 用具 を も 減少 させ、 再生 產の 經濟的 基礎 をます ます 狹 


めて ゐる。 

役畜、 農具、 肥料 等す ベて を 失って しまった 貧農に とって、 最後に 失 ふ もの は 僅かば かりの 土地 —I 

主 耍生產 手段 —— だ。 保定 における 農民の 狀態 は、 支那 農民の 無產 化の 一般的 傾向 を 明示して ゐる。 

一  . 保定縣 における 農民の 所有地 表 (f^utlu れ n£ 年) 

中  農 

竿  宠  、  1  )  1  1/ 

一  農 戸数 所有 耕地 面積 指 数 

1 九 二 七 年  三 四 三 八、 〇 六 六 • 八 四 畝  一 〇〇 

1 九 二 九 年  三 四 三 八、 〇 四 一， 三七ク 九九。 七 

一 九 三 〇 年  三 四 三 七、 九九 五丄 ニニ ク 九九 二 

貧農 及び 雇 農の 土地の 喪失 は 中農よ b も 急速で ある。 一 九 1 一 七 年 六月から 一 九 三 〇 年 六月までの 三ケ 

年間に おいて、， 彼等が S 却 或 ひ は低當 流れに よって 喪失した 土地 は 得た 土地の 四 倍に 達した。 言葉 を 換 

へて 云へ ば、 彼等が 買 ひ 入れた か 或 ひ は低當 にと つた 土地 は、 彼等が 牴當に 入れた か 或 ひは賫 却した 土 

地の 一 一 四 ％ にし か當 つて ゐ ない。 一 九 一 一七 年 六月 これらの 貧農 及び 雇 農の 所有 耕地 は 合計 六、 八 六  一 丁 八 

九 畝であった ものが、 一 九 三 〇 年 六月までに 彼等が 買 入れた か 或 ひ は低當 にと つた 土地 は 一 六 四、 一 一九 

第二 窣 農村の 崩续を 促進せ しめて ゐる 大地 主  四 五 


貧農 及び 雇 農 

農戶數 所有 土地 面積 . 指 数 

九 六 九 六、 八 六 二  • 八九^  1〇〇 

九 六 九 六、 四 四 四 • 五 〇 ク 九 三 • 九 

九 六 九 六、 三 四 八 • 一 一 ク 九 二  • 五 


現代 支那の 土地 間 題  四 六 

畝で ニ丄 1 一九 ％ に 當っ ており、 それに 對 して、 彼等が 寳 却した か 或 ひ は 低當に 入れた 土地 は 六 七 九 *〇 七 

畝で 九 • 八 九 ％ に 達し 總計 三ケ 年間に 喪失した 土地 は 五 一 四 • 七 八 畝と である。 數年 前の 穀物 價 格の 比 

較的 高かった 時代に おいて すら かくの 如くで ある。 まして 最近の 情勢から 推すならば 向 ふ 四十 ケ 年間に 

は 保定の 貧農 及び 雇 農に は 一 片の 土地 も殘ら なくなる であらう。 

最近に おける 農産物 價 格の 下落、 商業の 極度な 不安、 課税の 苛 重、 高利 貸の 重壓 等々 は 資本の 流通 を 

阻げ、 土地 價袼を 急速に 低落せ しめて ゐる。 これが ため、 中農、 貧農、 雇 農が 彼等の 土地 を賣 b 拂 ふの 

みで なく、 多くの 富農 及び 地主に おいて すら、 その 土地 を賣 却して 現金 を摑 み、 負擔 を輕滅 しゃう とす 

る 傾向が 見へ る。 

耕地の 價格は 支那 各省と も 一 檨に 下落して ゐる。 一 九 三 三年の 春と 一 九 一 一三 年と を 比較して 見る も、 

福 州に おいて は 地 價が三 三 ％ 下落し、 浙江省 永康縣 において は 四 〇％、 江 蘇 省 鹽城縣 において は 七 〇％ 

陝西省 府谷縣 では 五 〇 乃至 八 1 %、 察 哈爾の 陽原縣 では 六 〇％、 河北 省の 數縣 では 三 三 ％ 乃至 七 五 ％、 

いづれ も 下落して ゐ る。 

河北 省の 數縣 における 耕地 一 畝當り 平均 價格表 (釭,^) 


1 歃當り 平均 慎 格   指数 (一九二 九 年 を 一 〇〇 とす) 


©  4  \  ,  、  > 

1 九 二 九 年  一 九 三 三年  一九二 九 年  一 九 三 三年 

趙驟  九 〇  六 〇  一 〇〇  六 七 

行  唐.  1 五 〇  一 〇〇  1 〇〇  六 七 

南  和  1〇〇  六 〇  1〇〇  六 〇 

固  安  五 〇  二 〇  1 〇〇  四 〇 

晉縣  1 〇〇  四 〇  1 〇〇  四 〇 

東庳  1〇〇  三 0  一 〇〇  三 〇 

保定  八 〇  二 〇  一 〇〇  二 五 


價は 日々 に 低落して ゐる にも か 、 はら や 荒 蕪 面積 も 日に 增 大してお り、 土地な き 農民 も 日に 增 加し 

てゐ る。 支那に は 約 二百 萬の 兵士が ゐ るが、 彼等の 出身 は 大部分が 土地 を 失った 貧農で ある。 満洲 事變 

前まで 每年 平均 十五 萬 乃至 十八 萬の 農民が 長 城 以北 及び 満洲 各省に 移住し てゐ たが、 現在 は それ もや 

み、 一 九 1 1 九 年の 世界 恐慌 爆 發以來 海外の 華僑で 歸國 した ものが 1 一十 萬 乃至 一 一十 五 萬 を算 し、 現在 全！ i 

の 失業者 は 少なくとも 六 千 萬 を 下らない であろう。 それと 同時に 土地 は 新たな 勢力 ある 地主の 手中に^ 

中され、 彼等 は 地價の 下落に 乘 じて 一 層 集中 を强 化して ゐる。 人口の 稀少な 未開^な 土地 ほど 土地の^ 

中は甚 しい。 この やうな 土地 所有と 使用の 間の 矛盾 こそ、 現在 支那に おける 土地 問題の 核心 をな して ゐ 

第二 草 農村の 崩续を 促進せ しめて ゐる 大地 主  四 七 


現代 支那の 土地 問題  四 八 

る 0 

(註 一 ) 定驟 における 一 戶當り 平均に 保定 よりも 三 六％大 である 0  . 

(註 二) 保定 における 雇 農と 普通の f 本 主義 國 家に おける 農業 勞働 者と は 同 一 ではない 彼等 は 自分で も 僅かながら 土地 を 所 

有して ゐる。 調查の 結果に よると 二 〇 三 戸の 展農 のうち 六 五おまで は 僅かながら 土地 を iw. ^して ゐた。 

(註 三) 廣 東の 『畝』 は保定 よりも 大 である。 南 陽に おける 一 畝 は 臨 安の それよりも 小さい。 ァ ー かを單 まとして 計算す る 

ならば 保定の 一 畝 は 六。 四 〇 五 ァ-^ であり、 定縣の 一 畝 は 六 二五ァ ー か、 臨 安の 一 畝 は 六 • 一  四四ァ ー か 平 湖の 

一 i は 五. 七 二八 ァ ー 少、 無 錫の 一 畝 は五丄 ハー 六ァ ー ャ である。 


支那 現段階の 土地 問題 

陶 直 


夫 


第一章 緖 言 

この 數年 來、 支那に は 土地 問題 解决の 叫びが 満ち あふれて ゐる。 國際 聯盟の 駐玄專 門 家から、 阈內の 

S 1 ) 

各學術 M 體に 至る まで 『土地 制度 改革の 急務』 が 叫ばれ、 或 ひ は 『生產 分配 を 中心として 十址^ 題 を 解 

へ卞-  一一)  ，！ 

決せよ』 とに ふやうな 要求が いづれ から も 提出され てゐ る。 また 實 際にお いて この 問题の 解決に 當 つて 

ゐる ものと して はすで に 「赤 區」 の 土地 革命が あ b 、收 復區域 SB— 曾って ソゲ h  - トが 樹立され た 地方で、 國民 

政府が S び 奪！： した^ 域の こと) の 土地 整理が あ b 、或 ひ はまた 福 建 事件 中 福 建に 實 行され た 『計 口授 田』 C35il 

家族 数に 應 じて 土地 を 分配す る) 等々 の 方法が ある。 この 數 年来、 . 政府の 役人 や 銀行家た ちに よって 大聲に 叫び 

つぐ けられて ゐる 『農村 復興』 のス P— ガンの 中に さへ も、 『人 は 地に 浮き』 『貧者に は 立錐の 錄地 もな し』 

とい ふやうな 形容詞が つか はれて ゐる。 問題 は それほどにまで 急迫して ゐる。 だが、 その 意 * と內^ に 

ついては、 なほ 厳密な 規定と 檢 討が 加 へられる 必要が ある。 

S 在 支那の 國民 經濟は 極度の 危機に 陷 つて ゐる。 この 危機 は 國際的 及び 國內的 諸條件 をから み 合せて 

よ b 深刻な、 より 全面的な 姿態 を もって 示現され てゐ る。 卽ち、 國際關 係から これ を 見るならば、 支那 

^一^  0  言  五 一 


支那 現段階の 土地 問題  五 二 

はま さに 國際資 本 主襄體 系の 一 環と して 過， 剩生產 物の^ 濫の 場所と なって ゐる。 これが ため 物惯の 低落 

を來 たし、 產 業の 衰退 現象 を 形成し つ、 ある。 更に 國內： e 條件 について 見るならば、 支那に おける 半 封 

建 的 生產關 係の 殘澄 は、 生產 力の 不斷 の發展 を阻碍 して ゐる のみでな く、 むしろ これ を 日々 衰 返せし め 

て さへ ゐる。 市場に おける 過 剩生產 物と 極度に 衰 返せる 生產 力と は、 もともと 互に 相排擊 する 範疇の も 

ので は あるが、 半 植民地 支那に おいて は、 かへ つて 統一 され、 國 民經濟 現段階に おける 危機の 二 大特徵 

をな して ゐる。 この 二つの 特徵は 相互に 影響し 合 ひ、 また 相互に 促進し 合って おり、 同時に 列强 資本の 

對支 支配の 强化 もまた これらの 特徵を 全面的に 展開せ しめる 基本的 要因と なって ゐる。 

先づ 第一 の特徵 について 見る ことにし やう。 生產 物の 支那に おける 相對的 過剰 は、 その 世界的 意義 か 

ら云 ふなら ば、 所謂、 社會的 生産と 私的 所有と いふ 基本的 矛盾に よって 支配され ており、 その 特有な 條 

件に ついてい ふなら ば、 か、 る相對 的な 過剩 現象 は、 國內 大衆、 特に 農村に おける 購買力の 極度の 低下 

を もって、 尖鋭に 示現され てゐ る。 支那に おける 近来の 慢性的 農業 恐慌 は、 と， o もな ほさす、 國 內 農村 

大衆の 購買力の 極度の 減少 を もたらした 主要な 原因で ある。 故に、 もしも われ- /^が 國際的 條件を 除外 

して 考 へたならば、 支那の 農業 恐慌 は、 實 にか、 る 相 對的過 剩生產 を 特に 深刻に 示現せ しめた 主耍原 a 

であり、 かくて また.^ 那の 民族 工業の 發展を 阻害して ゐる 契機の 一 でも ある。 


次に、 第二の 待徵 について 見やう。 現在 支那 市場に おける 商 ロ&^ 充滿、 惯格激 落の 現象 は、 一. R 外國 

商品の ダン ビングに より、 他方 大衆 購買力の 異常な 激減に よって 惹き 起された ものである。 支那 自身が 

もって ゐる生 產機關 は、 その 技術の 幼稚なる こと、 また その 生產 力の 低い ことにお いて 正に 驚くべき も 

のが ある。 か、 る 現象 は 農業 生産の 方面に おいて 最も 明瞭に 現 はれて ゐる。 しかして、 支那に おける 慢 

性的 農業 恐慌 こそ、 か、 る 生產カ の 極度の 衰返を その 基本的 特徵 として ゐ るので ある。 

以上に おいて、 われく は、 支那 國民 經濟の 危機の 特徵、 及び 農業 恐慌が この 危機の 中に おいて 占め 

る 地位に ついて 簡 單に說 明した。 次に われく は、 何が 支那に おける 農業 恐慌の 基本的 要因で あるかと 

いふ 問- m こついて 檢 討して 見やう。 言葉 を換 へて いへば、 國內 的に は、 何が 支那 農業 生產を 極度の 衰頹 

に々 曰、 らしめ、 支 K の 全國民 經濟を 蘇生 困難に 陷 入らし めて ゐる 主耍 原因で あるかと いふ 問題で ある 

或る人々 は、 これ をば 高利 貸 商業 * 本の 收 取と、 苛 捐雜税 の 徵收の 罪に 歸 して ゐる。 外國の 比較的 進步 

的な 專門家 達 もこう した 意見 を强く 固持して ゐる。 たと へ ばト— ネ ー 敎授 (psp.  K.  H.  Townc ^は その 

著 『支那に おける 土地と 勞働』 において 次の やうに 云って ゐる。 

『小作農が 地主の 土地 を 使用 すれば、 地主に 對 しその 收 獲の 半分 前後 を 納入し なければ ならない。 …… 

疑 もな く、 か、 る 現象 も、 これ を 農民が その 農 產物を 正 當の惯 格 を もって W 却し 得ない こと、 及び 債 

笫 一草 緒 • 言  五 三 


支那 現段階の 地 問題  -  五 四 

(註 二) 

權 者の 搾取に 比較 すれば、 その 害た る や 比較的 輕 少な ものである』 と。 

更に 彼 は 明瞭に 云 ふ 

(註 二) 

『小作 問題 は、. 支那に あって は 負債 問題 程 重要で はなし』 と。 

この 外に も、 なほ 多くの 人々 は、 農業の 衰頹 をば 現 時期に おける 農村 經濟 破產の 直接的 動因と 考 へて 

ゐる。 國際 聯盟の 専門家 ライヒ マ ン はか、 る 見解の 代表者で ある。 彼 は 云 ふ。 『全 國の 人口と 土地の 配分 

についての 統計 は、 土地が 人口よ b も 多く、 人 は 土地が 得る ことに 困難 しないが、 ただ 土地の 不整 fi に 

惱ん でゐる こと を 示して ゐる …… それ故に 經營 及び 整理の 問題 は 配分 問題よりも、 一 曆急を 要する もの 

(1 四) 

と考 へられる j と。 彼 もまた 支那 農民の 地位が 日々 に 低下して ゐる ことに は 氣が付 して ゐ るが 彼" 

『小^農の 數が 日々 に增 加して ゐ るの は、 自作農が 農業 衰頹の 影響 を 受けて その 土地 を 賣郑或 ひ は 質 入 

(註 四)  — 

れ する に餘隨 なくなり、 个作 農に 變る ものである』 として ゐる。 中 國地政 學會が 分配と 生産と を ー緖に 

して 土地 問題の 中心としなければ ならぬ としたの も、 正に この 意味から である。 

筆者 自身の この 問題に 對 する 意見 は、 土地 配分の 不均等 こそが、 現下の 農業 恐慌 を 促進せ しめた 基本 

的 ，8， 吁 であると する ものである。 第一 に、 全國の 農民 は每年 少なくとも 一億 元 以上の 互 額の 金 を 地代の 

形式で 地主に 納入し、 地主の 非生產 的な 消費に 供し なければ ならない。 農民の か、 る E 額な 支出が そめ 


經營を 破 * し、 その 生 產カを 弱めて ゐる 主要な 原因と なって ゐる こと は 云 ふまで もない。 

第二に、 支那 農村に おける 商業資本と 高利 貸 癸 本の 跋扈 は、 內外專 門 家の 觀 察の 如く、 正に 農村 大衆 

を 極度の 貧苦に 陷し 入れて ゐる 源泉 をな して ゐる。 た、、、、 現在の 農村に おける 商店 は、 その 大多數 が 地 

主 及び 富農に よって 開かれて を b、 同時に、 農村に おいて 高利 貸 業を煢 んでゐ ると ころの 债櫬者 も、 主 

として これらの 地主と 富農と である。 それ 故、 內在 的な 條件 について 云へば、 現在 支那 農村に おける 高 

利 貸 資本と 商業資本と は、 實に 地主 的 土地 所有 を その 樞軸 とした ものである。 第三に、 支那に おける 一 

般 軍人 や 官吏の 活動 は、 常に か、 る 土地 所有 を 基底と し、 商業 高利 貸 資本 を その外 廓と する 機構と 最も 

密 切な 關係を 保持して ゐる。 彼等 は往々 にして 自分自身が 地主で あり、 同時に、 また 政府が 税金 を 取り 

立てる 場合に も、 各地の 地主 や 豪 紳の手 を 經て行 ふこと が 普通で ある。 故に、 各地の 苛捐 雑税 は 農村の 

すべての 人々 にと つて 苦痛 を與 へる もので は あるが、 軍人、 官吏の 利害と 大 土地 所有者の それ は、 却つ 

(註 五) 

て 一 致して ゐ るので ある。 

以上の 分析 は 極めて 簡單 では あるが、 一 般に 人々 が 現 時期に おける 農業 恐慌の 原 M と 見做して ゐるも 

の、 たと へば 高利 貸 資本の 活動、 不等 惯 交換に よる 收取、 苛 捐雑稅 等々 はすべ て 土地 所有 を その 基礎と 

し、 根幹と して ゐる ものである こと を證 明す るに は 足る であらう。 更に ー步 進めて 說明 するならば、 前 

第一 莩鍺言  玉 五 
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者. M 後者の 派生 物で あり、 同時に 前者の 活動 は、 後者の もつ 內在的 諸 矛盾 を强 化する ものである" かく 

て、 われく は 土地 問題 こそ 支那に おける 農業 問題 を 把握す る 鍵で あり、 同時に また 支那の 全國 民經濟 

問題 を檢 討す る 鍵で ある こと を 容易に 理解す るに 至る ので ある。 

土地 所有の 配分が 土地 問題の 核心で ある こと は 云 ふまで もない が、 土地 問題が 問題と なる 所以 は、 決 

して 土地 所有の 配分の みで はない。 第一 に、 單に 土地 所有の 配分の み を 見た だけで は、 われく は 農業 

經濟の もつ 現在の 特質 及び その 發展の 傾向 を 見出す ことが 出来ない。 同じく 土地 配分の 極度な 不均等に 

ありながら、 中世 紀ョ— P ツバ 及び 現代の ベ ル シャ、 インド 等に おいて は、 われく は 封建的 及び 半 封建 

的 農業 經營を 見、 現代の イギリス において は 典型的な 資本主義 農業が 存在し てゐ るの を 知る ので ある。 

故に、 もし われく が 土地 所有の 性質と 農業 經營の 內容の 相 異につ いて、 充分な 撿討を 加へ ないならば 

或る 種の 土地 所有の 配分と 結び付いて ゐる ところの その 經濟 機構の 內容 及び 動向 を 明らかにする こと は 

出 來なノ であらう。 第二に、 單に 土地の 分配の み を 見て、 全社 會の 發展 段階 を輕視 するならば、 もっと 

適切な 言葉で 云へば、 土地 所有 以外の 外的な 各種の 關 係の 性質 を輕視 するならば、 われく は决 して 土 

地 問題 を解决 する 道 を さがし 得ないで あらう。 ョ—  D ッ パ中 世紀の 大 土地 所有 は 新興 ブ ル ジョァ ジ— に 

とって 『不倂 戴 天の 敵』 であった が、 現在の イギリス、 ドイツの 東北 部 及び 日本 等に おける 大 土地 所有 


は、 すでに 金融資本の 隸屬 物と 化して をり、 彼等 は isf に資產 階級から その 存在 を 許容され てゐ るの みな 

らす、 むしろ それによ つて 庇護 を 受けて さへ ゐる。 こ、 において、 われ，/^ は^に 土地 所有者の 配分の 

みで は、 當該 時代、 當該 地方に おいてな された 土地 問題 解 决の生 要な 動力が、 何で あつたか を 見出す こ 

と は 不可能で ある こと を 知る ので ある。 第三に、 軍に 土地 所有の 分配の み を 見て、 土地 關 係と：^ 族 問 題 

等々 の 關聯を 分析し ないならば、 土地 問題と 全 民族の 解放 問題 を 一致せ しめて、 こ、 に 一 つの 全體 的な 

出路を 見出す こと は 不可能に なるとい ふこと である。 アフリカに 於け る イギリス、 フランス、 ベル ギ ー、 

バル チック 沿海 諧國 における ドイツ 等 は いづれ も 曾って 大量の 土地の 買 收を 行った。 これが ため、 これ 

らの 地方に おける 土地 問題 は 直接 民族 問題と 結び付いて ゐ るので ある。 ■ 

本文 はか 、 る 關聯の もとに 支那 現段階に おける 土地 問題に ついて 簡 is- に 描^し やうと 思 ふ。 

(註 一 ) ライヒマン 報吿蒈 (全 圃 經濟 委員 會 編纂 第 一 一 集) 

(註 二) 巾 II 地 玫學會 年次 大會 における 決議 (上海 新聞 報 一九 三 四 年 一 月 十六 日 所^) 

(註 三) ト -ネ， -著 『支那に おける 土地と 勞働』 六 八 1 六 九 頁 

(註 四) ト， ネ-著 前褐書 六 三 頁 

(f" 五) ライ t マン 前揭 報告書 四 二 頁 

(^六) ライヒマン 前祸 報^ 省 三 1 頁 
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(註 七) 詳. i は 拙著 『農業 恐慌と 支那の 土地 問題』 中華 月報 第二 卷第四 期 参照 


第二 章 土地 所有と 土地 使用の 矛盾 

第一 節 近代 土地 所有 櫂の 形成 

支那に は 現在な ほ 各種の 前 資本主義 的 土地 所有 形態が 存在して ゐる。 所謂 『軍 田』 (屯田) 『旗 地』 『學 田』 

等 を はじめ、 南 支那 各省に おいて 普遍的に 存在して ゐる 宗族 所有地、 西南 地方の 土 司 —明. 淸時 代に 

おいて^-、 苗、 拫等 西南 地方に おける 番族 支配の ための 世襲 宵 吏) の 所有地、 及び 長江 流域 各省に 最も 多く 見られる 

S 1 ) 

寺廟の 所有地 等 は、 疑 もな く いづれ も 前 資本主義 的 土地 所有の 色彩 を 濃厚に^ びて ゐる ものである。 そ 

れり みで なく、 現在の 私有地に おいて すら、 なほ 多 かれ 少な かれ 前 資本主義 的 色彩 を殘 して ゐる。 だが、 そ 

れら 支那に おける 各種 各 檨の中 世紀 的 土地 所有 形態 は、 イギリス 資本が 近代的 私有 觀念を 印度に 移植し 

たのと 同様に、 列强 賓 本の 影響の もとにお いて、 或 ひ は 急速に、 或 ひ は徐々 に^ 壊しつ 、ある。 十六 世 

紀の 下半期に おける 支那の 耕地 は總 面積の 僅かに 半數 前後が 個人的 家族 所有に 屬し、 殘 りの 約 九 • 一九 

坷が 軍人に よって 耕されて ゐた 屯田、 二 七 • 二 四 ％ は その他の 各種 國有 地で あり、 その他 廟地、 族 地 等 

(き 一)  ， 

々に 分かれて ゐ た。 現在、 長江 流域の 各省に はま だ 『屯田』 とい ふ 名稱は あるが、 こうした 十， 地 はすで 
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に 全部 個人の 手中に 移り、 その 性質から 云へば 普通の 私有地と 何等 區別 がっか なくなって ゐる。 たと へ 

ば 江 蘇 省、 寶 山縣、 太食縣 等の 諸縣 において は 『屯田』 (この 地方で は衞 田と いふ) の 大部分 はとうに 太 

倉縣の 幾人 かの 大地 主の 手中に 落ちて しまった。 『學 田』 及び 『旗 地』 とても、 或 ひ は 公然に、 或 ひは秘 

密裡 に、 賣 却され てす でに 普通の 私有地と なって ゐる。 廟地 もまた 現在に おいて は 寺の 住持 か 或 ひは當 

該 地方の 豪 神の 私有地と なって ゐる。 或る 地方 (たと へば 江 蘇 省 南部 各縣 など) において は 宗族 共有の 

土地 も 秘かに 賣買 さる か、 或は 族 地 分割の 方法に よって 漸次 減少し つ、 ある。 ところが、 廣東省 各地に 

おいて は 宗族 共有地 はたえす 擴 大して ゐ るかの 如くで あるが、 これ も、 その 性質に ついて 見る 時、 過去 

の ものと は異 つて ゐる こと を 知る ので ある。 卽ち、 それら は 名目 上 宗族 所有の 財產 となって ゐ るが、 實 

際の 收入は 少數の 有力な 族 員に よって 占取され てゐ る。 換言すれば、 それらの 少數の 有力なる 族 員 は、 

族 地と いふか 、 る殘存 的なる 土地 所有 形態 を 利用して その 原始的 蓄積 を 完成して ゐ るので あって、 もし 

も われく がか 、る 土地 所有に 『共有』 とい ふ 美名 を與 へたいならば、 それ は 精々 のと ころ 少數 個人 地 

主の 『土地 共有』 に過ぎない だら う。 

家族 私有地に 附隨 する^ 資本主義 的 色彩 も、 商品 交換の 範 困が 擴大す るに つれて、 漸次 褪^ 1 しつ 、あ 

る。 一般的に 云って、 支那の 家族 私有地 は、 なほ 多少と も 家族 共有の 性質 を もって ゐた。 たと へば 土地 


所有 權の 移讓が 種々 の 煩雑な 制 肘 を 受ける の は 正に その 一 例で あらう。 普通 個人 所有地の 寶 却に は、 そ 

れ のみでな く、 入質 または それよ b も 一層 輕 易な 抵當 入れに おいてさへ、 それ を 行 ふに は、 どうしても 

族長 乃至 隣 地 所有者の 同意 を 得なければ ならない。 しかし、 これらの 梓枘も 現在に おいて は、 明かに 漸 

次 弱化し つ、 あ b、  土地 寳買が 最も さかんに 行 はれる 大都市 附近に おいて は、 土地の 移譲 は « 虫 以外の 

何人の；！：^ を も 必要と しないまで になって ゐる。 これらの 地方に おいて われ/、 は 近代的 私有 制度の 全 

般的 確立 及び 先 資本主義 的 土地 所有 形態の 最後 的 消失 を 見る ので ある。  >  』 、 

この 外に、 支那に おいて はな ほ 一種の 永小作 制度が ある。 この 制度の もとで は、 土地 所有に 所謂 『地 

表』 と 『地底』 の區 別が ある (名稱 は 各地 方に よって 異る) 地主の 所有して ゐ るの は 地底 機で、 小作人 

の 所有して ゐ るの は 地表 機で ある。 この 地 丧權を 所有す る 小作人 は、 た、、、 地主に 對 して 地^ を 納める だ 

けで、 永久に その 土地 を 耕す ことが 出来、 それ のみでな く、 地主の 同意 を 得る ことなしに その 地表 櫳を 

K 却、 或 ひ は 抵當に 入れる ことが 出來 る。 地表 權の賣 買 は 常に 見られる ことで あり、 從 つて 地 炎 もまた 

一 定の偎 格 を もって ゐる。 たと へ ば、 江 蘇 省 無錫縣 一 帶 では、 地底と 地表の IH 格 は 七十と 三十の 割合にな 

つて ゐる。 都市に 近い 區域 及び 人口 比較的 稠密で 地力の 璺な地 方に おいて は 地丧偎 格が 地底 IS 格 を 超え 

てゐ ると ころが ある。 永小作 權を する 小作農 は 自分の 所有す る 地表 を 他に wtt して、 地代の 一部 を收？ 2 
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する ことが 出来る が、 その 大部分 は 自分から か 或 ひは實 際の 小作人から 直接 地主に 納入す る。 こ、 に" 

われ/^ は 分割され た 土地 所有 形態 を 見出す ので ある。 土地の 所有 權 はもと よ b 地主に 屬す るが、 その 

所有 權 のうち 一 部分の 機能 形態 —— 卽ち 使用 權は 永遠に 小作人に 屬す るので ある。 かくの 如き 土地の 分 

割 的 所有 形態 は 土地 所有の 轉移 及び 經營 の發展 にと つて 疑 ひもな く 一つの 有力な 障碍 をな して ゐる。 し 

たがって それ は 癸 本 主義 經濟 が發展 する にしたがって 漸次 消滅すべき ものである。 ィ タリ—、 日本 等に 

も 曾って 永小作 制度が 存在して ゐ たので あるが、 近代的 經濟 形態が 發展 しはじめ、 « 本の 勢力が 一 切 を 

凌駕し はじめる や、 か、 る 制度 は 遂に 崩壞 したので ある。 支那に おいて は 大部分の 省、 たと へば 江 蘇、 

淅江、 湖北、 安徽、 福 建、 廣東、 廣西 等の 諸 省に おいて すら、 いづれ も 現在な ほ 永小作 制度が 存在して 

ゐる。 しかし、 か、 る 土地 所有の 形態 も、 現在に おいて はすで に 各種の 方法 (たと へば 地主が 地表 權を 

囘收 すると か、 或 ひ は 少數の 小作農が 地底 權を買 ひとる とか、 或 ひ は 最も 普通の ものと して は、 地主が 

地表 權を 否認し て 强制 的に 囘收 すると かとい ふ 方法) によって 地底と 地表と が 合し 比較的 近代的な 土地 

所有 形態に 變 りつ 、ある。 

元来、 土地 所有の 近代化への 傾向 は、 主として、 土地が 徹底的 自由に 轉 移し 得る とい ふ 必要に 適應し 

てゐ る。 土地 所有の 集中 は 癸 本キ： 義經濟 發展の 前提の 一 つで あり、 近代的 土地 所有 權の 確立 はか、 る 前 


提の 完成 を 促す ものである。 支那に おける 土地 分配の 不均等 はすで に 久しい 事實 であり、 外 11 資本 流入 

後 商品 經濟の 發展は 正に 一瀉千里の 勢で、 これにと もな ひ、 農民の 破產も 日に その 速度 を 加へ、 土地の 

轉移 もまた 漸次 自由と な， o、 かくて 土地 所有の 集中 傾向 はます ます 强 化されて ゐ るので ある。 

第二 節 土地 所有の 集中  、 

現在、 意識： S に 現 實を囘 避 せんとす る 人の みが はじめて 『多 數の小 自作農が 存在して ゐ るが 欤に、 支 

那 において 土地 所有 權が 階級 分化の 要因と なる 程度 は、 最近 數 世紀 間の ョ— P ッ パ における 程 それ 程 重 

(註 三) 

耍 ではない』 とい ふやうな 主張 を なすこと が 出来る ので ある。 國際 聯盟の 専門家 ライヒ マ ンの 見解に よ 

る も、 支那に おける 自作農 は、 西南 部 諸 省に おいて すら、 ゎづ かに 三 二 ％ を 占める のみで、 半 自作農 は 

1 一 五 ％、 これに 反して 純粹の 小作農 は 四 三ガを 占めて ゐる。 『そのうち にもな ほ 小作農の 割合が これよ， o 

も 高い 省が 幾つか ある。 たと へば 福 建 省に おいて は 小作農 は 六 九 ％ を 占め、 自作農 は 僅かに 九 ％ を 占め 

てゐ るに 過ぎない。 小作農の 數が 日々 に增 加し つ 、あるの は、 自作農が 近来 農業 衰頹の 影響 を 受けて そ 

(f" 四) 

の 所有地 を寳却 或 ひ は 質入れして 小作農に 變る ためで ある』 と。 

社會 經濟體 系から 云へば 現在の 支那 は、 事實上 三つの 部分に 分ける ことが 出来る。 第一 は赏 際に 他！： 
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支那 現段階の 士： 地 lis  六 四 

の 植民地と 化した 地方で あ， o、 第二 は 所謂 『赤 區』 で、 そこに は 一 つの 完全に 異 つた 社會 形態が 形成 さ 

れつ、 ある、 第三に は 上述の 二つ を 除く 尨大な 地域 を 包含す る もので あり、 そこに は 半 植民地 的 從屬性 

を殘存 せしめて ゐる。 以上 三つの 部分のう ち 『赤 區』 を 除く 以外の 地域に おいて は、 いづれ も 列 强の支 

配と 濃厚な 封建的 殘 液- の 問題が 土地 問題と 强く 關聯さ れてゐ る。  - 

半 植民地 性の 部分 を も、 われく は その 自然 的條件 (特に 地理 的 及び 地質 的) 及び 經營 形態に よって、 

更に 二つの 區 域に 大別す る ことが 出来る。 その 一 つ は 牧畜 經濟 がな ほ 俊 勢 を 占め、 農業 もまた 相 當稃度 

に發 達した 區域 である。 西藏、 西康、 新疆、 # 海、 せ肅 及び 寧 夏の 西北 部、 陝西省 北部、 察 哈爾、 綏遠 

(註 五) 

の 北部 等 は みなこの 區 域に 包含され る。 その他の 部分 はすべ て 農耕 區域 である。 

牧畜 區域 において は、 土地の 多くが 貴族、 王公に 馬して ゐる。 新 疆ー帶 において は 漢人の 官吏 や 商人 

もまた 多くの 土地 を 占有して ゐる。 た、、、、 この 區域 において はま だ 定住 的 農業 生活が 支配的 地位 を 占め 

るに 到って ゐ ないた め 土地の 生 產に對 する 意義 も 比較的 輕微 である。 

農業 區域內 における 土地 分配の 狀態 は、 北支の 黄土 带と中 南部の 水田 區 域と では 非常に 大きな 差異が 

ある。 北支で は 自分で 土地 を 所有して ゐる 小農 生產が 優勢で あり、 長江 及び 珠江 流域で は 貧農が 多數を 

め、 借地 耕作に よって ゐる。 立法 院の 槪算 によれば 純粹 自作農の 全 農民 中に 占める 割合 は、 長江 流域 


及び 珠江 流域で は 三ニ苈 であ ひ、 黄河 流域 地方で は 六 九 ％ を 占めて ゐる。 一般的に 云って、 北支の^ 省 

では、 軍人、 官吏 を 除いた 普通の 中小 地主 は决 して 多くない。 しかるに 中 南部の 水田 區域 において は 地 

主の 所有す る 土地 は 全 耕地の 五 〇％ 乃至 六 〇％ を 占めて ゐる。 

以上 述べた ところ は 半 植民地 性 農耕 區域 における 土地 分配の 一般的 狀態 であるが、 われく は 更に 1 

步 進めて、 これらの 土地が 地主 及び 各曆 農民 間に 如何に 配分され てゐ るかに ついて 分析して 見やう。 そ 

のまへ に、 先づ われく は 支那の 地主と 各層 農民の 意義 を 確立して 置かなければ ならない。 もちろん、 

これらの 意義 は 社 會經濟 の 生きた 實際 的內容 から 規定され なければ ならない ので ある。 

所謂 『地主』 と は、 云 ふまで もな く、 多量の 土地 を 所有して ゐる 人達の ことで なければ ならない。 1 

般 的に 云って、 支那の 地主 はこれ を 二つの 種類に 分ける ことが 出来る。 その 一 つ は、 純粹 に、 土地 所有 

を 基礎と して 小作農から 地代 を收 取す る 人々 であり、 他の 一 つ は、 雇傭 勞働 によって 耕作し、 自ら その 

經營 に當る 地主 を 云 ふ。 便宜の ため われく は 前者 を 『地代 收納 地主』 と 名付け、 後者 を 『經詧 地主』 と 

名： k け やう。 

農民の 集^ 中に おいて、 上層 部に は 極く 少數の 富農が あ b。 下 屠に は 廣汎な 貧農と 雇 農 大衆が ある。 

中農 は兩 者の 間に 介在す る ものである。 標準 的な 『中 as とい ふの は 適量の 土地と 勞働カ を 所有して お 
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- 支那 現段階の 土地 問題  六 六 

り， 自已の 土地 を 賃貸す る こと も、 また 多 數の勞 働 者 を 雇傭す る こと もない ので ある。 もちろん、 彼等 

の 中に も 或る時 は 他人に 雇 はれる こと も あ， o、 或る時 は 人の 土地 を 賃借す る こと も あるが、 その 數は極 

く 少ない ものである。 一般的に 云って、 この種の 農民 は、 小作 及び 雇傭 關 係の 上で は 人 を 搾取 しないが、 

人に も 搾取され ない ものである。 上層の 富農 は、 その 事情が 異 つて ゐる。 彼等 は 多量の 土地 を自 から 所 

有する か 或 ひ は 借り入れて、 多 數の勞 働 者 を 一展 傭し、 自分自身 も 耕作に 參 加す るが、 大部分の 仕事 は S 

慵勞働 者に 負擔 せしめる。 同時に、 彼等の 大多数 は 一部の 土地 を 他に 賃貸して、 小 地主の 地位 を 兼ねて 

ゐ るので ある。 貧農に 至って は、 土地 不足の ため、 土地 を 賃借して 耕作す るか、 或 ひ は 他人に 雇傭され 

るより 外 仕方がな いので ある。 言葉 を換 へて 云へば、 彼等 は 常に 小作 關係 及び 雇傭 關係 において 收取を 

受ける ものである。 更に、 自分自身 何等 生產 手段 を 持た す、 完全に 勞働 カを賣 つて、 他人の 土地 を 耕作 

する 農民が ある、 卽ち雇 農と いはれ るの が これで ある。 

地主、 富農、 中農、 貧農、 雇 農 —— 農村に おける これら 各層の 經濟的 地位 は、 主として 土地の 有無 及 

び 多少に よって 决定 される。 地主 は 人口から 云っても また 戶數 から 云っても 極く 小數 であるが、 彼等の 

所有す る 土地 は 少なくとも 支那 全 耕地の 半數を 占めて ゐる。 マ ヂャ— ルの 一九 一 一九 年に おける 評價 によ 

ると、 支那 西南 部 各省に おける 地主の 所有地 は 耕地 總 面積の 六 〇％ 乃至 七 〇％ を 占め、 中部 各省に おい 


て は 五 〇％ 乃至 六 〇％、 陝西省 及び 河南 省に おいて は 五 〇％、 湖北 省に おいて は 一 〇％ 乃至 三 〇％、 內 

蒙古に おいて は 五 〇％ 乃 辛： 七 〇％ をい：： めて ゐた。 かような 評惯 はもち ろん 極く 概括 的な もので あ， o、 或 

L  •  (註 七) 

ると ころに おいて は 過大、 或る 所に おいて は 過少、 の 弊 を 免れない であらう。 

以上に おいて、 われく は 水田 地域の 地主が 占める 土地の 割合 は 黄土 地域に 比較して 更に 大 である こ 

と を 見た。 河北 省 平^の 農業 狀况は 黄土 地域 東部の 北支 平原 を 代表し、 更に また 河北^の 保定 は、 大體 

において この 河 北 省-牛^の 一般的 狀^ をに 表して ゐる ものと 見られる。 中央 硏究院 及び 北 や社會 調 杳-所 

の 一九 三 〇 年の 調査に よれば、 全 戶數の 四％ に 達しない 少數の 地主 (村に 住んで ゐる もの) が 全 耕地の 

一 三％ を 占有して お b、 全人 口 數の六 五 ％ 以上 を 占めて ゐる 貧農 及び 農： 展は 僅かに 全 耕地の 四分ノ 一  を 

f  (註 八) 

f 有し てゐ るに 過ぎない。 

■  河北 省 保定縣 における 土地 所有 權の 配分 狀態 

(一 九 三 〇 年、 代表的 十ケ 村に つ いての 調査) 


戸 数 

地  、王  五八 

富  農  ニー  五 
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戶數 百分比  所有 耕地  所有 耕地 百分比 

一 亍七  三 丄 一 一九二  ニラ四 

八 •〇  七 6 四 二  二 七 • 九 

六 七 


支那 現段階の 土地 問題  六 八 

中  農  コ 一六 二  二三 二  八、 四 〇〇  一一 三ん 

贫農及 雇 農  一、〇 二 〇  六 五 -ニ  六、 六 八 六  二 五 • 九 

總  計  一、 五六 五  〗〇〇•〇〇  二 五、 五 二 〇  一〇〇*〇〇 


河南 省 北部に おける 農業の 自然 的 條件は 河北 省 平原の それと 非常に 類似して ゐる。 しかし、 村內 居住 

の 地主が 所有して ゐる 土地 は 保定の それに 比して 多く、 貧農 及び 雇 農の 所有地 は呆定 よ b も遙 かに 少な 

(註 九) 

f  o 

河南 省輝縣 における 土地 所有 權の 分配 狀態 

(一 九 三 三年、 代表的 四ケ 村に つ いての 調査) 


戶 數  戸数 百分比  所有 耕地  所有 耕地 百分比 

地主  一九  四 • 三 九  二、 二 七 二  •〇〇  二 七 • 五 〇 

富  臭  三 五  八 •〇 八  一、七〇ニ.〇〇  二 〇 丄ハ 〇 

中  農  一 〇 七  二 四 • 七  一  二、 八 〇 三 •〇〇  三 手 九 四 

貧農 及び 雇 農  二 五 一  五 七. 九七  一、 四 七三 •〇〇  一七. 八 三 

その他の 村民  ニー  四ん 五  一 〇6〇  0.  一  H 

0  ^  四 三 三  ！〇〇•〇〇  A  、二 六 〇*〇Q  1〇？〇Q 


水田 地域 內に おける 地主の 所有地 は 驚くべき 割合 をい：： めて みる。 たと へば 淅 一.：： i^: や湖縣 では、 地キは 

fft ヒノ 

總戶數 中 僅かに 三お を 占めて ゐる に過ぎないのに、 その 所有地 は全縣 耕地の 八 〇％ を 占めて ゐる。 汀 蘇« 

無 錫 縣の嫠 村 は、 江 南東 部 各 縣の狀 態お 非常によ く 代表して ゐる。 こ、 における、 S 際 調 杏い 結果、 全 

縣 農民の 所有 土地 は、 僅かに 全面 積の 五 二お を 占める に 過ぎす、 たぐ 村 内 居住の 地主 だけによ つてい：： め 

(註 十 1 ) 

られ てゐる 耕地 は 全面 積の 四 七 ％ に 達して ゐる。 

.  江 蘇 省 無錫縣 における 土地 所有 權 分配 狀況 

( 一 九 三 九 年、 代表的 廿ケ 村に つ いての 調 杏) 


地 

中 


主 

農 


貧農 及展農 

.3$  十 

き a 


戸 數 

五 九 

五八 

一 〇 五 

七 一 三 

一 、〇 三 五 


戸数 百分比 

五 • 七 

五丄ハ 

1 九 人 

六 八 • 九 

1 〇〇•〇 


所有 耕地 

三、 二 一 七 

1 、二 〇 六 

1、 四 一 八 

九 六 五 

六、 八 〇 六 


所有 耕地の 百分比 

四七丄 二 

1 七 • 七 

二 〇 ん 

I 四 二 一 

1 〇〇•〇 


^族の 所有地が 優勢 を 占める こと は珠江 流域 地 省に おける 土地 所有 關 係の 特質 をな す ものである。 ソ 

锒ニ萃 土地 所有と 土地 使用の 矛盾  六 九 


支那 現段階の 土地 問題 


七 〇 


聯の學 者 タル ハ ー ノフの 一 九 三 六 年に おける 調査に よると、 廣東省 東部 八縣 における 宗族 及び 寺 廟の所 

、 f  JL  二) 

有 地 は、 全縣 面積の 二 〇• 七お に 達して ゐた。 廣西省 立 師範 專科學 校で は、 一 九 三 三年 薜慕橋 氏 をキ： 任 

として 全 省の 經濟 調査 を 行った が、 彼等が 三十 八縣 について 調査した 結果に よると、 地主の 所有す る 耕 

(註 十三) 

地 は 殆んど 三 〇％ に 達して ゐた こと を證 明した。 


富 

貧 


廣西省 における 土 地所 有狀態 


、Hi 

計 


戸數 百分比 

三 • 四 

六 • 四 

二  9 六 

六 九丄ハ 

1 〇〇•〇 


え 

有 耕地 百分比 

11 八 • 九 

ニニ 上 一一 

二八 •〇 

二 〇 ん 

一 〇〇•〇 


廣西省 東部の 蒼 梧 道で は、 土地 兼併が 特に 尖銳 化して おり、 地中： は戶數 において 僅かに 三 • 八 ^を 占 

めて ゐる に過ぎないが、 その 所有 耕地 は、 總 面積の 四 五 • 七 河にまで 達しで ゐる。 更に、 宗族 所有地、 寺 

廟 所有地、 公有地 等々 を それに 加へ るなら ば、 農民 所有の 耕地 は 一層 少なくな ると 見られる. か、 る狀 


態 は 廣西省 蒼 梧 道と その 事情 を 類似して ゐる 廣柬省 全體 においても、 特に 明白に 看取す る ことが 出來 る。 

一般 旳な^ 賈 によれば、 廣東省 全 省に おいて 農民の 手に 殘 つて ゐる 七-地 は、 多くと も總 面積の 四 〇 乃至 

五 〇％ に過ぎない だら うとい ふこと である。 

廣東 省に おける 土地 所有 權の 分配 狀態 

(1 九 三 三年、 全 省に つ いての 評 慎) 

戶數 百分比  所有 耕地 所有 耕地 百分比 

二  五 二、 三 六 〇、〇〇〇  五三 ♦ 

四  五、 四 六 〇、〇〇〇  一三 

二 〇  六、 五 五 〇、〇〇〇  1 五 

七 四  八、 〇 八 〇、〇〇〇  1 九 

1 〇〇  四 二、 四 五 〇、〇〇〇  1〇〇 

上表の 示す ところに よると、 地主の 戶數は 全 戶數の 二 ％ である。 しかし、 この 數字は 極めて 瞹眛糢 糊 

とした 槪數 にすぎない。 何故ならば 宗族の 單位 はこれ を 普通の 戶ロ 計算に 入れる こと は 非常に 困難で あ 

同時に また 宗族 共有地 は 地主 所有地の 殆んど 半數を 占めて ゐ るからで ある。 
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地  主 

富  農 

中  農 

貧農 及び 雇 農 

總  計 


戶  數 

1 1 〇、〇〇〇 

ニニ 〇、〇〇〇 

1 、〇 九 〇、〇〇〇 

四、 〇 四 〇、〇〇〇 

五、 四 六 〇、〇〇〇 


支那 現段階の 土地 問題  七 二 

われく は 各方 面の 調査、 通信 その他の 諸 材料に 墓いて 支那 全國の 現有 耕地 をば 十四 億 畝と 算定し、 

これらの 全國の 耕地と 直接 所有 關係或 ひ は 耕地 關 係の ある 戶數を 六 千 萬 (耕地 を 所有す る 宗族、 寺廟、 公 

共 團體等 もまた 一 戶 として 計算す) と 見做す ことが 出来る。 然る 時全國 (上述の 半 植民地 性區 域に おい 

て は 官有 地 を も その 中に 包含す) の 土地 分配 は 大様 次の ごとくで ある。 

支那に おける 土地 分配 (一 九 三 四 年の 評慣) 


農戶數 (單位 千戶)  百分比  百分比 

地  主  二、 四 〇〇  四  七 〇〇  五 〇 

富  農  三、 六 〇〇  六  二 五 二  一八 

中  農  1 二、 〇〇〇  二 〇  ニー  〇  一 五 

貧農 及び 雇 農  四 二、 〇〇〇  七 〇  二三 八  一七 

合  計  六 〇、〇〇〇  一〇〇  一、 四 〇〇  一 〇〇 


上述の 統計 は單に 一般的 方向 を 指示す る阖 形に 過ぎない。 したがって、 こ ヽ では 各地 域内 特有の 配分 

狀態 について 考慮され て おらす、 單に 一般的 問題の 基點を 指摘した に過ぎない。 その 基點と は卽ち 農村 

人口 中の 一 〇％ を 占める 地主 及び 富農が、 全國 土地の 六 八おまで を 占有して おり、 しかして、 農村 人口 


の 絶 對多數 (九 〇％) を 棒 成す ると こみの 中農、 貧 棗 及び 雇 農の 所有す る 上 地 は 僅かに 全 耕地の 三分み 

1 を 占めて ゐる のみで ある。 

第三 節 土地 配分と 農業 經營 

か、 る 十： 地 配分の 數字 は、 靜的 方面に おいて は、 單に、 農業に をけ る 主要 生產 手^の 傻 中程 度 を 說叫 

して ゐる に過ぎないが、 これ を 動的 方面に おいて 見れば、 "つの 經濟體 系 を發展 せしめる 前提たら しめ 

5：： る ものである。 古代 t"  — マに 於け る大 土地 所有 制 (utifundium) の 形成 は 奴 隸がガ 働 採 川の 生產 方法 を 

發展 せしめた。 十七、 八 世紀 イギリス における 地主の 所有地の 膨脹 は、 農業に おける 癸 本 主義の 發展 を 

促進した。 後者の 場合、 ィ ギリ ス の 地主 は T 砂土 を黃 金に 變へ る もの はた、、、 羊の みだ』 とい ふス ガ 

ンの もとに 農民の 土地の 圍ひ 込み を 行 ひ、 その 所有 耕地 をば 格別 有利な 牧場に 變 えてし まった。 十八 世 

紀の 末から 十九 世紀の 初頭に かけて、 地主 は 大量 的に 土地の 收奪を 行 ひ、 自由 農民 は 急速に 破滅し、 そ 

こに 借地 企業家の 生成す る 基礎 を 成熟 させた。 換言すれば、 當時ィ ギリ スの 農業 はすで に S 本^ 義的組 

織 を 完成した ので ある。 

現在 支那の 狀况 はどうで あらう か？ 全 耕地の 半數 以上 を 占有して ゐる 地^ は 結局 どうい ふ 風に そ の 

第二 莩 土地 所有と 土地 使用の 矛盾  七 ゴ 一 


支那 現段階の 土地 問題  七 四 

經濟 を發展 させて ゐ るか？ 

もとより、 現在 支那の 地主の 中に も、 自分自身 農場 を經營 し、 雇傭 勞働 によって 耕作して ゐる もの も 

ある。 か、 る 『經營 地主』 は、 上述の ごとく 黄土 地域に おいて 比較的 多い。 たと へば 河北 省 保 定縣の 農 

f 主 十 ン 

村 調査に よれば、 地主の 六 〇％ 以上 は自 から 農場 を經營 して ゐる。 農村 復興 委員 會が 一九 三 三年 河南 省 

輝縣の 代表的な 四ケ 村に ついて 調査した 結果に よると、 一 九 一 一八 年に は 十六 戶の 地书 中に なほ 一 戶の經 

營 地主が 存在して ゐた。 ところが、 一九 三 三年に 至る と 地主の 戶數は 十九 戶に增 加した が、 經營 地主 は 

ー戶 もな くな b 全部が、 地代 收取 地主と 變 ってゐ た。 廣西 師範 專科學 梭が廣 西省內 二十 ニ縣四 十八 ケ村 

九十 一 ー戶の 地主に ついて 調査した 結果に よると、 その 土地 を 全部 賃貸して ゐる 地主 は 全地 主 戶數の 三 二 • 

六 ％ で、 その 餘の六 七 の 地主 は いづれ も 自作す るた めに 土地 を殘 してお くが、 その 土地 は 實際非 

常に 少なく、 彼等の 一 戶當 b の 平均 耕地 面積 は 富農 以下で ある。 (前者 は 一 一八 • 三 畝、 後者 は 三 九 •〇 畝) 

これら 村內 居住の 地主が 所有して ゐる 土地で 農民に 賃貸して ゐる もの は 所有 總 面積の 七 五 ％ を 占め、 こ 

れに 都市 居住の 不在地主の 分 を 加算 するならば 八 〇％ 以上に 達する。 

支那 は、 現在の 印度、 朝鮮、 ぺ ルシャ 等の 植民地、 半 植民地と 同様に、 大地 主 は いづれ も 土地 を 農民 

に 賃貸し 耕作せ しめて ゐる。 か、 る 傾向 は、 農業 生産の 發展の 希望が 完全に 失 はれて ゐる 現在の 狀 態に 


お 、二し はます ます 顯著 となりつ 、ある。 たと へば 河南 省輝縣 における 賃貸 地 は 絕對數 においても 相^ 敉 

ま 

においても 共に 次表の ごとく 增加を 示して ゐる。 

江 南 省 輝 縣四ケ 村に おける 地主の 赁贷 耕地 (一九 一一 ニー 一年 調き 

所有 耕地 (A)  賃貸 耕地 (B)  A 對； 5 の 百分比 

一九二 八 年  1、九一 三  一、 七五三  九 一 丄ハ四 

一 九 三 三 年  二、 二 七 二  二、 一  四 〇  九 四 • 一  九 

同時に、 江 蘇 省 無 錫縣、 寶山縣 等に おいても、 經營 地主の 地代 收取 地主に 轉換 する の は 最も 普通の 現 

象と なって ゐる。 

一般的に 云って、 農業 經營 土と 地所 有の 分離 は 土地の 集中と 同様に、 資本主義 農業の 發展の 基本的な 

過程で ある。 何故ならば、 農業 經營が 土地 所有と 完全に 分離したならば、 その 土地 關係 こそが 最もよ く 

資本主義 的 生產に 適應し 得る ものであるから である。 ィ ギリ ス の 農業 經濟が 典型的な 資本主義 的 關係だ 

と 見られて ゐる 所以 はこ 、 にある。 故に われ/ \ は决 して 支那の 地キ： が 生產を 離れた とい ふ點 からのみ 

で は 、 i 那 農業 における 生產 方法 の 性質 または 段階 を 說明 する こと は 出^-ない。 

十九 世紀 初頭の ィ ギリ ス において、 土地 所有の 集中 及び 中間層 農民の 分化に 從 つて 現 はれて 來 たもの 
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は « 本 主義 的 借地 企業家の 發 生であった。 當時全 耕地の 三分の 二 以上 を 占有して ゐた 大地 主た ち は、 自 

から 經營 する 土地と して、 僅かに 所有 耕地の 一七 ％ を殘 すに とゾま b、 その 餘の八 三 ％ はすべ て 小作人 

に 賃貸して 耕作せ しめた。 これらの 小作人の 經營は 大半が 資本主義 的 企業で あり、 そのうち でも 支配 

的 地位 を 占めて ゐ たもの は、 もちろん、 廣大 なる 經營 面積 を 擁する 大經營 と 一部分の 中位 的經營 であつ 

然 らば 支那の 狀態 はどうで あらう か？ 支那に お い て は 恰も 印度に 於け ると 同樣 に、 大地 主の 土地 は 

主として、 土地 飢饉 を 痛感して ゐる 貧農 大衆に 賃貸され る。 もちろん、 支那の 或る 地方、 特に 商品 經濟 

の 比較的に 發展 した 區域 において は 資本 キ： * 的 性質 を帶 びた 借地 企業が 存在し ない 譯 ではない。 たと へ 

ば、 廣 東の 杲樹圜 經營、 江 蘇、 淅江 (たと へば 無 錫、 嘉興、 上海 附近な ど) の 蔬菜、 杲榭、 または 稻作 

における 大規模 經營の ごとき、 或 ひ はまた 綏遠 ー带の 開墾 區域 における 合資 經營 等々 の ごとき、 すべて 

この 範畴に 入れら るべき ものである。 彼等 はたし か に、 大量の 土地 を 借り入れ、 賃銀 勞働者 を 雇傭し 

て、 經 營に從 事して ゐる。 彼等 はたし かに 比較的 多くの 資本 を 投下し、 農業 技術の 研究 を 行 ひ、 同時に 

また 廣大 なる 都市 巿場を その 咐近 にもって ゐる。 しかしながら、 か、 る 企業 もこれ を 全國 農村 全體 につ 

いて 云へば、 現在のところ まだまだ 支配的、 主動的 地位に 至って はおらす、 また 將來 においても かう した 


企業に はたぐ 沒 落の 運命が あるば かりの やうで ある。 この 傾向 は 西北の 開^ 區域 において 待に 明瞭に 示 

現されて ゐる。 たと へば 河套の 放牧、 開懇區 域に おける 大農 經詧は 現在 S 速に 破產 しつ 、 f， また 臨 

河 縣には 曾って 十 組の 開 懇團體 が 廿六萬 元の 資本 を 投じて 經營 して ゐ たが、 最近 は 僅かに 二、 三組 を殘 

(註 十六) 

すの みとな つた。 

實際 問題と して、 支那に おける 典型： 農と いふの は、 一面に おいて 資本^義 的 企業の 性 ® を带 びて 

はゐ るが、 その 主要なる 性質 は、 依然として、 小 地 ま、 高利 貸 的 商人 等の 半 封建的 上層 分子の 姿態 を そ 

のま、 具へ てゐ るので ある。 彼等 は、 かの 資本主義が 順調に 發展 しつ、 ある 過程に あった 富農と は 正に 

反對 であって、 土地の 大量 的 借， o 入れに よって その 經營 の擴 大を阖 ると いふ やうな 方法に 出で ない のみ 

か、 逆に その 土地 を 賃貸し 地代の 收取を 行 ふこと によって 企業の 危險を 極力 囘避 せんとして ゐる。 以下 

の 例 は 最も 明白に これ を 示して ゐる。 

無 錫縣の 代表的 二十 ケ村 における 富農の 土地 (一九二 九 年 I) 

所有 耕地  戸数  耕地 總 面積  賃貸 地面 積  總 數に對 する 百分比 

十六 畝 以下  ニニ  一八  一 •〇  了 五  〇 ん三 

1 六丄 一一 了 九 畝  二 九  六 六 七 二  八 〇• 四  1 二  •〇 五 
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1  一一 二 畝 以上  七  三 五八 二 一  一四 三丄 一一  四 〇*〇一 

總計  五八  一、 二  0 六丄ニ  ニニ 五 •  二  一八 丄ハ七 

との 表に おいて、 われ/^ は. 富農の 所有す る 土地が 多ければ 多い ほど、 その 賃貸 部分の 割合 も 大きく 

な， 9、 同 寺に 彼等^ 富農から 賃貸 地主 へ の轉 化の 傾向 をます ます 明かに 示して ゐる こと を 見る ので ある j 

河南 省 輝 縣四ケ 村の 調査に よると、 一 九 一 一八 年に おいて 合計 三十 八戶 あった 富農のう ち 一 九 三 三年に は、 

四戶 までが 地代 收納 地主に 轉 じて ゐる。 

地主 及び 富農が 賃貸す る 耕地 は、 主として 貧農 大衆に よって 借 入れられ 耕作され る。 かう した 事情 は、 

水田 區域 において 特に 顯著 である。 江 蘇 者 無 錫に おいて は 貧農の 耕地 は 八 〇％ までが 借り入れ たもので 

あり、 廣東 省に おいて は 九 〇％ 以上で ある。 廣西 省の 西北 部に おいて は 耕地 を 所有して ゐる 農民が 比較 

的 多い が、 全 省に ついて 見るならば (廿 ニ縣 四十 八ケ 村の 調査に よる) 貧農の 使用して ゐる 耕地で は 借 

入れ 部分が 五三 •！  ー％ を 占め、 中農に おいて は 一 一九 •  一  ％、 富農に おいて は 九 ，九％ である。 

比較的 多量の 土地 を 有して ゐる地 キー (富農に おいてさ へ) の 多く は、 もちろん 多量の 土地 を 賃貸して お 

り， その 土地 を 借， o 入れて ゐる もの は 多くが 土地 を 全然 持たない か 或 ひ は 所有地の 極く 少ない 貧農で あ 

る。 この ことから 零細農 經煢は 支那に おける 主要な 農業 生產 形態と なって ゐる。 


黄土 地域 及び 水田 地域に おける ^業 經營 面積 

1 戸當り 平均 使用 耕地 (畝)  調査 年度 

河北 省保定  1 六 五  1 九 三 〇 

江 蘇 省 無 錫  七 • 五  一九二 九 

廣西省 二十 ニ驟  1 〇•〇  一 九 三 三 

全國 について 云へば、 農業 經營の 平均 面積 は 一 へ クタ〜 以下で ある。 かう した 狀態 は歐 米に は 絕對に 

存在して ゐな いと 云 へ る。 たと へ ば ドイツに おいて、 小農 經營を もって 有名な、 パ I、 デ ン (Baden) 地方に 

おいてさへ、 一 經營の 平均 面積 は 三 • 六へ クタ ー である。 

しかし、 以上 は 全經營 によって 割 b 出された 平均 面積で あるが、 もしも、 われく が 支那 農村 人口の 

絕對多 數を占 め る 貧農に ついての み 見るならば、 彼等 の經營 面積 の 零細 さに は 驚か ざ る を 得ない。 

黃土區 域と 水田 區域 における 階層 別農戶 の經營 面積 (1 九 三 三年 調き 


河南 省輝縣 (畝)  廿 一 一 縣 (锨 ) 

{:3  農  一 〇七* 一  七  三 〇• 九 

中  農  三 二， 九 七  一六 丄ハ 

貧  農  一 00 五  五 六 
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. 支那 現段階の 土地 問題  八 G 

同時に、 これら 各層に おける 經營 面積 は いづれ も 漸次 减少の 傾向 を 示して ゐる。 たと へば 河北 省保定 

縣 における 各階 層の 經營 面積 總指數 は 一九二 八 年 を 一 〇〇 とすれば 一九二 九 年 は 九 七 • 五、 一九 三 〇 年 

に は 更に 減少して 九 六 • 七 となって ゐる。 比較的 大な る經焭 の 解體が 一 般的 傾向で あり、 從 つて 經營 面積 

の縮少 はしばしば 地主 及び 富農に お い て 最も 甚 しく 見られる。 

河南 省 鎭平縣 の 代表的 六ケ 村に おける 各層 別經營 面積 

富農  中農  貧農 

一九二 八 年  五一 丄ー 一三  二  了 九 一  八 丄 一 1 

一 九 三 三 年  四 二ん 三  一 九ん 〇  八 • 四 八 

零細農 經營が 支那に おける 農業 生產の 典型的 形態 をな して ゐる こと は 上述の ごとくで ある。 だが、 經營 

面積の 大小 は 農業 經營の 構成 及び 性質 を觀 察する 場合、 决 して その 決定的 條件と はな b 得ない ことで あ 

る。 經營 面積が 如何に 廣大 であっても、 それ を もって 進歩した、 技術の 優良な 企業で あると いふ やうに 

は 見れ ない。 これに 反して、 たと へその 經營 面積が 狹く とも、 その 構成が かへ つて 高度で ある 場合が あ 

る o 

たと へば、 サ 世紀 初期の アメリカに おいて、 南部 諸 州で はな ほ大經 S が 優勢で あり、 これに 對 してェ 


業の 發展 した 北部で は、 その 經營 面積が 比較的 狹 小であった。 しかし、 一 九 〇 九 年の 調査に よると、 南 

部 諸 州の 經詧 における 賃銀 勞 ffl の 使用 は 三 六 *五％ であった のに 對し、 北部で は 五 五 •  一 ％ であった。 ま 

た 農場に おける 機械 及び その他の 農具の 價 格から 見る も、 南部の 大經營 では 一 ェ|カ|當り平均〇*七 

一 —〇• 九 五 弗で あつたが、 北部に おいて は  一 • 五 九— 三 • 八 八 弗であった。 同時に 集約 耕作が 俊 位 を 占め 

てゐた 北部に おいて は 商業 性經 營が發 達して ゐた。 言葉 を換 へて 云へば、 資本^義 的 農業の 發展 はァメ 

•  (^十七) 

タカに おいて 北部の 方が 南部よりも 遙 かに 進んで ゐ たので ある。 

然 らば、 支那 の狀態 はどうで あら うか ？ 支那 農民の 經營 する 農場 はこれ を 他國に 比較す るな ら ば 、 

全く 零細 的經營 であると いへ る。 これ を 地域 別に 見る も黃 土地 域に おける 農場 面積 は、 一般的に 水田 地 

域の それよりも 比較的 大 である。 雇傭 勞 働の 割合 も 黄土 地域の 方が 比較的に 多い。 また 經營 地キ： の 割合 

についても 北支の 方が 多く、 更に 北支で は 貧農の 多くが 人に 雇傭され てゐ ると いふ この 點 だけで も 上述 

の 事 實を證 明して ゐる。 同時に 全國 について これ を 見る も、 經營 面積の 比較的小 さな 經焭 において は そ 

の展慵 する 賃銀 勞働 者の 數も决 して 規模の 比較的 大きな 經煢^ 多く はない。 金 陵 大學が 十七 縣ニ、 八 六 

六戶 について 調査した 結果に よると、 所謂 『大麇 場』 の 雇傭 勞働は 全勞働 消費量の 三 一 丄ハ％ を 占めて 

ゐ たが T 小農 場』 において は 僅かに 四 丄1ー％ であった。  . 

笫ニ窣 土地 所有と 土地 使用の 矛盾  八 1 
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八 二 


北支、 中支、 東部 支那の 各地 方に おける 賃銀 勞 働が 

全勞働 消費量 中に 占め る 割合 


北支 各地 

中支、 東部 支那 各地 

合  計 


小農 場 

四 • 一 

四， 五 

四 ニニ 


中農 場 

1 三 •〇 

1 五 • 七 

一 四丄 1 


大農 場 

三 一 • 八 

二 〇• 一 

111 1 丄ハ 


(ロクシン^ *バ クク、 「支那 農家 經濟」 二三 j ハ頁 第五 表より 作製) 

經營 地主 及び 富農が 賃銀 勞働を 一展 傭す るの は 最も 普通の 現象で ある。 しかし、 中農 及び 貧農の 零細農 

場に おいて は 僅かに 一 、 一 一の 日 傭勞働 者の 存在 を 見る のみで ある。 したがって、 支那の 農村に おいて 癸 

木 主義 的經營 方法の 初期 的 形態 を帶 びて ゐ ると 云 へ るの は、 單に それらの 經營 地主 及び 富農の 經營 にお 

いての みで ある。 

次に 農業の 資本の 方面から 見よう。 支那の 農業 耕作 は 人力の 極度の 集約 を その 特徴と して ゐる。 言葉 

を換 へて 云へば、 支那に おける 農業 資本の 有機的 構成 はな ほ 極めて 低位に ある。 たと へば 役畜に ついて 

これ を 見る も、 支那の 袅場 における 役畜 勞 働の 大人 一 人に 對 する 作業 量 割合 は 〇• 四八對 一 であるが、 


ァ メグ 力に おいて は 三 • 八ニ對 一で ある。 これら 役畜の 各階 層經營 における 配分 はもち みん、 地主 及び 

富袅 において 最も 多い。 

廣西^ 十縣サ 四ケ 村に おける 役畜 の 配分 狀態 


戸数 百分比  役畜 百分比  一 戶 常り 平均 役畜 數 

地  主  亍八  五 • 五  ニ丄 一一 〇 

富  農  六丄 一一  一 ぞ七  二 • 七 五 

中  農  ニー  .四  三 了 五  了 七 四 

貧  農  六 九* 五  四 八 i  〇 んニ 


地主 富農の 所有す る 役畜 は に數 のみでな く、 その 質に おいても 俊れ てゐ る。 たと へ ば 北^, ふ^で 使 

用して ゐる 役畜 は 普： 追 牛、 驢馬、 0  (讓- 者— 馬と 大驗と s 一代 交配種) 等 幾 種 か あるが、 貧農の 所有して 

ゐ るの は 力の 弱い 牛 及び 驢馬 で、 地主の 所有し てゐ るの は 多く 强健 な^ 及び 馬 で あ る 。 

河南お 輝縣 における 富 ^ と贫^ との 役^ 配分 狀態 


常  農  貧  US 

頭数  百分比  頭^  百分比 

牛  三 〇  1 七 • 四 四  1 1 六  五六 人 六 
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踺馬  一六  九 -1 二  四 九  二  ST6  二 

馬  二 1  ニー  • ニー  一  五  七丄 一一 五 

驟  馬  一 0 五  六 1 6 五  二 四  1 1 • 七 七 

合  計  一七 二  ！〇〇•〇〇  二 〇 四  ！〇〇•〇〇 


農業 癸 本 • たと へ ば 肥料 • 農具 • 農舍、 種子 等々 におい て も經營 地书 及び 富農の もの は 質に おいても よ 

い が、 量に おいて も 多 い 。たと へ ば 江 蘇 省 無 錫に おいて は 機械 灌漑の 外に 、現在 また 改良 打穀 機が 流行し 

てゐ る。 打穀 機の 能率 は 人力に 比して 數倍 であるが、 この種 改良 農具 を 購入し 得る もの は 僅かに 數戶の 

富農の みで ある" 時には 中農 及び 貧農 等 もこの 種 改良 農具 を 使用す る こと も あるが、 それ は 地^ 及び 富 

農から 賃借す るか 或 ひ は打穀 請負 ひ を依賴 する かで、 一 定の 賃貸 料 或 ひ は 請負 料金 を支拂 はなければ な 

ら ない。 

上述の 一般的 觀察 から も われく は 左の 如き 結論 を 導き 得る。 卽ち 支那に おける 現下の 土地 所有の 集 

中は决 して 大規模の 資本主義 的經營 (東部。 フ U シャの 如き 地主 經營 であらう と、 或 ひ はまた イギリスの 

如き 借地 八 止 業 家で あらう とに 關係 なく) を 生み出す もので はなく、  m. に經煢 及び 技術の 異常に 低劣な 審 

細 農 經焭に 最も 强间な 基礎 を與 へて ゐる に過ぎない。 この 基礎 は 地主、 富農、 高利 貸、 商人 及び 取 閥、 

官 僚 等の 活動に よって 維持され、 彼等 は 地代、 利息、 商業 利潤、 税金、 徵發 等の 形式に よってせ、 闲 なる 


農民からの 收取を 行 ひ、 それの 經煢 を败 して ゐる。 かくて、 農村 大衆の 生產 能率 はこの 縮少 再生 逄過 

程 を 通じて 急速に 減 返せざる を 得 なくなり、 土地 所有と 土地 使用の 間の 矛盾 はか 、る 生產 力の 極度な、 减 

返の 過程に おいて 深刻に 示現され て來 るので ある。 

(註 1 ) 詳細 は マゲャ ー クの著 ir 支那 農村 綏濟 研究』 を 見よ。 

(註 二) 陳翰笙 著 『支那に おける 現下の 農業 問題』 一 ー頁參 照 

(註 三) ト ー ふ， 著 『支那に おける 土地 及び 勞働. 一一 六 八 I 六 九 頁 

(註 四) ライ. U マン 報告書 四 二！ 四 三 頁 

(註 五) 詳細 は 拙著 『中 圃 農村 綞濟の 現段階 的 性質の 研究』 (新 中^ 1 卷廿三 期 載 所) 及び 馮和 法： i 「中！： 農村 綽濟 論叢」 を 

せよ。 

(註 六) マ ゲャ- 〃著 『中 圃 綞濟大 網』 

(註 七) 拙著 『中 國 農業 恐慌と 土地 問題』 一九 頁 

(註 八) 陳翰笙 著 前褐書 二 頁 

(註 九) 張 錫 曰 IT 農村 復興 委 H 會 調査 材料に よる。 

(註 十) 前 立法 院統計 3 發行 统計 月報 第一 卷三期 一九二 九 年、 陳翰笙 前 揭書三 頁 

(註 十一) 陳翰笙 前裼書 四 頁 

(註 十二) マゲャ I か 『中！： 農村， 經濟 研究』 二三 四 頁 

(註卞 三) 廣 範專科 學校廣 西 農村 餒濟 調査報告 
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支那 現段階の 土地 問題  八 六 

(註 十四) 陳翰笙 前 褐書三 頁 

(註 十五) たと へば 廣西省 思恩縣 における 『富裕な 小作農 』 は 『大最 の 土地 を 借り 人れ て 耕作して ゐ るが、^ 初 耕作に 從事 

する もの は その 家人 及び 父子で あるが、 後に は 數名或 ひ は 数十 名の 一城 農 を联储 して その 十： 地 を 耕作す る。 この種 

の 小作農 は 資本が^ 富で あり、 農業 經營 における 各種の 動力 も "富で あるた め稻 作の 敉穫 i も 1 般 貧困な 小作農 

に 比して 多い。 それ のみでな く 小作料の 納 人に 営っても、 地主 は 苛酷な 要求 をし ない。 …… か、 る 稀 類の 小作農 

は 大部分が 新式 農業 知^ をと り 人れ て 農業 綏營に 常る ことが 出來 る。 たと へ ば 金肥の 使用の ごとき も 彼等が 最初 

に 採用した ものである』 -K 業部屮 國經濟 年鑑 上卷 第七窣 

(註 十六) 躇明著 『蒙古 江 南の 臨河縣 農村』 新 中華 第 一 期 

(註 十七) ゥリャ ー ノフ 『農業に おける 資本主義の 發 展に關 する 新 資料』 

(註 十八) ロクシン ダ • パク ク 『支那 農家 經濟』 二三 頁 

(註 十九) 廣西 師範 專科學 校前揭 報告書 三 三 頁 

(註 二十) 張 錫昌編 「農村 復興 委員 會 調査」 による 


第三 章 當 面の 危機と 土地 問題 

土地 所有の 集中 は 支那 現下の 状態に おいて 山、 土地 所有と 土地 使用の 分離 を 促進し、 更に 土地 使用の 

分散 を、 尙ー步 進んで は 農業 生產 力の 極度の 衰退 を、 招来して ゐる。 この ことこ そが、 夂那 における 土 

地 問題の 基本的 內容 である。 われく は 本節に おいて、 この 基本的 內容 がお 那 現下の 政治的、 經 濟的危 

機の もとで、 如何に 钹雜 化し、 如何に 尖鋭 化して ゐ るか を 見よう。 

第 一 節 農業 恐慌の 深刻化 

農業 生產 力の 薄弱なる こと 及び 多數 農民が 生產 不足の ために 常に 飢餓 狀 態に 陷 つて ゐる狀 態 こそ、 支 

那 S 來の虔 性的 農業 恐慌の 基本的 特徵 である。 同時に 國內 商品 經濟が 比較的 高度に 發展 して ゐる こと、 

その上に、 世界 經濟 恐慌の 影響が 加 はって ゐる ことによって、 生產の 相對的 過剰 現象 を 形成して おり、 

い、 る 現象が また 支那 最近に おける 農業 恐慌の 一般的、 急性 的 爆發の 主要 象徴 をな して ゐる。 水害、 旱 

魃は 前者の 最も 顯 著な 現 はれと 見るべく、 近年 來、 しき b に 叫ばれて ゐる 『穀物 價 格の 低落が 農民 を 傷 
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ためる』 とい ふの も、 後者の 最もよ ぃ譯 語， である。 この 二つの 現象 は决 して、 獨 立に i 早獨 として 存在す 

る もので はない。 それら は 互に 錯綜し、 互に 促進し 合って ゐる ものである。 自然 的條 件の 急激な 惡化 

によって 醸成され た 災害 は、 もちろん 農業 生產を 驚くべき 程度に 低減させる。 この 數年 來、 連镜 的に 發 

生した 水害 及び 旱魃 は、 ー體 幾人の 農民の 生命 を 奪 ひ、 また 役畜、 農具、 農舍、 種子 等々 を 烏 有に 歸し 

たこと であらう。 金 陵 大學の 調査 によると、 一 九 三 一 年の 長江 流域 大水 害に おいて は、 逃亡した 罹災 

民 は、 災害 區域 人口の 四 〇％ に 達し、 死亡した も のは災 民の 一 一 丄 ー％ に 達した。 また 陝西 省の 大 旱魃 

では、 七十 五縣の 人口が 七、 f  一  一  一  r 六 六 ra 人から 六、 一 一六 八、 〇ra 五 人に 減少した。 就中 鳳 翔 縣各區 では 

死亡者 逃亡者が 死ん ど 全人 口の 半數に 達した。 農村 復興 委員 會が 鳳翔縣 五ケ 村に ついて 調査した 結果に 

よると、 一 九 一 一八 年から 一 九 三 三年までの 間に、 貧農の 減少した 數は三 九 六 人に 達し、 そのうち 餓死し 

たもの が 五 g> 八 ％、 病死した ものが 六 •〇 六 ％、 逃亡した ものが 三 五 • 三 五お、 身寶， o された ものが 一 一 • 

五三 定、 里子に やられた ものが  一 •  二 六お をい：： めて ゐた。 勞働 力の かくの 如き 损 失が 該地 における 農業 

生產の 正常なる 進行 を 不可能に 陷れ たこと は 云 ふまで もない。 それ のみでな く、 更に 各種 役畜の 損失が 

t、 農民の 經 は 一 層 困難に なつ た の で ある。 M じ陝西 省の 災. WW 比較的 輕 かった 郃陽縣 において 

も、 一頭の 役畜 を も 持たない 農^の 數は 過去 十 年間に 二 九 ％ から g: 七 ％ に增 加し、 役畜 三 頭 またに 二：. g 


V- ま _i  一一^  , 

以上 を 所有し て ゐ る 農戶は 一 三％ から 八 ％ に滅 少した。 これが ため 耕地 は荒廢 し、 生 產は絕 無に 陷ク 

た。 たと へば 察 哈爾省 舆和縣 において は、 幾度 か 災害に 見 ま はれた 結果、 旣 耕地の 大半が 荒蕪地に 變 b、 

(註 三) 

耕作者が なくなった。 陝西 省に おいて は 『一目 これ 荒蕪地』 とい ふ慘狀 を^し、 そのうち でも 貧農の 荒 

蕪 地が 最も 多い。 農業 復興 委員 會の 鳳翔縣 五ケ 村に ついての 調査に よると、 一九二 八 年から 一九 三 三年 

までの 間に、 中農の 耕地で 荒廢に まかせた もの は、 一 九 一 一八 年の 皆無の 狀 態から 一 九 三 三年に は 九 八 畝 

となり、 贫 農の 耕地で は 一 一 一 畝から 七 四 七 • 五 畝に 增 加した。 

災害の 發 M する につれ て 農民の 生產は 一 日 一 日と 低下し、 多くの場合、 全く 生產 不可能に すら 陷 つて 

ゐる。 しかるに、 軍閥、 官僚、 地主 及び 商人 等 は、 かへ つて、 この 災害 中に 彼等の 所有地 を擴 大した。 

たと へば 甘肅 省の 寧定 地方に おいて は 『一九二 八 年の 災害 及び 兵亂 以來、 人民 は II 方に 逃亡し、 現在に 

至る もま だ 耕作に 從 事して ゐ ない。 その 隙に 乘じ、 土 豪 何 腰 哥兒は 一族 郞黨を 引きつれて 各地 方の 土地 

を 勝手に 占據 した。 たま/ \ 罹災民に して 歸村 せる ものが あった 場合に は 僅かば かりの 金 を與へ て强 

制 的に賫 買 契約書 を 害 かせて 證據 にして ゐる。 その 惯は 大體ー 頃 (SISI 約 六 丁 二 段步) 當 b 一  元 乃至 三、 四 

元で ある。 何 腰 哥兒 はまた 自分の 子が 軍閥の 衞兵 になって ゐ るの を 利用して 勝手に 振舞って ゐる』 と。 

陝西 省の 關中 は災 * の 最も * しかった 地方で、 こ、 では 大部分の 土地が^ 人の 手中に 集中され てゐ る。 

第三 荜 當 面の 危機と 土地 問題  八 九 
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かくの 如き 現象に ついて 一 九 三 一 年 五月 六日の 天津 大公 報 は 最も 明瞭に 指摘して ゐる。 『陝西 省に おいて 

は 貧困なる 農民 はもち ろん のこと、 小康 を S つて ゐた 農家 さ へ 一 災害 」 のために その 家產を ことごとく 棄 

値で 寶り拂 つて やう やく 命 をつな いで ゐる 有様で ある。 これに 反して 十： 豪、 劣紳、 富 商 等 は 「災害」 を 

巧みに 利用して、 土地 を 廉價で 買收し 不當な 利益 を 得て ゐる。 かくて 富者の 土地 はいよ いよ 擴大 され 貧 

者に は 立錐の 餘地も なくなった』 と。 鳳翔縣 五ケ 村の 實地 調査 資料に よれば、 富農が 一 九 1 一八 年から 一 

九 三 三年までに 賣 却した 土地 (もちろん 彼等 はな ほ 土地 を 買 ひ 入れて ゐ るので あるが、 ここで は賣 却し 

た 方の みに ついて 見る) 一 九 一 一八 年に おける 所有地の 八 河で あり、 中農に おいて は 一 八お、 貧農に おい 

て は 二 五 ％ の 多き に 達した。 言葉 を換 へて 言へば、 貧農 は 今後 二十 年間に 全くの 『素寒貧』 になる であ 

らう。 まして かくの 如く 土地 無 所有 化の 過程が 急速に 進行して ゐる 時には 一 曆 はっき b と 云 ふこと が 出 

来る。 

以上 述べた ごとく、 生產 力の 極度の 衰頹を 特徴と する 『天災』 の 中に、 われ/、 は 農業 經營 のます ま 

す破壤 して 行く 狀 態と、 土地 所有の 異常なる 集中の 狀態を 見た。 次に われ-.^ は 農 產物慣 格の 暴落 を 待 

徵 とする 『璺年 飢饉』 の 中に も、 これと 類似した 狀態を 見る ので ある。 農民の 收入 は農產 物價 格の 下落 

によって 激減す る。 農民 は 『餓死せ ぬ やうに 努める ことです でに 心 一ば い』 で、 農業 經營を 改善す ると 


いふ やうな 餘カは 全然なくなる。 かう した 場合、 農民の 生產は 大部分が やおの 如く は 行 はれない。 たと 

へば 河南 省 許昌縣 一 帶 における 煙草 裁 培 區 域で は、 農民の 收 人激减 のた め (四 五 年 前 は 一 畝當 りの 收入 

は 七十 元 乃至 百 元に 達して ゐ たが、 現在に おいて は 二三 十 元の 收入 さへ も 稀れ となった) おに ^草 裁 培 

面積の 擴 張がない ばか りか、 一九 三 〇 年 以後 はかへ つて 漸减の 傾向に さへ ある。 江 蘇、 淅江兩 省 ー带に 

おいて は、 近年 來製絲 業が 不振の ため、 農民 は 養. 鐘で 利益 を あげ 得ない のみ か、 かへ つて 缺 招して ゐる 

ため、 桑畑 を 掘り返へ して 水田に する ものが 繽々 現 はれて ゐる。 現在 無 錫、 杭 州 附近の 桑畑 面積 は 三年 

前に 比較す ると 僅かに 二分の 一 にし か當ら ない。 しかも、 桑畑と して 殘 して ゐる もの も、 資本 を 更に 增 

加す る ことが 出來 ないか 或 ひ は 欲しない かの 现 由で その 生 產額は 日に 減少して ゐる。 

『，年 飢饉』 もまた 袅 民の 土地 轉 移に とって 一 つの 有效 な剌戟 となって ゐる。 多數の 農民 は收入 激減に 

よって、 生活の 道 を 失 ひ、 所有地の 抵當义 は資却 によって 一 時 を 凌いで ゐる。 土地の 尺お 的な^:; 却 は 

土地 價 格の 暴落と いふ 現象 を 生んだ。 中央 農業 赏驗 所の 調査と 評價 によれば 水田の is 格 は 一 畝當 b 一  九 

三 一 年に は 六 〇•〇 元であった ものが 一 九 三 二 年に は 五六 *四 元、 一 九 三 三年に は 五一 一 • 八 元と 暴落して 

ゐる。 畑地の 惯格も 一 九 三 一 年に は 一 畝當 b 三 〇•〇 元であった ものが 一 九 三 二 年に は 一 一 ヒ， 九 元、 一 九. 

三 三年に は 更に 二 六 • 七 元にまで 低落して ゐる。 河北 省の 定縣 及び 保 定縣は この 數年 來收穫 のな ほ 良好 

第三 草 常 面の 危機と 土地 問題  九 一 
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なと ころで あつたが、 農產 物の 價格 低落に よって、 定縣 では 一 九 一 一九 年から 一 九 三 三年までの 間に 六 〇 

% 低落し、 保定縣 では 遂に 七 五 ％ の 暴落 を 示した。 他の 凶作 區 域の 狀態 は、 云 はす もがな である。 一般 

に 軍人 • 官吏 • 商人 • 地主 • 富農 等 は、 かう した 時期に つけこんで 大量 的に 土地 を r 廉愤」 で買收 した。 

近年の 傾向に よれば、 これらの 土地の 買收者 は、 主として 村 外の 商人 及び 村內の 富農であって、 彼等の 土 

地買收 は、 先づ 貸借 關 係から はじめられる ことが 多い。 貧困な 農民 はも 早 『食 ひつな ぎ』 の 困難で はな 

く、 年がら年中 飢饉 狀 態に 置かれて ゐる。 か、 る狀態 は先づ 第一 に 農民 をして 一年中 借金と 質入れに よ 

る 生活 を餘 儀な くす る、 第二に は、 債權 者の 農民に 對 する 條件を ますます 苛酷に する。 この 數 年来、 土地 

の 質入れ 價格は 賫買價 格の 暴落に 隨 つて 激 落し、 同時に それ は、 農民に 囘收 力が 失 はれて ゐる ために、 

永久の 賫 却と 何等 異ら なくなる。 これが ため 商人 • 地主 ふ田農 等 は いづれ も 土地 を抵當 とする 貸付け を 希 

望して ゐる。 言葉 を換 へて 云へば 彼等 は 低廉な 賫價 よりも 更に 低廉な 惯格を もって、 土地 所有 權を 取得 

しゃう として ゐ るので ある。 たと へば、 上海 附近 寳山縣 の 北部 各區 では 近来 土地の 賣 買は决 して 增 加し 

てゐ ない が、 土地の 質入れ は 限りなく 增 加して ゐる。 

こ、 で、 われく は 一 つの 重大な 事實を 指摘し なければ ならない。 それ は、 一部の 商人 • 地主 及び 富農 

がかくの 如き 土地 愤格 低落の 時期 を 利用して その 所有地の 擴 大を阔 つて はゐ るが、 一 般的 にこれ を 見る 


と 土地の 轉移 は、 大都市 附近 を 除くならば、 これまでに 比して 甚 しく 減少して ゐる ことで ある。 農產物 

^格の 低落 は 地代 收納の 地主に とっても (支那の 地主が 收納 する 地代 は 主として 現物 地 K であって 貨幣 

地 はは 極く 小 部分 を 占めて ゐる に過ぎない) また、 農產 物を寳 却す る 富農に とって も いづれ も 不利で あ 

(註 五) 

り， 同時に 地租 額は絕 えす 增 加して ゐ るからで ある。 (もちろん、 一部分の 地主、 特に 陝西 省、 河南 省、 淅 

(； 5 ハ  』 

江 省 等の 諸 省に おける 地^ は 小作人に 直接 地租 を負擔 せしめて ゐる) これが ため、 彼等 も 十 地 買 入れに 對 

して は往々 躊躇して ゐる。 こ、 で、 なほ 注意し なければ ならない こと は、 一 赤區』 の 存在 及び 各^ 各縣に 

おいて 瀕發 して ゐる 農民の 小作料 不納、 納稅 反對の 運動 等が 土地の 轉 移に 對 して 重大な 脅威 を與 へて ゐ 

る ことで ある。 かう した 場合、 村 内に 居住し、 外界との 連絡 を もたない 『土 著 地 牛：』 たち は 外からの 援 

助も强 くな く、 また 何等の 强 固な 政治的 背景 も 持たない ため、 敢て 土地 を S 貝 ひ 入れようと しないば か b 

か、 反って 自分の 所有地 を機會 あらば 寶 b 拂は うとして つとめて ゐる。 か 、 る 狀態は 福 建 省、 江 西^: 、安 

徽省、 湖北 省、 湖南 省 等の 數省 において は 最も 顯著 である。 たと へば 湖北 省 黄 安、 麻 城ー带 において は 

近年 來赍却 土地の 割合が 一 年每に 減少して ゐ るが、 K 却す る もの 、多く は 地主であって、 •  土地 を 購入し 

(； H.* ヒー 

てゐる もの は 富裕な 農民で ある) 江 蘇 省、 淅江 省ー帶 における 耕地 轉 移の 停滯は 驚くべき^ 度に 達して 

t 農村に おいて 土地 賣 買の 『仲介 料』 及び 『代筆 料』 (土地 K 冒； の 際 地惯の 一部分 を 仲介 人に 手數 

第三 享 営 面の 危機と 土地 問遛  九 三 
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杯 とし て 納め、 また 寶買 契約書 を 書 いても， らふ 人 に は 代筆 料を納 める) を もつ て 主 耍收 入と し て ゐた鄕 

長た ち も それが ため 『不 景氣』 を かこって ゐる。 かう した 場合、 一方に おいて は窗 地キ： が 崩壤し (もち 

ろん その他の 理由 も あるが) 他方に おいて は 新ら しい 地主が 發 生して ゐ るので ある。 か、 る 新地 主 はも 

ちろ ん强ぃ 政治的 背景 を もつ 軍人 或 ひ は 官吏 か、 さもなければ 都 巿の資 本と 密 切な 關係を 持って ゐる商 

人で ある。 その外に なほ 一連の 富農が ある。 彼等 は 農村に 居住して 小 商人と 小金 貸と を 兼ね、 その 『吸 

盤』 は 最もお- である。 

か 、 る 土地 所有 權轉 移の 停 滯は决 して 農民の 破產を 防止す る もので はなく、 逆に 農村 大衆の 喉 を 締め 

付けて ゐる。 貧農、 中農の 土地 はたと へその 價 格が 低落す る 限り 低落しても なほ 買 ひ 手がない。 その 結 

果、 彼等の 手に, された 土地 は 一文の 偎値も なくなった と 同じに なり、 しかも 賫れ ない ことから 現金 は 

ます/^. 枯渴 し、 生活 はいよ- 逼迫す る。 か、 る 現象 は 正に 近年 來農 村に おいて 高利 貸借の 减 少して 

ゐ る事實 と照應 して ゐる。 高利 貸借の 減少 は、 一方に おいて 農民の ために 『背に 菔は代 へられす、 毒酒 

も渴 えて は 飲む』 ところの 源 を 絡った とはいへ、 一方に おいて 貸借の 條件を ー曆惡 化した。 土地の 轉移 

に當 つても 同檨 である。 農民 は 僅かば か， o の 土地 もこれ を赍ら なければ 生活 出来ない。 もし K る ことが 

出來 たと しても それ は實に 悲惨な ものである。  . 


第二 節 金融資本の 農村 支配の 强化 

支那 奥地の 現金が 絕 えす 都市に 集中され てゐる こと だけで も、 すでに 支那 農村の 慘 燧 たる 現狀、 更に 

一層 甚 しくなる べき その 前途 を 描き出して ゐる。 たと へば 上海 を 例に とって 見る も、 本年 (一九 三 五 年) 五 

月末 現在に おける 內外 銀行の 預金 總額は 五 九 四、 〇 五六、 〇〇〇 元に 達し、 前年 末に 比して 四千 餘萬元 

の增 加で ある。 最近 各 銀行 は 投機 事業の 最終的 破 锭を囘 避すべく、 或 ひ は將來 において 襲來 する ことの 

豫 想され る 全般的 金融 危機 を囘 避すべく、 さかんに 農村 方面に 對 する 投資 を 行 はんとして ゐる。 金 融資 

木の 農村への 流入 はすで に 長い 歷史を もち、 舊 式の 羧莊は 奥地 投資の 主要 機關 となって ゐる。 最近で は 

各 銀行が 餞茈 にと つて 代らん とする 勢 を 見せて お， o、 彼等の 活動の 範^が 廣汎 となった ばかりでなく、 

活動の 方法 及び 組織 も 改良され て來 た。 近年 來 各省の 農村に おいて 見られる 協问 組合、 農民 貸付 所、 農 

業 倉庫 等 は いづれ も 都市 金融資本の 策動の もとに 進められつ 、あるので ある。 かくの ごとき 農村 金融 組 

織の 改善 は、 これ を 農村 自身に つい て 云 へ ば、 舊 式の 高利 貸に とって 代らん とする 機能 を もって ゐる もの 

である。 首 葉 を 換えて 云へば、 現在の 金融 * 本 (同時に 外國資 本 も これら 金融資本 を^ じて 作用す る) 

は 正に その 新進の、 改善され た 組織に よって 全 農村に 對し、 その 直接的 統制 を 遂行 せんとして ゐる もの 

¥1 一孝 営 面の 危機と 土地 問題  九 五 
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である。 

一般的に 云って、 かヽる 新進の 農村 信用 組織 (農村 協 M 組合の 大部分 は 信用組合 である) の 債務者 か 

ら收 取す る 利息 は、 これ を 普通の 高利 貸に 比べる と 幾分 か は 安い。 例へば、 各地に おける 農民 付 所の 

利率 は、 大體 一 分 乃至 一 分 五 厘で ある。 しかし 抵當 物の 倉敷料 を 加算 すれば、 利率 は决 して そんなに 安 

く はならない。 では、 か、 る 新興の 貸借 形態が、 農村の 各階 曆に與 へる 影饗 は、 ー體 どうい ふ 相違 を も 

つもので あらう か。 こ、 では 先づ 次の 言葉の 引用に よって、 その 相違せ る 役割に ついて 說明 する ことに 

しゃう。 

「安全な 保證を 得る ために 貸付 所 は往々 一 部の 資金 を 大量 貸付け の 形式で 先づ； e£ 役所の 中の 豪 紳に貸 與 

する。 同時に、 これら 豪紳 もまた 自發 的に その 贷 付を耍 求す る。 か、 る 相-丸 援助の もとにお いて、 豪 

紳 は事赏 『轉貸 主』 の 機能 を 有する に 至る。 また 彼等の ある もの は、 自已の 資本 利用の 負擔 をば， K 、農 

(^八 ン  . 

の 上に 轉嫁 する」 

協同組合、 貸付 所、 及び 倉庫 等の 資金が 地主、 商人、 富農 等に よって 、自己の 經 濟發展 のために 利用 さ 

れてゐ る事實 は、 到る ところで 見受けられる。 たと へば 曾って 江 蘇 省 無錫縣 西倉鎭 附近の 一村 落に おい 

て 一 協同組合が 設立され た ことがあ. る。 農民 銀行の 規定に よると、 この 協同組合の 組合員 十 一 名 は いづ 


れも 農民で なければ ならなかった し、 同時に 彼等が 農民 銀行から 偕 b た^も、 全部 それ を 農業 牛. 產 tTJ 

のために 使用され なければ ならなかった。 しかし、 彼等が、 金 を 借 b るに は相當 に保證 して くれる 人 を 

必耍 とした。 その 結果、 組合員 十一 名 は鄕長 (地主であった) 一人、 それに 商人 二人 を 加へ、 他 は 農民と 

ひふ メンバ ー となった。 かくして、 農民 銀行からの 借 b 出し は 表面 協同組合の 名義と はなって ゐ たが、 

その 金 は. ヌ 際に は鄕 長と 例の 一 一人の 商人が 受け取りに 出頭し、 商 資を營 む 資金と 化して しまった。 

^通の 農民 貸付 所 は、 貧困な 農民に とって、 何等 關係 のない ものと なって ゐる。 何故ならば、 標と 

する やうな 財產の 全然ない 農民に は 借 入れ を 申込む こと も 出来ない ので あるから。 かくして ft 農 —— 殊 

に 半 小作 或 ひ は 純 小作の 貧農 及び 何等の 所有物と てな き 雇 農 は、 貸付 所に 對 して 一 種の 絕綠 物と なって 

( j つ) 

ゐる。 たと へば、 綏遠 における 『平 市官餞 局』 附屬の 農民 貸付 所の 規定に よれば、 農民の 資金 借り入れ 

に は、 動 產抵當 或 ひ は その他 確實 なる 擔保を 必要と する 他に 更に 『當該 村の 村長が 保證 書を與 へて、 そ 

の抵當 物に 何等 異議 を揷む もので な. いこと を 保- 證』 しなければ ならない ことにな つて ゐる。 

現在、 さかんに 發展 して ゐる 倉庫に ついても 同様な ことが 云へ る。 たと へば、 無錫縣 の安鎭 では * 1 

九 三 三年 農業 食庳を 開始した が、 地主 某が その 大部分の 金 を 流用し、 自己の 商資の 救濟に 消費して しま 

(註 二) 

つた。 
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以上の ことから も、 現在 支那 農村に おける 新興 金融資本の 活動 は、 畢置 これら 小數 人の 地位 を 維持す 

るの みであって、 それら は 土地 を 有せざる 農民に とって、： 何等 交涉 のない もので あ， o、 また それらの 機 

關は單 に 地主、 富農 及び 農村に おける 商人の 活動 能力 を强 める のみの も ので あ る こと を 明白に 看扠し 

得る ので ある。 實 際にお いても これらの 信用 組織 を 主宰す る 人の 多く は 地主、 富豪であって、 彼等 は そ 

の 組織 を 利用して 彼等 自身の 經濟範 圍 を 擴大し 得て ゐ るので ある。 寳山縣 附近の 或る 村に おいて は、 篦 

民が 協同組合に 抵當 入れした 土地 を囘收 する ことが 出来ない ために、 協同組合 は 一 つの 新ら しい 地主 集 

圑に變 つてし まった。 云 ふまで もな く、 か、 る 協同組合の 主宰者 こそ、 それらの 土地の 實際 上の 所有者 

であり、 か 、 る 所有者 は 又 都市 金融業 資本に 從屬 して ゐ るので ある。 

これによ つても、 われく は 現在 新興 金融資本が 農村に 手 を 伸しつ、 ある ことこ そ、 金融資本が 直挠 

農村 を 統制して ゐる こと、 及び、 か、 る 資本と 農村に おける 半 封建的 支配者との 間に、 よ b 密 切な 關係 

の 確立 を 見る ことが 出來 るので ある。 (第三 節 民族 問題と 土地 問題 は 割 除す) 

(註 1 ) 勾 適 生 編、 農村 復興 委具會 調査に よる。 

(註 二) 陳翰笙 著 前揭書 二八 頁 

(註 二) 綏 逮民國 日報 一九 三 四 年 一 月 十二 日付。 


(註 四) 石筍 論文 〔： 陕西 災害 後の 土地 問題と 農村に おける 新たな 恐慌の 展開』 

1 九 11  一二 年) 

(註 五) 江 蘇 省 各 年税 率に 應 じて 地主が その 地代 收 入から 地租 を 差 引いた 殘 りの 1 畝當！ 


, 「新 創造 牛」 月刊 第二 卷ー、 二期 合併 號 


(註 六) 

(註 七) 

or" 八) 


純 敉人は 次の 如くで ある。 

乘餘額 

七 *七〇 元 

六 二 〇 

四 • 七 o 


二期 合併 號 一 九 三 四 年 二月) 


年 次  地代 收入  地税 支出 

1 九 三 1  九 •〇〇 元  1 丄1ー〇 元 

1 九 一ー一 二  七 人 〇  一 • 七 〇 

1 九 三 一 一一  七 • 四 o  亍七 〇 

(「中 行 月刊」 第 八卷第 1 

全國 地租 稅の^ 加 左の 如く、 地 租税 對地價 百分比 は- 

水田 1 九 三 1 年  二  •〇 七 ％  畑地 

,1 九 三 二 年  ニ丄 11 七 ％ 

1 九 11 ニー 一年  二 丄ハ八 ％ 

(「中央 農業 實驗所 報告」 第 十 期) 

たと へば 河南 省 滑縣、 輝縣、 鎭平縣 等に おいて は 公費 割當 金、 雜稅、 臨時 軍事 税等も 地主、 小作人 折 牛で ある。 (中 

圃經濟 情報 社、 週刊、 「中華 日報」、 1 九 三 三年 七月 十 1 日) 

湖北 省縣 政府 建設 廳 農村 調査に よる。 

駱耕漠 著 『農^ 貸付 所 及び 銀行業の 質 崖 業 化』 (中 國經濟 情報 週刊」 I 「中華 日報」、 一九 三 四 年 五月 廿 三日 所載 

第兰窣 常 面の 危機と 土地 ^题  ,  九九 


1 九 三 1 年 

1 九 三 二 年 

1 九  一一 二 11 年 


二， 五 〇％ 

二人 〇％ 


支那 現段階の 土地 問題 

(註 九) 無 錫 縣顧學 文 氏よりの 通信。 

(註 十) 駱耕漠 著 『農民 貸付 所 及び 銀行業の 質屋 業 化』 

(註 十 1) 無 錫 縣范朋 初 氏よりの 通信 


〇 
〇 


三 現代 支那の 土地 問題 

孫曉 


村 


第一章 二つの 史實の 啓示. 

イギリスの 有名な 歷史學 者ァ ー サ— . ャ ング はフラ ン ス大 革命の 前夜、 フラン スを 視察し、 その 時の 

視^ 談を 次の やうに 語って ゐる。 卽ち彼 は 農村に おいて 幾人 かの 老婆に 會 ひその 生活の 威 想 をた ヽ いて 

見た。 ところが その 答に は 彼 を ひどく 驚愕させる ものが あった。 『生活 は 非常に 苦しい、 待に 不安定で あ 

る。 どうしても 何 か 近いうちに 起る だら うと 思 はれて ならない。 その 起る ことが 何で あるか は 誰れ も 知 

る ものがない』 とい ふの がその 答であった さう だ。 だが、 この 歴史家の 胸に はすで にこの 時に 『起る も 

の』 こそ 後の フランス 大 革命であった ことが わかって ゐた であらう。  • 

老婆た ちの 直感に は 間違 ひはなかった。 また この 歷 史家の 觀察も 極めて 正確であった とい ひ 得る。 前 

者 は 現實の 生活 體驗 から 得た もので あり、 後者 は 科學的 方法に よる 分析に よって 得た 結果であった。 こ 

の 體驗と 分析の 對 象が 何で あつたか。 あらゆる 歷 史書 は フランス において 大 革命の 前夜、 土地 關 係が 極 

めて 緊迫した 狀態 にお かれて ゐた こと を いづれ も 明白に 指摘して ゐる。 全國の 土地の 配分 狀態 について 

見るならば、 王室 所有の 御料地 は 二 〇％ を 占め、 貴族、 僧侶の 所有地 は 四 〇％、 それに 反して 廣汎な 農 
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民 層の 所 地して ゐた 土地 は 僅かに 四 〇％ であった。 しかも これらの * 民 は、 一部の 歷 史家、 たと へば コ 

ゲ 7 レ フス キ— 等の 意見に よると、 全く 土地 を 所有して ゐな いと 見做さなければ ならなかった ので ある。 

何故ならば 農民の 耕作した その 農場 は 名目 上 これ を 所有と も 云 へ たが、 實 際にお いて これ は 完全なる 自 

主 的な 土地ではなかった。 貴族 地主 は 封建的な 隸 屬の鐡 鎖に よって、 農民 を 幾重に も 緊縛して ゐた。 農 

民の 地位と 納稅は あたかも 奴隸 階級の それと 殆 んど變 ではなかった。 それ 故ルソ ー も、 農民の 眞の 土地 

とい ふ ものが 當時 存在して ゐ なかった と 認めて ゐる。 

フラン スの大 革命 はか 、 る 土地 關 係の 上に 爆發 した ものである。 

更に 近い 例に ついて 云へば、 一 九 一 七 年 以前の 帝制 口 シァ において、 農奴 制度 はとうに 撒廢 されて ゐ 

たに も か、 はらす、 その 土地 配分 は 依然として 極度に 尖鋭な、 極度に 聚 迫した 狀 態に 置かれて ゐた。 卽ち 

一 方に おいて は 1 一 萬 八 千の 地主が 六 千 一 一 百 萬、 デ シャチ ンの 土地 を 占有して ゐた にも か 、 はらす、 他方に 

おいて は 約 一 千 萬の 農家、 卽ち數 において は 地主の 三百 倍に も 達する 農民の 所有して ゐた 土地 は 僅かに 

七 千 三百 萬、 デシ ャチ ン でしかなかった、 しかも この 數 字の 中には 完全に 赤貧な 農民 は 加 へられて ゐ ない 

ので ある。 故に、 當 時の 。 シァ 農村に おいて は、 生產に 直接 參 加し、 土地 を 所有して ゐた 農民の 一 戶當 

b 所有地 は 僅かに 七 デシ ャ チン 乃至 十五 デシ ャ チンで ある、 しかも 彼等 は國 家に 對し 農奴 的な 租税 を 負 . 


撐 しなければ ならなかった ので ある。 これに 對 して 他方、 锄 かやして 所得して ゐる 大地 主 は、 1 戶當 b 

平均 二 千 三百 三十 二 畝 もの 土地 を 所有して ゐた。 それ 故、 當時 D シァの 革命 指導者 はかって 大聲叱 呼 農 

民へ 訴 へた ナロ ー ドー ーキ であった。 だが これが と b もな ほさす 農民 をして 土地の ために 鬪爭 せしめた 主 

要な 基礎で あつたので ある。 

果せる かな、 事 實は鐡 の ごとき 冷酷 さ を もって 進み、 この 基礎の 上に 一九 一七 年 世界 を震搣 させた 口 

シ ァ 革命が 勃發 したので ある。 

この 二つの 史實 から も、 われ/^ ははつ き b と 知 b 得る。 卽ち 生產關 係から 社會の 性質 を 規定す る 場 

合、 先づ 生產關 係に おける 第一の 方面の 財產關 係、 卽 ち生產 手段の 配分 關係を 見、 その 次に 收取關 係、 

卽 ち生產 物の 分配 關係 について 見なければ ならない。 

農業 生産が 主要な 地位 を 占める 社會 において は、 この 第一 の 所謂 財 產關係 は 土地 關 係の 上に 完全に 示 

現される。 百餘年 前の フランス 革命の 對象 は、 主として 土地 關係 にあった。 二十 年 前の P シァ 革命の 對 

象 も 同様に、 その 主要な もの を 土地 關係 において ゐた。 今日の 支那に おける 農村の 事情 は、 これ を當時 

の フーフ ン ス 及び 0 シァの 事情と 比較して 全く 同じで あると は 云 ひ 得ない が、 土地 問題の 緊迫して ゐるこ 

と、 農民 生活の 貧窮して ゐる こと、 更に 農村に おける 生產關 係が 生産力 を 束縛して ゐる ことが、 土地 所 
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有と 土地 使用の 兩方 において、 空前の 緊張 度に 達して ゐ ると いふ 點 では 一致して ゐる。 故に、 土地 問題 

の 提起 は 支那 社會の 現段階の 經濟的 性質 を 理解す るに 當 つて、 また 支那 社會の 將來の 發展を 把握す る 上 

においても、 極めて 重大な 意義が ある ものと 考 へられる。 


第二 章 支那に は 地主が 存在す る や 

支那 農村に おける 土地 關 係の 緊迫した 姿 は 土地 配分の 上に 示現され でお り、 その 程度 はフラ ンス 及び 

口 シァ における 大 革命 前の 狀 態に 優る とも 劣る もので はない。 支那に おける 土地 集中に は 或る 限度が あ 

b> しかも その 限度に よって ョ— P ッ パとは 殆んど 比較 出来ない とい ふやうな 見解 を 或る 一 連の 人々 は 

有って ゐる。 その 斑 由と すると ころ は、 支那に は、 早くから 純粹に 封建 領主 型の 大地 主が 存在し なかつ 

たとい ふので ある。 だが、 か、 る 見解 は 誤謬で ある。 支那に おける 土地 所 形態 は、 淸朝 時代から 今日に 

至る まで、 僅か 三百 年間に 極めて 大きな 變 化を來 して ゐる、 この 變 化の 中に おいて 當 時の 多くの 公有地 

は 漸次 個人の 手中に 歸し た。 故に われく は 現在 封建 領主が 存在し ないから といって 大地 主がない と は 

云 ひ 得ない。 むしろ 現在 ある 非常に 多くの 大地 主 こそ 過去の 封建的 土地 關 係の 中から 生成した もので さ 

へ ある。 淸朝 時代に おける 支那の 土地 所有 形態 はこれ を 次の 九 種に 大別し 得る。 

1 皇室 御料地 I 北京 を 中心とした 近畿 一 帶に 存在した 

2 旗 地 II 滿洲 軍隊の 八 旗 及び 貴族 所有の 土地で、 これ は 各地に 散在して ゐ たが、 特に 北方に は 多かった。 これに 通 する 
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土地 は淸朝 末期に 至 つ て 自由に 賣買 する ことが 出來 た。 

3 寺 廟或ひ は 敎會の 所有 土地 II 長江 流域 及び 山 東、 河北^に おいて は 特に 多く 見られた。 

4 學田 II 孔子の 祭祁 及び 學校 鸫營の 費用の ための 土地、 たと へば 江 蘇省灌 雪學 田の 如き は當 地方 耕地の  一 •  二 1% を 占 

め てゐ たり 

5 屯田 I 卽ち 軍事的 移民 地が これで ある。 

6 宗族 財產 I 大部分 は 祖先の 祭祀 用の ための 土地、 長江 流域に おいて 特に 多い。 

7  土 司 の財產 II 土 司と は ^朝 時代 邊境 支配 のために 派遣され た 官吏で 世襲 的な もの となった。 

8 官有 地 —— 沙地、 沼地。 

9 純粹に 個人の 所有地。 

この 九 種の 土地 所有 關 係のう ち、 最後の もの を 除けば、 その他 は 全部 純 粹に侗 人 所有で はない。 お g: 

の 封建 體 制が 崩壤 する 過程に おいて、 旗 地、 學田、 屯田、 荒 地、 砂地 (沼地) はもち ろん のこと、 皇室の 

御料地 さ へ も 漸次 個人に よって 買收 され 或 ひ は 掠奪され、 或 ひ は圍み 込みされ てし まった。 

故に 當 地の 土地 所有 形態で、 現在に おいてな ほ實 際に 存在して ゐる もの はた ゾ 個人 所有地、 旗 地、 寺 

廟 及敎會 財產、 土 司財產 (還 境地 方に はな ほ 存在して ゐる) 及び 官有 地の 五 種の みで ある。 そのうち 皇室 

の 御料地 は 満洲 人の 有 方 者 及び 北京 政府 時代の 軍人に よって 全部 分割し 盡 され、 旗 地 も 民國の 初年 ごろ 


全部 所有者が 變， o、 地方 公有の 學田、 屯田 等 は 豪 純、 官吏 等に よって 勝手に 分割され てし まった。 國家 

所有の 沙地、 沼地 等 は 特に 地方 官吏の 金 持になる 唯一 の 手段と な， o、 掠奪 占有の 一 番 ひどく 行 はれた も 

のであった。 それが ため 近年 來 支那の 官有 地 は 日々 に 縮 少して おり、 現在に おいて はすで に 整 if しゃう 

にも 出來 ないやうな 狀 態にまで 達して ゐる。 今日に おいても 浙江省 等の 土地 臺 帳に はな ほ 「學 田」， 屯田 」 

等の 名 稱が殘 されて ゐ るが、 これらの 土地の 實 際の 所有者 はすで に 地方の rass ではなく して 個人と なつ 

てゐ る。 これら は 特に その 顯 著な 例で ある。 

或る人 は淸朝 初期に おける 全 國七億 畝の 耕地に ついて その 土地 所有 配分 狀態 を大體 次の ごとく 評惯し 

てゐ る。 

屯田  九 二 九 河  富有 地.  二 七 丄 一 四％  . 

. 寺廟地  一 三 • 五 七 河  宗族 及 個人 所有地 五 〇〇•〇〇％  , - 

もしも、 この 詐 惯に對 して 幾分で も 信據し 得る ものが あると したならば、 土地 所有 形態の 變動 過程に 

おいて 土地が 小數 個人 地主の 手中に 如何に 枭 中され たかを 非常に 明瞭に 看取す る ことが 出来る。 何故な 

らば 一 九 三 一 年 中央 研究室 院社 會科學 研究所に おいて 無 錫の 土地 所有 關係を 調査した 結果に よると その 

分配 狀態は 次の ごとくで ある。 

第二 ネ 支 邠には 地， 王が 存ぉ する や  1〇 九 
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官有 地  〇• 四 八 ％  寺廟地  〇i 三坷 

祭 田  、 七 • 八  一 ％  個人 所有地  九  一 *四 九 ％  . .. 

しれに よっても 官有 地、 屯田 特に 寺廟 地が 三百 年間に 殆んど 全部 侵掠され てゐる ことが わかる であら 


第三 章 土地 配分の 實 際の 狀態 

か、 る歷 史的 觀察 法が 正しい か 否か は 土地 配分の 實 際の 數 字の みが はじめて 信賴し 得べき 證 明を與 へ 

るので ある。 多くの 學者は 支那に は 大地 主 はない、 少なくとも 北支に おける 限 b 大地 主 はない、 何故な 

らば そこで は 自作農 制が 非常に 發 達して ゐ るから、 とい ふ。 

實 際にお いて 土地 配分の 問題 は、 支那 本部 を 最も 主要な 地域と して 南北 兩 部に 分けて 見る も、 どの 區 

域に おいても、 極めて 緊迫した 狀態 にある こと、 を 明示して ゐる。 今 これ を 南北に 分って 見る ことにし 

よう o 

支那 北部の 黃土 地域、 卽ち 誰れ も 知って ゐ る產麥 地域と しての 北支 平原 は、 自作 的 小農 經營 の發 達し 

てゐる こと を その 特徴と する。 だが、 各方 面の 實體 調査の 結果に よると、 戶數 において 三 ％ 乃至 四 ％ の 

地主が 全 耕地の 二 〇 乃至 三 〇％ を 占有して おり、 これに 反し 全 戶數の 六 〇 乃至 七 〇％ の 貧農 は 僅かに 一 一 

〇％ 前後の 土地 を もって ゐる に過ぎないと いふ 狀 態が、 殆んど 如何なる ところに おいても 見 受-け ら れ 

る。 この 地域に 包含され る 山 東 省に は、 有名な 孔子 末裔の 一族が 所有して ゐる 族產が あ， o、 山 西 劣、 陝 

第三 莩 土地 配分の^ 際の 狀態  一 一 一 
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西 省に は 最近 水利 建設に よって 生れた 大地 主が ある。 河南 省に はまた 張錫昌 氏の 調査に よると、 騾車を 

1 日馳驅 させても その 所有地 外に 出る ことが 出来ない とい ふ 一 地主が あり.、 また 江 蘇 省 北部の 宿 遷縣に 

は 廿萬畝 以上 もの 寺廟 所有地が あると いふ ことで ある。 碭山及 睢寧縣 において は、 昨年 (一九 三 五 年) 

こ、 において 土地 整理 を 行って ゐた帥 仲 言 氏の 報告に よると、 二三 百 頃の 土地 を 所有して ゐる 大地 主が 

居る とのこと である。 

左の 統計 は 比較的 信賴の 置け ると 考 へられる 各方 面の 調査 資料の 中から 四縣 を擇ん だもので、 河北 g 

書 

の 保定縣 河南 省の 輝縣、 陝西 省の 綏德 縣、 山 西 省の 屯留縣 の^ 縣 である。 
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かくの 如く 土地 配分の 狀態は 北支 平原に おいても すでに 充分 緊迫 化して ゐ るので あるが、 更に 南方の 

水田 地域に ついて 見るならば 一層 驚くべき ものが ある。 無 錫、 蘇 州、 窬興 等の ごとく 比較的 地 S の 高い 

縣には いづれ も 一 莴畝 前後の 土地 を 所有して ゐる 大地 主が あり、 これらの 地主から 各 銀行の 蘇 州 友 店が 

毎年 吸收 する 預金 額 (小作農から 收 取した 地代) は 八 千 萬 元の 互 額に 達して ゐる。 浙江 省の 俊つ かの 縣 

に は 純粹に 小作農 からのみ 成って ゐる 村の 發 見され るの は 珍しくない。 

各方 面の 評價 によると、 この 水田 地域に おいて 小作 關 係の もとに 生活して ゐる 農民 は 七 〇％ 以上 を 占 

めて ゐる。 如何に 土地 配分が 不均等で あるか はこれ によっても 察知し 得られ やう。 左の 統計 は 比較的 信 

賴の 置け る ものである。 
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これらの 統計から も 知り 得る こと は、 大體 において 全 戶數の 三 乃至 四 ％ を 占めて ゐる 地主が 四 〇％ 乃 

至 五 〇％ の 土地 を 占有し、 七 〇％ 前後の 貧農 は 僅かに 一 〇 乃至 1 ー〇％ の 土地 を 所有して ゐ るに 過ぎない。 

したがって その 狀態は 黄土 地域に 比較して 一 層 緊迫した ものであると いふ ことで ある。 

土地 委員 會は 過去 二三 年間に、 全國 農村に 對 して 相 當 詳細な 調査 を 遂げ、 土地 配分に ついても 貴重な 

統計 を ものした。 卽 ち全國 八十 九縣 について 調査 を 行った 結果 は、 一、 五 四 五戶の 大經營 主につ いての 

調査で は 一 戶當 b 平均 耕地 面積 1 ー、〇 三 〇 畝で あり、 他方 七 五一 一、 八 六 五戸の 普通 農家の 調査で は、 一 戶 

當 b 平均 耕地 面積 は 一 五 • 八 畝であった こと を發 見した。 この 二つ を 比較して 見るならば 前者 は 後者の 


一二 八咅 半に 達し、 大地 主の 所有 土地 面積の 最大 及び 最少 限度 は 三百 畝から 三 萬 畝であった。 この 二 ひ 

の 統計に おいても われく は 支那 農村に おける 土地 關 係の 緊迫した 狀 態が 遺憾な く 露呈され てゐ ると い 

はねば ならぬ。 


第三 荜. 土地 配分の 實 際の 狀^  1 1 五 
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第 四 章 これらの 土地 は 如何に 經營 されて ゐ るか 

た^ 土地 配分 關係 のみから では、 土地 關 係の 全部 を 把握し、 支那 農村 經濟の 發展の 方向 を决定 し、 支 

那 農村 社 會の 性質 を 規定す るに は、 まだ 不充分で ある。 

土地 配分の 狀態を 分析した のち、 われく は當然 更に 一 步 進めて、 農業 經營 の內容 について 研究し な 

ければ ならない。 何故ならば、 現在 世界に おいて、 支那と 同檨に 土地 所有の 配分 關 係が 極めて 集中され 

て ゐる國 家 を 幾つか 見出す ので あるが、 それら は决 して 支那と 同 檨な經 濟體系 を發展 して ゐる もので は 

ない。 たと へば、 イギリス は 周知の ごとく 十七、 八 世紀に おける 狂氣 的な 土地 阐 ひ 込み 運動 以来、 土地 

所有の 極めて 集中した 國家 となった。 十五、 六 世紀に おいて は 農民の 土地 所有 及び 土地 使用が なほ 優勢 

であった が、 この ひ 込み 運動 以後 農民 層 は 殆んど 完全に 崩壤し 去り、 土地 は 大量 的に 地主の 手中に 柒 

中した。 

一 八 七三 年 イングランド 及び ゥ ェ ルズ において 調査した 結果に よると、 五六 • 六 河の 土地が、 一 千ェ— 

力 以上 を 所有し、 自 から は 耕作に 從事 しない 大地 主の 手中に 握られて ゐた。 かくの 如く その 土地 集中め 


程度に は 支那の 現在の 狀態に 比較しても なほ 遙 かに 緊迫した ものが あり、 また 大 土地 所有者が 農 菓經^ 

と 分離して ゐ る有樣 は、 支那に おける 水田 地域の 狀 態と 酷似して ゐる。 しかし、 當時 イギリス における 

資本主義 的諸條 件の 一般的 成熟 は、 か、 る 土地に おける 所有と 使用の 對立 をば、 借地 農業 企業家の 發生 

する 基礎に 轉 化させ、 ィ ギソス における 資本主義 的 農業の 發 展に對 する 前提 をな した。 

更に ドイツ を 例に とらう。 ドイツ もまた 土地 所有の 極めて 集中して ゐる國 家で ある。 十六、 七 世紀 ご 

ろ ドイツ は 奴隸と 農奴 勞働 力の 上に、 封建 領主の 所有地と ュ ンケル の 土地 所有が 發展 して ゐた。 しかも 

この 建 制 的 土地 關係は 强烈な 勢で 土地への 人格の 禁縛 を發展 せしめ、 それ は絕 えす 一 般 自由 農民の 上に 

まで 襲 ひか、 つて ゐた。 か、 る狀 態が 發展 して 十八 世紀末 十九 世紀 初年に 至る と、 ^に 農民の 掌中に あ 

る 分割 地、 所謂 Hufe さへ も殆 んど餘 すと ころな く、 買收 兼併され てた。 

當時 ドイツの 資本主義 もす でに 急激な 發展を 開始して お b、 それが ため 『土地 資本 化』 『土地 信用 化』 

及び 金融資本と 封建 地主の 結合の 上に イギリス におけると は異る 資本主義 的 農業の 一 つの 典型が 作られ 

た。 卽ち大 土地 所有者 自身の 大農 場經營 である。 

イギリス 及び ドイツ における 例 は、 土地 配分に おける 大 土地 所有の 絕對 優勢な 國家 においても 資本 主 

義 經濟體 系が 發展 した 結果 は、 それ を 農業 經營の 問題と 結び付けて 觀 察する 時、 そこに 資本主義 的 農業 

第四窣 これらの 土地 は 如何に 餒營 されて ゐ るか  一一 七 
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生產關 係を發 見す る。 しかし、 他の 一連の 國家、 たと へば， ホ —ランド、 ル— マー！ ァ、 ォ— スト リア、 ハ 

ン ガリ ー、 、パル カン 諸國 及び ペルシャ、 印度 等に おける 土地 所有の 集中 は、 た、、、 封建的 地主の 土地 獨占 

であ り、 そこに は 農民に 對 する 半 奴隸 的な 經濟 外的 收取を 見出す のみで ある。 かくの 如く 大 土地 所有 は 

これらの 國 にお いて は 封建的 殘^ としての 役割 を 充分に 果して ゐる もので あ b、 鳥 業に おける 資本主義 

化 を 阻害して ゐる ものである。 

故に われく が 支那の 土地 問題 を 研究す るに 當 つても 單に 土地 所有の 配分 だけで はなく、 全 經濟體 系 

の發 耍 によって 決定され ると ころの 農業 經詧 の內容 についても 充分の 檢討を 行 はれなければ ならない。 


第五 章 支那 農業 經營の 性質 

支那に おける 農業 經營 について、 われく は 次の 如き 三つの 特質 を 指摘し 得る。 

第一 は、 支那 農業 經營が 零細 經營 であると いふ こと。 中央 農業 實驗所 編纂の 一 九 三 五 年 四月 號農 情報 

吿に發 表された 統計 は 支那 各省に おける 農家の 經營 土地 面積 を 非常に 明瞭に 示し て. ゐ る。 これによ る 

と、 北方 十二 省の 狀態 は經營 面積 十 畝 以下の 農家が 二 七. •  ー％ を 占め、 一 〇 畝から 二 〇 畝までの もの 二 

】 • 五坷、 一 一 〇 畝から 三 〇 畝までの もの 一 六 -八％ 、三 〇 畝から 四 〇 畝までの もの  一 UT 一  お、 四〇 畝から 

五 〇 畝までの もの 一 〇•〇％、 五 〇 畝 以上 一 〇〇 畝までの もの 七 二  ー％、 一  〇〇 畝 以上の もの 1>三％ であ 

る。 北方に おける 農業 經營は 粗放 經營 である。 したがって 經營 面積 は 比較的 大きし。 一 百 畝 以上の ものが 

なほ 一部分 を 占める の ほ」 れが ためで ある。 これに 對 して、 南方 十四 省の 狀態 は、 まことに 憐 むべき 程の 

狹少 さで ある。 卽ち五 畝 以下の ものが 一 一 五 *七％ を 占め、 五 畝から 一 〇 畝 ま で の もの もまた 一 一三 • 八^-、 

一 〇 畝から 一 五 畝の もの は 一 七丄ハ ％、 一  五 畝から 一 ー〇 畝までの もの 一 三 一 一 〇 畝から 三 〇 畝まで 

の もの 一 三 〇 畝から 五 〇 畝までの もの 六 •  一  ％ 、五 〇 畝 以上が 僅かに 三 .四％ とい ふ狀 態で ある。 
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現代 支那の 土地 問題  】 二 〇 

これ を 更に 全 國の狀 態に ついて 云 ふなら ば 六 〇％ 以上の 農家 は いづれ も 一 一 〇 畝 以下の 土地 を經營 して 

ゐる譯 である。 

全 國廿ー 一省に おける 農家の 經營 耕地 面積 配分 槪況 
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經營 面積 別に 見る 時、 大部分の 農家の 經營 面積 は 二 〇 畝 以下で ある こと を 知る ので ある。 また これと 

關聯ぁ る 現象と し て の 全 農家 の 平均 經詧 面積 について 見る も實 に 狹少憐 む べき ものである。 したがって 
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この 統計 は 中央 研究 院社 會科學 研究所の 一 九 三 〇 年の 保定 調査、 及び 一 丄ー 一九 年 無 錫に おける 調音-い 

結果と それ 程 ひどく かけ 離れて ゐ ない。 保定 における 平均 經營 面積 は 一 六 • 五 畝で、 それ はこの 統計に 示 

されて ゐる 河北 省 二十 三縣の 平均 經營 耕地 面積 二 〇、 七 六 六 畝と ほ、、、 一致して ゐる。 や、 差の あるの は 

保 定縣の 人口が 他に 比して 稠密なる が 故で ある。 

無錫縣 における 一 戶當， 9 の經營 耕地 面積 は 七 • 五 畝で あるが、 これ は 無 錫が 江 南に おける^ 族に^ の^ 
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耍地 である こと を 考慮に 入れるならば、 江 蘇 省 十二 縣の 統訃と 大差ない。 その他 廣西 における 一 戶當. o 

平均 經營 面積 は、 良豐 師範 專科學 校が 一 九 三 三年 該省 1 一十 1 ー縣 について 調査した 結果に よ る と 一 〇•〇 

畝で これも^ 表土 地 委員 會の 十一 ー縣 についての 統計 一 五 • 三 九 〇 畝 とその 差 は 餘り甚 しくない。 

假に 土地 委員 會 のこの 統計が 相當 信憑し 得る ものと するならば、 全國の 農家 一 戶當， ^平均 耕地 面積 は 

十五 畝で あ b、 これ は 農業 經營 において ー體 如何なる 地位に あるので あらう か、 一般に 農業 問題の 研究 

家 はョ—  D ツバに おける 農業 經營 面積 の最 小 を 示す 見本と し て ドイツの バ I、 デ ン 地方 を擧げ てゐ る。 

そこで は 一 般に 小農が 多く、 各 農家の 耕地 面積 は 平均 三 • 六 ェ I 力— である、 また 日本に おいても 三 町 

五 反 以下の 水田 經營 は經營 面積の 比較的 少 さきもの であり、 か、 る經營 では 缺損を 免れない とい ふ。 し 

かしながら この 數字 も、 これ を 支那の 畝に 換算して 見る と、 パ—、 デンの 三 • 六 畝 は 五八 丄ハ八 畝に 當 り、 

日本の 三 町 五 反 はな ほ 五六 •〇 畝に 當る。 支那の 農家 平均 經營 耕地 面積 一 五 畝 を これ を 比較して 見るな 

らば われく は 支那の 經營 面積の 如何に 狭小で あるか を翊 解す るに 困難で はない。 しかも、 か、 る狹小 

な經營 面積が 實 際に 耕作に 從事 する 場合な ほ 幾つかの 小 塊 地に 分割され てお b、 その 散雜 なる 狀態は 全 

く 印度と 異ならな いので ある。 中央 硏究院 が 無 錫 を 調査した 時、 各 農家の 平均 耕地 面積 は 一六 • 五 畝で 

あつたが、 同時に 各戶の 耕地 枚數は 平均 は 十二で あり、 一枚の 平均 面積 は 二 畝 半、 最小の ものと して は 


僅かに 〇• 三 五 畝の ものであった こと を發 見した。 

李景漢 氏が 河北 省 定縣の 或る 大村 について 調査した ところに よると、 一 一 百戶の 農家 の 全 耕地 は 一 、五 

五 二 枚に 分かれて お b、 これらの 耕地 は、 普通 農村から 一 マイル 前後のと ころに あった。 二百 戶の 農家 

のうち 僅か 二十 六戶 の經營 耕地の みが 僅か 六 枚に 分れて ゐ たのみで、 他 は い づ れも 多くの 小 耕地に 分 

かれて おり、 甚 しいの は 一 一十 枚に すら 分か れてゐ た。 しかして 一 枚の 耕地 は 大多數 が 五 畝 以下で あつ 

，し o 

す 

第二 は、 支那の 農業 經營 における 賃銀 勞働 者の 割合で あるが、 それ は 極めて 少なく、 しかも « 及び^ 

において 極めて 特殊性 を もって ゐる ことで ある。 歐米 各國の 農業に おける 賃銀 勞働 者の 使用 は 資本 キ^ 

化の 過程に おいて、 工業 生產の やうに 高く はない にしても 極めて 普通の ことであった。 何故ならば、 封 

建 時代に おける 家長制度と 隸屬制 的 勞働關 係 は 封建的 土地 所有 形態 の 消滅に したがって 消滅し 、これに 

代って 企業家と 勞働 者の 間の 純 粹な勞 働 力の 賣買關 係が 發 生した。 た，、、 農^に おける 生產 方法の 比較的 

に遲れ てゐる こと、、 技術的に たと へば 勞 働の 季節 性 等の 制限に よって、 純粹な 賃銀 勞働者 は 工業 部門 

における やうに 全般的 發展を 遂げなかった。 だが、 イギリス、 ドイツ、 アメリカ、 フランス 等 四 ケ國に 

おける 農業 賃銀 勞働 者の 全 農業 人口に 對 する 比率 はすで に 左の 如く 高度であった。 
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イギリス (一九二 年) 三 五 ％  r  4 ク (一九二 〇 年) 一一 一六 ％ 

アメリカ (一九二 〇 年) 二 五 ％  フランス (1 九 二 年) 三 一 ー％ 

賃銀 勞働 者の 雇傭と 農業 經營の 大小と は 密接な 關係を も つて ゐ る。 (前述の ァ メリ 力の 例に おいても、 

資本主義の 高度に 發展 した 結果で ある) それ 故、 ドイツの チヤ ヤノフ は 小農 經營 をば r 賃銀 勞働 のない 

經營 1 と稱 して ゐる。 しからば、 支那の 農業 經營 における 賃銀 勞働 者の 割合 はどうで あらう か。 一般的 

に 云って、 黄土 地域に おいて は經營 面積が 比較的 大きい 故 賃銀 勞働者 も 比較的 發達を 見て ゐる。 それに 

反して 水田 地域に おいて は經營 面積が 比較的 狭小で あるた め 賃銀 勞働者 も 比較的 少なく、 あっても 主と 

して 日 傭勞働 者で ある。 

金 陵 大學が 曾って 全國 十七 縣ー 一千 八 百 六十 六農戶 について 調査した 結果、 この 問題に ついて 次の ごと 

き 數字を 得て ゐる。 

北支 中東 支 諸 地方に 於け る 賃銀 勞 働の 全勞働 消費 中に 占める 百分比 

名  小農 5!  中農 場  大農 場 

支  四 二  ニニ. 八  三 了 八 

支  四， 五  1? 七  二 〇 二 


地 

屮 東 


この 統計に おいて 知る こと は 北支の 大農 場 における 賈銀勞 » の 程度 が歐米 * 本 主 栽國家 に 比肩して み 

る 以外 其の 他の 地域 及び 中、 小農 場に おける 比率 は いづ れも 極めて 低位に あると いふ ことで ある。 

なほ 南支 における 狀態 について は璺良 師範 專科學 校の 廣西省 における 賃銀 勞 働の 調査 で は 次の 如き 比 

率 を 示して ゐる。 

0  別  農 戸数 百分比  ^營 耕地 畝 数 ％ 

長期 雇傭者  1〇 二  二 四， 三 

短期 雇傭者  二 四 • 七  三 四 •〇 

純 自作農  六 五， 二  四 丁 七 

農業 經營の 分析 においても わ れく は决し て 土 地所 有 の 配分 關係 及び 農民の 間に おける 階級 的 决定： e 

力量 を 看過して はならない。 賃銀 勞働 者の 雇傭 はもち ろん 經營 地主 及び 富農の 生產 において のみ 見られ 

るので ある。 

韋健雄 氏 は 一九 三 五 年 無 錫縣の 三つの 農村に ついて 農業 經營の 調査 を 行った。 が、 それによ ると 賃銀 

勞慟の 各經^ における 比率に ついて 左の 如き 最も よ い 例 を 得た。 

農家 階層 別  家 內勞働 (％)  顆餹勞 働 

地  主  五 九 • 五  四 〇• 五 

0$ 支那 農業； i 營の作 ©  .  一二 七 
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富  農  七 七 ニ一  ニニ 人 

中  農  九 了 四  八丄ハ 

貧  農  ■ 九 六 人  三 丄一 

これらの 外に、 支那に おける 賃銀 勞 働に はな ほ 質の 問題が ある。 何故ならば、 各地の 實際狀 態 を 分析 

する 時、 殆んど 如何なる 地域に おいても 所謂 賃銀 勞働者 を 見出す が、 それら はもと く 純粹な 賃銀 勞働 

者で はない とい ふこと である。 この 點 からして、 われ-/^ は 上述の イギリス、 アメリカ、 ドイツ、 フラ 

ン ス の 四ケ國 における 純 粹な勞 働 者の 農業 人口に 對 する 比率が、 支那に 比較して 幾 倍 高い か 知れない と 

いふ こと を 思 はざる を 得ない。 これに 比較したならば 北支の 大農 場に おける 賃銀 勞 働の 割合 も 問題に な 

b 得ない。 

支那 農業 經營 の內容 について、 第三に 分析し なければ ならない こと は、 農業に おける 資本の 有機的 權 

成が 高い か 低い かとい ふ 問題で ある。 周知の ごとく、 農業 生產の 比較的 後れて ゐる ことによって、 農業 

資本の 有機的 構成 も 低い。 資本主義 國家 一般につ いて 見る も、 農業 部門に おける 機械の 使用 はま だ 充分 

に 全般 化して ゐ ない。 それ 故、 農業に おける 資本の 有機的 構成 は 一般に 工業 部門 におけるよ b も 低い。 

こ の こと は 農業 生產 における 機械の 利用 が 比較的 少なく、 それに 反して 人間 勞働 力の 使用 が 多い とい ふ 


ことで ある。 乙れ がた め可變 資本の 不變 資本に 對 する 割合 は 相當に 高い。 たと へば ァメソ 力に おいて は 

工業 部門に おける 勞働者 一 人に 對 する 投資 本 (機械 及び その他 技術 設備の 費用) は 一 〇 四 四 弗で あるが、 

農業 部門に おける 平均 は 一 一一 一八、 五 弗で、 前者の 僅かに 一 一 一 一河に しか 當 つて ゐ ない。 かくの 如く 大きな 差 

異の 結果 は、 當然 に勞働 者の 生產 能率に も 影響を及ぼし てゐ るので ある。 

以上に おいて、 一 般 資本主義 國家內 における 農業 資本の 有機的 構成が 工業 部門 におけるよりも 遙 かに 

低い こと を 見た。 では、 支那の 狀態 はどうで あらう か。 もちろん もっと 甚し いもので ある。 支那の 過去 

における 農村 調査で、 農業 經營の 方面に 關聯 した もの は 極めて 少ない。 農業 資本の 有機的 構成に ついて 

の 分析 は 一層 見當ら ない。 それ 故、 われ/..^ は單に 二つの 特徵を 簡單に 指摘し 得る のみで ある。 

第一 は 機械の 使用 部分が 小さい こと。 

第二 は 不變資 本の 中に おける、 土地 價 格の 割合が 高い こと。  > 

これで ある。 

支那に おいて、 機械の 農業への 進入の 行 はれなかった 過程 は經營 面積の 零細 化、 賃銀 勞働 力の 割合の 

微小なる こと 等々 に 同一 の 傾向 を 示現して ゐる。 

江 南に おける 民族 工業の 最も 發 達した ところ は 江 蘇 省 無 錫で あ， o、 近年 來 一 般學 者が 得々 として 支那 

笫五窣 支那 農業 弒詧 の性蜇  1 二 九 


現代 支那の 土地 問題  一コー 〇 

農業に おける 機械化 を 誇って ゐ るの も、 こめ 無 錫 を 指して いふので ある。 しかしながら 前述 韋健雄 氏の 

調査の 結果に よると、 機械 勞働、 人間 勞働及 役畜 勞 働の 比率 を 比較して 見る 時、 機械 勞 働と 人間 勞 働の 

比率に はな ほ 隔斷の 差 が あ b 、 機械 勞働 は 決して 重要な 地位 を 占めて ゐ ない。 

無 錫 縣三ケ 村 一 、. 一 四三戶 について 調查 せる 各 勞働費 (單位 元)  . 

人 間 勞 働 力  八、 四 九 四 •〇〇  八 了ニズ 

機械 勞働カ  一 、 二 六 四 60  二 丁 一 % 

役畜 勞働カ  六 九 七 •〇〇  六 *七％ 

第二 は、 不變 資本 中に おける 土地 價 格の 占める 比重で あるが、 この 點に關 して は 北 平社會 調査 所に お 

い て 河北 省 深澤縣 について 調査した 結果 は 極めて 参考になる ものが ある。 . 

『農場 資本に おける 固定 資本の 割合 は 九 〇％ で、 流動資本 は 一 〇％ である。 

固定 資本のう ち、 土地 價格は 資本 總 額の 七 五％ 前後で、 この 割合 は 大小 いづれ の 農 物に おいても 殆ん 

ど同樣 である。 た、、、 經營 農場が 大きく なれば なる 程、 流動資本の 總額 中に 占める 割合 はます ます 小さ 

くな り、 间定資 本の 割合が 高くなる』 

この 言葉 はさきの 事情 を 云ひ盡 して ゐる。 


第 六 章 日々 緊迫 化する 土地 問題 

土地 配分の 互大 なる 集中、 耕地 使用の 極度の 分散、 これ こそが 支那に おける 土地 問題 を 最も 緊迫せ し 

めて ゐる 所以で ある。 この 對立 は、 生產關 係の 生産力に 對 する 梓梏 となって ゐる點 に 充分 示現され てゐ 

る。 それが ため 支那に おいて は 六十 年來、 耕地の 面積 は决し て增 加し て おらす、 (中央 農業 赏驗 所の 調査) 

土地の 生產 カは遙 かに 他國に 劣って ゐる。 米 を 例に とって a る も、 一 ェ— 力— 當， o 百キ。 グラム を もつ 

て 計算す るなら ば、 アメリカ では ニニ • 七、 日本で は 三 五 • 九、 ィ タリ— では 四 六 • 八、 スペイン では 六 

一 一 丄 一、 支那で は 一 八 *九( 一 九 二八 年から 一 九 三 〇 年までの 統計) である。 

農業 立 國をも つ て 看板と し て ゐる 支那が 如何 に 憐れむ ベ き狀態 にある ことか。 

われく は 前章に おいて、 土地 配分の 靜的數 字に ついての み 見る こと は 不充分で ある こと を 主張した。 

だが この 對立關 係に おいて、 土地 配分 はもち ろん 決定的 地位 を 占めて お， o、 農村の 十： 地 配分に おいて 最 

も憐 むべき 狀態 にある 階層 は、 經營 においても 最も 零細で あ， o、 その 最小な もの は 左の 統計に おいて 最 

も 明瞭に 示されて ゐる。 

第六^ 日々 緊迫 化する 土地 II： 題  ニニ 一 


現代 支那の 土地 問題 

農戶 階層 刖  廣西  河南 

富  農  三 〇• 九  1 四 四 • 七 

中  農  一六 丄ハ  二八 • 七 

貧  農  五丄ハ  八 i 

もちろん、 或る 一 連の 學者 は、 狂氣の ごとく、 


g 西 

五三 6 

二 九 6 

一 〇•〇 


S 江 

二 五 • 九 

1 三 • 九 

五 • 七 


江 


〇〇• 四 

1 九 人 

四丄ハ 


九 一 一 五 年 以後、 支那に はも はや 土地 問題 はなくな つた』 


とい ふス 口—、 ガ ンを 叫んで ゐる。 だが 實 際にお いて 一 九 一 一 五 年以來 今日まで すでに 十 年 以上 を 經てゐ る 

にも か、 はらす、 支那の 土地 問題 は 些か も解决 されて ゐな いのみ か、 反って 日に日に 緊迫した 情勢 を II 壬 

して ゐる。 . 

中央 農業 實驗 所に おいて 曾って 一 九 三 一 年 以後 五 年間 地價 について 統計 をと つたと ころに よると、 地 

價は每 年 低落の 一 途を迎 つて ゐる こと を發 見した。 しかも その 低落の 甚し いこと、 一 九 三 五 年の 地價が 

一 九 三 一 年の 僅かに 八 〇％ にし か當 つて ゐ なかった ので ある。 か 、 る 狀態を 表面的に 見るならば 土地 は 

决し てこれ 以上に 集中し はしない かの やうで あるが、 實 際の 狀態 はどうで あらう か。 

この 幾年 間 かに 各省の 小作農の 比率 はか へ つて 增 加して る。 農村に おける 土地 集中 は 依然として 繼繽 

して ゐる。 しかも、 それ は 最も 苛酷な 條 件の もとに 繽 けられて る。 その外に 列强資 本の 影響 を强く 受け 

てゐる 特殊 作物 域に おいて、 また 水利 建設 區域 において、 災害 區域 において 土地の 兼併 は 物す ごく 行 


は^て ゐる。 …… したがって 支那 現下の 土地 問題 は： H 民族的 危機の 深化と ともに、 ますく 緊迫した A 

勢 を 加へ つ、 あるので ある。 UT 教育 舆 民衆』 八卷 第三 期) 


^六窣 日々 緊迫 化する 土地 ^題 


現代 支那の 農業 經營 問題 

く  ,  孫 曉 


村 


fc*. 


第一章 支那に おける 農業 經營 問題の 土地 問題 中 

に 占める 地位 

木篇に お い て 筆者 は 現代 支那に おける 農業 經營 問題の 特質 及び そ の 傾向に ついて、 技術的な 觀點か ら 

ではなし に、 經濟 的觀點 から 明晰な 撿討を 試みて 見たい と 思 ふ。 何故ならば、 數年前 農業 經濟 とい ふ 新 

らしい 部門の 科學が 支那に 萠芽した ばか b のころ、 一般の 論者 は、 土地 所有の 配分 關係 のみから 土地 關 

係の 全部 を說 明しょう とし、 又 農村 社會の 性質 を 規定しょう とした。 それ は 全く 不充分 極まる もので あ 

る。 土地 關係 において 土地 配分 こそ 正に その 核心で あ， o、 基本的な 問題で は ある。 しかし、 土地 問題が 

問題と なる 所以 は决 して 土地 配分の 問題の みに 限定され ない。 この場合 铰傻瑞 氏の 次の 言葉 は 最も 當を 

得た もの、 やうで ある。 

『か、 る 土地 配分の 數字 は靜的 方面に おいて はた^ 農業の 主 耍生產 手段の 集中 程度 を說 明す るの みで あ 

b、 動的 方面に おいて 或る 經濟體 系の 發展を 示す 前 程と なる のみで ある。』 (中 山 文化 敎育館 季刊 ー卷 第二 期) 

第一 草 支那に おける 農業 S^E 题の 土地 問題 屮に 占める 地位  一三 七 


現代 支那の 農業 綏 營問遛  一 三 八 

何故なら； は、 土地 關 係の 中には、 土地 所有の 配分 問題の 外に、 なほ それと 略々 同じ 程度に 重耍な 『土地 

を 如何に 使用す るか』 とい ふ 問題、 卽ち 農業 經營の 問題が ある。 故に 土地 所有の 配分、 及び その 性^と 

鳥 業 經營の 內容と を 結び付けて 一緒に 撿討 するとき、 そこに はじめて 土地 所有の 配分が 經濟 機構の 內容 

と 動向に 如何に 結び付いて ゐ るか を 明かに する ことが ea; 來、 それによ つて 農村 社會の 主要な 性質 を 規定 

する ことが 出來 るので ある。 

われく が 支那に おける 土地 配分の 實際狀 態に ついて 分析す る 時、 そこに、 大 土地 所有者と 『立錐の 地 

さへ もたない』 小農の 非常に 尖鋭なる 對立狀 態 を 見出す。 水田 地域に おいて、 もし 淅江、 廣東、 廣西 及び 

江 蘇 省の 無 錫 縣等を 例に とって 云 ふなら ば、 一 九 三 三年 農村 復興 委員 會が淅 江 省の 四縣 について 調査し 

た 結果に よると、 村 總戶數 の 三 丄1ー％ の 地主 は總 耕地の 五三 •〇％ を 占有して ゐた。 それに 對 して、 戶數 

において 七 七 •〇％ を 占める 貧農 は 僅かに 一 一 〇％ の 土地 を 所有して ゐ るに 過ぎなかった (富農 • 中農の 百 

分 比 は 省略す)。 同じ年、 廣東 における 評價 によると 二 ％ の 地主が 五三お の 土地 を 占有し、 七 四 ％ の 貧農 

は 僅かに 一 九 •〇％ を 所有して ゐた に過ぎない。 一 九 三 四 年廣西 省良璺 師範 專科學 校が 廣西 省內 三十 八 

縣 について 調査した ところに よると、 三 *四％ の 地主が 一 一八 -九％ の 土地 を 占有し、 六 九 丄ハ％ の 貧農に は 

僅かに 一 ー〇*八％ の 土地が 殘 されて ゐ たのみであった。 中央 硏究院 社 會科學 研究所が 一 九 三 0 年 江 蘇 省 無 


錫縣 について 詳細なる 調査 を 行った が、 それによ ると、 五 • 七 河の 地キ： は 四 七 i 一河の 土地 を 所有し、 六 

八 *九％ の 貧農の 所有地 は 憐れに も 僅か 一 四丄  ー％ であった。 これ は 水田 地域に おける 一 般的狀 態で あり、 

, 地主と 贫農 問 における 土地 配分の 懸隔 狀 態に 對し、 極めて 深刻な、 緊迫した 姿 を 示して ゐる もの だとい 

へ る。 

黄土 地域に おける 一 般的狀 態に ついていへ ば、 水田 地域に 比し いくらか 緩和して ゐる もの 、如く 見え 

る。 だが、 われく が 河北 省の 保 定縣、 河南 省の 輝縣、 陝西 省の 綏德 縣、 山 西 省の 屯^ 縣 等の！： 縣 につ 

いて 見る 時、 自作農の 比較的 發展 して ゐ ると 稱 せられる 黄土 地域に おいても、 二つの もの、 間の 土地 配 

分の 狀 態が 重大化して ゐる 程度 は 驚く ベ きもので ある こと を 知る。 たと へ ば 中央 硏究 院社會 科， 硏究所 

が 保定の 調査に よって 發 見した こと は、 總戶數 の 三 • 七％ にし か 當らぬ 地主が 一 三 *四％ の 土地 を 占有 

し、 六 五 丄ー％ の 貧農 は 僅かに 二 五 *九％ の 土地 を 所有して ゐ たに 過ぎなかった。 農村 復興 委貝會 がー 九 

三 三年 輝縣 及び 綏德を 調査した 結果に よると、 輝縣に お いて は四丄 1 一河の 地主が 二 七 ，五％ の 土地 を 占 

有して ゐ たのに、 五 七 *九％ の 貧農が その 土地 配分に おいて 占める 耕地 は 僅かに 一 七 であった。 綏 

^における 狀態 も同檨 であった。 一 の 地キ； は 一 六 *九％ の 土地 を 占有し、 相對數 において 七 九 • 七 

% ま でも 占めて ゐる 貧農の 所有地 は 僅かに 三  一 *八％ であった。 最後に 高 苗 生 氏が 一 九 三 四 年 山 西せ 屯 

^一草 支那に おける 農業^ 營問题 の 土地 問題 中に 占める 地位  一三 九 


現代 支那の 農業 綏昏^ 題  一四 〇 

留縣の 土地 配分に ついて 統計 をと つたと ころに よると、 屯留縣 では 〇•  一 ％ の 地主が 一 一四 丄 ー％〇 土地 を 

占有して お b、 一  方 一 一九 *五％ を 占める 貧農の 所有地 は 僅かに 五 丄  ー％ とい ふ、 その 狀 態の 重大 さま ことに 

驚く ベ きもので ある こと を 指摘して ゐる。 以上の 諸事 實に よっても われ- /^は 自作農の 發 達して ゐる黄 

土地 域に おいて 土地 關 係の 矛盾 は 水田 區 域と 同様に 重大化して ゐる こと を 知る ので ある。 特に 最近 江 蘇 

省の 北部 (これ もまた 黃土 地域に 属する) において 土地 報吿を 行って ゐる 主任者 帥 仲 言 氏が 筆者に 語つ 

たと ころに よると 碭山縣 に は 一 戶でニ 一 百 頃 以上の 土地 を 擁して ゐる 大地 主が あり、 それが 暴力 を もつ 

て 土地 報吿 を拒絕 して ゐる とのこと である。 睢寧縣 における 大地 主 は 一 層 大きく、 そこに は 一千 頃以 

上 もの 土地 を 所有して ゐる ものが ある。 これら は いづれ も確實 なる 資料で ある。 

これらす ベての 統計と 資料が われく に 示して ゐる もの は 何で あらう か？ 支那に おいて 大 土地 所有 

は 南北 いづれ にも 全般的に 存在し、 全 國の六 〇％ 以上の 貧農 は 土地の 必要に かられて ゐ ると いふ ことで 

ある。 だが、 われく は、 これ だけの 分析に よって 土地 關 係の すべて を 見極め、 支那 農業 經濟の 發展の 傾 

向 を决定 し、. 支那 農村 社會の 性質 を 把握す る ことが 出來 るで あらう か？ それだけ では 全く 不充分で あ 

る。 われく は 更に 一 步 進んで、 か 、 る 土地 配分の 基礎の 上に 如何なる 農業 經營が 存在して ゐ るか、 その 

內容 について 研究し なければ ならない。 何故ならば、 現在、 世界に おいて、 土地 配分の 集中した 國家は 


他に いくらでも ある。 しかしながら、 それらの 國 において 發展 して ゐる經 濟體系 は决 して 支那と は 同様 

でない から。 

たと へば、 イギリス について 見やう。 イギリス は 周知の ごとく 十七、 八 世紀に おける 狂氣 的な 十： 地^ 

ひ 込み 運動 (お nclosure  movement) 以來 土地 所有の 極度に^ 中した 國家 となった、 十五、 六 世紀に おいて 

は 農民の 土地 所有と 利用が なほ 俊 勢であった が、 この 土地 M ひ 込み 運動 以後 農民 層 は 殆んど 完全に 崩壊 

し 去， o、  土地 は 大量 的に 地主の 手中に 集中され た。 一八 七三 年 イングランド 及び ウェルズ において 調査 

した 結果に よると、 五六 丄ハ％ の 土地が、 一 千ェ— 力— 以上 を 所有し 自 から は 耕作に 從事 しない 大地 主の 

手中に 握られて ゐ た- かくの ごとく、 その 土地 集中の 稃度 は、 支那の 現在の 狀 態に 比較しても なほ 遙か 

に 緊迫して おり、 大 土地 所有者が 農業 經營と 分離して ゐる 有様 は、 支那に おける 水田 地域の 狀 態と 酷似 

して ゐる。 しかし 當時 イギリス における 資本主義 的條 件の 一般的 成熟 は、 か 、る 土地に おける 所有と 使 

用の 對立 をば、 借地 農業 企業家 發 生の 墓 礎， に轉 化させ、 イギリスに おける 資本主義 的 農業の 發展 に對す 

る 前提と した 

更に ドイツ を 例に とらう。 ドイツ もまた 土地 所有の 極めて 集中した 國家 である。 十六、 七 世紀 ごろ、 

ドイツ は 奴隸と 農奴の 勞働 力の 上に 封建 領主と ュ ンケル の 土地 所有が 發展 して ゐた。 しかも、 この 封建 

ず 一尊 支那に おける 農業 弒營 問題の 土地 問^ 屮に 占める 地位  . 1©1 


現代 支那の 農業； i 赘 問題  一四 二 

制 土地 關係 は、 強烈な 勢で 土地への 人格 的禁縛 を發展 せしめ、 それ は絕 えす 一 般 農民の 上にまで 襲 ひか 

かって ゐた。 か、 る狀 態が 發展 して 十八 世紀末から 十九 世紀 初頭に 至る と、 に 農民の 掌中に ある 分割 

地、 卽ち 所謂 Hufe さへ も殆 んど餘 すと ころな く  S 貝收 兼併され たのみで なく、 小 地主 さへ も 少なから す こ 

の 兼併の 慘禍に まき 込まれた ので ある。 しかし、 當時 ドイツに おいて は 資本主義が 急激な 發展を 開始し 

ており、 それが ため 『土地 資本 化』 『土地 信用 化』 及び 金融資本と 封建 地主の 結合の 上に、 イギリス にお 

ける と は 異る資 本 主義 的 農業の 一 つの 典型が 作られた。 卽ち大 土地 所有者 自身の 大農 場經營 である。 

イギリス 及び ドイツの 1 ー國 における 例 は、 土地 配分に おける 大 土地 所有の 絕對 優勢な 國家 において、 

資本主義 經濟體 系が 發展 して ゐた 結果、 われく がそれ を 農業 經營の 問題と 結び付けて 見る 時、 そこに 

發見 する もの は 資本主義 的 農業 生產 である。 だが、 他の 一連の 國家、 たと へば。 ホ— ランド、 ル I マ ニヤ、 

ォ— スト リア、 ハンズ ソ I、 、パル カン 諸國 及び ペルシャ や 印度に おける 土地 所有の 集中 は、 たぐ 封建的 

地主の 土地 獨占を 示し、 そこで は 農民 を 半奴隸 的な 壓迫 下に 繫 縛し、 徭役 的、 經濟 外的 收取を 行って ゐ 

るので ある。 かくの ごとき 大 土地 所有 は 封建的 殘存 物と しての 役割 を 充分に 果す もので あ， o、 農業の 資 

本 主義 化 を 阻害し てゐる ものであるつ 

故に、 われく が 支那の 土地 問題 を 研究す るに 當 つて は、 5> に 土地 配分 だけで はなしに、 全 經濟體 系 


の發展 によつ 飞 決定され ると こス 農業 經營の ^容 についても 充分な 檢討を 行 はなければ ならない。 
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第一 一章 支那 農業 經營 における 零細 經營の 特質 

支那に おける 農業 經營の 第一 の 特徴 は、 卽ち、 零細 經營 であると いふ ことで ある。 この 特贺 から、 わ 

れ/^ は 支那 農業 生產の 經濟的 性質 を 引き出す ことが 出來 る。 

陳翰笙 氏 は その 名著 『現代 支那の 土地 問 •£ 中で、 支那 農業 經營 における 零細 經^ が. 俊 位 を 占めて ゐ 

る 意義に つ いて 充分な 說明を 行って ゐる。 彼 は 耕地の 甚 しく 分散した 狀 態が 支那と 印度で は 全く 相等し 

いこと を 指摘し、 更に ドイツの パ 〜、デ ン (Baden) 地方 は、 小農 經營の 最も 一 般 化して ゐる ところで あり、 

農家 一 戶當 りの 平均 面積 は 三 • 六 ェ I 力 ー である こと を も 指摘して ゐる。 日 木に おける 貧農の 平均 面積 

は 〇•！： 九 ェ —力〜 である。 もし、 世界に 小農 經營の 例 を さがすならば、 カウ ツキ— は その 著 r  土地 問題』 に 

おいて、 一 八 九 五 年頃 ドイツで は 一 一 ェ ー 力〜 以下の 農業 經營 がな ほ 五八、 一 一一 ー％ を 占めて おり、 特にべ ル 

ギ ー において は 一 八 八 〇年 頃、 ニェ I 力 ー 以下の 農業 經營が 七 八 •〇％ の 多き に 達して ゐ たこと を 指摘 

して ゐる。 だが カウ ツキ— は それに 次の ごとき 但し書き を 付して ゐる。 卽ち ドイツに おいて かくの ごと 

き 一 UI 力 I 以下の 小經營 では 『餘 りに 狭小で 殆んど 自分自身 さへ も 養 ふこと が出來 ない』 と、 またべ ル 


* キ— の 場合に おいて は 『かくの 如き 經營の 所 化 者に 自分の 勞働 カを寶 るか 或 ひ は 副 菜 を 探さなければ、 

市場に おける 生活 資料の 生産者と なること が出來 ない』 と。 一 九 三 四 年 六月 一 一十 八日の 東京 朝日 新聞 は、 

日本 帝 國農會 農業 經營 部が 前年 調査した 調査報告 を轉载 した。 調査 範豳 は稻作 地域 內に お い て 選定した 

九 百戶の 自作農に 眼定 されて ゐ るが、 調査の 結果 は、 經營 面積 三 町 五 反 以下の 自作農の 稻 作經焭 は必ら 

す 缺損を 見、 少なくとも 三 町 五 反 以上の 經營 において はじめて 利益と も 云 ふべ きものが 得られる こと を 

指摘して ゐる。 同時に 彼等 は 現在 小農が その 生活 を 維持して ゐ るの は、 實 際にお いて 家 內勞磡 の 勞賃を 

犧牲 にして ゐる 結果で ある こと を發 見した。 厳密に 云へば、 稻 作經營 に は 最小限度 五町 歩の 耕地が なけ 

れば 採算が とれない ので ある。 これが ため 佐 渡 愛三 氏 もこの 調査の 結果に 對 して、 次の やうな 意見 を發 

^して ゐる、 『一 戶當 b 平均 一 町 未滿の 農業 經營は 日本の 農村に とって 莫大な 梓梏 をな して ゐる。 か、 る 

經營 方法が 改善され ない 限 b 日本 農村の 窮乏と 農民の 沒落は 救濟し 得ない』 と， (昨招 新 1 六十 一 號 一 頁 一 九 三 

四 年 七月) 

しかし、 以上 擧げた 幾つかの 外 國の例 も、 これ を 支那の 畝に 換算す るなら ば、 ドイツ • パ I* テン 地方 

の 三 • 六 ェ —力— は 五八 丄ハ八 畝と なり、 また カウ ツキ I の擧 げた 一 一 ェ —力— の 農業 經^: 面積 は 三 二 • 六 

畝と なり、 日本の 稻作經 營で必 らす缺 損する とい はれる 三 町 五 反 も 支那の 畝に 換算す ると 五十六 畝に 

笫ニ窣 支那 農業 經營 における 零細^ 眘の 特質  一四 五 
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當 るつ 所謂 合 斑 的 經營が 行 ひ 得る とい ふ 日本の 五町 は 支那 畝に 換算す ると 八十 畝に 達する つ 日本の 小農 耕 

地 〇*四 九 ェ —力— も 七 • 九 八 七 支那 畝で ある。 しからば 支那に おける 經營 面積 はどうで あらう か？ 

全 國經濟 委員 會、 財政 部、 內政 部の 三機關 によって 共同 組織され た 土地 委員 會は 前年 (一 九 三 五 年) 

一 ケ 年間に 全國の 土地 關係 について 詳細な 調査 を 行った。 そのうち 經營 面積に 關 して は 次の ごとき 統計 

が ある。 
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1 四、 五 1 三 

二 六、 七 九 六 


〇• 一  -么ニ 
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この 統計 は、 中央 硏究院 社 會科學 研究所の 一 九 三 〇 年保定 調査 及び 一 九 1 一九 年 無 錫 調査の 結果と 大^ 

において 一 致して ゐる。 保定 における 農家 一 戶當 b 平均 經營 面積 は 一 六. • 五 畝で、 それ はこの 統計表に 示 

されて ゐる 河北 省 一 一十三 縣の 一 戶當 b 平均 經營 耕地 面積 一九二 七 一 畝と ほ、、、 一 致して ゐる。 や、 差の 

あるの は 保 定縣の 人口が 他に 比して 稠密なる がた めで ある。 無 錫に おける ー戶當 り經煢 耕地 面積 は 七 • 

五 畝で あるが、 無 錫が 江 南に おける 民族 T; 業の 主要 地で ある こと を 考慮に 入れるならば、 それ は 江 蘇^ 

十二 縣の 統計と 殆んど 大差ない (原文 は 大差が あると あるが 誤植) その他 廣西 における 一 戶當 b 平均 經资^ 

SS は 良寻- 師範 專科學 校が 一 九 三 三年 該省ー 一十 1 ー縣 について 調査した 結果に よると 一 〇•〇 畝で、 これ も 前 

表土 地 委員 會の 十！ ー縣 についての 統計  一 一 V 九九 八 畝と その 差 は 餘，^ 甚 しくない。 
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十； 地 委員 會 のこの 統計が 各方 面の 統計と 比較して 大體 において 一 致して ゐる としたならば、 われく 

は 上表 中から 次の 1 一つの 點を 指摘し 得る。 

. 第一、 この 十六 省 一 百 六十 三縣百 五十 三 萬餘戶 についての 調査の 結果 は、 支那に おける 農業 經^: の 面 

積が 如何に 零細で あるか を 充分に 示して ゐる とい ふこと である。 統計に 示されて ゐ る全國 平均 一 戶當， o 

lg 營 面積 十三 畝 をば、 前述の、 パ— ダンに おける 五十八 畝、 ドイツ、 ベル ギ ー における 三十 二 畝、 日本の 

稻作經 營の最 底 限度 五十六 畝と 比較す る 時、 如何に 支那の 零細 經營 であるか は 云 ふを俟 たないで あらう 

人々 は、 前述の パ—、 デン、 ドイツ、 ベル ギ ー 、日本 等に おける 數字 をば 最少 限度の 等級に 入れて ゐ るが、 

支那に おける 農業 經營の 面積 は、 この 最小限度の 等級に も遙 かに 遠い ので ある。 

第二、 上表に おいて、 察 哈爾は 墾植區 域で あるた め當然 これ は 除外し、 今綏 遠から 河南 省まで を黃土 

地域、 江 蘇 省 以南 を 水田 地域と して 區 別して これ を 見れば、 一般的 表象と して 黃土 地域に おける 一 戶當 

b 耕地 平均 面積 は 比較的 大 であり (そのうち 綏遠 は實在 問題と して 一部分が まだ 懇植區 域に なって ゐる 

ため、 これ も 特別 扱 ひに しなければ ならない。) 水田 地域の それ は 極めて 零細で ある ことで ある。 たと へ 

ば淅江 省、 福 建 省、 湖南 省 等に おいて は いづれ も 十 畝 以下で あ b、 廣東 では 僅かに 五畝餘 とい ふ甚 しさ 

である。 


だが、 この 観察 も、 まだ ほんの 一般： &な 見方に 過ぎない。 何故ならば、 これ はたぐ 平^ 數を 示して み 

るの みで あるた め、 事實 において は當然 なほ 多くの、 よ， ^零細なる 經煢が 存在して ゐる ことで ある。 そ 

れ のみでな く、 われく が こ 、 で 看過 出来ない こと は 土地 所有に おける 配分の 不均等が 農業 經煢の 方面 

に對 しても 决定的 力と なって ゐる こと、 換言すれば、 土地 配分に おける 階級 性 は 農業 經營の 面積に も 同 

樣に現 はれて ゐる ことで ある。 以下に おいて われ/ \- は 農村 復興 委員 會 及び 廣西良 i> 師範 if 科學 校の 調 

査 にもと づき、 この間の 關係 について、 より 明晰な 分析 をして 見やう。 

一 戶當り 平均 經營 面積 畝數 
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この 統計が われ/ \ に 明示して ゐる こと は全國 農家の 平均 經煢 面積 はもと よ b 零細な る もの である 

が、 それが 貧農に おいて は 一 層 小さく、 黃土 地域 水田 地域の 別な く、 いづれ も贫 農の 一 戶常 りの g 脊面 

第二 草 支那 農業^ 眘に おける 營の 特質  一四 プ 


現代 支那の 農業 鸫營 問題  一 五 G 

稅は十 畝 を 出て ゐ ない。 水田 區 域の 水準 は 一 曆 下って 五 畝に さへ なって ゐる。 

しかも、 かくの ごとき 狭小、 憐 むべき 經營 面積が 實際 耕作す る 場合な ほ 幾つかの 耕地に 分割 分散 さ I 

ており、 その 散雜 なる 狀態は 全く 印度と 異ならな いこと である。 中央 硏究院 が 無 錫 を 調査し こ$、 各 農 

家 一 戶當 b の 耕地 面積 は 平均 一六、 五 畝で あつたが、 同時に 各戶の 耕地 枚數は 平均 十二で あり、 一枚の 

平均 面積 は 一 一 畝 半、 最小の ものに は 僅か 〇丄ニ 五 畝の ものが あった こと を發 見した。 李 景漢が 河北 省定 

縣 クオる 大 おに つ い て 調査した ところ によると、 一 一 百戶の 農家の 全 耕地 は 一 、 五 五一 一枚に 分かれて お 

り、 それらの 耕地 は 普遍 村から 一 マイル 前後のと ころに あ， o、  二百 戶の 農家のう ち 僅か 二十 六戶の 耕地 

の- V 力 六 枚に 分かれて ゐる のみで、 最も 惡 いのは 一 一 十 枚に すら 分かれて ゐた。 しかして 一 枚の 耕地 は k 

多 數カ五 畝 以下で ある。 土地 委員 會 はこの 點に關 して 次の やうな 詳細な 統計 を發 表して ゐ る。 

水田、 畑地 一枚 當 りの 平均 面積 

畑地 一 枚當 りの 平均 而積 

四 八 • 七 六 九 (市^) 


^  B  水田 一枚 當 りの 平均 面積 

察哈爾  四 丁  二 九 二 (市 m) 
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支那の 耕地が 非常に 小さな 塊に 分かれて 耕作され てゐる こと は 極めて 注意す ベ き 重大な ことで ある 
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. 現代 支那の 農業 綞詧 問題  一 五 二 

か 、る 狀態は 印度 におけると 同 檨に、 時 問と 金錢 と、 勞働參 浪費させる もので あ b、 且つ 耕作者に 改 

良 的 方法の 採用 を 全く 不可能に して ゐる ものである。 上表の 示す ところ は、 畑地の 一 枚當， o 面積が 比較的 

大きく、 一 マ 九九 五 畝と いふ 平均 數も 決して それ を 代表して ゐる もので はない こと を 明示して ゐる。 何故 

ならば われ，/^ は、 それ を 畑地 區 域の 幾 省かに ついての み 見るべき であるから。 それに 反して 水田の 分 

塊狀態 はもち ろん • 平均 數ー •  二 五 四 畝よりも なほ 遙 かに 小さくなら ねばならない。 もちろん、 われ-/^ 

は 水田 地域が 集約農業 であり、 單に 面積の みに ついての み 見る ことの 出來 ない こと を 知って ゐる。 だが 

過度の 零細と 分散 は 何とい つても 經濟的 原則に 反する ものである。 

北 平社會 調査 所 韓德章 氏 は 一 九 三 〇 年 河北 省 深 澤縣の 農業 經營 について 調査した 結果 次の やうな 結論 

を 得て ゐる。 

1、 土地の 零細に 分割され て ゐる狀 態 は 深 澤縣の 農村に おいても 頗る 顯著 である。 各 農場の 經營 する 

田の 筆數は 多い ものに なると 十餘 筆に 達し、 . 普通 は 三筆 乃至 七 筆の 間にある。 田の 廣 さの 最小な も 

のに は 〇 • 二 畝の ものが あ b、 平均 四 畝 乃至 五 畝の 間で ある。 田 塊の 距離 は農舍 から 最も 遠い もの 

が 五 里 乃至 六 里で、 平均 一里 乃至 二 里の 間にある。 各 農場に おける 生產 能率 を 高め やうと する に は 

先づ か、 る 不良な 環境 を 是正し なけ れ ばなら な い 。 


二、 農場の 規模が 大きくなる にしたがって 人間 勞働 及び 役畜 勞 働の 能率 もます/ \» 高まる。 したがつ 

て 小 農場 になる にしたがって 人間， ガ^ 力 及 役畜 勞働 力 を 使用す る ことが 不 經濟と な る 。 

三、 農場の 规模が 大きくなる にしたがって 家内 勞働 力の 全 費用 中で 占める 割合 は 小さくなる。 これ は 

大農 場に お け る 人間 勞働 の 能率 が 高ま るた めで ある。 

四、 農場が 大きく なれば なるほど 一 畝當 b の 作付 純益 は增大 し、 各 家 內勞働 力に 對 する 報酬 も增 加し、 

成年 男子の 各種 收入 もまた 增加 する。 これ は 大農 場が 利益 を 得 易い ことか 或 ひ は 大農 場の 生產 能率 

の 高い ことに 起因す る。 

工業と いはす、 農業と いはす、 いづれ においても、 資本主義の 根本な キ； 要 傾向と いふ もの は 大經^ ： が 

小經膂 を驅逐 する ことに ある。 故に、 農業に おいても その 資本 中 "義 化の 過程に おいて、 大農： が 小農 

經營に 代置す る もので あり、 左の 如き ィ ギリ ス 及び ァ メリ カー ー國 における 例 は 最もよ くそれ を 明示して 

ゐる。 かくて、 支那に おける か、 る 農業 綏詧の 零細 分散 狀態 こそ、 農民 を憐 むべき 零細なる 土地に 緊縮 

して ゐる 遲れた 封建的 生產樣 式を說 明して ゐる ものである。  -  - 

イギリスに おける 各^ 農場 數の增 減 
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この 二つの 統計と 支那に おける 狀 態と を 比較す る だけで、 すでに 支那が 如何なる もので あるか を はつ 

きりと 知り 得る ので あるが、 更に 支那の 危機 を說 明す る もの は、 支那が 分散 割 裂の 過稃 にある とい ふこ 

とで ある。 中央 硏究院 が 保定を 調査した 結果 は 次の やうな 狀態を 見出した。  . 

- 保定 こお ナる 耕地 一 筆 富り 平均 面積 減少 表 (調 查戶數 一九 三 0 戶、 年度 一九二 九… 一 九 一二  o リ 


生產 用具の 無限な 分散と 生產者 自身の 無制限な 獨立、 これ こそが 遲れ た經濟 制度の 待徴 であり 人類 

の 最大の 浪費で あると。 われく は 世界 近代 經濟學 の 始祖が 曾って この やうな 名言 を 残した こと をお 憶 

して ゐる。 

第二 ネ 支邶 農業 弒營 における 零細 鸫眘の 特質  ー五ョ 


現代 支那の 農業 經營 問題  1 五 穴 

第三 章 賃銀 勞 働の 質と 量の 分析  ： 

或る 農業 經營 の內容 とい ふ もの は、 軍に 一 單位當 りの 耕地 面積の 大小、 或 ひ は 大小 經營 の數 量の 上 か 

ら のみで は 完全な 說明 はっかない。 何故ならば、 

第一 に、 われく が もし 單に 大農 經營と 小農 經營 の增 減の 對比 のみに よって 一 つの 經濟體 系の 發展を 

觀 察しよう としても、 一 一十 世紀 以來各 資本主義 國家 における 農業 經營 の內容 について は說 明す る ことが 

出來 ないで あらう。 何故ならば、 大農 經營が 小農 經營 を驅逐 するとい ふこと も 資本主義 發展 過程の 特徵 

的な 國家 において は、 近来、 大經營 と小經 營の兩 極の 增加、 中 經營の 大量 的沒蒋 となって 現 はれて ゐ 

る。 か、 る 新 事實の 出現 は、 カウ ツキ— の觀 察に よると、 主として 資本主義が 農業 生產 において 更に 一 

步發展 を 遂げた 結果 中間 階級の 粉碎 となった もので、 その 過程 は 正に 工業に おける 發展 過程と 完全に 一 

致す る ものであると。 

第二に、 或る 農業 經營が 資本主義 的 性質 を もつ もので あるか 否か を 分析す るに 當 つても われく が 農 

業經營 面積の 大小の みに ついて 觀 察するならば 恐らく 誤謬に 陷る であらう。 何故ならば、 か、 る 觀察は 


おに^に ついての. み 見て^の 問題に ついては 注意して ゐ ないから である。 それ は、 農業 僂 約 化の 過程 を 

看過し、 役畜、 機械、 種子の 改良 及び 種々 耕作 方法の 改善 等々 の 形態 によって 一 が 位の 土地 に投 

下されで 資本の 增大を 看過す る ものである。 たと へば、 アメリカ の 狀態は 最もよ い 例 を 示して ゐる。 

アメリカ 南部 諸 州 は 一 一十 世紀の 初期に はま だ 大經營 が 優勢であった。 これに 反して 工業の 發： ^して ゐ 

た 北部 諸 省で は、 一 般に 農業の 經營 面積 は 比較的小 さかった。 然るに 、 一 九 〇 九 年の 調查 によると 南- g 

^州の 經锊に おいて 貸 銀勞働 者の 雇傭 は 三 六 *五％ であった のに 北部に おいて は 五 五 • 一  お を 占め、 農場 

における 機械 及び その他 農具の 惯値 について 見る も 南部の 大經營 において は 一 ェ —力 —fflb 平均 俾 かに 

〇• 七 一 —〇• 九 五 弗で あつたが 北部に おいて は  一 • 五 九— 三 • 八 八 弗に 達して ゐた。 これによ つても、 北 

部に おける 農業の 經營 面積 は 比較的小 さいに も か 、 はら や、 資本主義 は 比較的に 發展 して ゐ たこと を 知 

るので ある。 これに 對 して カウ ツキ— は 次の やうな 名言 を 述べて ゐる。 卽ち 『十九 世紀 七十 年代の 大土 

地 所有者 の 中心 ス 0  —、 ガン は 更に 多く の 土地 を！ とい ふので あった が 現在に おいて は 更に 多く の 資本 

をと いふので あるし 

^者が こ 、 で S 雜をも か へりみ ゃ說 明した こと は、 支那に おける 農業 經煢の 内.^ について 明確な 解 

を 得ん がた めに は、 經營 及び その 面積の 大小の 外に、 なほ その 中に 含まれて ゐる赏 銀勞 働の 比^ 及び 農 

第三^-  K 銀勞 働の 赞と i の分斩  一 五 七 


現代 支那の 農業 弒眘 問題  一 五ん 

業 機械 使用の 場合、 資本の 構成に ついて 分析し なければ ならない こと を 指摘した いからで ある。 

歐米 各國に おいて は 農業の 資本主義 化 過程に お け る 賃銀 勞働 の 採用 は、 たと へ 工業 生產 における ごと 

く 高度で はない にしても、 最も 普遍的な ことであった。 何故ならば、 封建時代の 家長 制と 隸愿 的勞働 

關係 は、 封建的 土地 所有 形態の 絕滅 によって 絕滅 され、 企業家と 勞働者 間の 純 粹に勞 働 力の 賫買關 係が 

それに か はって 出現した。 たゾ 農業に おける 生產 方法の 比較的に 遲 れてゐ ると いふ こと 及び 技術的に 勞 

働の 季節 性 等の 制限に よって 賃銀 勞働者 は 工業 部門に おける やうに、 それ 程 普遍的に 發展 しなかった。 

だが、 イギリス、 ドイツ、 ァメソ 力、 フランス 等 四ケ國 において は 農業 賃銀 勞働 者の 全 農業 人口に 對す 

る 百分比 はすで に 次の ごとく 高度に 達して ゐた。 

イギリス  三 五 ％ (一九 一一 年) 

ド イタ  三 六 ％ (一九二 〇 年) 

アメリカ  二 五 ％ 二 九 二 〇 年) 

フランス  三 二  ％( 一九 1 一年) 

賞銀勞 働の 採用と 農業 經營の 大小 は密 切に 關聯 して ゐる。 (前述の アメリカ における 例 は 資本主義の 高 

度に 發展 した 結果で ある) 故に ドイツの チヤ ヤノフ は 小農 經營 をば r 賃銀 勞働 者の ない 經營』 と 呼ん； r 


ぉ那の 農業^ 營 における 貨銀勞 働 の 割合 は、 一般的に 云って 黄土 地域に おいて は 耕地が 比較的 大 

きい 故 ©銀 勞働 者の 雇傭 も 比較的 多く 水田 區域 において は經煢 耕地が 比較的小 さい 故^ 銀勞脚 者の 壞 

も 比較的 少ない、 あっても 日 傭勞働 者が キ： である。 金 陵大學 が全國 十七 縣ー ；干 八：，：：： 六十 六！ I- について 調査 

した 結果 は、 この 問題に 關 して 次の ごとき 統計 を 得て ゐる。  ， 

北支 中支 及び 東部 支那に おける 賃銀 勞 働の 全 消費 勞働 中に 占める ％ 


也  名  . 小 農場  中農 場  大農 場 

北 支 那  四 二  一三 6.、  三 一 人 

中支、 東 支那  四 i  1 五 も  二 〇• 一 

合  計  四丄ニ  一四 • 三  三 了 六 


この 銃 計の 示す ところでは、 北支の 大農 場に おける 賃銀 勞働 者の 割合の みが、 やう やく 歐米各 癸 本 主 

義國に 比肩 出来る のみで、 その他の 區域 及び 中小 農場の 比率 は いづれ も 極めて 低い ので ある。 

南 支那の 狀態 について は、 豐良 師範 專科學 校 が廣 西の 賃銀 勞働 者の 割合につ いて 調査した ものが ある。 

それ は 次の 如き ものである。 

第三^ 賃銀 勞 働の 質と バ5: の 分析  一 五 リ 


現代 支那の 農業 鸫營 US  一  六 0 

類別  戸， 数 ^  終營 M. 数 ％ 

長期 雇傭者  一 〇• 一  二 四 丄ニ 

短期 1M 傭 者  二  si  三 四。 〇 

純 自作  六 五 丄 一  四 一. 七 


農業 經營 分析に 常って、 土地 所有の 配分 關係 及び 農民 間に おけ る 階級 的 决定的 力に つ い て、 われく 

は决 して 看過して はならない。 貸 銀勞働 者の 展偷は + 僅かに 經營 地主 及び 富農の 生^に のみ 限られて ゐ 

る。 韋鍵雄 氏 は 一 九 三 五 年 無錫縣 の三ケ 村に ついて 農業 經焭を 調査した 結果、 si 勞 働の 各層 經營 にお 

ける 割合に 關し 左の 如き 極めて 適切な 例 となる ベ き 統計 を 示し て， ゐ る 。 

戶  ^ 

地  主 

. 富  農 

中  農 

貧  農 

この 外に 支那に おける 貨銀 败ガ 働に はな ほ 質の 問題が ある。 何故ならば、 各地の 赏際狀 態に ついて 分析 

する 時 殆んど 如何なる 地^に おける 賃銀 勞働 者に おいても、 赏贺 的に 決して K 耕勞 働で はなく、 また そ 


家內^ 働 お  一：^^^ 働 ％ 

五 九， 五  四 〇• 五 

七 七 丄 一  ニニ • 八 

九 丁 四  八丄ハ 

九 六 人  ー亍ニ 


こに は對 等の 雇慵關 係が あるので もな く、 待に 勞働者 自身 决 して 純粹の 賃銀 勞働 者で はない こと を 見出 

すので ある。 この 點 からして、 われ/ \ は 支那に おける 賃銀 勞働 者の 比率 は 上述の ィギ ソス、 アメリカ、 

ドイツ、 フラン スの 四ケ國 において 見た 純粹な 賃銀 勞働 者の 農業 人口に 對 する 比率に 比し 遙 かに 數 分の 

一 に過ぎない もので あ， り、 北支の 大農 場に おける 賃銀 勞 働の 比較と いへ ども、 實 際にお いて は 問題に な 

らな いこと を 知る ので ある。 

次に 支那 農村に おける 賃銀 勞 働の 質の 問題に ついて 分析して 見るならば、 第一 に、 多くの 地方に おい 

て、 賃銀 勞働者 は 實際上 賃銀 を 受取って おら や、 勞働 力の 交換 (換ェ ) である。 廬株守 氏が 江 蘇 省蕭縣 

の 状態に ついて 書いて ゐる ところに よると、 か、 る 長期 契約 勞 働の 一 つの 形態と して 『封 £ 手』 と 呼ばれ 

る ものが ある。 それ は 十 畝 前後の 土地 (自已 所有の ものと 小作の もの を 含めて) を 耕作して ゐる 農民 は、 

自分 で 役畜 を 飼育し 得な いために、 耕作 時に 當 つて 役畜の 勞働 力に は餘， o が あるが 人力に は 不足 を 威 じ 

てゐる 富農 或 ひ は 中農の ところ に 行って、 自分の 勞働 力と 役畜の 勞働 力と を 交換して 耕作す る。 した 

がって、 われく は これらの 『封 t 手』 (手傳 ひ) はこれ を 長期 契約 勞 働の 一形 態と 見做す ことが 出来る の 

である。 慵ひ 主と 手の 關係は 合意に よる。 先づ 仲介 人 (或る 場合 は 傭 ひ 主から 委 托する 時 も あ， o、 或 

る 場合 は； S 手から 委 托する 場合 も ある。) によって 話が 取， o 交 はされ、 双方の 同意 を 得て はじめて 契約が 
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成立す る。 契約 成立 後の 義務 履行 關係 は、 慵 主の 方に おいて は 封 £ 手 のために 役畜 勞働カ を 提供し 暂 手の 

土地 耕作から 收穫 まで 一 切 を 雇主の 役畜に よって 行 はさせる が、 暂 手の 必要な 種子 や 肥料 は暂 手が これ 

を自辨 しなければ ならす、 叉、 暂 手の 土地に 何が 作られ やうと、 その 生產物 はすべ て 封 £ 手の 所有に 歸す 

る。 その代り、 封 巾 手の 傭 主に 對 する 義務 は 雇主の ために 自已の 勞働カ を 提供し なければ ならない。 雇主 

に對 して 勞働カ を 提供して ゐる 間の W 手の 食物 は 雇主から 與 へられる が、 賃銀 はもら ふこと が 出来ない。 

契約期間 における 双方の 義務 關係 I たと へば 或る もの は 耕作、 植付、 收穫の 時の み 雇主の ために 勞働 

力 を 提供し、 或る もの は 常に 雇主の 家に おける 種々 の雜 用まで も 兼ね 行 ふ —— は 最初に おける と， o きめ 

如何によ る。 また その 期間 も 一定で はなく、 數 年間の 久しき に 百； つて 繼繽 する もの も あれば、 僅かに 數 

ヶ月の 短 いのも ある。 普通 は 一 年が 限度と なって ゐ るか 、 る 制度 は該 地に おいて 最も 一 般的 となって ゐ 

る。 この 外にな ほ 江 蘇 省 淸江縣 では 牛 を 一 日 借， o ると 人間 勞働 一 一日 を 返へ さなければ ならない。 (粉 挽の 

場合の み 人間 一 日 を 返へ す) 浙江省 縉雲縣 でも 人間 一 日と 牛 一 日の 勞働 力が 交換され る。 四川 省 綿 陽縣に 

は 『 一 牛抵 三ェ』 とい ふ 方法が 行 はれて ゐる。 それ は 人間の 勞働カ 三日 分 を もって はじめて 耕 牛 一 日の 

鲁 

勞働 力と 交換し 得る ので ある。 廣東省 龍門縣 においても 人間と 耕 牛との 勞働 力の 交換 は 三對ー である。 

高明縣 では 六對 四の 比で あるが、 その 交換の 方法 は 少し 異 つて ゐる。 この 縣の狀 態に ついて 云へば、 た 


とへば、 こ、 に <:と£ とがあって、 A は 耕 牛の 勞働カ を もって ゐ るが 人間の 勞働 力に 不足して ゐる。 a 

に は 人間の 勞働カ は あるが 耕 牛の 勞働 力が 不足して ゐる としたならば、 A は その 耕 牛 を B に 渡して 飼育 

せしめる そして A が もし その 農業 經營 において 勞働 力の 必要 を來 たした 場合に は B が 耕 牛と ともに 自已 

の 勞働を も 提供す る。 その代り B は A から 渡された 耕 牛 を もって 自己の 土地 を 耕作す る ことが 出 來る。 

かくの ごとき 交換に よつ て A は 耕 牛の 貸賃 を 要求し ないか はりに B も 貨銀を 要求し ない。 この場合 A  . 

B 兩 家の 耕地 比例 は大體 において 六對 四の 割合で ある。 廣西省 天保縣 において は 大農が 牛 若干 頭 を 小農 

に分與 して 飼養せ しめる、 小農 は それ を 自由に 使用す る ことが 出來 るが、 四月の 農繁期に おいて は. ^螯 

のために 勞 働して やらなければ ならない その 際 飲食物 は給與 される が 賃銀 は與 へられない。 又隆安 縣 

,  における 耕 牛 を もたない 農家 は 他家の 耕 牛 を 一 ケ 年間 必要 時 だけ 使用す るた めに 一 一十 日 乃至 四十 日間 を 

耕 牛 所有者の 家で 働かなければ ならない。 しかし、 その 交換の 比例が どうな つて ゐ るか は 不明で ある。 

河 * 省の 或る 地方に おいて、 耕 牛 を 持たない 小農が 大農の 耕 牛 を 借用す るに 當 つて は、 先づ 大農に よ 

つて 人間 一日の 勞働 賃銀と 耕 牛の ー畝當 b の 耕作 賃銀が あらかじめ 決定され、 小農が 大農の ために 幾日 

働いた とい ふこと によって 大農の 耕 牛 は 小農の 耕地 幾 畝 を 耕 やすとい ふ 方法に よって 淸算 される。 たと 

へば 葉縣、 虞城縣 等で は いづれ もこの 方法が 行 はれて ゐる。 その外 陝西 省、 甘肅 省に おいても、 かう し 
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た 方法が 多く 見受けられる。 

第二に、 支那 農村に おける 大多數 の 農業 勞働者 は 苦力 及び 貧農と 三位 ー體 をな して ゐる。 張 錫 昌氏は 

一 九 三 三年 河南の 調査 を 終へ て歸 つて 來た時 筆者に 對し 次の やうに 寄書した。 

『河 * 省の 農村に おいて、 土地 を 全然 所有して ゐ ないか、 或 ひ は 極く 僅かし か 所有して ゐ ない 農民た ち 

は、 今日 自分の 土地 或 ひ は 賃借した 土地に おいて 耕作して ゐ ると 思へば 明日 は 他家の K 農と な， o、 明 後 

#  日 は 苦力と なって、 都市の 商店の ために 商品 を 運搬して ゐ る。』 と。 更に 彼は繽 けて 『これらの 三位 ー體 

的な 分子 は 河南 省に おいて は 純 粹の展 農に 比し その 數數 十倍に も 達して ゐる』 と。 

第三に、 滿鐡 土地 調査 課の 調査に よると、 熱 河、 察 哈爾、 綏遠 等に は 現在な ほ 農奴 的 性質 を もった * 

農が 存在して ゐる。 春 耕の 時期に なると 雇 農 組合の 組合員 は 彼等の 首領に 引率され て、 地主の 雇傭 を受 

けに 出かける。 地キ； は これらの 雇 農に 對し、 二 石 乃至 三 石の 高粱な b 黍な b を 貸金の 形式で 各 雇 農に 與 

へ る。 同様に また 役畜、 農具、 種子 等々 を も 供給す る。 收穫は 地主と 雇 農の 組合に よって 半折され、 地 

主 は 組合から 雇 農に 分配され た 部分の 中から さきに 貸付け た 賃金 を 扣除す る。 か 、 る 性質の 雇 農關係 は、 

河南 省 新 鄕縣、 滑縣 等に も發 見され る。 しかも、 最近 一般 地主 は 災害 及び 食糧 惯格 暴落の 脅威 を 受けて 

ゐる ことから、 か、 る 制度の 維持に 對 して 眞に 死力 を 注いで ゐる。 滑 縣の農 射に おける 地主た ち は 多く 


, がか 、 る展傭 形式 を 採用して おり、 か 、 る 雇傭 形式の もとに 貧窮なる 農民 は 自分の 農具 を もち 自分の 飯 

を 食って 地主の 土地で 耕作し、 賃銀 を もら ふ 代， o に收穫 後地 主から 僅かば か， o の 食糧 を 分けても らふ。 普 

通 秋季 作物に おいて は 七 *n 一の 割合で、 地主 は 七 割、 雇 農 は 三 割で ある。 麥 の收穫 において は 八 *1 一の 割 

合で、 地主が 八 割、 雇 農が 二割で ある。 彼等 はか、 る 性質の 雇 農 をば 普通の 雇 農と 分けて 『夥 計』 とい 

ふ 名 を もって 呼んで ゐる。 新 鄕縣の 農村に おいても、 か、 る 制度 は 盛んに 行 はれて ゐる。 しかし、 ここ 

では 『夥 計』 と 呼ばす に 『 攬活』 或 ひ は r 攪莊 稼』 なる 名稱を もって 呼んで ゐる。 、 

第 四、 江 蘇、 浙江を はじめ、 南 支那の 各省に おいて は勞働 力の 先き 賣 b とい ふこと がな ほ 多く 行 はれ 

てゐ る。 たと へば、 江 蘇 省蕭縣 において は 富農の 耕作 面積が 非常に 多く、 耕作 或 ひ は 收稚の 際 多数の 農 

業 勞働者 を 必要と する が、 臨時に 日 傭 勞働者 を 雇傭 出来ない ことから、 大多数 は、 春季に 食糧 を 小農 或 

は赏 農に 貸與 し、 農繁期に なると 貸付け て 置いた 農民 を 日 傭に する。 この場合 賃銀 及び 待遇 は 普通の 日 

傭勞働 者と 同じで ある。 備ひ主 (卽 ち債權 者) は 仕事が 終った 時 これらの 農民の 働いた 日 數と貨 銀と を 

計算し、 その 額が 貸し付けた 食糧の 金額 —— それ は 春季に お^る 最高の 巿偎 によって 計算され、 利息 は 

付けられない —— に 満たない 時は尙 農民 は 自已の 勞働カ を も つ て 償還し なければ ならす、 もし貨 拫の 

方が 多かった 場合 は俽 ひキ： が 農民に 餘分額 を支拂 ふ。 しかし、 傭 ひ キ， が 食糧 先貸し をす る これらの 農民 
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よ、 過去に おいて その 家で 働いた ことの ある もので なければ ならす、 傭 ひ 主が その 農民の 勞働カ を 必要 

とする 時 は 自分の 仕事が 出来ない こと はもち ろんで あるが、 その 勞働を 他の 人に 代っても らふ こと も 出 

iii ぷ、 o 

『量的な S 察 ももと より^ 要 だ、 だが 質的な 把握 は 特に 必要 だ』 支那 農業 經營 における 賃銀 勞 働の 割^ 

を 分析す るに ^ つても、 われわれ は 充分に この 兩 面から a なければ ならない。 さう でないならば、 この 

半 嬝奴的 性質 を もつ 貧農 をば 純粹な 農業 勞働 者と 見做し、 封建的 超經濟 的收取 をば 資本主義 的 範疇に あ 

る 賃銀と 見做す 惧れが 充分に あるから。 


第 四 章 支那 農業 に お ける 資本 の 低度な る 

有機的 構成 

支那に おける 襲 業經營 の內容 分析に 當 つて 第三に 見なければ ならない こと は 農業に おける 資本の 有機 

勺 構成が 高い か 低い かとい ふ 問題で ある。 周知の ごとく、 農業 生產は 工業に 比して 比較的に 遲れ ており 

ノ たがって、 農業に おける 資本の 有機的 構成 も異 つて ゐる。 一般 資本主義 II 家に ついて 云 ふ も、 農業 部 

3- 二？ ナる 機械の 使 flp はま だ 充分に 全般 化して おら や、 したがって、 農業に おける 癸 本の 有機的 構成 も 

一^ 勺 こ 工業に おける よ， o も 低い。 これ はと b もな ほさす、 農業 生產 において 機械の 利用が 比較的に 少 

なく、 人間 勞磡 力に 多く を 依存して ゐる ために 可變 * 本の 不變 資本に 對 する 割合が なほ 相當に 高い こと 

： よる。 でと へば、 アメリカの 例に おいて 見る も、 アメリカの 工業 部門に おいて は、 勞働者 一人 當 りの 

投下資本 slfffi 及び その他 技術 設備の 費用) は 一、 〇ra 四 ドルに 達して ゐる にも か、 はら や 農業 部門に 

:0 、 てよ 平^ I かに ニニ 八 • 五 ドルで 前者の ニニ ％に 過ぎない。 かくの 如く 大きな 差異の ある 結果 は必 
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然 に 4 〔力 働 者の 生產 能率 にも 影響し て來 る。 

以上 は 一 般資 本主裴 凼家 における 農業 資本の 有機的 構成が 工業 資本に 比して なほ 低位に ある こと を說 

明して ゐ るので あるが、 支那の 狀態 はどうで あら， つか。 一層 甚 しいので ある。 支那に おける 過去の 農村 

調査の 中には、 農業 經營の 方面に 觸れ てゐる もの は 極く 少ない。 特に 農業に おける 資本の 有機的 構成に 

ついて 分析した もの は 殆んど 見當ら ない。 したがって、 われく は それにつ いて 單に 二つの 特徵を 指摘 

し 得る のみで ある。 第一 は 機械の 使用の 割合が 極く 小さい こと、 第二 は不變 資本の 中に おいて 土地の 價 

値が 大部分 を 占めて ゐる こと、 これで ある。 

第一の 機械 使用の 割合が 小さい こと は、 支那に おける 農業 經營の 性質に 對 して 決定的な 意義 を もって 

ゐる。 一層 はっき b 云へば、 機械 使用が 或る 一定量に 達する こと は、 支那 農業が 資本主義 化する か 否 

かにつ いて 決定的な 作用 を 起す。 われく が歐 米諸國 における 資本主義 化の 過程に ついて 囘顧 するなら 

ば 機械の 使用が その 最も 重要な 形態の 一 つ をな して ゐ たこと を 知る ので ある。 何故ならば、 機械 を 大量 

的に 使用して のち、 はじめて 舊 ぃ生產 方法 (卽ち 小農 經營の 家 内的 手工業) を 排除し 得、 資本主義 的 生 

產 方法が これに 代って 發 M したので ある。 しかも 機械の 農業 生產 における 採用 は、 貸 銀勞働 及び 地虫の 

農民に 對す る 原始的 農具の 收 * 等 々と いづ れも 密接に 聯關さ れてゐ る。 


支那に おいて 機械が 農業 生產に 入り 得なかった 過程 は經營 面積の 零細なる 分散、 賃銀 勞働 部分の 尠少 

と问 一 傾- 5e を 示して ゐる。 支那 江 南に おいて 民族 工業の 最も 發達 したと ころ は 江 蘇 省 無 錫で ある。 近年 來 

一 般學 者の 間で 支那 農村の 機械化 を 自慢して ゐる もの も あるが、 これ も 矢張り 無 錫 を 指した ものである。 

しかし、 前述の 韋徤雄 氏の 調査の 結果に よると 機械と 人間 • 役畜の 勞働を 比較したならば、 機械 は遙か 

に 人間の 下であって、 次表の ごとく それ 程 重要な 地位 を 占めて ゐ ない e 

無 錫 縣三ケ 村 一、 一 四三戶 についての 各種 勞働費 (單位 元) 


人間 勞働カ 

^械勞 働 力 

役畜 勞働カ 


八、 四 九 四 •〇〇 

1、 二 六 四 •〇〇 

六 九 七 •〇〇 


八 一 丄 ー％ 

二 了 5 

六 *七％ 


これ を 更に 一 步 つき 進んで 分析す るなら ば、 われく は そこにな ほ 一 つの 特異な 現象 を 見出す- 

各層 農家 の 機械 採用 の 費用 及び その パ ー セン テ ー ヂ 


富 

.6- 


主 

農 


五 七 •〇〇( 元) 

一 七 四 •〇〇 

四 五 二  •〇〇 


四 *五％ 

一 三人 ％ 

三 五 人 ％ 
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貧  農  五 七 八 •〇〇  四 五 ，九％ 

卽ち 資本主義 國 家の 正常な 狀 態から 云 ふなら ば 農業 生產 における 機械の 採用 は、 地主、 富農 等の 大經 

營 において 全般 化されな けばなら ない。 しかるに 支那に おいて は 上述の 無 錫の 例に も 明示され て ゐる如 

く 機械の 採用 は 小農に おいて 最も 多い。 この ことこ そ、 農業 生產 における 機械の 採用 問題 を 討論す るに 

當 つて、 われく が 質の 問題に 注意し なければ ならない 點 である。 何故ならば、 無 錫の 農村に ある 機械 

の 殆んど 全部 は 商人 及び 地主の 手に 握られて おり、 彼等 は それ を 農民に 貸し付けて 多大な 賃貸 料 をせ し 

めて ゐる。 機械と いっても 揚水 機が 多く、 一度、 旱魃 ともなれば 農民 は 殆んど 全 財 產を失 ふやうな 危險 

まで 胃して これらの 機械 を ぼ 用し なければ ならない。 故に、 資本主義 發展 形態の 一 つ をな す 農業 機械 も 

支那に おいて は 商業 高利 貸 資本の 搾取 手段と な つて ゐ るので ある。 

農業 機械の ことから. われく が附带 的に 提起し なければ ならない こと は 役畜 勞 働の 問題で ある。 これ 

は 農業 における 資本の 有機的 組成と も關 係の ある ものである。 この 問題に ついての 評惯 に 關し て は 金 陵 

大學の o ッ シン グ • 、パッ ク 教授の 發 表した ところに よると、 支那に おける 役畜 勞 働の 成人 一 人に 對す る 

耕作 量の 比例 は 〇• 四八對 一 であ， o、 アメリカ において は； 1了 八ニ對 一で ある- 次に 上述の 無 錫の 統計に 

おいても 役畜 勞 働の 費用 は 殆んど 人間 勞 働の 十分の 1 にし か當 つて ゐ ない。 北支に おいて は 役畜の 使用 


が 比較的に 發 達して ゐ るが、 現在の 如く 農村が 極度に 衰頹し 人間の 勞働 力が 過剩狀 態に ある 限り、 それ 

が 高い 比重 を 占めようと は考 へられない。 この こと もまた 支那 農業に おける « 本の 有機的 構成が 甚だし 

く 低い ことの^ 因の 一 つ をな して ゐる。 

第二 は、 不變 資本 中に おいて 土地の 惯 値が 高い 比重 を 占めて ゐる ことで ある。 この 點に關 し 先 づ說明 

しなければ ならない こと は、 上述の アメリカ 合 衆 國 における 農業 資本と 工業 資本の 比較 において は ± 地 

の價 値が 計算に 入って ゐ ない。 何故ならば、 資本主義 農業 生產が 充分に 發展 して ゐる アメリカ 合 衆國に 

おいて すら、 土地の 偎値は 農業 資本の 中に おいて 驚くべき 割合 を 占めて ゐる。 たと へば 一 九 一 一 〇 年の ァ 

メリ 力 合衆國 について 云へば、 農場 全部の 財 產總額 中で 土地の 惯値は 七 〇，四％ を 占め、 建築物が 一四， 

七 河、 その他の 設備が 一四 *九％ を 占めて ゐ た- か、 る 狀態は 支那に おいて は 更に 甚 しい。 北 平 社會調 

査 所では 河北 省 深 澤縣を 調査した 結果 次の ごとく 結論 を 下した。 

『農場 資本 中 固定 資本 は 九 割まで を 占め、 流動資本 は 僅か 一 割 を 占めて ゐる のみで ある。 间定 資本 中 土 

地の 惯値は 資本 總 額の 七 五 ％ 前後で、 各 等級の 大小 農場に おいて 土地の 惯 値が 資本 總額 中に^め る 割合 

は大體 において 一致して ゐる。 た^ 農場が 大きく なれば なる 程、 流動資本の 資本 總額 中に 占める 割合 は 

低くな. o、 固定 資本の 占む る 割合が 高くなる』 

豫四 卓 支那 農業に おける 資本の 低度なる 有機的 構成  一七 1 


現代 支那の 農業 鸫 營問题  1 七 二  . 

第五 章 沒 落しつ、 める 支那の 農業 經營 

零細に 分散した 經營 面積、 家族 制 的、 農奴 制 的な 農業 勞働、 極度に 低い 農業 資本の 有機的 構成、 これ 

だけです でに 支那に おける 農業 經營の 內容と 本質 を 充分に 說 明し つくして ゐる。 支那に おける 農業 經營 

は 現在に 至る もな ほ 封建的な 遲れた 生產檨 式が 主導 的な 地位 を 占めて ゐる。 農業の すべ てが 農民と 賃銀 

と を饞牲 にす る條 件の もとに 行 はれて ゐる。 かう した こと は 疑 もな く 支那の 農業 を 急速に 沒 落の 道に 追 

ひやる ものである。 或る人々 は 現在の 特殊 作物 區域、 たと へば 北支の ごとく 農民た ちが 廣く 綿花 を 植付 

けて ゐる ところに おいて は、 生產 にも 一時的 向上が あり、 賃銀 勞働 及び 機械 も 大量 的に 採用され るに 至 

る だら うと 云って ゐる。 しかし、 不幸に も、 われく はか、 る狀 態に 對 して それが 徹底的な 植民地 化へ 

の 道 を迪る ものであると いはざる を 得ない。 

支那の 農業 經營は 全 經濟體 系 及び 土地 關係 によって 決定され たもの に、 それ 自身の 內在的 矛盾が 加算 

されて、 最近 數年來 ますく 沒 落の 傾向 を はっき b と 現 はして 來た。 その 主要な 特徵 として、 われく 

は 次の 三點を 指摘し 得る。 


第一、 支那の 廣業 經營 における 內在 的な 諸種の 惡條 件に ついては すでに 述べた ごとくで あるが、 この 

外にな ほ 多くの 外部 的な 惡條 件が 存在す る。 そのうち 最も 主要な もの は、 外 國農產 物の ダン ビング、 そ 

れに關 ，しての 國內 における 農產 物の IS 格 低落、 苛 捐雜税 及び 高額な 地代の 重荷、 高利 貸 商業 癸 本の 搾 

取 及び 水害旱 魅 等の 襲来で ある。 この やうな r 內憂 外患』 の 挾擊の 結果 は、 全國 いかなる ところの 如何 

なる 農業： isj" においても 一 つと して 缺損を 見ない ところ はない とい ふ有樣 である。 昨年 (一九 三 五 年) の 

夏 筆者 は 無 錫に おいて、 食糧の 生產 及び 販賣 について 調査して ゐ たが、 その 餘 暇に 秦 柳芳、 葉 宗高氏 等 

とともに 無 錫の 稻作 經營 における 收支 につ い て 調査した 結果、 最近 三 ケ 年 來稻作 農經營 にお い て は 大部 

分が 缺 招して ゐる こと を發 見した。 また 北 平社會 調査 所が 河北 省 深澤縣 において 農業 經詧を 調査した 際 

その 純益 及び 純 損に ついて 計算した ところ、 調査した 一 ーケ 村の 農場 收支 では 資本の 利息 を 計算に 入れる 

と 次表の 如く いづれ も缺 招と なって ゐ たこと を發 見した。 


黎元村 七十 八 農場 平均 


南 營村ー 〇 六 農場： 牛 均 


收人總 額  三 六 五， 三 二三 (元) 

支出 總額  三 ニー 二 六 六 

^五 笫 ほ 落し つ 、 ある 支那の 農業^ 眘 


二 七 四 •〇〇 二 (元) 

二 九 三丄ハ ニニ 

一 七三 
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差 引掼. 益  + 四 四 二 五 七  I  一九 丄ハニ 〇 

資本 利 森  一 三四丄 ニニ 〇  一 三 八丄ニ 一  三 

純益 或は 純 損  I  九 〇• 一六 三  I 一  五 七 • 九 三 三 

なほこの 外に 曩に 述べた 土地 娄員會 の 農業 經營の 調査に おいても、 全國 農場の 平均 收入は いづれ も缺 

損と なって ゐる。  . 

第二、 農業 經營 が缺损 のみで 何等 利益 を あげ 得ない ものと なって ゐる ことから、 支那に おいて 最も 資 

本 主義 的 部分の 濃厚な 富農 經詧 にお い て すら 近年 來顯 著な 衰亡の 傾向 を 示し てゐ る。 支那 におけ る 富農 

經營は その 數 から 云 ふなら ば 決して 多く はない。 しかし、 この 少數の 大經營 の 種子 さへ も 今や 維持し 得 

なくなって ゐ るので ある。 一九 三 三年 農村 復興 委員 會が 河南、 陝西、 浙江 等の 各省に ついて 調査した 結 

杲 によると 各地に おける 富農 經營の 衰返は 非常に 急速で あ， o、 多くの 富農 は 以前 自 から 經營 して ゐ たの 

であるが、 その 經營が 何等 利益 を もたらさない ために、 漸次 土地 を 小農に 分 貸し、 自分 は 地代 をと つて 

生活す る やうに なった。 たと へば 河南 省 輝縣の ケ村 において は、 一九二 八 年に は 三十 八戶の 富農が あ 

つたが、 一九 三 三年に は そのうち 四戶 がすで に 純粹な 地代 收納 地主に 變っ た。 これら は 農業 經營の 上 か 

ら 云へば 正に 一 種の 返步 である。 


最後に われく が 指摘し なければ ならない こと は、 土地 關 係が 永遠に 遲 れた狀 態に 停 ffi して ゐる こと 

は 土地の 生産力 を も 永遠に 高め 得ない ことで ある。. 支那 はもと/^ 『農業 立國』 を もって al 慢 して ゐる。 

しかし、 われ/ \が 支那の 白米 生產 について 見る も、 それが 遠く 他國に 及ばない こと を もっても この間 

の 事情 は 明かと なる。 たと へば 一 ェ I 力— 當 りの 白米の 生產を 各國 について 見るならば 一九二 八 年から 

一九 三 〇 年までの 統計に よると 支那 は 一八 *九 (單 位百キ d グラム) アメリカ 合 衆！！ は ニニ  • 七、 日本 は 

三 五 • 九、 ィ タリ I は 四 六 • 八、 イス パー 一 ャは六 二  •  二 である。 

支那に おける 農業 經營 の生氣 は何處 にある か？  (中 山 文化 敎育 季刊 三卷 二期) 
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第一章， 緖 言 

お 近 二三 年來、 支那の 農村に は 一 つの 特異 ある 現象が 現 はれて 來た。 卽ち、 新ら しい 農業 金融 體 系が 

急速な 發 M を 開始して きた ことで ある。 數の 上から 云 ふなら ば、 それ はま だ S い 高利贷 勢力 を驅逐 した 

とはい ひ 得ない が、 その 發展の 趨勢 は 一般 學者 をして、 農民の 苦痛 を輕减 し、 農村 問題 を 解決せ しむる 

唯一 の 道で あると 信せ しむる ほどに なって ゐる。 したがって 彼等 學者は 諸君に 云 ふで あらう。 『一九 三 五 

年 以前に は 全國に 僅か 一 三、 七 〇 七の 合作 社が あった のみで あるが、 一 九 三 五 年の 一 ケ 年間で 一 一 一、 五 一 

七を增 し、 約 二倍の 增加 である。 したがって 今年 (一 九 三 六 年) 末にお ける 全國 合作 社數は 恐らく 三莴を 

下らないだ らう』 と。 彼 は 更に また 云 ふで あらう。 『四 省 農民 銀行 は 今や 中國 農民 銀行と 改められ、 一 ffi 

元の 法幣發 行權を 得た。 これが 農業 長期 金融 機關の 性質 を もって、 農村に おける 土地の 抵當贷 付け を 行 

ふこと 、なり、 本年度の 貸付 額 はすで は 五千莴 元と 决定 されて ゐる。 この 外に、 五 年間に 六 千 萬 元の 貸 • 

付 額 を 計上して ゐる農 本局 もす でに 成立し、 また 商業銀行の 投資 額 もす でに 增 加して ゐる。 たと へば 中 

華 農民 借欵 副の ごとき は 本年度に おいて 一 一 百 五十 萬 元 以上 を 放 S する ものと 見られて ゐる』 と。 

第一 草緖  言  一 七 九 
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か 、 る 發展の 傾向 は、 これ を 今日の 農村に おける 後れた 高利 貸と 對 比する とき、 たしかに 何等かの 進步 

的 意義 を 持って ゐる ものと 云 ひ 得る。 だが、 もし われく が 更に 一 步 つき 進んで 研究して 見るならば、 問 

題は决 して それ 程簡單 ではない やう だ。 支那 農村に 高利 貸が 今もって 躐 つて ゐ るに は 躔 つて ゐる だけの 

社會的 經濟的 背景が あり、 現在 人々 が 樂觀的 態度 を もって 云々 して ゐる 新たな 農業 金融 體系 も、 これが 

新たな 生產關 係の 上に おいての み はじめて 適應し 樹立され る ものであると いふ 點を 忘れて はならない。 

もし この 點を はっきり 理解し ないならば、 われく は將來 必らす や、 か、 る 新たな 金融 體 系が 支那に お 

いて 何故 量的に もっと 發展 しない か、 何故 質的に も 從來の 高利 貸 的 性質 を脫し 切れない かとい ふ 問題に 

打當 つて 困惑す るで あらう。  ， 

それ 故、 新ら しい ものと 舊 いものとの 激烈な 鬪爭の 中に ある 支那の 農業 金融 問題に 關し、 われ/^ は 

次の 三つの 點を 指摘し なければ ならない。 

( 一 ) 現在 支那に おいて 推し 進められて ゐる 新ら しい 農業 金融 體系 I 卽ち 合作 社の 組織から 長期 短期 

の 貸付け 機關に 至る までの —— は、 その 殆んど 全部が 英* 米 • 獨*佛 等の 諸國 における 方法 を その ま、 取 

b 入れた ので みら、 か、^ 『取 入れ』 が 果して 合理的 か 否か、 言葉 を 換えて 云へば、 か、 る 金融 體系 を發 

展 せしめた 當诗 の、 社會的 經濟的 背景 を 顧慮す る ことなく、 その 制度 を 直ちに 支那に もって 來る ことが 


出來 るか どうかと いふ ことで あるひ 

(二) 一  つの 國 における 農業 金融 制度が、 その 國の 經濟 機構 及び 生產關 係と 離れ、 獨立 的に 存在す る こ 

と は 不可能で ある。 然 らば、 支那に おいて は、 その 國民 經濟の 性質から、 農業 金融 制度 を發^ せしめた 

基本的 條件は 何であった か？ 

(三) 新 農業 金融 制度 は、 質的に 云 つ て 從來の 支那に おける 高利 貸の 活動の 根源 を斷っ ことが 出来る も 

ので あるか？ 量的に も 果して 高利 貸の 從來 占めて ゐた 地位に とつ， て 代 b 得る いどうい？ 


第 一 ^ 緒  言  一 X 


現代 支那の 農業 金融 n 题  一八， 二 

第二 章 獨 .英* 米三國 における 農業 金融 制度 

確立 期の 社會的 背景 

現在 世界の 資本主義 國家 において は、 いづれ も その 農業 金融に 一 つの 體系、 一 つの 制度が 確立され て 

ゐる。 支那の 學者 達の 間に は、 か、 る 先進 資本主義 諸國の 確立され た 金融 制度 を その ま、 支那に 移植す 

る ことによって、 支那 農村の 宿 痫を醫 し 得る と考へ てゐる もの も ある。 

か 、る考 への 誤謬 は 農業 金融 問題 を 他の 關 係から 切 b 離して 完全に 孤立 的に 見て ゐる こと、 それと 同 

時に 農業 金融の 內容 について もこれ を 看過して ゐる ことに ある。 ー國 における 農業 金融 制度 は、 その 國 

の全體 的な 國民 濟經體 系と 不可分な 關係 にある。 われ/^ が 他國の 農業 金融 制度 を (それが 良から うと 

惡 からう と 問題で はない) その ま、 支那に 持ち込み 得る もので ない こと は、 丁度 他 國の資 本 主義 を その 

ま、 支那に 移し 得ない のと 全く 同檨 である。 

そこで、 われく は 先 づ各國 において 農業 金融 制度の 確立され た 時代の 社會的 經濟的 背景と 確立の 條 


について 檢 計して 見る 必耍が ある。 

世界 資本主義 國 家のう ち、 農業 金融 制度の 發 達が 最も 早く、 また その 體系が 最も 早く 完備され たの は 

ドイツで ある。 ドイツで は 一七 七 〇 年の ころ、 すでに シ レジ ァ (Silesia) 地方に 『土地 抵當 信用 協會』 な 

る 組織が 作られて ゐた。 その 活動 は、 土地 を擔 保と して 債券 を發 行し 資金 を 融通す るのに あった。 この 

組織 は 一 七 九 〇 年代に なると、 ク 1 ル (Kur)  ノ イマ ルク (Neumark) 。ホ メラ 一一 ャ (pomerania) 西ブ 0 シ 

ャ (W2  Prussia) 東。 フ ロシャ (East  Prussia) ル ー、 ネブ ルグ (Luneburg) 等の 地方にまで 設立され るに.， で 

り、 それから 現在に 到る まで ドイツ 農村に おいて 最も 重要な 金融 機關 として この 協會 はな ほその 地位 を 

保って ゐ. る。 ドイツに おいて は、 この 組織が 發 生しての ち、 長期 短期の 各種 農業 金融 機關が 漸次 增設さ 

れ、 それから 約 一世紀の 間に、 一 つの 强 固な 農業 金融 體系を 作 b 上げた。 現在の ドイツの 狀態 について 

云 ふなら ば、 農業の 長期 金融 機關 として は 『ドイツ 中央 農業 銀行』 『土地 抵當 信用 協會』 『土地 信用 銀行』 

『土地改良 銀行』 『地祖 銀行』 『貯蓄 銀行』 及び 『不動 產 抵當當 株式 銀行』 等 七つの ものが あ， o、 また 農 

業 短期 金融 機關 とし て は 『プ P シ ャ 中央 組合 銀行』 『農村 中央銀行』 及び 『農村 信用組合』 の 三つが あ 

り、 短期 金融 機關は その 活動の 範^から 云 ふと、 長期 金融 機 關を遙 かに 凌駕して ゐる。 かくの ごとく 整 

備 された 農村 金融 機構の 陣容 は、 半 植民地の 學 者から 見るならば、 赏に うらやましき 限りで、 全部 を 摸 
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倣して 見たい とい ふの も 無 斑 はない ことで ある。 だが 彼等 は 次の こと を 忘れて ゐる。 卽ち ドイツに おい 

て 農業 金融 制度 を かく も 急速に、 また かく も 大規模に 成長せ しめた もの は、 農業に おける 資本主義の 發 

展 がそれ と密 切に 關聯 されて ゐ ると いふ 事實 である。 ドイツで は 十六 七 世紀 ごろ 奴隸と 農奴の 勞働 力の 

基礎 上に 封建 領主と ュ ンケル の 土地 所有が 發展 して ゐた。 この 封建的 土地 關係 は、 同時に また 強烈な 勢 

を もって 土地への 人格の 緊縛 を發展 せしめ、 ついに は 一般 自由 農民の 上にまで 襲 ひか、 つて L 丁った。 か 

、る 情勢 は 十八 世紀末から 十九 世紀 初頭に かけ、 農民の 掌中に ある 分割 地、 所謂 フ— フ H  (Hufe) さへ も 

殆 んど餘 すと ころな く 兼併して 行った のみでな く、 大 土地 所有者 相互 間の 配分 關 係の 變動 及び 繼承關 係 

から 行 はれる 土地の 轉移も 日 一 日と 激烈 を 極めて 行った。 

ロペス タス (Robestus) の 計算に よれば、 一 八 三 五 年から 一 八 六 ra 年の 間に、 プ 口 シ ャ諸 州に おける 一 

一、 一七 一 の 貴族 所有地の うち、 所有者の 變更を 見た 囘數は 一 一三、 六 五 一 囘に 及び、 すべ ての 折 有 地が、 

この 期間に 少なくとも 一 一度 以上 その 所有者 を變更 した ことになる。 その 主要な 原因 はもち ろん 土地の 賣 

買であった。 か、 る 土地の 急速な 轉 移と 集中の 結果 は 土地の 資本 價値を 形成 させ、 これから 土地 信用の 

社會的 基礎が 生れて 來た。 また 一方 地主 —— 大 土地 所有者の 側から も 云っても、 土地 信用 制度 を 確立 さ 

せて こそ はじめて 彼等の 土地 を 資本 化し 得る ものであった。 言葉 を換 へて 云へば、 固定 的な 土地 を 抵^ 


にして 流動 資金 を 得る ことによって、 更に その 土地 集中 を攛大 する ことが 出來 たこと >  これが 一 つ。 そ 

の 次に、 ドイツの 大 土地 所有 は、 それ 自身 決して 農業 經營 から 分離して 居らす、 依然として その 生產機 

能 を 維持して ゐた。 したがって ドイツに おいて 資本主義が 發展を 開始した ころ、 これらの 大 土地 所有 は 

資本の 使用と 賃銀 勞 働の 方面から も 資本主義 的 軌道に ふみ 入って ゐた。 かくて、 十八 世紀末から 十九 世 

紀の 初頭に かけて、 ドイツで は 農業 經營の 上から も 資金 を 得る ために 土地 信用 制度の 必要 を來 たした。 

かくの 如き 經濟的 基礎に よって、 ドイツの ig 業 金融 制度 は、 まづ 長期の 性質 を もった ものと して 發展し 

た。 今、 われ-/^ が 遡って これ を 見るならば、 當時シ レジ ァ 地方に おける 『土地 抵當 信用 協會』 こそ は 

に大 土地 所有者の 一 つの 集圑 であった とい へ る。 彼等 は 各人の 持って ゐる 土地 を擔 保と して、 皆の 連 

带 W 任の もとに、 一種の 債券 を發 行して 資金の 吸收を はかり、 彼等の 用に 供した のであった。 それ 故、 

か、 る 農業 金融 制度 は、 それが 發 生した 時から、 すでに 地主 貴族の 利益 を 11 るた めの ものであった。 (。フ 

ロシャ 王の 一八 〇 七 年に は 平民の 參加を 許して ゐる) しかして、 これが ドイツ 資本主義の 特徵 であ， o、 

また それ は 封建的 大 土地 所有者が 資本主義 的 農業 を經營 するとい ふ、 か、 る 土地 關係 によって 決定され 

たもので もあった、 しかも、 かくの ごとき 農業 金融 制度が 發展 する にしたがって、 資本主義が 形成され 

て 行き、 また その 過程のう ちに 封建的 地主と 金融 * 本が 結合され て 行った ので ある。 われく ははつ き 
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りと 云 ふこと が 出来る。 卽ち ドイツに おける 農業 金融 制度の 形成 はこの 固に おける 資本主義の 發展と 相 

照應し てゐる ものである こと を。 

次に われ/^ は イギリス について 見やう。 イギリス における 農業 金融 制度 は 政府が 責任 を もって 農業 

の 長期 金融 を 調整した ことから 始まる、 時間 的に 云っても ョ— &ッパ 大陸と 殆んど 同時であって、 でと 

へば 一八 四 六 年から 一八 五六 年に かけて、 イギリス 國會が 各種の 土地改良 法 を： f 一過 させ、 公衆 資金の 運 

用に よる、 農民の 土地改良に 對 する 援助 方法 を 規定し、 同時に 幾 種 かの 機關を 設置して、 排水、 灌 S ヽ 

築堤、 修籬、 開 « 及び 農 舍の 建造 等々 に對 する 資金 貸付け を 行 はした の は、 正に これで ある。 その後 一 

八 六 九 年、 一八 七 〇 年、 一八 八 五 年 及び 一九 〇 三年と 次ぎ 次ぎに 條例を 公布して 、アイルランドの 小作 

制度 を 改革し、 同時に 農民の 土地 買 ひ 入れ 及び 借 入 を 援助す るた めの 資金 貸付け 方法 を 規定した。 これ 

と 前後して、 アイルランドに おいても また 數 種の 政府 機關が 設立され、 農業に おける 長期 金融 事務 を 管 

掌した。 かくの ご > にく 政府 は 農業に 對 する 種々 の 長期 金融の 方法 を 講じた が、 この 外にな ほ 各 池の 農民 

も 十九 世紀末 ごろから 自主的に 『農業 信用組合』 を 組織して 政府の 不備なる 點を 補った。 たと へば、 一 

八 九 四 年 アイルランドに 設立され た r アイ ル ランド 農業 組織 協會』 の ごとき、 また 一 九 〇〇 年 イング- フ ン 

ドとゥ ェ ル ズの兩 地方に 一 つの 合併 組織と して 作られた 『インダラ ン ド及ゥ ェ ルズ 農業 組織 協き』 の ご 


とき はこれ である。 スコット- フ ンっト においても 1 九 〇 五 年に は 同様な 組織が 設立され てゐ る。 

もし、 われ/^ が 同じ 時期に おける イギリスの 土地 關 係の 變革狀 態 を これと 對 照して 見るならば、 ィ 

ギ ジスに おいて 農業の 長期 金融 制度が 何故かく の 如く 國家的 力に よって 樹立され ねばならなかった か、 

これが 當 時の^ 村社會 の經濟 機構に よって、 决定 された ものである こと を 斑 解す るに 困難で はない。 卽ち 

イギリス において は 十六 世紀から 十八 世紀に かけて 農村に 激烈な 變 動が 起こった。 この 變動 こそ 歷 史的 

に 有名な 『土地 ひ 込み 運動』 卽ち 共有地の 大量 的な 收奪 と盜 掠であった。 一 七 六 〇 年 以前 待 別法 令に 

よって、 共有地の 私有地に 阖ひ 込みされ た 分 は、 全部で 三十 三 萬 八 千 ヱ— 力 I であった。 ところが 一 七 

九 〇 年から 一 八 一 ー〇 年 (ヂ ョ— ヂ 三世 時代) に は 六 百 十 一 萬 三千 ェ —力— が阇ひ 込まれ、 その後 もな ほ 幾 

多の 土地が 阖ひ 込まれ、 總阖 地面 積 は 遂に 八 百 三十 七 萬 三千 ェ— 力— に 達した。 か、 る變 革の 結果 は、 

イギリスの 土地 制度 を 根本的に 變 化させた。 十五、 六 世紀 ごろ はま だ 農民に よる 土地の 所有と 利用が 優 

勢で あつたが、 十八 世紀に なると 大 土地 所有者の 土地の 大量 的收 奪に よって、 農民 層 は 殆んど 完全に 潰 

滅に 瀕し 、資本 主 » 的 借地 農業 者が これに 代って 發 生して 来た。 それ 故、 たと へ 十八 世紀の 上半 世紀 ごろ 

それら 大 土地 所有者と 併存して ゐた ところの 小 地主、 小 借地 人、 または 僅かば か b の 分割 地と 家屋と を 

所有し 自分自身 も經營 に 從 事し て ゐ た 農業 勞働者 が な ほ 農村 社會 の 構成 に 相當 な 比-直 をい：： めて ゐた とし 
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て も、. 十八 世紀末から 十九 世紀 初頭に かけ 土地が 少數 人の 掌中に 集中され るに したがって、 農業 經營者 

の 中間層 は 完全に 消滅され、 また 以前の ごとき 農業 勞働者 も その あと を斷 つてし まった、 この 時、 農業 

經濟 における 最も 重要な 要素と して 立ち 現 はれた も. のこ そ、 とりもな ほさす 農業 企業家 或 ひ は 資本主義 

的 借地 農業 者であった。 それ 故、 イギリス において は 次の やうな ことが 云へ る。 卽ち、 イギリス におけ 

る 農業 は、 工業に 立ち 遲れる ことなく 早くから その 資本主義 的 形態 を 完成した。 かくの 如き 資本主義 的 

借地 農業 者の 勃興 は、 - イギリス における 農業 經濟の 性格 をー變 させ、 賃銀 勞働者 を 使用し、 巨額な 資本 

を 投下し、 廣大な 都市の 市場 を 目標と して 經營 すると ころの 一 つの 純粹な 企業 的 類型 を備 へる に 至った。 

そして 固定 資本と 流動資本の 尨大な 額が これに 投下され た、 特に 農業の 技術的 方面に おいて、 需要 さ 

れた 資本 は 極めて 尨大なる 額に 上った。 か 、 る 必要に 應 する ために も國家 的な 力に よって 農業に 對 する 

長期 金融 制度が 樹立され ねばならなかった ので ある。 一八 二八 年に 至って 公布され た 『農業 金融 法』、 更 

に 同年 十一 月に 設立され た 農業 抵當會 社 等、 か、 る 農業 企業者の 必要に 適應 せしめた ところの 特質 を充 

分に 示して ゐる。 かくの 如き 農業 金融 制度の 形成 過程に おいて、 借地 農業 者 自身 も その 經營 において 相 

互に 結合し、 農業 組織 協會の ごとき もの を 各地に 繽々 と 組織して 行った。 

ァ メ リカ 合 衆國に おいて は 些か 事情が 異なる。 ァ メ ソ 力 合 衆國は 新開の 國家 であ， o、 農業 金融の 問題が 


發 生した のもョ IP ツバ 各國に 比較して 後れて おり、 制度の 確立され たの も、 また 同様に 立ち後れて ゐ 

る。 だが、 アメリカ 合 衆 國 における 資本主義の 急 テン。 ホな 發展に ともなって、 農業 金融 制度の 發展も 瞬 

く 間に 行 はれ、 農業 金融 問題の 發 生から 金融 制度の 完成まで 僅か 五十 年 を 要した のみで ある。 

ァメソ 力 合衆國 における 農業 金融 制度の 樹立 は、 十九 世紀末 葉で あり、 その 發展 のコ— スは 極めて ス 

ム— スに 整然として 行 はれた。 卽ち 最初 農業の 長期 金融 機關は 農地 抵當會 社 (Far ョ Mortgage  company) 

から 始ま， o、 聯邦 農地 貸付 制度 (The  Federal  Farm  Iban  system) を 以て 完成した。 

この 長期 金融 度 は その 歷史に お い て も 中期 或 ひ は 短期 金融 制度に 比較し て遙 かに 遠く、 アメリカ 合 衆 

國に お い て 農業 金融 制度が 發展 した 時代の 社會的 經濟的 背景と 發 展の條 件と につ い て 解し やうと する 

ならば、 先づ この 長期 金融 制度 を 主題と して 分析し なければ ならない。 特に そのうち でも 農地 抵當會 社 

の 設立され た當 時の アメリカ 合衆國 における 土地 關 係の 變 革と 社 會經濟 的 要求に 着目す ベ きで ある。 

ァメ タカの 農地 抵當會 社 は 一 八 四 〇 年から 一 八 五 〇 年の 間に、 西部 地方に 濫觴した もので、 こ、 にわ 

れ くは歷 史的 大事 件た る アメリカ人の 西部 移動に ついて 想起し なければ ならない。 この 大事 件はァ メ 

タカ 資本主義 をして 急速に 發展 せしめた ところの 一 條件 ともなった。 當時、 一八 一一 一年 戰爭の 後 大量の 

移民が 開發を 目！ S として ー齊に 西部に 向って 移住 を 開始した。 一 八 一 〇 年西郃 地方の 人口 は大體 におい 
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て 百餘萬 人で あつたが、 その後 十 年間に 一倍、 二倍、 三倍と 急激に 增 加して 行った。 かくの ごとき 人： n 

c 西方 移住 は、 そこに ある 無限に して 無 主な. S 地の 存在に 刺戟され たもので、 この 處女 地の 上に 移住 

民 は 充分 その 耕地 面積 を擴大 する ことが 出來 た。 それ 故當 時の アメリカ 合 衆國は 土地 關 係の 激變の 時代 

にあった とい ひ 得る。 國家は これらの 廣大な 土地 を 大量 的に 廉價で 人民に 拂ひ 下げた。 最初 は 一 ェ— 力 

1 當 b 二 弗で あつたが、 一九二 〇 年の 法律に おいて は 更に 引き下げられて 一 弗 二十 五 仙に なった リ しか 

もこの 價格 は、 土地の 位置 及び 地質の 如何に は 全然 關係 なく 一律 平等に 決定され た。 土地の 價格 がかく 

の ごとく 低廉なる 上に、 政府 はな ほ 信用 上の 諸 便宜まで 與 へた。 たと へば、 最初の 土地 拂 下げに おいて 

は、 その 支拂 手段 を、 額面よりも 巿惯 のす つと 低い 國庳 債券 を もって 行 ひ 得る ことにした。 それが ため、 

この 期間に おいて 土地の 賣買は 非常な 勢 を もって 行 はれ、 一八 二 〇 年に はすで に 面積に おいて 一、 九 四 

〇 莴ェ ー 力—、 金額に して ra 、七 〇 七 〇 萬 弗の 土地が 拂ひ 下げられて ゐ たが、 一 八 四 〇 年から 一 八 六 一 一年 

までの 期間に おいて は 面積に して 六、 九 一 一 〇 莴ヱ— 力. ー、 金額に して 六、 四 〇 萬 弗が 拂ひ 下げられ たつ 拂ひ 

下げの 最も 盛んであった 時期 は 一 八 三 〇 年代で、 たと へば 一 八 三 五 年に は 一 ケ 年間で 面積に して  一 、二 六 

〇 萬ェ— 力 ー、 金額に して 一 、五 九 〇〇 萬 弗の 土地が 拂ひ 下げられ、 一 八 三 六 年に は 一 一、 〇 一 〇 萬ェ— 力 

〜、 金額に して 二、 五 二 〇 萬 弗に 達した。 拂ひ 下げの 最盛を 極めた 第二の 時期 は 一八 五 〇 年代であって、 


たと へば 一 八 五 五 年に は 一 ケ 年間で 面積に して 一 、五 七 〇 萬ェ— 力—、 金額に して 一 、〇 五 〇 萬 弗の 土地 

が拂ひ にげられた。 

かくの 如き 土地の 大箭： 的な 拂ひ 下げ は决 して 西部に のみ 限ぎ られ たもので はなかった が、 か 、 る 自由 

、の 結果 は 一 方に おいて 農業の 資本主義 化 を 促進 するとと もに、 他方に おいて は —— アメリカの 歷史 

において 有名な かの 大規模な 土地 投機 を も惹き 起した。 そこで、 資金め 需要が 切迫 を 吿げ、 土地 財產と 

金融との 結合して ー體 となった 機關が 『時流に』 投じた。 人口の 西部への 大移仵 後、 一般 新興 都市の 商 

人た ち も、 この 新開地の 將來 における 發展を 見 透して、 農地の 抵當 貸付け^ 開業し、 彼等が 得た ところ 

の 契約 誇 W をば 東部の 金融 中心地に おける 投機 者に K 付けた。 同時に 東部、 たと へば、 一一 ュ— イング ラ 

ンド 等に おける 商人た ち もまた 各種の 會社を 設立して 西部の 農地 抵當證 券 を 買って は 隣人、 親友た ちに 

賣 b 付けた。 然し、 當時 において 『農地 抵當會 社』 と稱 する もの も、 决 して 土地 抵當 のみ を^ 門に して 

ゐ たので はなく、 他の 業務 を も兼營 して ゐた。 これらが 土地 抵當 のみに r: マ 門 化した の は 一 八 七 〇 年 以後 

のこと である。 南北. 戰爭後 、西部に おける 開懇 事業 は ま す く發展 を 遂げ 、それに ともなって 土地 抵當會 

社 も 雨後の 筍の ごとく 鑌 出して 來. た。 また 各省 政府 も 一 八 八 七 年 以後 各種の 法令 を 相次いで 公布し、 その 

法律 的 地位 を 認める に 至った。 一 ^ 一  四 年、 各地に おける 土地 抵當會 社 は その 焭 業の 統 一 化 を はかる た. 
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めに、 アメリカ 農地 抵當 銀行 組合 を 組織した。 各 重 耍抵當 銀行の この 組合への 參-加 者 は 無 盧數百 を數へ 

るに 至り、 過去 幾 百年 間に 亙って 發展を 遂げた アメリカの 土地 抵當會 社 は、 こ、 に はじめて 農業 金融 制 

度に おける 組織の 完備した 統一的な ものと なった ので ある。 かくの 如く、 アメリカ における 農業 金融 制 

度の 樹立 も、 當 時の 資本主義 的 土地 關 係の 發展 に照應 した ものであった。 


第三 章 支那 農村 における 舊來 の 貸借 關係 

ドイツ，、 イギリス、 アメリカ 合衆國 等に おける 國家的 農業 制度の 樹立 は、 旣に 述べた ごとく、 それ ぞ 

れの國 家に おける 資本主義の 發 達に 照應し たもので あった。 したがって、 ー國 における 例は决 して その 

ま、 决 して 他の 國に 移し 得る もので はなく、 たと へ 移し 得た としても それ は 何等 機能 を發 揮し 得る もの 

ではなく、 また 問題 を 解决し 得る もので もない。 

十 年 前の 支那 農村に は 近代的 息氣 のか、 つた r 農業 金融』 とい ふべき もの は 殆んど 存在して ゐ なかつ 

た。 あった もの はた ゾ 高利 貸 だけで ある。 最近 十年來 近代的 農業 金融 體系が 僅かながら 建設され はじめ 

ては來 たが、 現在な ほ數 から 云っても 舊ぃ 制度と 比較す るまでに は 到って おらす、 したがって その 勢力 

もま だ舊ぃ 制度と 拮抗し 得る までに は 到って ゐ ない。 

それらの 舊ぃ 金融 體系 はこれ を 三つに 分類し 得られる。 第 一 は典當 (SSBI 日本の 質であって、 支那に おい 

て は 规模の 最も 大 なる を 常と iK ひ 之に 次ぐ ものが 質、 第三 位が 典、 第 四 位が 押で ある。 岡 野 一 朗 『經濟 辭^』 より) で 第 一 一 ま 
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個人 貸借、 第三 は合會 (譯 Si II 日本 Q 講或ひ は 無盡に 営る) である。 合會は 高利 貸體 系に は屬 しない 故、 こ 

れを 措く として、 前 二者に ついて 見る 時、 その 背景の 最も はっき b とした もの は典當 で、 それ は 完全に 

豪紳、 地キ： によって 組織され た 高利 貸機關 である。 一 九 三 一 年 以前 まだ 農村 經濟が 急激な 崩壊 過程に つ 

き 進んで ゐ なかった ころ、 典 當業は 最も 繁榮を 極めて ゐた。 如何なる 奧 地の 小 都市と いへ ども、 餞莊の 

なかった ところ はなく、 典當舖 (質： S は 地方での 唯一 の 金融 機關 であった。 彼等 は 低利で 預金 を 吸收し 

て は、 高利で それ を 貸付け てゐ た。 一軒の 典 當舖の 資本 は 最少な もので も 二三 千 元、 最大の もの は 二十 

萬 元に 達して ゐた。 全國 的な 統計に よると、 赘本金 一 萬 元 以下の 典 當舖は 極く 少數 である。 これによ つて 

も、 この 典 當鋪が 高利 貸體 系の 中で も 最も 重要な 一翼 をな して ゐた こと を 知 b 得る ので ある。 典 當舖の 

高利 貸 的 性質 を 示す ものと し、 二つの 方面から これ を 見る ことが 出来る。 その 一 つ は その 利率が 極めて 

高い ことで、 月利 一分 八 厘と いふの は、 最低限 度であって、 普通 は 月利 二分 以上、 甚 しきに 至って は 三 

分、 四 分の もの すら ある。 浙江 省に ついて 見るならば、 金 華、 蘭雞、 東 陽 及び 浙江省 西部 各縣 において 

は いづれ も 月利 一 一 分 以上で ある。 江 蘇 省の 北部に おいて は 普通が 三分から 四 分の 間で、 海門 縣 では 三分、 

無 錫で は 二分 五 厘で ある。 北 平 及び その 近郊に おいて は いづれ も 三分、 河北 省の 比較的 邊 鄙な 縣 におい 

て は 四 分 乃至 五分に 達して ゐる。 陳翰笙 氏の 調资- によると、 廣 東の 典 當舖は いづれ も 月利 二分 乃至 三分 


を 要求し、 廣州灣 地方で は 月利 六 分に すら 達して ゐる。 押 店 fsssi 質 St の 一 稀であって、 叫 常/り も その 规搽小 

さく、 典 常 舗 を 上級 質屋と したら これ は 下級 質屋で ある、 より 高利 を 貪る。 淸朝 時代 押に は 官許 を綏 ずに營 業し てゐる ものが 多く、 

そのため その 營柒を 禁止され てゐ たもので ある) の 收取率 は 一 曆 苛酷で ある。 たとば 廣寧縣 力 四郎>  - おける 曱^ 

の 利息 は 月 十分に も 達して ゐる。 廣西 省の 狀態は 北 平社會 調査 所の 調査報告に よると 月利 三分と いふの 

が 大多数 をん めて お， o、 安徽 省で は 大部分が 三分 乃至 四 分の 間で ある。 なほ、 われ，/^ が こ、 で 特に 注 

^しなければ ならない こと は、 三分と か 四 分と かとい ふ 月利 も、 それ は單に 表面上の ことで、 實 際に は 

銀と 銅錢 の，： 巾 ^變 動に よって 生す る 利益 は 皆 典 當舖の 所得になる ことで ある。 この 外にな ほ— 月不過 五』 

とい ふやうな 習慣が ある。 卽ち、 月の 五日 を 過ぎたならば 利息 は 一 ヶ月の 計算 を もって 支拂 はねば なら 

ぬと いふの がそれ である。 

第二に、 ® 當舖の 貸借 は决 して 物品の 時惯 のま、 で 行 はれる もので ない ことで ある。 典 當舖が もし 十 

K の 品物 を 取った とすれば、 その 中の 幾つか は 受け 出し 得すに 必らす 流れる ものと 見なければ ならない。 

それが ため 彼等 は 最初から すべ ての 品物が 流質す る ものと して 評惯 し、 更に その 中から 流質した 時の 利 

息の 抝 失 を 差し引き、 また 入質 物が 時節 後れと なった 時 (たと へば 衣服の 如き) の 損失 を 差 引き、 また 

流 I：：； 物 を K る 時の 商業 上の 損失まで も 差 引く。 したがって、 一 つの 物品に 對 する S の 値 は 最も 高くて 三 
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割、 安い 場合に は 僅かに 一割 程度で ある。 それでも 背に 腹 はか へられ や 農民た ち は、 この 獨占 的な 傲岸 

な 質屋の 番臺 にす がらなければ ならない ので ある。 

. 個人的な 貸借 狀態 は、 色と b ど b で その 種類 も 非常， に 多く、 また その 苛酷な 狀態 は、 あたかも この 世 

の 地獄 を 思 はせ る ものが ある。 先づ 各省に おいて 最も 一 般 的に 行 はれて ゐる 方法に ついて 見るならば、 

大體 において 次の 三種に 分かち 得られる。 第一 は 現金 貸借で ある。 中央 農業 實驗 所の 統計に よると か、 

る 現金の 貸借 關係は 五六 %  (これ は 良 債 農 戸の 全 農 戸に 對 する パ ー セン テ 1* チを 指す) を 占めて お， o、 商人 池 主が 

農民 を收 取す る 最も 甚し いもの、 一 つで ある。 その 高利 貸的狀 態に ついて 見るならば、 たと へば 浙江省 

方面に おいて はか、 る 金 貸に は 普通 地主 或は 商人が 多 い が 中に は 何等 正業 を もた すに 專ら 農村に お い て 

金貸し を 行って その 利で 生活して ゐる もの も 少なくない。 また 商人で 金貸し を 行って ゐる ものに は農產 

物の 寶買を 行って ゐる ものが 多い。 浙江 省の 主 耍農產 物と して は 米であって、 こ、 では 米屋が 本業と し 

て 米の 賣買、 貸付け、 掛け 賣 b を 行って ゐる 外に、 金貸し を も兼營 して ゐる。 中には 現金 を 貸し 付けて、 

米で 元利 を 償還 させて 法外な 利益 を 得て ゐる もの も ある。 嘉興縣 における 生糸 商 は、 養 S 時期 農家の 桑 

の 買 ひ 入れに 現金 を 貸し付け、 期限 を 一 ヶ月と し、 百圓 について 十圓の 利息 をと つて ゐる。 『加 一 餞』 と 

いはれ てゐ るの が これで ある。 この 外に 耕 牛 商に よって 行 はれて ゐる 『牛 帳』 とい ふの が ある。 これ は、 


春から 初夏に かけて 農民た ちが 耕 牛 を必耍 とする 時に 農民に 耕 牛 を 掛け 寶， o する。 最初の 手 付 金 は 一 元 

であって、 陰曆 六月 末に 淸算 する 規約に なって ゐる。 だが 六月 末から 秋の 收穫 時まで はま だ 二 ヶ月 餘も 

間が あり、 農民が どうしても 金の 都合が 付かない 場合に はな ほ 九月まで 延期す る ことが 出來、 その 際に 

は 一 元に 對 して 一 角 五分 (15111 角 は 一 元の 十分の 一 、 一分 は 一 角の 十分の 一 ) の 利息 を支拂 はなければ ならな 

い。 もし 九月に なっても それが 支拂れ ない 場合に は 更に 年末まで 延期す る ことが 出来る が、 その 際に は 

更に 一元に ついて 一 角 五分の 利息 を支拂 はなければ ならない。 

^に 安徽 省に おける 農民の 借金に つ い て 見るならば、 小作人が その 耕地 所有者た る 地主から 借金す る 

場合、 その 利息 は 比較的 低い が、 それに 反して、 「磨 房」 (製粉所) 等の 商人から 借りる 場合 は 利息 も 比較 

的に 高い。 普通の 貸借 はこれ を 二つに 分け 得られる。 一 つ は 現金 貸借で 利率 は 大部分が 二分 以上、 高い 

ものに なると 四、 五分の もの も ある。 湖北 省に おいて は 農村の 大半が 極度の 貧窮に 陷 つて ゐ るた めに、 

一般 貧農 は 借金に よって その 日 その 日 を 過ごさなければ ならない が、 その 融： 迪 方法 は、 現 余： 借， o の 時 は 

他人の 保證を 得なければ ならす、 月利 は 通常 三分 五 厘で あるが、 金融 逼迫の 際に は 四、 五分にまで 高め 

られ る。 最も 高利 貸 的 性質 を 現 はして ゐる ものと して は 『九 當十外 加 三』 とい ふ 方法が 行 はれて ゐる。 

それ は 九十 元 を 借りれば 百 元と して 計算し、 その外に 月 三分の 利息 を支拂 ふので ある。 又 『雙脚 跳』 と 
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いふ 方法が あるが、 それ は 一 串 (譯註| 淸朝 時代の 幣制に おいて は制錢 (穴 開錢) 一 千 個卽ち 一 千 文 を もって 一 串と 呼ん 

だが、 民圃 になって から は 制 錢が廢 せられる とともに 十 文、 二十 文の 銅 货を發 行し、 十 文 錢百枚 を もって 一元と 規定した。 尙湖 

北 省に おいて は 九 百 七十 文 を もって 一 串と 呼んで ゐる) の 金 を 借りれば 日步 二百 文 を支拂 ふので ある。 『日 百 子』 と 

いふの は 一 串の 借金に 對 して 一 夜每に 一 百 文の 利息 を支拂 はなければ ならない。 湖南 省に おいて は、 普 

通 農民が 食糧の 缺 乏を吿 げた 時に 他人から 借金す るので あるが、 その 利息 は 穀物 を もって 支拂 はれ、 そ 

の 利息 は 元金 百 元に 對し年 通常 米 六 石で ある。 もし 現金 を もって 利息 を 支拂ふ 場合に は、 通常 月利 三分 

である。 湖南 省 第一 次 全 省 農民 代表 大會 における 各地 代表の 報吿 によれば、 湖南 省に おける 高利 貸の 利 

息 は 高い ものに なると 月利 一 割に 達する 俗に r 大加 一 』 と稱 せられて ゐる ものが あ り、 また 借金 九 元に 

對 して 月利 一 元 をと る 『九十 歸』 とい ふの も ある。 利息の 最も 高い ところ は、 南縣、 安 化、 華容 等の 諸 

縣で、 そこで は 月利 二割に 達して ゐる。 慈 利、 永 明、 城步 等の 諸縣 において は 一層 高く 月利 三 割で ある。 

來陽縣 に は 『九 出 十 歸外加 三』 とい ふ 方法が 行 はれて ゐ るが、 それ は 九 元 を 借りた とすれば 一 ヶ月 後 こ 

れを十 元と して、 この 外にな ほ 三角 (讓！ 元の 十分の 一 二) を 利息と して 支拂 はなければ ならない ので あ 

る。 常 德縣の 農村に おいて 普通 行 はれて ゐる 方法で は、 七^ を 借金す ると 一 ヶ月 後 これ を 一 元と して 償 

還し なければ ならない。 桃源 縣には r 孤老 餞』 とい ふ 方法が ある。 それ は 一 月毎に 倍になる のであって、 も 


し 一元 を！ 5b たと すれば、 その a 月に は 二 元にして 返濟 し、 二 ヶ月 過ぎる と 四 元、 とい ふやう に 等比 級 

數を もって 增 加して 行く。 慈 利縣 では 利息 を 穀物に よって 支拂 はれ 一 串 錢に對 して 年利 一斗で ある。 岳 

陽に は 『押 乾租』 と稱 せられる ものが あるが、 それ は 現金 四 元の 借金に 對 して 年 穀物 一石 を 利息と して 

支拂 はなければ ならない。 益 陽縣 では 五月 穀物 一石 を 借， o ると 八月 二 石に して 返還す る。 便 縣こは 『水 

穀』 とい ふ 慣習が ある。 それ は 現 銀 一 元の^ 金に 對 して 一 ヶ月 後 利息と して 穀物 三 斗を慣 還す るので あ 

る。 新寧縣 では 一 串 を 借 b ると、 一年に 利息と して 穀物 一石 を支拂 はなければ ならない。 衡陽縣 に は 『標 

穀』 とい はれて ゐる 方法が ある。 それ は 四、 五月 ごろ 穀物 一 石 を 借りる と、 それ は 一 年 を 通じての 最萵 

の 値段 を もって 現金に 計算され、 七、 八月の 收穫 時に 最低の 惯格 によって 換算し 支拂 はされ る。 その上 

月 息 六、 七 分が 加算され、 この 穀物の 債 格に よって 收 取され る もの を 加へ るなら ば、 負責 者が 友 拂ふ刊 

息 は 三 ヶ月 間に 元金の 三倍 以上になる わけで ある。 城 歩 縣には 『八 斗 九 年 三十 石』 とい ふ 方法が ある。 

それ は、 穀物 八 斗 を 借りる と 九 年間に 三十 石に して 返還す るので ある。 

利息の 低い 地方と しての 沅江、 南縣、 常德、 岳 陽、 S 江、 慈 利、 安 化 等の 諸縣 では 月利 五分で あ， o、 華 

容、 桃源 等の 縣 では 四 分、 湘鄕、 道縣、 臨湘 等の 縣 では 月利 三分で ある。 

四川 省に おいて は、 農民の 借金 は 普通 土地 家屋 等 を 抵當に 入れ、 その 利率 は 月 息 一分 五 厘 乃至 三分で 
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ある。 しかし、 凶作の 年な ど 質草 もな く、 子供 を寳 るに も 買手が なくなった やうな 場合に は 利 良 もま こ 

引き上げられて 五分 以上になる ことがある。 甚し きも のにな つて は、 『大加 一』 (たと へば 十 元 借 b る 

と每 月利 息 一 元 を支拂 ふ) とい ふやうな 方法 をと る もの も あ， o、 叉 『放 關錢』 と 云 ふ 方法に 出る もの も 

ある。 この 『放 關錢』 とい ふのに は 百關、 五關、 六關の 三種あって、 百關は 十日 毎に 支拂 ひ、 百日で 元 

利 を 全部 償還す る もの、 五 關はー ヶ月 每に 支拂 ひ、 五ケ 月 を もって 元利 を 償還して しま ひ、 六關 もまた 

一 ヶ月 每の 支拂 ひで 六 ヶ月に 完了す る ものである。 たと へば、 こ、 で 十 元 を 昔， o て、 これ を 『百 鍋』 の 

方法に よって 支拂 ふと すれば、 十日 每に 元利 息と もに 一 元 二 角 を支拂 はなければ ならす、 もし 『五 關』 

の 方法に よると 毎月 二 元 四角 づ、、 『六 關』 の 方法に よると 毎月 二 元づ、 を支拂 ふので ある。 しかも、 そ 

の いづれ においても、 借用者 は債權 者に 對 して、 確赏 なる 保 證人を 必要と し、 もし 期限が 来ても 支拂へ 

ない 場合に は、 罰金と して 倍額 を 出さなければ ならない。 又、 『打々 餞』 と稱 する ものが あるが、 そ、 e よ 

現金 一元の 借金に 對 して、 三日 每に 利息 二 角 或 ひ は 三角 を支拂 はされ る。 また 『三 三 制』 とい ふの：^ 

あるが、 それ は 利息が 三分で、 期間が 三 ヶ月、 保證人 三人 を 必要と する ので ある。 これによ つても 支 

那 農村に おける 借金が 如何に 困難な もので あ， o、 百 元 以上の 貸借 は殆ん どない とい ふこと が 明かになる 

であらう。 この 外に 『喫 穀利』 とい ふの が ある。 これ は 現金 を 所有して ゐる ものが、 小^: 農： 對し、 そ 


小作 保證金 を支拂 ふために 貸し付け、 秋期 收穫後 その 利息 は 穀物で とる。 大體百 元に 對 して 米 二 石 五 

斗 乃至 四 石 五斗で あるが、 その 利息 はたと へ譽： 年で も 凶年で も、 一向お かまいな しに 取 仕上げられる。 

廣西 省の 農村に おいて は、 現金 貸借に 對し、 返濟は 現金で なされる ものと 穀物で なされる ものと 二つ あ 

る。 しかし、 普通 は 前者よりも むしろ 後者の 方が 多い。 その 利率 は いづれ においても 月 三分 以上に なり 

穀物で なされる 場合 は、 たと へば 蒼梧縣 において は、 現金 一元 を 借りる と、 利息と して 普^ 穀物 五 斤、 

六 斤 を支拂 ふ。 桂林、 柳 江、 寧邕 等の 地方で は 十 斤 前後で ある。 

廣東 省に おける 農民の 借 債に ついて 見れば、 冬期に は 多くが 穀物 糧秣 を 借り、 春季の 植付 期に は 多く 

が 現金 を 借りる。 しかし、 近年 は 現金 借 b の增 加して ゐる 傾向が 明かに 看取 ざれる。 廣東 農村に おける 

現金 貸借の 利息 は 普通 月 二分 乃至 三分で あり、 年利に なると 二割 前後と なって ゐる。 海南岛 各縣 におけ 

る 普通 月利 は 四 分 乃至 五分で あ b、 化縣、 茂 名、 大埔、 揭陽、 及び 高 明 等 諸縣の 農村に おける 利息 は 

大體 月利 五分と なって ゐる。 中山縣 において 農業 經營 者が 土 豪から 借金す る 場合の 利息 もまた 月 五分で 

f、 もし 期限が 切れても 支拂 はれない 場合に は、 立 毛が 債權 者に よ つ て處 分され る。 茂 名縣の 農村 

における 現金の 貸借 は 二十 元 以下であって、 その 利息 は 大部分が 月 五分で ある。 番禹、 沙^に おいて は 

百數十 元に 對 して、 月利 は 普通 四 分 乃至 六 分で あ b、 又 年利 二割 以上の もの も 多い o(as4l-£! 文に 二分と な 
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つて ゐ るが 誤植で あらう) 新會縣 の厓西 地方 及び 京 背に お い て は 年利 四 割、 六 區の牛 灣鄕に お いて は 年利 六 割 

に 達し、 信 宜縣の 茶 山村で は 年利 七 割、 吳川 縣の黎 村で は 年利 十 割にまで なって ゐ る。 現金 借 b に 對し穀 

物 を もって 元利 を 支拂ふ 場合に 利息 は 一 曆 高くなる。 この 方法 は債權 者の 側から い へば 立 毛 を擔呆 とし 

た 貸付け であるが、 債務者の 方から 云 へ ば 立毛賣 b であ b  、地 孃賫. o である。 こうした 立 毛を擔 保に して 

貸付け を 行 ふ もの は 地主、 商人、 或 ひ は 富農で あるが、 彼等が 收穫時 その 穀物の 値段 を决定 する 場合 値段 

は、 普通 市價の 三分の 一 である。 茂名縣 第四區 西岸 村に おいて は、 一 元 を 借 b ると、 四 ヶ月 後 元利 息と して 

穀物 四 斗 を支拂 はなければ なら や、 穀物 四 斗の 市惯は 1 一元 以上で ある。 樂昌縣 及び 陽山縣 における 立毛擔 

保の 貸付け は、 普通 陰萨 三月に 現金 貸借 をな し、 陰曆 六月に 元利 を囘收 して ゐるニ 1 一元の 借金に 對 して は 

穀物 一 擔 が支拂 はなければ ならす、 穀物 一 擔の價 を 五 元と すれば、 債務者 は 三 ヶ月の 間に 三- 兀の 現金に 

對 して 二 元の 利息 を とられる 譯 である。： 一般的に 云って、 廣東 において は 最近 利率 は 上昇傾向 にある。 

河北 省に は 『閻魔 債』 と 俗に 云 はれて ゐる 高利 貸 制度が ある。 これ を 行って ゐる もの は、 大部分が 地 

方の 土 豪劣紳 であり、 その 方法 も 決して 一 定 して ゐ るので はない。 或る もの は證文 をと り、 或る もの は 

證文 のな いのも ある。 貸借 は 普通 現金で あるが、 或る 場合に は 食糧、 農具 或 ひ は 役畜の こと も ある。 利 

率 は 最低が 月 息 三分で あるが、 多い のになる と每月 一割、 年 十二 割 餘のも あり、 日步 貸しと 殆ん ど異ら 


ない。、 こうした 高い 利率 は それ を證 文に 明記し ない ことによって、 法律 的 干涉を 免れて ゐる。 抵當品 は 

普通 地 券 (土地 騰記證 書) であり、 その 次が 家 星 證券 (家屋 騰記證 害) である。 信 川に よる 貸借の 場合 

は保證 人 をた てる。 保 S 人 は 店舖を 所有して ゐる もの か 或 ひ は 連 帶保證 か 代理 償還 保證 でなければ なら 

ない。 返濟 期間 は 一 ケ年、 十 ヶ月、 八 ヶ月、 六 ヶ月 等で あるが、 長期な ものに は 三年 成 ひ は 五 年と いふ 

やうな もの も ある。 返濟 方法 は 次の ごとき 四 種に 分かれて ゐる。 

g 利息 は 月賦で、 元金 は 期間 満了の 時完濟 する (たと へば 百 元 を 年利 三 割で 借， o 期間 を 一年と すれ 

ば、 月々 利息 三 元 を支拂 ひ、 一 年後に 元金 を 償還す る) 

S 先に 利息 を 差 引いて、 期限 満了の 時に 元金 を 償還す る。 (たと へば、 百 元 を 年利 三 割で 借， o る 約束 

をした 場合、 最初に 三十 元は 差 引かれ 手 取 七十 元に 對 して、 期限 滿 r の 際に 百圓 を返濟 する。 

g 分利 合租 とい ふの が ある。 この 貸借 は 多くが 土地 を擔 保に した もので、 たと へば 土地： A:g を抵當 

として 百 元 を 借，^、 一  ケ年を 期限と した 場合、 債務者 は その 年に おける 土地からの 生產 物の 幾 割か 

を 利息と して 支拂、 期間 潇 了の 際に 元金 を支拂 ふ。  ， 

£ 元利 分割 償還。 例へば 百 元 を 一 ケ年 期限、 四 期に 分けて 償還す ると すれば 三 ヶ月 ごとに 三十^え 

宛 を 支拂 ふ。 
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閻魔 債と は 文字 通， o 閻魔 様の ごとく 苛酷な 貸借で ある。 普通の 借金に おいて は 額が 大きく なれば なる 

ほど その 利息 率 は 引き下げられ、 償還 期 K が 長く なれば なる 稃 利息 率 は 引き上げられ るので あるが、 こ 

の 閻魔 債に おいて は 利率、 返 濟期眼 及び 借金 額の 如何に か、 はらす 一定して ゐ るからで ある。 閻魔 債 を 

貸し付けて ゐる ものに は 富 商の 外に 市井の 不賴漢 が ある。 彼等 は 色々 と インチキな 手段 を 弄して 外から 

の 癸 本 を 集めて これ を 行って ゐ るので あるが、 地方の ゴ U ツキ、 盜賊、 妓樓 等々 良から ぬ商寶 をして ゐ 

る ものと いづれ も密 切な 關係を もって やって ゐ るので ある。 この 外にな ほ 『倍々 餞』 と稱 する ものが あ 

る。 それ は 借金す るに 當 つて 先 づ紅契 (官の 登記 を 受けた 地 券) を抵當 にし、 もし 十 元 借 b たと したな 

らば、 月利 三- 兀で、 もし 返濟 期限が 来ても 返濟し 得ない 場合に は、 利息 は 倍加され る。 また 『小 費鋟』 

とい ふ ものが ある。 それ は每 月利 息 を 支拂ふ 以外に、 借金 證文を 作る 時に、 筆墨 費 及び 茶代と して 幾何 

か を 納めなければ ならない。 しかも、 償還す る 時 その 金は鏢 一文 差 引かれる 譯 ではない。 河南 省の 農民 

の 貸借 關係 は、 たと へ 如何なる 方法に よらう ともす ベ て 確 實な保 證人或 ひ は 擔保品 を 必要と されて ゐる。 

蓄 穀物 は 食ひ盡 し、 まだ 新穀の 收穫 されない 季節な どに は 月利 三分 以上が 要求され、 邊 鄙な 農村に おい 

て は 一 割 以上 とられる もの も 少なくない。 河南 省 財政 廳 一 一十 一 一年 度の 調査に よると 同省 一 百 十 一 縣 のう 

ち 最高 月利が 三分 以下であった もの は 僅かに 十一 縣 であった。 しかして、 同省に おける 高利 貸の 種類に 


は 次の 如き 幾つが ある。 

^ 「控 花喂 一 と稱 せられて、 主として 棉花 裁 培地 方に 行 はれて ゐる ものである。 春 二、 三月 ごろ 農民 は 

綿花 商 或 ひ は 富裕の 家に 借金 を 申込む、 そして、 秋 棉花 を收穫 した 時に 現物 を もって その 本 利息 を 

廣還 する。 でと へば 春 六、 七 元 を 借りた とすれば、 秋 綿花 ー擔を 元利 息と して 返濟 しなければ なら 

ない。 綿花 一 擔と いふの は市價 にして 十一 一、 三 元に 當る。 

S 驢打滾 I— これ は 期限 一 ヶ月で、 利率 は 四 分 乃至 五分、 もし 期限が 過ぎても 償還 出ない 場合 は、 

その 利率 は 幾何 級數 的に 增 加して 行く、 蓋し、 最も 苛酷な 複利と 云 ひ 得る。 

^ 年期 —— 卽ち 一 年 を 期限と する もので、 利息 は 月利 三分 前後、 満期の 際に 元利 を 全部 支拂ふ もの 

をい ふ。 

g 月 期 _ 一  ヶ月 を 期限と し、 利率 は 普通 一 元に 對 して 一 百 五十 文 (ag4l 約 四百 文が 一 お、 十 角が 一 元) 

乃至 二百 文で ある。 債 權者は 多くが 小 商人で あるが、 中には 素人の やって ゐ るの も ある。 河南^ 西 

北 地方の 各縣 において は 高利 貸 を： 粤 門に 行つ てゐる もの も ある、 俗に これ を 放 帳舖と 呼んで ゐる 

^ 祖省 の &縣に 行 はれ て ゐ る 貸借 は、 普^ 債務者 か ら 仲立人 をた て 、 保證し て もら ひ、：！： 時に 不泐産 を 

抵當に 入れる。 場合によって は 中立 人の 外にな ほ 承 還 者 を 必要と する 場合 も ある。 陝西 省に は 九十 一 ー縣ぁ 
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るが、 最近 同省 民政 廳が 四十 一 縣 について 調资 した 結果に よると、 その 平均 利息 率 は、 月利 約 四 分 一 厘 

前後で、 その他の 五十一 縣 について はま だ 報告書が 發 表されて ゐな いが、 高利 貸の 狀態 はもって 想像し 

得られる。 この 利息 率 は 江 蘇、 浙江兩 省の それと 比較して 殆んど 二倍で ある。 陝西 省に おける 利息 率 は 

以前 かくの 如く 高く はなかった。 民國 初年 (一九 一 一年) 頃 は大體 各地に おいて 三分 見當 であった。 こ 

れが 一 九 二 〇 年の 阿片 裁 培 許可 後、 だんだん 高まり、 裁 培 面積の 廣ぃ縣 ほど その 率 は 高くな つて ゐる。 

關 中で 云 はれて ゐる r 大加 一』 とい ふの は、 月利 一割で ある。 『銀 子 組』 とい はれて ゐ るの は、 十 元 を 借 

りる と 三 ヶ月 後、 麥三、 四 斗 を 元金に 添へ て 償還す る。 また 『囘 頭』 とい ふの が ある。 それ は、 十 元の 

證書を 入れて 八 元 を 借り、 月利 は 三分 乃至 四 分、 二 ヶ月 或 ひ は 三 ヶ月 目 毎に 元利 合計され、 第一 囘の契 

約 更新が 行 はれる が、 第二 囘 目から は 許されない。 期限 滿了 になっても 償還 不能な 場合 は 債 權者は 契約 

書に 書かれて ゐる 土地 を 自由に 抵當 としてと る ことが 出来る。 この 「囘 頭」 の 方法に よると、 八 元の 借 

金 は 一 ケ年內 に 四十 元に 增加 する。 天引きの 甚 しいのに なると 三 割、 卽ち十 元の 證 文に 對 して 七 元し か 

渡されない のが ある。 これ をば 普通 『十 付 七』 といって ゐる。 その他 『逮根 倒』 (或 ひ は 連根爛 ともい は 

れる) 『牛犢 帳』 r 驢 打潦』 (漢 中で はこれ をば 『晝の 一 斗 は 夜の 伴 もち』 と 云って ゐる) 等々 の 方法 はい 

づれも 利に 利 を 付して、 g:. ヶ月 或 ひ は 五十 日內 に、 甚 しいのに なると 一 ヶ月 內に、 元利が 等しくなる。 


漢中、 鎭安、 ml 河、 安康、 嵐皋、 紫 陽、 鎭 e 等の 諸 縣には いづれ もこの 『大加 一』 とい ふ 貸 偕 方法が 見 

ら れてゐ る。. また 『上 錢』 とい ふの が ある。 それ は 十 元 を 偕り ると すれば 最初の 日に 五 负を差 引かれ 

(實際 渡される の は 九 元 五角 だ) それから のち 一 一日 目 毎に 五角 づ 、を 支拂 つて 一 ーケ 刀 で 元利 を完濟 する 

ので あるが、 その 償還 額 は 十五. 元になる。 中には 每日 五^: づ、 支拂 つて 二 ヶ月 間 合計 三十 元 を返濟 する 

もの も ある。 中央 日報の 報道に よると 略 陽縣の 月利 は 最高 は 六 割に も 達し、 前者に 比しな ほ 七 八 侪も髙 

、 o 

第二 は 現物 貸借で ある。 中央 農業 赏驗 所の 統計に よると か、 る 貸 ぼ は 四 八お を 占めて おり、 現金 貸借 

に 比して その 比率 は 僅かに 少ない が、 收 取の 苛酷なる ことむ しろ 現金 貸借 以上で ある。 たと へば、 浙江 

省の 譽-民 達 は 現金 借， o をす る 外にな ほ 食糧 を 借， o 或 ひ は 食糧の 掛け 買 ひ をす る。 食糧 を 借 b るの を浙江 

省 西部 地方で は 俗に 『放 農 米』 といって ゐ るが、 貸 主 は 普通 地主 か 或 ひ は 米穀 商で ある。 農民 は 普： 通 冬 

期に 米 を 借り、 春 叉 は 秋の 收穫を 待って これ を 償還す る。 或 ひ は 春 米 を 借りて 秋の 收稷後 償還す るの も 

ある。 償還 は 米で なされる 時 も あ ひ 或 ひ は 現金で される 時 も ある。 嘉善縣 の 習慣に よると、 冬期 米 一石 

を 借 b ると 翌年の 秋 米 一 石 三 斗 乃至 一 石 四 斗 を返濟 しなければ ならない。 ^興 縣の 湯 村で は、 多-くが 早 

春 米 を 借 b、 秋收穫 のの ち、 米 を 借 b た 時の 値段の 二倍の 現金 を 支拂 ふ。 米穀 商 は 米の 高利 貸 をす るば 
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かりで はなく、 農民に 對し 米の 掛け 賣 b を もして 高利 を 儲けて ゐる。 掛賣 b においても また 定額の 高利 

をと つて ゐる。 掛け 賣 b はたんに 米の みに 限らす、 種子、 肥料にまで 及んで ゐる。 

安徽 省で は、 たと へば 蕪 湖 一 帶には 「稻 債」 とい ふの が ある。 それ は 春に おいて 米 一 擔を 借りる と 秋 

三擔 にして これ を 返へ す。 しかし、 次の やうな 場合、 卽ち、 春 米の 市價が 一 石 六 元の 時 一石 借. o たと 

し、 秋 返濟の 時には 米の 市價 がー 石當 b 二 元に 下った とすれば、 三 石 を返濟 する 外にな ほ 利息 を 支拂は 

なければ ならない。 安徽省 北部 北方に おいて は 『青 麥子 帳』 とい ふの が ある。 それ は 農民が 春 麥七升 を 

借 b ると 新 麥收穫 時 これ を 一 斗に して 返へ す。 もし 麥で 返さなければ 現金 一 元 を 返へ す ( 一 元は 秋期に 

麥ー 一斗 乃至 三 斗 を 買 ひ 得る)。 

廣西 省に おいて は、 穀物 貸借が 最も 高利 率に つく。 普通 一 石の 米 を 借， o ると、 收穫時 利息と して 四十 

斤 乃至 八十 斤 を 返還し なければ ならない。 借りて ゐる 期間 は 短 かくて 四 ヶ月、 長くて 半年で ある。 蒼 梧 

縣には 『時價 行 息』 とい はれる 非常に 巧妙な 搾取 方法が 行 はれて ゐる。 新舊 穀物の 端境期で 穀物 價 格が 

最も 高い 時に、 農民が 穀物 を 借 b ると、 それ は 直ちに その 時の 市價 によって 現金に 換算され、 利息 三分 

が 付せられ る。 それに 對 する 返還 は 八月 以前に 穀物 を もってな される ので あるが、 その 穀物 は收穫 時の 

最低の 市價 f つて 計算され る。 それ 故 名目 上 は 利率 僅かに 三分で あるが、 實 際にお いて は 一石の 穀物 


を 一 一石 以上に して 償還し なければ ならない ので ある。 

廣東 省に おける 現物 貸借 は 何とい つても 廣 州の 甘蔗 問屋の 貸付け が 最も 巧妙で ある。 普通 農家が 甘蔗 

を 植付ける に當 つて、 三、 四 畝に 對 して、. 少なくとも 資金 三、 四百 元 を 必要と する。 この やうな 大口 黉 

金 は 甘蔗 問屋 か ら 融通し て もら ふよ b 外 農民に は 道 はない。 甘蔗 問 星が 貸し付け る の は 全部が 現金で は 

ない。 矢 張 b 大部分が 現物で ある。 卽ち 春季 甘蔗 を 植付ける に當 つて 甘蔗 問屋 はま づ その 種子 を貨 し與 

へる。 そして  一 二 ヶ月 後に 肥料と して 落花生の 搾り 糟 とか 搾 b 殼を 貸し 與 へる。 五月 末の 租税^ 拂に當 

つて はじめて 現金 を 貸し、 秋、 甘蔗が 成長して 來 ると、 甘蔗が 風に 倒れない やうに 支え 木に 使用す る 竹 

竿 或 ひ は 細 木 を 貸す。 秋に はもう 一 度 また 肥料 をし なければ なら や、 租税 を 納めなければ ならす、 また 雇 

傭人の 賃銀 を支拂 はねば ならない が、 それら は 一切 甘蔗 問 星から 貸し 與 へられる。 甘蔗 問屋の 與へ るか 

うした 現物 はすべ て 現金に 換算され るので あるが、 その 換算 は 市價ょ b 一  割が た 高くな つて ゐる。 また そ 

の 期間 も 平均 四 ヶ月の ものなら ば 八 ヶ月と して 計算され その 利息 は 月利 一 分 五 厘で あるが 實 際にお いて 

は 少なくとも 倍で ある。 いよいよ 甘蔗が 收穫 されて 問 星に 賣 るに 當 つても 三 ％ 乃至 八艿の 手数料と 雜費 

と 九 一 ー％ を 問 星に 納入し なければ ならなくなる。 雜費は 或る 場合に はこれ を 『毫 水』 とも 云って ゐる。 農民 

が 出来た せ蔗を いづれ の 問 星に 賣 らうと も、 先に 貸し付け ておいた 問屋 は 手數料 及び 雜費 をと る。 それ 
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ばかりでなく、 先に 貸付け て 置いた 問屋が サ蔗を 受け取る に當 つて は 一 等 品 もこれ を 一 一等 品と してし か 

受け付けない。 かう した 種々 の 搾取 を 加算 するならば 甘蔗 問 星から 農民が、 借りる 借金の 利息 は 月利 少 

なくと も 六 分 以上に 達して ゐる。 第三 は農產 物の 豫約賣 b である。 か 、 る 豫約賫 b は 高利 貸 的 性質 を带び 

てゐ ると ともに、 なほ 尨大な 商業 利潤の 收 取の 意 昧をも 含んで ゐる。 そのうち でも 最も 普：.！ なのが 『靑 

田賣 b』 であるが、 それ は 各地に よって 事情 も 隨分異 つて ゐる。 たと へば 安徽省 北部に おいて は、 遽か 

に 金子の 必要に かられ、 秋收穫 する 籾 を 豫約賣 りする の を 俗に 『妖 風稻』 と稱 し、 秋の 實際 巿惯の 如何 

を 問 はや、 豫 かじめ 寶 S 貝 價格を 評 惯 し、 將來 における 米慣の 騰落 は 一 切 運命と あきらめて ゐる。 

また、 湖北 省に おいて は、 か、 る 作物の 豫約賫 りに 二種 類 ある。 一 つ は 『靑 苗锬』 であり 他 は 『押 乾 

租』 である。 『靑 苗錢』 とい ふ 方法 は 松滋、 公安、 石 首 等の 諸縣 において 最も 多く 行 はれ、 それ は 農産物 

の 豫約寶 りと 殆んど 異なら や、 農民の 利益 を 奪 ふ ものである。 農民が 一 たび その 恩惠を 蒙らん か、 その 

後 は 永遠に 食 ひつな ぎ 困難な 苦境 下に 呻吟し なければ ならない ので ある。 押乾租 とい ふの は 農民が 耕作 

資金に 窮 して、 やむなく 富裕な 商人から 借金し、 稻の收 穫を俟 つて、 これ を 償還す るので あるが、 實 際に 

おいて、 それ は 未成 熟の 農 產物を 前もって 廉 價で賣 b 拂ふ のと 何等^ b はなく、 しかも その 場合、 與へ 

られる 値段 は 僅かに 八 割前 後で ある。 たと へば、 農民が 八十 元 借りた とし、 その 時の 米の 値段が 一 石當 


^'十 元と したならば、 これ を 償還す る 時 は 八 石で 足りる 譯 であるが、 債 權者は その 値^ を  一 •cffib 八- 兀 

とし、 將來 債務者が これ を 償還す るに 當 つても、 その 時の 市惯の 如何 を 問 はや、 一石^り 八 元と して 十 

石を憒 還し なければ ならない。 かう して、 債 權者は その 値 K の 開きの ii: に 二 ^を 儲ける ので ある。 

湖南 省の 事情に ついて 見るならば、 こ、 では 農民が 借金す るに も 借金す る處 のない 時には、 来 だ 刈入 

れ しない 穀物 を^; 却す る。 俗に 『賣 望』 とい はれて ゐる のが これで ある。 近年^ 相次いで 災^に 見 ま は 

れた 結果、 春 收穫の w、 麥、 秋收穫 の棉、 米の 豫約賫 b は 盛んに 行 はれて ゐ るが、 その代^ は大體 にお 

いて 市價の 半額で ある。 

四川 省に おいても 豫約賣 りが 非常に 普及して ゐる。 そこで は 豫約齊 b を 俗に 『老 挨』 と 呼び、 そのう 

ちに は、 r 老 挨穀』 『老挨 糖』 r 老 挨薑』 等の 名稱が ある。 すべて 豫約咨 ¥ の 惯 格 は收穫 時の is 格の 半額 成 

は 四 割で ある。 廣西 省の 或る 地方に おいて は、 豫約賣 b を FTEMS 川』 と 呼び、 また 或る 地方で は r 禾花 穀』 

とい ふ 名 を もって 呼んで ゐる。 融縣 では また これ を 『賣 新穀』 と 呼んで ゐる。 農民が 金の 必要に 迫られ 

て、 地キ： 或 ひ は 穀物 商から 金 を 借りる 場合、 それの 償還 は 新 收穫の 穀物 を もってする こと を 約す るので 

あるが、 その 借 は 債務者に とって 極めて 苛酷で ある。 何故ならば 地主、 商人の 新收 穀物に 對 する 値ぶ み 

は大體 において 市^の 半額、 ひどい のになる と 僅かに 1： 分の 一 にし か當ら ない。 廣西 省內の 約半數 まで 
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の縣に は、 多 かれ 少な かれ この 制度が 見られる。 

廣東 省に おける 農產物 豫約賣 b の 狀態を 見る に、 そこで は 商業資本の 搾取が 特に 顯著 である。 たと へば 

潮 安縣の 農村で は、 汕 頭の 果物 商が 買 ひ 付けに 來て、 蜜柑の 花、 果實、 葉 等 いづれ に對 しても 見込 買 ひ をす 

るので あるが、 蜜柑 問屋 及び 買 付け人 は先づ 借金の形 式で 二三 年後の 收穫 分に 對 して 金 を與 へる。 俗に 

これ を 『贩柑 葉』 とい ひ、 果物 商の かう した 貸付金の 利息 は 名目に は 月利 僅かに  一 二分で あるが 赏際は 五 

分 乃至 六 分 を 超える。 何故ならば 蜜柑 を 花の 時に 買 ふ 定價は 大體に お い て 巿價の 半 S であるから であ 

る。 汕 頭の 商人 はまた 農村の 有力者と 合資 を もって 買 ひ 付け を 行 ふ。 農村に おける かう した 有力者 を 『頭 

家』 と 呼び、 『頭 家』 の 出資 は 普通 二三 割、 商人の 出資 は 七 八 割で、 彼等 は 合計 約 三 四千 元 位の 商業資本 及 

び 高利 貸 資本 を もって 數萬 元の 蜜柑の 賣買を 行 ふこと が出來 るので ある。 惠陽縣 一 帶の 砂糖 製造 工場 も 

農民に 金の 貸付け を 行 ひ、 甘蔗の 買 ひ 入れに 當 つて 元利 を 差 引く ので ある。 その 利息 は 名目 上 月 二分で 

あるが、 實 際に は决し てこれ だけで はない。 廣東 省の 南部 茂名縣 等の 農村で は 農民が 生きた 豚を擔 保に 

して 豚 商から 金 を 借りる。 農民の 借 b 得られる 金高 は 市 價の約 半額であって、 殘 りの 半額 は 豚 商が 豚 を 

寶っ たのち になって はじめて 渡される。 廣州 における 豚 問屋の 貸付け も同樣 であり、 利息 は 名目 上 月 八 

厘 乃至 一 分で ある。 


陝西 省で も 度々 災害に 見 ま はれた 結果、 農產 物の 豫約寳 b 或 ひ は 低當借 b が 盛んに 行 はれて ゐる。 豫想 

農產 物の 抵當 借， o は 農民が 資本の 缺 乏を來 たした 時、 富農 或 ひ は 地主に 對 して 行 ふので あるが、 それ は 

いづれ も 收穫後 農 產物を もって 償還す る。 その 利息 は 普通 農產 物の 評價 差額の 中に 八& まれて ゐる。 たと 

へ ば 十六 元 を 借りた とすれば 收穫 時の 麥の 石當 b 二十 元で あっても、 債權者 はこれ を石當 b 十六 元と し 

て 計算し、 麥 一石 を 取り上げる。 したがって 債 權者は 利息と して 四 元 を 得る 譯 になる。 農產 物の 豫約賣 

り は 債務者が 收穫 前の 農 產物を 富豪な どに 豫約寶 b する ので あり、 その 時の 値段 は、 たと へば 麥の 市惯 

が石當 b 廿元 であると 豫約賣 b において は石當 b 僅かに 十一 一三 元で あ b、 收穫後 現物 を 渡さなければ な 

ら ない。 特に 棉花の 豫約賣 b は 最も 多く 見られて ゐる。 
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第 四 章 支那 農村に おける 高利 貸の 性質と 作用 

支那の 農村に おける 金融 制度と して は歷史 はじまって 以来 今日に 至る まで、 た、、 上咼 利貸體 系が 存在し 

てゐ たのみで ある。 この 事 實に對 して はわれ-. /^もこれ を 確認し なければ ならない。 か、 る 高利 貸 商業 

癸 本の 活躍 は、 かって 支那 農村の 社會經 濟に對 して 偉大なる 作用 を 及ぼした。 第三 節に おいて 述べた 種 

種の 實例 は、 いづれ も 現在 各地 方に おいて 盛んに 行 はれて ゐる 普遍的な 狀態 である。 これらの 實 例から 

も、 われ- ^は 各地 方に おいて 高利 貸が 如何に、 跋躐 して ゐ るか を 容易に 知り 得る。 これ を 量的 方面 か 

ら 見るならば、 農村に おける 高利 貸 は、 この 四 五年來 著しい 滅少を 示して はゐ るが、 それ は决 して 樂觀 

すべき 現象で はない。 何故ならば、 か、 る 減少 は决 して 健全な 生理的 現象と 見るべき ではなく、 むしろ 

危險の 迫った 重病 人の 姿 を 表 はして ゐる。 卽ち 支那 農村に おける 高利貸しの 減少 は 農村 不安から 來 たも 

ので、 この 不安 は 農民の 貧窮が いよ/^ 深まって ゐる こと、 高利 貸借 を 必要と する 状勢が いよいよ 切迫 

してお り、 それに 乘じ、 數 において 減少し つ、 ある 高利 貸 も 更に 殘 酷な 姿 を もって 立ち 現 はれて 來てゐ 

る こと を 物語って ゐ^。 


か 、る 高^. 貸 は 農村の 社會 經濟 において 如何なる 性^ を もち、 また 如何なる 役^ を杲す もので あらう 

か、 この こと は 今 指摘し なければ ならない 點 である。 

第一 に、 われわれ は 高利 貸 をば、 决 して それ 單獨に 見る ことなく、 全社 會 機構に おける 收取關 係の 1 

つと して 把握すべき である。 多くの 學 者の 中には 低利資金の 貸し付けと 信用組合の 擴大 によって、 か、 

る 高利 貸 を 驅遂し 得る ものと 思って ゐる もの も ある。 だが、 彼等 こそ さう した 誤 を 犯して ゐ るので ある。 

高利 貸の 支配 は 他の 收取關 係と 不可分な 關係 にあ り、 その他の 收取關 係 こそが 農民 をば 借金 地獄の 中に 

つき 落した もので あ b、 高利 貸の 魔手 を 振 はして ゐる ものである。 この 事情 は 支那に おいて は 特に 顯著 

である。 支那 農民の 生產 事業 は 『地代』 『租税』 『 價格』 等に おける 種々 の收 取に よって、 自己の 勞 働に 

對 する 賃銀 部分 さへ も 得られて ゐな いのみ か、 最低限 度の 再生 產 さへ も 維持 困難と なって ゐる。 かくて 

彼等 は自 からの 運命 を 高利 貸の 手に 委ねざる を 得なくなる。 先づ 地代に おける 收取 について 見やう。 支 

那 において は 六 〇％ 以上の 農民が 小作 關 係の もとに 生活して ゐる。 彼等 は 来る年 も 来る年 も、 自分の 生 

產 物のう ち半數 以上 を 地主に 献納し なければ ならない。 (畑地の 小作料 は 平均 四 四、 六 河、 水田に おいて 

は 四 六 •  一 ％ である) しかも それ は 表面的な 地代であって、 この 外にな ほ 鍵、 鴨、 蔬菜、 果物 等々 を 献納 

しなければ ならない ので ある。 この 數年來 農村に おける 不安 狀態 はます ます 甚 しくな， o、  土地の 比較的 
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良好なる 地方に おいて は、 地主 は、 地代の 保證金 (押 租) 或 ひ は 豫納を 行 はしめ てゐ る。 全 國 において 地 

代の 保證金 をと る 縣數は 全 縣數の 四 七 •  一  ％ に 及んで おり、 これら は 正税の 外に 豫納 による 利息 を收 取し 

てゐる ものである。 

税、 捐の收 取 狀態は 一 層殘 酷で ある。 北方に おける 『攤 派』 ( 一 種の 徵發的 課税) 及び 南方に おける 附 

加税は 農民の 血の 最後の 一 僑まで もし ぼ， o 上げて ゐる といっても 過言で はない。 槪略 的に 云っても、 江 

蘇 省、 浙江 省、 江 西 省 等に おける 附加税 は、 その 種目 一 百 餘種も あり、 各省に おいて 附加税 は 正税ょ b 

も數 十倍 も 多くな つて ゐる。 北方の r 攤派』 の狀態 はこの 附加税 に 比して 一 曆 苛酷で あり、 その 徵收は 

何等 制限な く、 隨 時に 行 はれて ゐる。 小 は 印紙から 大は兵 差徵發 にまで 農民 は あ b と あらゆる もの を 取 

り 上げられて ゐる。 か、 る撗 暴なる 誅 求に 耐え かねた 北支の 農民が 或 ひ は 身 を 挺して 抗税に 出で、 或 ひ 

は 家 を棄て 、他國 に 流れ出る の は各縣 において 聞く ことで ある。 湯惠蓀 氏が 昨年 西北 地方 を 視察して 歸 

られた 話に よると、 綏遠 地方で は 非常に 良好な 土地が 荒廢 のま、 に まかされて ゐる。 その 现由 は、 政府 

が收税 のために 『丈靑 制度』 (植付け 地 を 測って 課税す る) を 採用した 結果、 農民 は 植付けして 反って 損 

をす る やうに なった ためで あると。 最近 三 四 年来 公路 建設が 盛んに 行 はれて 來た 結果、 農民 は 一 方に お 

) 

いて 自分の 耕地 を 失 ふとと もに 他方に おいて は 賦役 勞働を 課せられ、 それが ためますます その 破 產を早 


めて ゐる。 

地代 及び 租税の 外に、 なほ 農民が 巿場關 係の 價 格の 上に おいて 受ける 收 取が ある。 これは^ 的に 云つ 

て も 決して 小さ いもので はない。 たと へ ば 農村に おける 必需 商品の 價格 吊上げと 農産物の 惯格 下落に よ 

る 鋏狀惯 格差、 農産物の 寶却 輸送 過程に おける 仲買人 等の 占める 法外な 利潤、 幣制の 變化、 その他 植民 

地と 列强國 間にお ける 商品の 不等 價 交換 等々、 これら は いづれ も 支那 農村 經濟 に對 して 苛酷な 收取を 構 

成して ゐる。 地代の 高額、 課税の 苛 重、 取び 價格關 係に おける 尨大な 損失、 これら すべてが 支那の 社會 

經濟 機構に おいて 高利 貸 發展の 基礎 を 形成して ゐる。 

第二、 支那に おいて は 全般的に 高利 貸が 農民の 食擔 となって ゐる。 數字を もって これ を說 明す るなら 

ば、 中央 農業 實驗 所發 行の 「農 情報 吿」 第二 年 第 四 期に 發 表された ものに よると、 全國 における 负債農 

家數は 現金 負債の ものに おいて 全 農家 數の六 五 ％、 食糧 品 負債の ものに おいて ra 八お を 占めて ゐる。 こ 

の こと は 負債 農家が 全國 農家の 少なくとも 半數 以上 を 占 めて ゐる こと を 示し てゐ る。 更に この 狀態 は、 

支那に おいて 最も 富裕 を 誇って ゐる江 蘇、 浙江 地方に おいても、 また 西北 地方に おいても 殆んど 大差が 

ない とい ふこと である。 こ、 で、 われ，/^ が 指摘し なければ ならない こと は、 これらの ftis の， 割合 は贫 

農に おいて 一 層 高くな つて ゐる ことで、 この ことから も、 それらの 負債が 何等 企業 的な 意義 を もつ もの 

第 四 孝 支那 農村に おける 高利 貸の 性質と 作用  二 一  七 


現代 支那の 農業^ 融問题  ニーん 

ではない ことが 看取され 得る。 農村 復興 委員 會が廣 西 省 を 調査した 結果に よると 次の ごとくで ある。 

類  別  負債 農家の 全 農家に 對 する 百分比 

地主  II 

自作農  一 一三 • 五 

半 自作農  四 八 • 九 

小作農  四 四 • 九 

また 中國 銀行が 四川 省に おける 一 、五 五六 戶の 農家に ついて 調査した 結果に よると、 食 債 農家の 全農戶 

數に對 する 百分比 は 六  一 ％ で、 三十 畝 以下の 土地 所有者に おける 負債 農家 は、 全 負債 農家に 對し六  一 ％ 

以上の 比率 を 占めて ゐる。 その外に、 なほ 指摘し なければ ならない こと は、 か、 る 負債の 傾向 はます ま 

す發展 して ゐる とい ふこと である。 李景漢 氏が 河北 省 定縣の 五ケ 村 五 百 二十 六戶の 農家に ついて、 一九 

1 一九 年、 三 〇 年、 三 1 年の 三ケ 年に 一日 一って 調査した ところに よると、 次の ごとき 三つの 點が 特記され てゐ 

る o 

W 食 債 農家が 一年 每に增 加して ゐる こと —— 一九二 九年當 時に おける 負債 農家 は、 戶數 にして 一七 

1 戶、 全 農家 數の三 三ガを 占めて ゐた。 ところが、 一 九 三 〇 年になる と 負債 農家 は 一 一三 〇 戶增 加し、 

全 農家 數の 四四％ を 占める に 至った。 更に 一 九 三 1 年に 至る と 負債 康家數 は 三 0 五戶、 全戶の 五八 诃 


となった。 これ を^ 年の 增加 比率に ついて 見るならば、 一九 三 〇 年 は 二 九 年に 比し、 三 五 ％ の增 加、 

三 一 年 は 三 〇 年に 比し 三 三 ％ の增 加、 1 1 九 年に 比するならば 實に七 八 ％ の增 加と なって ゐる。 

S 借 欵度數 も 一 年毎に 增 加して ゐる —— 一 九 一 一九 年に おける 各 農 戶の借 欵度數 は 總計三 三 五 度で あ 

つたが、 一九 三 〇 年に は 四 六 六 度と なり、 絕對數 において は 一三 一度、 比率に おいて は 三 九 河の 增 

加で ある。 更に 一 九 三 一 年になる と、 借 欵度數 七 一 一六 度と なり 前年に 比し、 數 において 一 H ハ 〇 度、 

比率に おいて 五六^? の增 加で あり、 これ を 二 九 年に 比するならば 數 において 三 九 一度、 比率に おい 

て 1 1 七 ％ の增 加で ある。 

g; 負債の 總額も 一 年毎に 增 加して ゐる —— 一 九 一 一九 年度に おける 農民の 負債 總額は ニー、 〇 一 一六 元 

であった が、 一 九 三 〇 年に は 三 四、 四 〇 一 元と なり、 前年に 比して 六 一  ー％ の增 加で あ b  、更に 一 九 三 

一 年に 至る と 負債 總額は 四 八、 九 四 四 元に 增 加し、 その 增加率 は 三 〇 年に 比し 四 一 一^、 一 一九 年に 比す 

ると 實に 一 三 三 ガの增 加で ある。 

北 平の 一 敎 會が數 年間の 久しき に 亙って 改革に 努力して ゐ た定縣 において すら かくの 如くで ある。 他 

の縣 における 農民の 負 借狀態 は、 これ を もっても 想像に 難く はない。 

第三に、 支那に おける 高利 貸體 系の 性質に ついて、 われく は 次の 二つの 點を 指摘して 置かなければ 
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ならない。 一 つ は、 支那に おける 高利 貸體 系が 列強の 勢力 を 背後と すると ころの 國際的 性^ を带 びて ゐ 

る ことで ある。 過去 六十 餘年來 の 支那の 對外 貿易 は、 極く 僅かの 數年を 除き、 殆んど 毎年 入超 を 見て 来た。 

これらの 貿易 上に おける 國際收 支 は、 或る 場合に は 現金 現 銀の 輸出に よって 平衡され て 来たが、 大部分 

は 外債 或 ひ は 投資の 形 を もって 支那に 殘 され、 支那の 對外 負債と なった。 外國 人が 支那へ 資金 を 殘留せ 

しめて 置く 理由 は、 支那 市場に おける 利息 率が。 ン ドン 市場 におけるよりも 普通 四、 五 厘 高い からで あ 

る。 これが ため、 それらの 外債 及び 投資 は、 支那に あって は 完全に 高利 貸 的 性質 を帶 びて ゐ るので あ 

る。 例 を もって 云 ふなら ば、 彼等の 放資は 直接 支那 銀行、 餞莊、 商店に 對 する 貸付け が 大部分 を 占 

めて ゐる。 昨年 (一九 三 五 年) の 春、 銀 恐慌の 際、 外國 銀行の 放 癸 引き上げの ため 上海 錢莊の 例產、 

閉業 者が 繽 出した こと は、 その 最もよ い 例で ある。 それら 外國 銀行の 資金 は 支那の 銀行、 錢莊、 及び 商 

人 等に 貸し付けられ、 更に それ は 下へ 下へ と 小さく 貸付 けられて 行き、 利息 は それにしたがって だんだ 

ん 高くな つて 行く。 それ 故 支那 農村に おける 高利 貸 は列强 資本 を その 背後に もつ ものであると 云 ひ 得る 

ので ある。 次に は、 支那 自身の 高利 貸 を 分析して a るなら ば、 その 主要なる 分子 は 地主、 商人、 官僚、 

紳士であって、 旣述の 中央 農業 實驗 所の 統計に よって 見る も、 農民の 廣債 先き は、 (一) 銀行、 (二) 錢 

莊、 (三) 合作 社、 (四) 質 星、 (五) 商店、 (六) 地主、 (七) 富農、 (八) 商人の 八 種と なって おり、 特に その 


八 割まで は、 後者の 四つ、 卽ち 商店、 地主、 富農、 商人から である。 

第 四、 支那 農村に おける 高利 貸 は單に 利息 收取を 行って ゐる のみでな く、 その 主耍な 役割と して 土地 

の 兼併 を 行って ゐる こと を われ，/^ は 指摘し なければ ならない。 『高利 貸 は 土地 集中の 槓杆 をな して ゐ 

る』 と 云った 人が あるが、 正に その 通りで ある。 何故ならば 支那 農村に おける 高利 貸 は、 純粹に 信用 貸 

する 場合 は 極く 少なく、 九 割まで は 土地 或 ひ は生產 物を擔 保と し て ゐ る。 生產 物を擔 保と する 方 は 商 

業 資本の 方面で、 これ は 後述す る ことにし、 こ、 では 先づ 土地 を抵當 とした 貸借に ついて 說明 する こ 

とに しゃう。 これ こそが また 最も 普遍的な ものであるから。 土地 を抵當 とした 貸借 は、 各地 方に よつ 

て、 その 形式と 手續は それぞれ 異 るが 大體は 先 づ抵當 入れ、 次が 質入れと 云 ふこと になり、 抵當價 格 は 

普通 質 入惯 格の 半分 或 ひ は 三分の 二で ある。 質 入 債 格 はまた 賣價の 八 割 位で ある。 以前、 抵當は 信用 借 

b と 何等 異ら す、 使用 權は 保留され てゐ たが、 現在 は 質入れが 多く、 質入れに おいて は 使用 權も轉 移す 

るので、 それ は賣 却と 殆ん ど異ら ない。 異る ところ は將來 において 質 受けし 得られる 點 だけであって、 質 

入れす る ことによって 農民の 蒙る 損害 は地價 において 二 〇％ 程度 引き下げられて ゐる のみでな く、 なほ 

每年 租税 を負擔 しなければ ならない ので ある。 それ 故抵當 とい ひ 質入れと いひ、 こうした 高利 貸 形態 こ 

そ 農村に おける 土地 を 少數の 人の 手に 集中せ しめる 主要な 動因と なって ゐ るので ある。 農村 復興 委員 會 
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が 曾って 江 蘇、 浙江、 河南、 陝西、 雲 南、 貴 州の 六 省に ついて、 農村に おける 土地 所有 權の轉 移の 經過 

を 調査し た 結果 は 抵當 、 IS 入 による ものが 最も 多かった こと を發 a し た 。 

土地 を抵當 にして 昔 金した 農民 は、 次から 次ぎに 重なる 收取關 係の もとにお いて、 再び 起ち 上る 機會は 

全く 奪 はれ、 その 高利な 利息 を 負 ひ 切れす に 遂に 土地 を 低廉なる 價で 地主に 賣り拂 ふ。 南方に おいて は 

最近 五ケ 年間の 土地 轉移 中に おいて、 か 、る 方法に よる 土地 集中 は 八 〇％ 以上 を 占めて ゐる。 

第五 は、 支那 農村に おける 高利 貸 は 土地の 兼併 を 促進せ しめて ゐる 外に、 なほ 商業 利潤の 收取を 行つ 

てゐ る。 歷史 は、 いづれ の國 においても 高利 貸 資 本が 商業資本と 混血 兒 であった こと を敎 へて ゐる 支 

那も 勿論 例外で はない。 か、 る 高利 貸 資本 は農產 物の 商品 化の 過程に おいて、 一方 利息 を收取 するとと 

もこ、 他方に お いて は 商業 利潤 をも收 取して ゐ るので ある。 か 、 る 事情 は廣 東に おける 例が 最も 顯 著に 

示して ゐる。 


第五 章 新式 農業 金融 機關の 陣容と その 將來 

支那 內 地に は、 高利 以外 何等 金融 體 系と 稱し 得べき もの はない。 何故ならば、 支那に おいて は 五 〇 

お 以上の 農民が 高利 貸の 收取 下に 呻吟して おり、 その 生活 は 高利 によって ますく 惡 化して ゐる。 か 

くて 近年 來新 らしい 農業 金融 制度の 建設と いふ こと は 各方： 曲の 大 いなる 關心を そ 、つて ゐる。 ^に關 心 

も をつ のみでな く、 最も 熱心に 之 を 推し 進めん として ゐる ことで ある。 最近 十 年來、 農業 金融 機 關は漸 

次 設立され た。 そのうちに 特に 大ぃ ものと して、 たと へば 一九二 八 年に 正式 設立 を a た 江 蘇 農民 銀行の 

ごとき は 全 省に I つて 分 行 九、 支 行 三、 辨事處 十七、 倉庫 一 一 百 十 一 ケ所を もち、 一 九 三 五 年度の 貸付 額 は 一 一 

千 四百 餘萬 元に 達し、 一九 三 三年 度の それに 比する と 三倍 以上の 增加 である。 また 一九二 八 年 成立した 

浙江 農民 銀行 も、 一 九 三 四 年に は 全 省に ¥; つて 分 行 七、 付所廿 九、 貸付 準備 所 十 一 を もってお. o、 そ 

の 業務 はこの 一 一三 年来 特に 擴張 されて ゐる。 また 中國 農民 銀行 も 一 九 三 五 年 四月 一 日、 河南、 湖北、 江 

西、 安徽の 四 劣 農民 銀行 を 改組し、 同時に 一億 元の 法幣發 行權を 獲得した ので あるが、 その後 僅か 一 ケ 

年に して、 湖北、 湖南、 四川、 貴 州、 甘肅、 河南、 陝西、 江 西、 福 建 劣 十  一 ^に 協同組合 (合作. 社) 
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への 貸付 四百 四十 餘萬 元、 協同組合 準備 會 への 貸付け 一 百 五十 餘萬 元、 棉花 運輸 貸付 二十 八莴餘 元、 動 

產抵當 貸付け 百 七十 1 1 萬 餘元、 その外な ほ 特種 貸付け を 加へ て 約 一 千 一 百餘萬 元の 貸付 を 行って ゐる。 

上海 銀行 も 一 九 三 一 年から 農村への 貸付け を 開始し、 貸付 額 は 最初の ニケ 年間に 一 百 萬 元 前後に 達し、 爾 

後 五ケ 年間に 亙る 努力の 結果、 最近の 業務 は 極めて S 况を呈 して ゐる。 その他、 昨年 (一九 三 五 年) に 

は 上海 銀行業 者から 成る 農業 貸付 M が 組織され、 中國 銀行 も 最近 は 農村 事業に 關 心を拂 つて ゐる。 農 本 

局 も 最近 成立した。 左表 は 最近に おける 新ら しい 農業 金融 事業の 發展狀 態 を 示す ものである。 

各省 市に おける 協同 貸付 機關 


島 業 協同 貸付 圑  五  〇• 九 

錢莊銀 號商號  七  ー丄 11 

合作 委具 食、 合作 聯合 社  九 〇  一 六 • 七 

農村 金融 救濟虚  三  9 六 

驟玫府  一 j  1了 一 

其  他  1 六  コ了〇 


その他、 たと へば 中國 合作 學社、 全 國經濟 委員 會、 各地に おける 建 Is 貰 驗機關 等々 は いづれ も 全力 を 

あげて 協同組合 (合作 社) の擴大 につと め、 資金の 貸付け、 出荷 贩賣 方法の 改良に 努力して ゐる。 現 1  土 

のと ころ、 全國 において 協同組合 はすで に 二 萬 六 千 六 百 餘を數 へる に 至り、 昨年 ( 一 九 三 五 年) 一 ケ年 

間にお ける 各 銀行の 農村への 貸付 額 は總額 四千 萬 元 以上に 上った。 これ こそ 正に 進 步と云 はざる を # な 

、 o 

だが、 これらの ものが 果して 今日の 支那 農村に おける 高利 貸 資本の 勢力 を驅逐 し、 新ら しい 農業 金融 體 

系 を 完成し 得る もので あらう か？ この 問題に 對 して、 われく は决 して、 この 幾年 かの 僅かば か， o の 

發展、 僅かば かりの 進步的 意義 を もって 樂觀 的な 肯定的 囘答を 出す こと は出來 ない。 何故ならば、 曩に述 

ベた ごとく、 支那の 高利 貸 は 全社 會關 係の 一 環で あ， o、 その 存在と 跋躐に は それ 特有の 社 會的条 ，牛が あ 
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るので ある。 現在 唱導され てゐる 改良 方法が たと へいく ばくの 改良 的 意義が あると しても、 それが 根本 

的 方面からの もので はない 限り、 高利 貸も决 して 絡滅し 得る ものと は考 へられない。 また、 これ を 現在 

の 新ら しい 農業 金融の 陣容から 云 ふ も 次の 二つの 點を 認識し なければ ならない。 卽ち 第一 は、 現在の 新 

らしい 農業 金融 機關が 質的に も 果して 從來 から ある 高利 貸の 性質 を 離脫し 得る もの か 否か？ 第 1 一は 數 

量的に 云って、 從來 から ある 高利 貸の 地位に 代り 得る ことが 出来る か 否か？ 第一 の、 現在の 新ら しい 

農業 金融 機關が 質的に 果して 從來 からの 高利 貸 的 性質 を 離脫し 得る もの か 否かに 關 して 云 へ ば、 筆者が 

幾つかの 省の 農村に ついて 調査した ところに よると、 現在の 合作 社 及び その他 新ら しい 農業 金融 機關の 

農村 へ の 貸付 は、 决 して 低利資金 とはい ひ 得ない。 その 根本 原因 は 次の 點 にある と 思 はれる。 

S 支那 は國家 全體が 列强の 高利 貸 的 收取を 受ける 地位に 置かれて ゐる。 支那の 國內 にある 如何なる 

黉本 も、 それ 自身 いづれ も 高利 を 背 ft つて ゐる。 銀行 資本 とても、 决 して 例外たり 得ない。 か、 る 

狀態 の もとにお いて 農村 貸付け のみが、 獨 b 高利 貸 的 性質 を 離 脫し得 る箬 がない。 

s: 支那 農村に おける 企業の 利潤 は 非常に 低い。 普通 農産物に おいて は 五 厘 或 ひ は 六 厘の 利潤 を あげ 

る こと すら 不可能で ある。 それ 故、 たと へ 平均 一分の 利息と いへ ども 全體 的な 關係 から 云へば、 侬 

然として 高利で ある。 まして、 現在の 支那の 實 際につ いて 見るならば、 農民が 賃銀 部分 を 利息と し 


て 納付し てゐ るの が 普通と なつ てゐ る。 

5 近年 來各 銀行が 農村に 對 する 貸付け に 力 を 注いで ゐる こと は、 都市に おいて 遊資の 過剩 によって 

わ 息の 低下 を 見、 また 公債、 不動 產 等に 對 する 投機 事業 も從 前の ごとく 活潑に 行 ひ 得ない ため、 銀 

行 資本 は その^:^ の 前途 を盧， o、 詧 業の 對象を 農村に 向けざる を 得 なくなつ にため である。 かくの 

、 

如く、 その 動機 そのものが 純粹に 利潤 を 追った ものである 限， o、 利息 を 合 现 的に 輕減 せしめ？：：： る笞 

がない。 たと へば 上海 銀行の 協同 ffl 合への 放資 は、 規定に おいて は 月 息 一 分と なって ゐ るが： I： 時に、 

その 時の 情勢 如何によ つて は、 適宜 增 加し 得る ことにな つて ゐる。 また 協同組合 員に 對 する 付 利 

息 は 月 一 分 五 M である。 浙江 農民 銀行の 貸付 も 或る 地方に おいて は 月 一 分 五： g である。 中央 農業お 

驗 所の 統計に よると、 協同組合が 借 b る 資金の 月利 は、 八 厘 以下の もの 八^ 9、 八； g から 一分までの 

もの 二三. ％、 一分から 一分 二 厘の もの 三 二  ％、 一分 三 M から 一分 五 厘までの もの ニーお、 一分 五 厘 

以上の もの 一 三％ である。 これによ つても 大部分が 1 分 以上で ある ことが 看取され 得る。 

S 近年 農村の 貸付け は 大部分が 協同組合の 手 を 經て行 はれる ことが 原則と なって ゐる。 かくて、 次 

の やうな 現象が 現 はれて ゐる。 卽ち、 協同組合の 贵任 者、 或る 場合に おいて は 普通の 組合 E 〈すら、 自 

分の 地位 を 利用して 金を^ Eb 出し、 高利 を もって 再び 贫農 に轉貸 する ので ある。 かう した *w は、 
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支那の 協同組合に 經驗を もつ ものなら ば 誰れ もが 承認す る事實 となって ゐる。 烏 江 實驗區 において 

仕事 をして ゐる 筆者の 友人 某 も 曾って それと 同じ 例 を 語った ことがあった。 それ 故、 われわれ は 協 

同 組合の 貸付 利息の みに つ いて 見る こと は 誤. o である。 それらの 利息 は 襲 村に おいて 更に 高利に 轉 

化する 可能性が 非常に 多く あり、 最後に おいて は 矢 張 農民が その 眞の 負擔 者と なること である。 郭 

午 嶠氏は 次の ごとく 云って ゐる。 

『わが 國の 協同組合 組織 は、 屢々 財產 ある ものの みに 制限して 入會 せしめて ゐる。 たと へ /, 山 東， 

澤 における 農村 互助 社 は 十 畝 以上の 土地 を 有して ゐる ものと して ゐる ため、 貧農に は 入 する こ 

とが 出来ない。 而 して 協同組合の 資金 貸付 は 組合員の みに 限られて ゐる ために、 銀行の 貸付け も 

貧農に は 何等うる ほって ゐ ない。 しかも、 今日 支那の 農村に おける 協同組合 は、 多くが 豪 饰比白 級 

によって 主宰され てゐ る。 たと へば 定縣 における 各 協同組合の 如き、 それ を 管掌して ゐる もの は 

大部分が 農村 富農 或 ひ は村內 における 最大 勢力 者であって、 銀行の 低利資金 も、 これらの 徒輩に 

よって、 先づ 自分の 名義で 借 b 出した 上、 高利 を もって 貧農に 轉 貸して その 目的が 達せられて ゐ 

る。』  ， 

s: 現在 協同組合 にしても、 或 ひ はまた 農村に おける 貸付 事業に しても、 それらの 發 展は决 して 贫農 


の 救濟を もって その 目的 對象 として ゐる もので はない。 資金の 信用 貸付と い へど も 必らゃ 抵當を 要 

求し、 協同組合の 加入に もまた 財產 上の 制限 を 付して ゐる。 靑田 及び 運輸 贩賫 に對 する 資金 貸付け 

においても、 五 畝 以下の 小農 は餘 b に 小額の 故 を もって 除外され てゐ る。 銀行の 投資 は 第一が 安全 

にして 囘收の 可能な ことで ある。 この 點、 本質的に 貧農と は 或る 一定の 距離 を 保って ゐる もので あ 

る。 この 事實を 遺憾な く 暴露して ゐる もの は、 浙江省 生 產會議 の報吿 である。 該報吿 によると、 雞 

縣の 合作 社に おいて は、 農業 倉庫の 抵當品 を 一 一 十 元 或 ひ は 五十 元 以上た る こと 、 いふ やうに 極度に 

高く 制限して ゐる。 もちろん 貧農に はかくの ごとき 高價な 物品 はない。 それが ため 大部分の 贫農は 

最低-債 格 を もって 農 產物を 倉庫 經營 者に 賣， o 渡す。 倉庫 經營者 は 農 產物を 集めて しまった のち 再び 

これ を 高 價で賣 却す るので ある。 

第二に、 現在の 新ら しい 農業 金融 機 關は數 の 上から 云って、 果して 從來の 高利 貸の 地位に とって 代 b 

得る か 否か？ この 點に關 しても、 われ- (-は 先に 述べた ところで ある。 農民が 高利 貸の もとで 生活せ 

ざる を 得な いのは、 『地代』 r 租税』 r 價格』 による 種々 の 收取を 受けて ゐる 結果であって、 われ/、 は少 

なくと も 次の やうに は 云 ひ 得る。 假， o に、 か、 る 三種の 收 取がない としたならば、 農民 は 借金す る 必要 

もなくなる。 更に ー步 つき 進んで 云へば、 農村への 貸付 資金が 農村からの 流出 資金 額と 適當の 比例 を も 
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つなら ば、 農村 貸付け の 量的な 增加は 或 ひ は 多少と も 高利 貸 的性赞 を變 革せ しめる ことが 出來 るので あ 

るが、 その 貸付け と 流出の 數的 比較 はどうで あらう か？ 先づ 地代と 租税と？ S 格の 三つの 點 につい-て 見や 

う。 そのうち、 惯 格の 上に おける 損失 は 評 is する こと も 極めて 困難で あるた め 暫く， これ を 措く として、 

先づ 地代の 量的な 評惯 をして 見るならば、 支那に おいて 現在 十億 畝の 耕地 (S 近內政 部の 調査に よると 

十一 億 畝で ある) が あると し、 そのうち 半數 (實際 それ は 最高 限度の 評惯 だ) は 地主から 小作人に 赁 

されて ゐる ものと 見做される。 この 半數、 約 五 億 畝の 耕地に おいて 農產 物の 約 半額が 地代の 名目に よつ 

て 地主に 納入され ると したならば、 それ は 二 萬 五 千 畝の 生產 物に 相當 する。 今一 畝 sb. の 牛-^ 物 平均 惯 

格 を 四 元と したなら ば、 農村に おいて 地代と して 地主に 納付され る 金額 は每 年少な くと も 十億 元 を 下ら 

ない。 これ は 地代に おける 負擔 である。 次に 租税に おける 负擔 について 見やう。 中央の 稅收入 は 每年七 

億 元 前後、 省の 地方 租稅收 入 は全國 毎年 三 億 五 千 萬 元 前後、 縣の 租税 收入は 每年ニ 億 元 前後で ある。 そ 

の 上 中間に おいて 誤 間 化され、 或 ひは附 加せ る もの 少なくとも ー傥五 P 萬 元 位 ある ものと し、 これ を 加 

へ て總計 十四 億 元 前後と 見られる。 これに 對 して 全 II の 農民 は 全人 口の 八 〇％ 以上 を 占めて ゐ ると 假定 

し、 また 全 國の生 產總惯 格のう ち 農民の 生產 せる もの を 九 〇％ とするならば、 十 匹傥 元 中農 民 は 少なく 

とも 八 〇％、 卽ち 十億 元 以上 を食擔 する ことになる。 かくて、 地代 及び 租税の 兩負擔 の 合計 は 二十-億-： 几 


を 下らない ことになる しからば か 、 る^ 大な負 擔に對 比せられる 農村の 貸付金 額 は 幾何で あらう か？ 

「農 情裉 せ」 所載の 一 九 三 五 年度に おける 各省 協同組合の 部分的 貸付 額 は 次の 如くで ある。 


陝  西  七 二  r〇 一 二 元 

山  西  一三 四、 三 八 七 元 

河  北  1、〇 八 七、 七 二三 元 

山  東  一、〇 四 九 、一四 六 元 

江  蘇  二、 ニー 〇、 三 六 一元 

安  ^  二 七 〇、 一八 〇 元 

河  南  1、 二 六 五、 五 〇 八元 

湖  北  四 四 八、 〇 四 三 元 

湖  南  ニー  九、 〇 四 二 元 

江  西  1、五三七、〇七ニ元 

淅  江  七 九 四、 四 七三 元 

. 總  計  九、 六 四 六、 九 四 六 元 


この 統計に よると、 各省に おける 貸付金 額 は總計 僅かに 九 百餘萬 元で ある。 か b にこの 一部分の 數字 

に實 際にお いて はな ほ 遺漏が あると し、 更に その他の 各種贷 付 (完全な 統計 數字 はない が) を 加算し 
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現代 支那の 島 業 金融 問題  二三 二 

たと しても、 われわれ は 今日 支那 農村に おける 新ら しい 金融 機關の 貸付け 額 は 多くと も 五 千 萬 元 を 超え 

る もので はない とい ふこと が大體 において 算出し 得られる。 この 數字 を曩の 二十 億 元に 比較す るなら ば、 

その 差 は 極めて 大 なる ものが ある。 なほ、 黃通 氏の 評價 によると、 『支那に おける 負債 農家が 假に 全體の 

半數を 占める と假定 するならば、 s: 各省の 農家 總數を 五八、 五六 九、 一 八 一 戶と 推算し、 g 負債 農家 數は 

1 一九、 一 一八 四、 五 九 〇 である。 一 戶當 りの 負債 額が 幾何で あるか はもち ろん 據る ベ き 統計 もない 故 不明で 

あるが、 これ を假に 一 戶當 b 八 八 〇 元と したならば、 g 負債 總額は 合計 二十 三 億 元 以上と なる。 しかし、 

これ は 農家の 負って ゐる 債務に ついて 云った のみであって、 次に 耕作 資金に ついて 見るならば 全 國の耕 

地 は 約 十一 一億 畝で あ b、  s 一  畝當 b 經營 * 金 を 五 元と したならば 全體に お い て 六十 億 元の 資金 を 必要と 

する。 實に 驚くべき 數字 である。 現在 支那に おける 所謂 € 業 銀行、 農工 銀行と 名付けられて ゐる もの は 

二十 餘 行に 達して ゐる がその 拂込 資本 總額は 僅かに 二 千餘萬 元にし か 達して ゐ ない。 今年 (一 九 三 六 

年と 思 はれる —— 譯者) 財政 部 は中國 農民 銀行に 對 して 一億 元の 紙幣 發行權 を付與 し、 その 半數は 土地 

牴當 貸付 及び 農村 貸付け に 使用すべき こと を 命じた。 これに 各 商業銀行の 農村 貸付け 額 を 加へ る も、 最 

高 一億 元 前後に しかなら ない。 これ を曩の 八十 三 億餘元 (農村に おける 舊 債務の 整理と 營業 資金 合計) 

の 需要と に對 比するならば、 如何に それが r 槍 海の 一 粟』 に 等しき もので あり、 數の 上から は、 現在の 


新ら しい 金融 機 關が决 して 從來 からの 農村に おける 高利 賢の 地位に とって 代 b 得ない ものである か、 明 

かに 看取し 得られる であらう。 中央 實驗 所が 各地に おける 農民の 貸借 先 を 調査した ところに よると 次の 

如くで ある。 

銀 行 協同組合  質屋  錢莊 ， 商店  地主  お 農  商人 

百分比  二  • 四  亍六  八ん  五 • 五 一三 二  二 四 ニー 一八. 四 二 五 •〇 

こうした 事情から 見るならば、 農村に おける 貸借 關係 において 新ら しい 農業 金融の 地位 は 僅かに 五 河 

であって 八 〇％  (商店、 地主、 富農、 商人) 等 は いづれ も 高利 貸の 範疇に 入るべき ものである。 

i 的な 發展 はもと より 質的な 變化を もたらす ものである。 だが、 今日の 傾向と して は、 支 W における 

協同組合 及び 農村 貸付け はすで に國民 經濟の 制限 を 受けて ゐる。 たと へば、 全國 における 協同組合の 發 

展は 各地に おいて その 分布が 極めて 不均等で あ. o、 或る 地方に おいて は それ を 必要と して ゐる にも か 、 

はらす 發展し 得なかった b (貧 瘠なる 地方) また 或る 地方に おいて はすで に競爭 者の 壓迫を 感じて ゐ る。 

また 農村 貸付の ごとき も、 特種 商品 化 作物 區 域に のみ 偏し、 直接に は 商業 利潤の 收 取手 抆 となり、 間接 

に は 列强の 原料 吸收の 買辨的 任務 を杲す ものと なって ゐる。 また 或る 地方に おけち 出荷 協同組合の 如き 

は、 ^式の 商業 的 仲買人の 收取を 大部分 排除す る こと は 出来た が、 國內 市場の 縮少 と列强 商品の ダン ビ 
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現代 支那の 農業 金融 問题  一二 Is 

ングの 一 一重の 壓 迫に * え 兼ね なくなって ゐる。 これらす ベ てはい づれも 支那に おける 農業 金融 制度が 健 

全な 社 會經濟 制度 を その 基礎と しない 限. o、 たかだか 局部 的な 改良に 成功し やうと も 農村に おける 阇有 

の 高利 貸 的 勢力の I 底 的 雜滅は 不可能で ある こと を說 明して ゐる。 言葉 を 換えて 云 へ ば 支那の 植民地 的 

化濟 が改變 せざる 限り、 今日の 如何なる 農業 金融 機關 にも その 现想 的な 前途 は 期待し 得ない ので ある。 

(中 山 文化 敎育 季刊 三卷四 期) 


第一章 商品 價 値の 發展 

支那 内地の 農村の 或る 地方に おいて はま だ 依然として 自給自足の 單 純な 生活が 營 まれて ゐる I しか 

し、 この やうな 狀態は 決して 支那ば かりで はなく、 ソゲェ —ト 聯邦に おいても 北部 サモェ 、デス (samoyl 

ed2) 人の 居住して ゐる 地方の 如き は、 第一 次 五ケ 年 計畫の 開始され た當 時な ほ 純粹な 自然 經濟區 域で 

あった、 —— この やうに なほ 小數の 地方に は 依然として 後れた 形態が 殘 つて ゐ やうと も、 それら は决し 

て 全社 會經濟 の發展 段階 を說 明す る もので なければ、 また それ を 代表す る もので もない。 

支那に おいても その 全 經濟體 系から これ を摑 むなら ば、 農村 はすべ て 全般的に 商品 性 經濟の 段階に 入 

つてお り、 市場 關係は 直接 或 ひ は 間接に 農村 生活に 支配的 作用 を 及ぼして ゐる とい へる。 曾って 淅江大 

學 において 杭 州 郊外 筧橋 附近の 農村 を 調査した ことがある が、 その 結果 は、 農民の 食糧に おける 市場と 

の 供給 依存 程度 は、 最高の 場合に は 七 五ぶ にまで 達して ゐる ことが 判明した。 また 金 陵 大學が 曾って 調 

查 した 支那 北部 及び 中東 部の 七 省 十三 ケ所 一 一千 三百 七十 戶の 農家に ついて 昆 る も、 各 家庭に おける 所有 

物品のう ち 土地から 得た もの は 六 五 • 九 ％、 市場から 購入した もの は 三 四 •  一  ％ であった。 從 つて マヂャ 

笫ー^ 商品 價 値の 發^  二三 七 


支那 農 鹿 物 商品 化 の 性質と その 將來  一 一 三 に 

〜ルも その 名著 『中 M 農村 經濟 研究』 において 極； S て愼重 にこの 點 をと， O あげ、 支那 農村に おける 農.： V 

經濟の 商品 性 は 如何なる 地方に おいても、 最低 四〇％ を 下らないだ らう、 と斷定 して ゐ る- 卽ち皮 のい 

ふ 商品 化 ra〇％ とい ふの は、 農民が 寶 b 出す 生產 物の 量 も 全生產 額の ra〇％ を 下らない し、 また 自已の 

需 耍を滿 足させる ために 市場から 購入す る もの も 四 〇 ％ を 下らない とい ふので ある。 

支那の 歴史に おいて われく は 農村 經濟が 非常に 長い 期間、 自然 經濟に 停 滯 して ゐ たこと を 知る ので 

ある。 ■ 特に 幾度 かの 大動亂 のの ちに おいて この 停滯狀 態は甚 しかった。 しかし 一般的に 云って 農村 經濟 

の 市場への 依存 は 古代から すでに 開始され てゐ る。 言葉 を 換え て 言 へば、 農村に おいて は 早くから すで 

に 自然 條 件に 基いた 分業と 交換が 發 生して ゐた。 だが この やうな 局部 的な im. 純な 交換が 現在の ごとき 高 

度の 商品 性經濟 にまで 發 達した の は、 資本主義が 支那へ 侵入して からのち であり、 それによ つて 起され 

た變 化の 結果で ある、 と 見られる。 

植民地 及び 半 植民地に おける 商品 性 經濟の 發展と 先進 資本主義 のこれに 及ぼす 乍 W について よ、 &ん冊 

的に 二つの 觀點が ある。 その 一 つ は、 先進 資本主義 勢力の 植民地 及び 半 植民地への 進入 は 植民地 を 自然 經 

濟 から 商品 性經 濟へ轉 化させる、 とい ふので ある、 この 說の 理由と すると ころ は、 先進 資本主義 ま 農業 

と 工業の 分離 過程 を 呼び 起し、 货 幣經濟 と、 對外 貿易 を發展 せしめ、 農村の 市場に 對 する 依存 關 系を虽 


める とい ふので ある。 

他の 說は、 もしも 帝國 主義が 侵入す る 以前に、 すでに 市場 關 係が 多 かれ 少な かれ 廣 汎に發 達して ゐた 

との 想定から、 先進 資本主義 は isf に 貨幣 經濟 及び 巿場關 係 をよ， o 發展 せしめ、 商品 化の 過程 をよ. o 迅速 

ならしめ るの みで あると いふので ある、 前者 は 口— ザ • ルク セン ブ ルグ の觀點 で、 彼女 は その 名著 「資 

本 蓄積 論」 及び 「經 濟學 入門」 等に おいて、 商品 經濟に 論及した 場合、 極力 この 觀點 の說 明に つとめて 

ゐる。 後者の 說の 主張者 は マヂャ 〜ル で、 彼 はか、 る 觀點に 基いて 支那 農村 經濟の 商品 化 を 研究して ゐ 

る o 

實際 問題と して、 われく が 现 解し なければ ならない こと は、 支那 經濟 における 商品 經濟 の發展 は、 

に 農民の 生產 する 廣產 物が 巿 場に 寶， o 出され、 また その 日用品 を 市場の 供 袷に 仰がなけれ^ ならな く 

なって ゐる、 とい ふの みで はない。 更に 重要な こと は 或る 地方に おいて は 或る 種の 作物が その 卑門 的な 

栽培と な， o、 工業 的 用途の ために、 或 ひ は國際 市場の 需耍に 供給され てゐる ことで ある。 かくの 如き 商 

荬的 農業の 發展、 卽 ち農產 物の 商品 化 は、 と， o もな ほさす 帝國. 義 入 後に 促進され，. こもので ある。 

この やうな 例は敢 て多數 を擧げ るまで もな く、 支那 農村に おける 中 W 女生 產物 たる 生絲、 茶が 完全に n 

際. i 巾 場 における 商品と なって ゐる ことによ つても 明， 曰で ある- 更に 綿花 の^ 場に 對 する 依 お 稃 度 につい 

第一 寧 商品 憤 値の 發：^  一； 三 九 


支那 農^物 商品 化 の 性質 とその 將來  二 四 〇 

て 見れば、 中央 農 菜 赏驗 所の 農 情報 吿第十 期に は 極め. て 興味 ある 評價 がな されて ゐる。 卽ち主 耍產綿 各 

省に おける 綿花の 用途に ついて 調査した 結果に よると、 平均 その 半數 以上が 市場に 賣 b 出されて ゐ たと 

のこと である。 
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農產 物の 商品 化が 現在す でに 支那 農村の 全般的な 支配的な 形態と なって ゐる こと は 何等 疑 ひなき 事赏 

である。 だが、 この こと は 支那 農村に おける 農産物が 工業に おける 製品の ごとく 全部 巿場 のために 生產 

されて ゐる ものである とか、 又は 全國の 米、 麥、 茶、 棉花、 生絲 等の 重要 農產物 中には 絕對に 自家 消費 

分 を 含まぬ とか、 家庭 手工業 用途の 意味 を もって おらぬ、 とかと いふので はない。 かう した 一方で なけ 

れば 他方 だと いふ やうな 瑰解は 正確と い ふ こと は 出来な い 。 何故ならば 農業の 商品 生產 へ の轉化 過程 は 

その 狀 態が 工業と は自 から 異 り、 非常に 複雜 であり、 しかも 比較的に 緩慢に 行 はれる からで ある。 

更にもう 一 つ、 手工業の § は 分業の 結果、 各部 門が 獨立專 門 化し、 或る 生產 物の みの 製造、 或 ひ は 

また、 その 一部分の みの 製造と いふ やうに 極度の 専門化が 可能で あり、 從 つて その 生產 様式 も 農業に 示 

される ものと は 完全に 異る檨 相 を もつ ものである。 麋業 における 分業の 形態 は 軍に 或る 地方に おいて 或 

笫ー莩 商品 慣 値の 發：^  二 四 一 
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る 種の 生產が 重要な 地位 を 占めて お 他の 地方に おいて はまた 他の 種の 生產の 比重が 高い とい ふこと 

で專門 化し てゐ ると いふので ある。 

農村 經濟 はこの 生産物に おはる 優位 物の 如何によ つて その 特殊な 關 係が 示現され る、 これが ため 農業 

における 商品 化の 發展は 極めて 不均衡で あり、 また 不統一 であり、 單に 地方 的に よって 異る のみでな く 

各經營 間にお いても また 不同で ある。 

• 支那に お いて は 大體に お い て 沿海の 各省、 鐡道 及び 各 幹線道路の 通じて ゐる區 域、 航 運の 便利な 地點 

では、 農產 物の 商品 化 も 比較的に 發 達して ゐる。 全國の 各地 方 を もこれ を 各 特殊 化された 作物の 裁 培地 

域に 區別 する ことが 出来る。 たと へば 茶の 裁 培地 方、 養蠶 地方、 棉作 地方、 煙草、 落花生、 大豆 及び 各 

種 含 油 種子 等々 の 各 裁 培地 域に。 特に 北方が 麥の產 地で あ b。 南方が 米の 產地 であると いふ こと ははつ 

き b と區 別が つけられて ゐるパ 

こ、 で 更につ け 加へ なければ ならぬ こと は、 農產 物の 商品 化の 形態の 下にお いても、 言葉 を 換えて 云 

へば、 栽培 部門の 特殊 化された 區域 においても、 商品の 栽培 中に なほ 一 部分の 「自給 品」 の 栽培が 行 はれ 

てゐ ると いふ ことで ある、. だが、 この こと は决 して 我々 の 觀察を 妨げる もので はない。 何故ならば 貨幣 

經濟の 發展の もとに 自給 品の 栽培 は 常に】 つの 理想であって 決して 事實 ではない からで ある。 農民た ち 


が 自分 の 收 穫 した 食糧 を 全部 寳 b 拂 つてし まひ、 後に なって また 買つ て 食 ふこ と は あし て 稀 らしく M い 

ことで あるから。 
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第一 一章 農産物の 商品 化と 價値 法則の 破壞 

農產 物の 商品 化 は 一般論から いふなら ば、 農村に とって 有利で あるべき 箬 である。 何故ならば、 それ 

は < 業 生產を 刺戟し、 農業 生產 物に 廣大な 市場 を 提供す るからで ある。 この ことから 今日に おいてさへ、 

支那で はな ほ 交通 を開發 して 農村 を救濟 せよ、 と 主張す る もの すら ある。 だが 實 際の 狀態 はわれく に 

農產 物の 商品 化した 地方で も、 農民 は 依然として 貧窮して おり、 そうした 交換 關係 においても 農民 は 何 

等 利益 を 得て ゐな いこと を 明白に 示して ゐる、 この ことから も われ-/^ は その 間に は 必らす 1 定 の經濟 

法則が 支配して ゐる こと を 知る ので ある。 

農產 物の 商品 化 は 交換に よって 促進され る。 從 つて 交換 はこの やうな 現象の 基礎で ある こと を 知る。 

農產 物の 商品 化が 農民に とって 有利で あるか 否かに ついては、 まづ この 基礎 —— 交換 關 係の 上から 理解 

しなければ ならない。 

こ、 で、 先づ 提起し なければ ならない 問題 は、 植民地、 半 植民地 及び 一般に 後れた 國家 における 過剰 

利潤の 源泉の 問題で ある、 何故ならば S 國 主義の 獲得 せんとす る もの は、 とりもな ほさす これで あり、 


また 支那が 農産物 商品 化の 過程に おいて V また その他の 場合に おいて 支那が 受ける 收舣 もこ こに みるの 

である。 

マ ヂャ I ルの 分析に よれば 植民地に おける 過剰 利潤の 根本的 源泉 は 次の 幾つかの 場合で ある。 

一 、 相 異る諸 國 間の 資本の 有機的 構成の 相異 —— 帝国主義 諸國 における 資本の 高い 有機的 構成と 後れた 

國々 における 癸 本の 低い 有機的 構成との 相異。  . 

二、 帝國 主義 諸國と 植民地との 間にお ける 社會 組織、 特に 農業 組織に おける 相異 及び これよ b 生す る^ 

料 及 食品 價格 上の 相異。 

三、 國民的 剩餘價 値 率に おける 相異。 卽ち 種々 なる 國々 に 於け る勞働 者に 對 する 收取 程度の 差、 これに 

相， 勺に 剩も數 へら e る (譯 US 原文に は 「數 へられぬ と」 否定に なって ゐ るが 明かに 誤植で あらう 丫 

四、 勞働惯 値から 見て 工業と 植民地に おける 極度に 立ち後れた 農業との 間にお ける 不均等なる 交換。 

五、 帝國 主義 は 植民地に おける 土地 收 奪の 結 杲絕對 地代 及び 差額 地代 を 利潤の 形態で 實現 する = 

六、 過剰 利潤が 企業 利潤の 形式で 實現 する こと。 

七、 獨占 及び 獨占的 利潤 -- 

以上 列擧 した 七つのう ち 第 一 と 第一 一の 點、 特に 第一 の點は 支那に おける 農產物 商品 化の 本質 を 最もよ 
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く說 明して ゐる。 斑 由 はかう である。 卽ち 資本主義 社會內 における 工業 品 は 高い 有機的 構成 を もつ 資本 

の もとに 生產 されて ゐる故 その 生 產惯格 を 低く する ことが 出来る が、 利潤 も 比較的 少ない。 これに 反し 

農 產物は 低い 資本の 有機的 構成の もとに 生產 される ものであって、 生 產惯格 は 比較的に 高い が、 利潤 も 

大 である、 た、、、 土地の 自然 的條 件に 制限され て、 資本 は 自由に 農業に 流入す る ことが 出来ない。 故に 市 

場に おい て 農 產物は 比較： S 大 なる 利潤 を 得る ことによって 工業 品と 見合って ゐる (もちろん この 中 利潤 

の」 部分 は 地代の 形態で ある) かかる 時の 交換 は價値 法則に 基いての 交換で ある。 

だが、 次の やうな 價値 法則に もとづいた 交換 はた、 V 生產 者が 互に 市場に おいて 自由 競 爭を行 ひ、 それ 

によって 發展 した 正常な 生 產範圍 の 中に 示現され るの みで ある。 言葉 を換 へて 云へば、 ただ 資本主義 社 

會 において のみ、 示現され る ものである。 

封建的、 ギルド 的 及び 獨占 的の 經濟體 制の もとにお いて、 交換の 大部分 は决 して この 價値 法則の 通リ 

に は 行 はれて ゐ ない。 もし われ/ \が 資本主義と 資本主義 前期の 單純 商品 經濟と を 一 一つの 時期に 分けて 

(事實 において 二つの 時期で ある) 論究す るなら ば、 資本主義の 前期に おいて m. 純 商品 經濟は 決して 完 

全に 支配的と なって ゐる もので はなく、 また 純粹な 形態 を 備えて ゐる もので もない。 それ は 自給 的、 封 

建 的、 ギルド 的、 及び 獨占 的の 諸 經濟樣 式の 混合した ので も ある。 故に 單 純な 商品 經濟の 下にお いて 惯 


値 法則 は屢々 支配し ない ことがある。 言葉 を換 へて 云へば、 封建的 收驭、 ギルド 的獨占 及び 生產の 全般 

的 平等と 自由の ない ところに おいて、 たと へ 商品 經濟が 如何に 發展 しょうと も、 その 交換 は决 して 惯値 

法則 による もので はない。 單 純な 商品 經濟の 下 において 商人 の 利潤 は 商品 を寶る 場合 に そ の -m 格 を- m 値 

よ. o も^くす る のみでな く、 商品 を 購入す る 場合に も 商品の 惯 袼を惯 値よ b も遙 かに 低く する。 かくて 

商品 巿場 における 競爭 はます ま， す 激しくな b、 生產 者の 生活 はます ます 窮迫す る。 かくて 筏 者の 利潤の 

源泉 はいよ くその 意義 を 加へ る。 か、 る 生産の 段階 も 更に ー步 進めば、 資本 制生產 方法へ 移行す る も 

ので あるが、 後者の 利潤の 刺戟の 結果、 資本 をば 商業 的收 取の 上に 停 « させ、 直接 生 產に從 事せ しめな 

い。 支那の 狀態は 正に これで ある。 故に 惯値 法則に よる 交換 は 僅かに 資本 制 社會に 存在す る のみで あ 

る。 言葉 を換 へて 云へば、 僅かに 生產 者の 自由 平等、 競爭の 自由 手段の 發達、 各地 市場 間の 連繋の 緊^ 

な社會 において のみ 存在す るので ある。 現在 支那 における 農業 交換 は 決し て 惯値 法則に よる もので は な 

く、 完全に 超 利潤の 收 取の 性 を带 びた 不等 價 交換で ある。 
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第三 章 國内 市場の 缺乏 

支那に お いて は、 一 方で は 農 產物は 商品 化して ゐ るが、 尙ほ 他の 一 方で は その 發展に 未だ 好個の 可能 

的 基礎 を 準備して ゐ ない。 換言すれば、 支那 はま だ 民族的 統一的 國內巿 場 を 有して ゐ ない。 支那 市場 は 

旣に國 際 市場に 捲き 込まれ、 國際 市場の 一部分 を 構成して ゐ るが、 支那の 農村 はま だ 僅かに 地方 的 孤立 

的 巿場關 係 を 保って ゐる に過ぎない。 か 、 る 矛盾に 満ちた 状態 は 多少 形式論 斑 的 因果律に 合致し ない も 

の、 ごとくで あるが、 赏 際に は 支那に おける 農產 物の 商品 化の 他力 性を說 明す る もので あ り、 且つ 支那 

における 農產物 の 商品 化の 前途 を 暴露し てゐる ものである。 

支那に おいて 國內巿 場が 缺 乏して ゐる こと 或 ひ は 之が 全く 形成され てゐ ない ことに ついては、 之 を 一 一 

つの 方面に 分けて 觀る ことが 出来る。 

第 一 、 支那 市場の 主要な もの は 地方 的 性質 を帶 び、 商品 經濟 の發 展は决 して 統 一 的 市場 を 完成して ゐ 

ない。 レ ー 一一 ンは 其の 名著 「ロシアに おける 資本主義の 發展」 のうちで、 ロシア 革命 前にお ける 資本主義 

の發要 を 分^して 曰く、 商品 性 農業の 發展は 資本主義の 爲 めに 國內 市場 を 形成した。 其の 中 第一 は卽ち 


農業の 専門化が、 各 農業 區域 間の、 各 農業 經濟 間の 農業 生 產區域 間の 交換 を 引 S したと。 然し、 玄那に 

おいて は、 揚 f 江 流域 ー帶は 最近 三 四年來 農作物の is 格 低落に 苦しんで 居る にも拘らず、 廣東は 年々 食 

糙 不足の 爲め 外米 を 大量に 輸入して ゐる狀 態で ある。 今、 一九 三 二 年 を 例に 擧げれ ば、 この 一年 度に 於 

て 揚子江 流域の 各省 は 普遍的 大豐 作に より、 米惯は 前年度に 比し 平均 三 〇％ 下落 を來 したが、 廣東省 は 

九 龍、 拱 北、 汕頭 等よ b 輸入せ る 外米が 合計 一、 四 四 〇 餘ビ クルに も 達し、 これ は 一年間の 外米 輸入 總 

量の 約 六 〇％ を 占め， て 居た ので ある。 叉 昨年 外米 徴税の 時の 如き、 廣東 省で は 入 省の 內 地米に も 同様に 

課稅 し、 叉 最近で は 「農 產稅」 の 徵收を も 開始し、 豆 *麥* 米 を 問 はす 凡そ 農產 物に 屬 する もので あれば 

皆 一律に 徴税して ゐる。 これ は 只 だ 米に ついての みいった ので あるが、 麥 について いへば、 華北 各地 は 

年来の 滞貨に 苦しみ、 昨秋 華北 各鐵道 沿線 における 車 積みの 未 取引 小麥 は ぼ 萬瓲 に 達して ゐ たので ある 

が、 上海で は 依然として 外麥を 大量に 輸入して ゐた。 これに は 勿論 種々 の 原 H が 有る ので あるが、 この 

ことが 旣に 中國巿 場の 獨立性 を 充分に 發 揮して ゐ ると 云 へ る。 

この 外に も尙 ほこの 事實を 解す る 一 助と なる ものが ある。 卽ち 作物の 不同な 各區域 間にお ける 農産 

物の 惯格は 常に 懸隔 甚だしい のみなら や、 (こうした 事情 は 時には 交換 發 生の 條 件に もなる ので あるが、 

可笑しな 事に は 交換 は决し て 惯 格の 調劑的 作用 を 起さない、) 甚だしき に 至って は、 同一の 作物^: 域 
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におい て も かやうな 有檨 である。 例へば 湖南 省な ど は 全 省 凡て 產米區 域で、 濱 湖區、 長 沙區、 及び ffl 

南、 湘西 の各區 域 は 皆 いづれ も 輸出に 供すべき 剩餘米 を 有して ゐ たので あるが、 一九 三 二 年の 秋の ご 

とき は 長 沙米は 一 ピク ル當 一元 一  一^: であった のに、 寳慶米 は 一 ビ クル 尙三 元で 寶られ て ゐ たので あ 

る o 

無論、 支那 國內 市場の 地方 的 獨 立 性 を 最もよ く 現 はす ものと して は 幣制、 度量衡、 及び 內 地税の 三者 

であらう。 內 地税の 事情に ついては 別に 章 を 改め、 農產 商品 化の 內部的 收取を 述べ る 時、 再び 詳述す る こ 

と、 する。 度量衡 制度 は 一 つの 市場に おける 取引の 標準で あるが、 支那の 度量衡 制度の 複雜紊 i は 全く 

其の 極點に 達して ゐる。 例 へ ば 上海 は 米 一 石が 一 百 三十 斤に 當 り、 廣東は 五十 斤、 湖南 は 一 百 三 四十 斤、 

北京 は 一 百 六十 斤と 云った 具合で ある。 更に 甚だしい のになる と、 ^に 各區域 間に 於て 不統一 であるば 

かりで なく、 假令 同一 市場 內に 於て さへ、 多種の 異 つた 標準 を 見出し ケる ほどで ある。 貨幣制度 につい 

て も 其の 混 亂狀態 は 度量衡 に 負け を 取らす、 甲 地に 通用 せる ものが 乙 地で は ：f 一 用し な かったり、 又假に 

通用 するとしても、 其の 兌換 相場が 必ゃ 相當に 懸離れて ゐる。 一 九 三 三年 七月 1 一十一 一日 上海. の 時事 新報 

は 四川 貨幣 情況の 消息 を 論じて 居る。 今 之 を 次に 拔粹 する が、 この 短 かい 數 行の 叙述から も讀者 は 明に 

其の アウトライン を 知ち うるで あらう。 卽ち 少數の 金融 中心 區域を 除いて は、 支那に はた だ 地方 的 貨幣 


が 存在す るの みで、 國家的 貨幣が 存在 しないと いふ こと を。 

現在 通用して ゐる 法幣に は、 漢字 川 大洋、 袁頭、 中 山、 北洋、 雪 南、 大淸、 廣東、 安徽、 湖北の 約 十 種類の 眞正 銀货が あり、 

慣格は 各 一 元に 對 して 均しく  二 萬 二 千 文で ある。 (偽造 銀 货は刖 に 記す )o 廠半 元が 十 一 萬 三千 二百 文、 雪 南中 元が 一 萬 八 千 八 

百 文。 二十 錢銀 货は廣 東、 雪 南が 最も 多く、 四川 • 湖北. 安 徽* 大淸 等が 之に 次ぎ、 各 五 枚が 一 元に 相 常し、 惯格は 一 萬 五 千 五 

六 百 文で ある。 吉林 大洋 は 二 萬 千 二百 文、 吉林半 元は  一 ^六 千 二百 文で ある。 人頭 中元 は 一 枚に つき 六 千 四 W 文、 ram 龍 根 牛 

元は 各 二 枚に つき 六 千 四百 文、 四川 龍 根 半 元は 各 二 枚に つき 一 萬 六 千 百 文、 以上 約 二十 钝は 市^ 商人の 合法的 货幣と 認める も 

のにして 値段 通りに 通用す る ものである。 此の 外に 商人の 別 貨幣と して 兑られ る 偽 銀に^ 根 (四川 銀) が あり、 合法的 货幣の 

雙鬚川 字 大洋 は 二 萬 千 六 百、 全 字 は 一 萬 九 千、 金字が 二 萬 六 百 (銀 |5 に 二字 毎に 金字 を以 つて 種別す る)、 蒙； 南銅枨 大洋 は 一 萬 

二 千 四百、 半 元は 二 千 六 百、 光 啞雪南 板 は 一 萬 六 千 六 百 文、 ^銅 川 雜板は 十 枚に つき 八 干 二百 文、 廣東 ，雪 南 • 北洋 • 湖北 • 安 徽^ 

の 五 種の 十錢 銀貨 は 一 枚に つき 一 千 八 百 文、 綏定 輸入の 眼 を 開いた 袁世 凱の 像の ある 銀货 一 元 を 九^  (九十 錢) とし、 西^ 元 

は 一元 一 萬 二 千 四百 文、 墨 西哥^ は 一 萬 九 干 文、 搬哈洋 は 一 萬 九十 四百 文^で ある。 

それ 故、 支那に 統一的な 國內 市場の ない こと は、 理論的に いっても、 また 赏 際から も、 はっき， o して 

おり、 この ことが また 農產 物の 商品 化に 對 する 內部 的な 矛盾 ともなって ゐ るので ある。 イギリス、 フラ 

ンス 等に お. いて は、 か、 る 矛盾 は 資本主義の 勃興 期卽 ち、 民族 統一 運動の 時期に すでに 完成され た。 口 

シァ においても 一 九 一 七 年の 革命 前に、 國內 市場 はすで に 形成 を 開始して ゐた。 

支那の II 内 市場が、 かくの 如く 濃厚な. 地方 的 性質 を带 びて ゐる 原因に ついては、 左の ごとき 三つの 辜 
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情に よって 大 體の說 明が つくので あらう。 

第一 、 支那の 交通 手段が 各地 方 市場の 地方 性 を 打破す るまでに 發展 する に はま だ 程遠い ものが ある。 

たと へば、 近代に おける 最も 重要な 交通 手段と しての 鐵道 について 見る も、 ィ ギリ ス において は 一 八 七 

五 年す でに 一 H ハ、 八 一 九 キロ を 有し、 同じ 頃 ドイツに は！ 一七、 九 八 一 キ 口あった。 比較的に 立ち後れて ゐ 

た 口 シァ において すら、 一 八 九 〇 年に は 1 1 九、 〇 六三キ 口 を 有つ て ゐた。 しかるに 支那に おいて は、 國 

營、 省營、 民營の あらゆる 鐵道を 合しても 現在 僅か 一 七、 八 一 四キ P あるに 過ぎない。 しかも、 その 中 

三分の 一 以上 は列强 の經營 して ゐる ものである。 航運も 同様に 貧弱 極まる ものである。 近年 來 各省に お 

いて 公路 建設に 努力した 結果、 公路 (車 を 通す る ことの 出来る 道路 も 八 a む) は 四 萬餘キ p を增 したが、 

公路に よる 運輸 は、 第一 に、 一般 交通 手段 (鐡道 を も 含む) のうち、 最も 多く 費用の か 、る もので あり、 

農產 物の 運輸に とって は、 それ 程 効果 を もたらす もので はない。 第二に、 公路の 運輸 は 人を對 象と して 

ゐる もので、 物の 運輸 は 第二次 的で ある。 第三に、 支那に おける 公路の 建設 は 主として 軍事的 目的に な 

されて ゐる。 第 四、 公路の 大多數 は 短距離の 交通で あり、 しかも 鐵 道の ごとく 規律 性 を もつ もので はな 

い 故、 各區域 間の 地方 性 を 打破す るに は 不充分で ある。 

國民 經濟の 範疇に おいて、 交通 手段の 發展 は國內 市場の 形成 條 件の 一 つ をな して ゐる。 レ ー 一一 レの前 


揭 * は、 國內 市場の 形成 を 論 やる に當 つても、 十九 世紀 後半期の C! シァ における 交通 手段の 發展 及び そ 

の 速度 (特に イギリスとの 對比 において) を列擧 する ことによって、 口 シァ における 資本 主蕺の 發展の 

基礎た る國內 市場が 當時 如何に 形成され つ、 あつたか を說 明して ゐ 6。 何故ならば 一 つの 國內 市場の 形 

成に とって、 各 區域內 の 隔離 性 及び 孤立 性 を破壞 する こと は、 最初の、 また 最低限 度の 條件 (だが 唯一 

の 主要な 條 件と はならない) である。 交換の 頻繁 化、 運輸の 簡易 化に つれて、 度量衡、 貨幣制度 及び 商 

習慣 等々 の 統一が 行 はれる。 この ことが また 賓本 主義 發展の 墓 礎の 一つ をな す。 イギリス、 フランスに 

おいて は、 十九 世紀 中葉から 末年に かけて それ を 完成し、 ドイツ、 P シァ において は 十九 世紀 下半期に 

完成した。 前者 は 高速度 を もって 行 ひ、 後者 は 普通よ b 稍々 速い テンポ を もって それ を 終へ た。 しかし 

て、 その 條件を 完成 させた もの こそ、 交通 手段の 發展 である。 支那に おける 交通 手段が まだ 廣大な 地域 

に 行き I つて おらす、 また 連絡され てゐ ない こと は、 國內 市場の 形成 を 不可能に 陷 らしめ て ゐる耍 素の 

一 つで ある。 

第二、 支那が 政治的に 分裂して ゐる こと は、 他の 如何なる 國家 にも その 比を見ない ほど 甚し いもので 

ある。 一九二 五 年の 大 革命 も 民族 統一 運動と しての 任務 を 完成し 得なかった。 かくの 如く、 政治に おけ 

る 封建的 地方 割據 は、 國內 市場の 分裂に 對 しても 重要な 役割 を 演じて おり、 意識的に 市場の 統一 化 を 肌 
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害して ゐ るので ある。 度量衡の 不統一、 貨幣制度の 混 a、 商 習慣の 懸隔、 捐税 の濫徵 等々 は 政洽的 地方 

割據の 故に 造成され たか、 或 ひ は、 そうした 狀勢 によって 殘留 されて ゐる ものである。 しかも、 政治的 

割據は 常に 國內戰 を誘發 し、 交通 手段 を破壤 し、 各市 場 間にあった 僅かな がらの 連繫を も、 ズタく に 

斷ち 切る ものである。 

第三、 この 外にな ほ、 列強の 支那 市場に 對 する 分割、 卽ち 勢力圏の 確立が 支那に おける 統一 市場の 形 

成 を 不可能に 陷 入れて ゐる 主要な 原因と なって ゐる。 鴉片 戰爭 以來數 百年 間、 列强は いづれ も 支那に 鞏 

&な 勢力 範 M を 劃定し、 そこ を根據 として 更に 侵略 を 進めて ゐる。 列强 のか、 る 割 據的狀 態 は、 支那 國 

內 市場の 形成に とっても、 一方に おいて 各地 方 的 結合の 傾向 を强 める とともに、 他方に おいて は 弱い な 

がら 統 一 的國 家と して 從來 あった 連繋 を も斷ち 切り、 彼等 各自の 市場 を 劃定 させ、 支那に おける 統 一 的 

市場の 形成 をば 強力に 阻んで ゐる。 この 阻碍カ は曩の 封建的 政治的 割據 の阻碍 力よりも 遙 かに 强ぃ。 た 

とへば 南 支那に おける ィ ギリ ス、 雲 南、 貴 州 等に おける フラ ン ス、 長江 流域 一 带 における アメリカの 如 

し。 彼等 相互の 間の 結合 は、 國內 市場 自身の 結合よ b も遙 かに 緊密で ある。 

從 つて 支那に 於て 國內 市場が 未だ 統一 されて ゐな いと 云 ふこと はかくれ なき 事實 であ b、 支那 經濟の 

性 s を， 討論す る 場合に この 事實を 無視して はな^ない。 勿論、 理論的には 明白に 商品 流通が 商品 生産に 


先んじて 存在す る もので あ， o、 且つ それが 商品 生產を 成立せ しめる 條 伴の 一となる のであって、 友 那に 

於け る 農產物 商品 化と 云 ふ 命題に 國內巿 場が 包含され る こと は 言 ふ 迄 もない。 換言すれば、 國內巿 場の 

存在 は當然 問題で はない。 この やうな 質疑が 出る に は 理由が ある ことで ある。 しかし 支那の 現狀は 次の 

如き ものである。 卽ち 過去の 流通 範阁が 現在の 農產 商品 化 を 完成し、 而 して かくの 如き 商品 經濟 の發展 

におい て 現在こう した 地方 的 性質 を 持った 國內 市場が 反つ て 商品 g 濟の發 展を眼 制し、 ^碍 し、 前進せ 

しめない ので ある。 

第二に、 支那の 國內 市場 は 上述の 如く 統一 性 を 持たない ばか b でな く、 更に 重要な こと は それが 民族 

性 を 持たない ことで ある。 これ こそ 正に 支那の 半 植民地 的特 S を 暴露す る ものである。 卽ち 支那の 國內 

市場 は國際 間の 自由 競爭地 —— 極く わ すかに 關税 等の 障碍 を 有する のみの 自由な 土地で ある。 マ ヂャ— 

ルの言 ふ 如く  r 支那 は 民族 市場 を 有せす して 國際巿 場の 中に 捲き 込まれた。』 玆に 於て 支那 は農產 物の 商 

品 化と 共に、 その 農產 物の 一 部分が 國際 市場に 賣 込まれる 以外 は (次章に 於て 詳述) ことごとく 國內巿 場 

に 於て 最初から 外國 品の 競爭に 逢着す る。 故に 支那の 農產 物に とってに、 支那に は 民族的 國內 市場 は存 

在せ や、 支那の 國內 市場 は赏 K 的に 國際 市場と 異ら や、 @ 國 の農產 物に は 何等の 便^も 保護 も與へ 55 な 

いと 威 じさせる ので ある 。 
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支那 は 米、 麥、 棉 等の 豐 富な 產 地で ある。 渔河、 漢水 以南の 地、 江 蘇、 浙江、 安徽、 四川、 湖南、 江 

西、 湖北、 廣東、 福 建、 雲 南、 貴 州、 陝西 等の 各省 は いづれ も米產 地方で、 一 九 三 三年 度 申 報 年鑑に よれば 平 

年に は 八 七三、 〇 五 〇、〇〇〇 擔の收 穫が ある。 小 麥產地 は 全 國に廣 が b、 特に 黄河 流域 及び 揚子江 以北 

が 最も 多い。 その 平年 收穫は 四 二三、 三 七 〇、〇〇〇 擔で ある。 棉花の 栽培に は黃河 及び 揚子江 流域が 適 

し、 從 つて 河北、 山 東、 山 西、 河南、 陝西、 湖北、 湖南、 江 西、 安徽、 江 蘇、 浙江等 は いづれ も 產棉區 

である。 平年に は 八 百 萬 上下の 繰 棉を產 出す る。 以上の 農產 物の 中で 棉花の みは 國內の 紡 積 工場の 需要 

に 不足す るが、 中國 銀行の 計算に よれば、 その 輸送 方法 を 改善して 平均に 分配し 得るならば、 米、 麥の 

自合は 不可能で はない とのこと である。 然るに 支那 は 激しい 競 爭の國 際 市場で あるた めに、 外國 米、 外國 

麥、 メリケン粉、 棉花 等が 大量に 流れ込み、 特に この 六 年間 は 世界 經濟 恐慌 (農業 恐慌 も尖銳 化されて 

ゐた) の 影響 下に 輸入され る 農 產物は いづれ も 多 かれ 少な かれ ダン ビング 的 性質 を帶 び、 それ 等が 殆ど 

完全に 支那 市場 を獨 占した のであった。 外國 米の 輸入の 如き は 一九二 一年 以来 年と 倶に增 加し、 一九二 

一 年 以前にあって は、 一 九 一 六 年に 一 千萬ビ クル 以上の 輸入が あった だけで、 其 他の 年 は いづれ も それ 以 

下であった。 しかるに、 一九二 一  年 以後 は 常に 一 千 萬ビク ル 以上と なり、 殊に 一 九 1 一 1 一年、 一 H ハ年、 三 

〇 年の 三 ケ年は 一千 九 百萬ビ クル 上下であった のが、 一 九 二三 年、 二 七 年、 三 二 年 及び 三 四 年で は 二 千 


ヒ クル 以上に 達して ゐる。 外國 米の 輸入 は 一 九 一 一一 一年 以前 は 平均^ 年 數萬ビ クルに すぎな かった の 

が、 一九二 二 年後 は、 ニニ 年、 二 五 年、 二八 年の 三ケ 年が 一 百萬ビ クルに 満たなかった だけで、 それ 以外 

の 年 は 各 年と も 平均 三、 四百 莴ビク ル となって ゐる。 最近 三年 間 は 一 千 莴ビク ル 以上に 激增 し、 一 九 三 

一年に は 二 千 二百 萬餘ビ クルに も 達し、 十 餘年來 の 新 記錄を 作った。 これが ダン ビングの 結果で あるの 

は 云 ふ 迄 もない。 外 國米を 支那に 輸出す る 地方 は 一般によ く 知られて ゐる安 南、 暹羅、 緬甸 等の 外に 香 

港、 澳門、 シ ンガボ ー ル、 英領 印度、 蘭頜 印度、 朝鮮、 臺灣 等であって、 更に 日本 迄 も 支那に 米 を 輸出 

して ゐる。 小麥の 支那 向 輸出 地 は アメリカ、 カナダ 及び ォ， スト-フジ ャの 三國が 主なる もので、 ソ聯か 

らのも 亦 漸增し て ゐ る。 

かくの 如き 農產 物の 大量 輸入 は 直接に は 支那 農產 物の 市場 を 奪 ひ、 間接に は 支那に 於け る農產 物の 生 

產に 影響を及ぼして ゐる。 昨年に 於け る 北支 產麥の 販路 閉塞 を 五 都 會が人 を 派して 調査した 結果、 北支 

の 各鐡道 沿線に 一 千 萬 公擔 (公 擔はー oo キ n グラム) の 小麥滯 貸が ある こと を發 見した。 そのよって 來 たる 

中-要^ 因はォ ー スト ラリ ャ、 ァ メジ 力、 日 木、 ソ聯 等の 小麥 ダン ビングであって、 これが 支那 農業に 對 

する 絕大な 危機 は 輕視す ベから ざる ものが ある。 

支那の 國內巿 場 は 右に 述べた 如く 11 際裹產 物の 競爭巿 場と なって ゐる ほかに、 この 國內 市場 は 益々 狹 
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支那 農產物 商品 化 の 性質 とその 將來  二 I ハ 

小： なりつ 、あるの を 忘れて はならない。 最近 傳 へられる ところに よれば 北支 及び 福 建 も 特別 ダ ン ピン 

グ巿 場と な るとの ことで あるが、 かくし て 支那の 國內 市場 は 益 々狹 くな つ て 行く ので ある。 

一 九 三 四 年度 中國 銀行 報告に は 次の 如き 一節が あり、 それによ つても 支那の 鳥產物 商品 化の 將來に 於 

て 民族 市場が 缺 乏して ゐる狀 態が 看取され る。 

一 九 三 三年 度の 農産物 は璺 作で あつたが 農 物の 輸入 は四您 元に 遠す る。 最大な の は 米の 一億 五千^ 元で、 前年度に 比 校 すれ 

ば 三千 五 百 萬 元 を 減じ、 嵇 花の 九 千 八 百 萬 元は 前年より 八 千 七 百 萬 元 を 減じ、 小 麥の八 千 七 百 萬 元は 三百 萬 元 を *  メリケン粉 

の 二 千 七 百 萬 元は 前年度の 半額 を、 葉 煙 拿の 二 千 六 百 萬 元は 一 千 萬 元 を、 砂糖の 四千 二百 萬 元は 三千 萬 元 を 夫々 前年度より 減 

じて ゐる。 但し 1 九 三 S 年に は 輸入 稅を引 あげたた め 密輸入の 數量は 少なくなかった であらう。 最近 三年 間の 農産物 輸入額と 

輸入 總額を 比^ すれば 左の 如し。 


支那の 農産物が 自給自足に 充分な り や 否は斷 言す る に 足る 正確な 統計が 無い。 しかし 米穀の 統計に よれば 阈內の 米穀^よ ひ 

見て 自給が 不可能で あると は 言 へ な い。 分配 を 平均に する ために： i 送 状態 を 改良 すれば 各地 へ の 米穀 供耠は 自然と^ 加す るで 

あらう。 また 大量の 外 麥が鲩 入され るの は 一 31 建、 廣 東の 兩 省で、 揚子江 流域の 産 米 を これら 各省に 拫り 向け、 一 解 逑、 廣東兩 省 

の； i 送 組織 を 改善して 運賃の 低滅を 得れば 政府の 贲際的 筏 助に よって 效を 奏し 得る であらう。 

棉花の 生産 は 現 布 確に 各紡镜 工場の 需要 を滿し 得ない。 殊に！！ 糸 生産に 於て 不足し 、毎年 三十 萬 包の 外棉を 必要と して ゐる。 

しかし 河南^ W 部、 山 東 省 東部、 陕西省 中部の 諸 地方に は弒糸 用の 改良 榇を 我^す る ことが 出來 るから、 政^が 全力 を 注いで 

獎勵さ へ すれば 遂年 生產 を^ 加し 得る し、 從 つて 外 棉の輸 人 も 自然に 減少す るで あらう。 小麥と メリ ケ ン粉 は^ 內の 生産^で 

自給し 得る から 輸送 方法 を 改良し さ へ すれば 製粉業 者 は 外麥を 購入す るに 及ばな い。 最も 困難 を 感ずる の は砂糟 であつ て、 外 

糖 輸入の 結果、 砂 精 原料た るせ 蔗、 甜 菜の 我 培が 漸次 減少して ゐる。 故に 製 精を投 HC? する に は先づ この 原料 植物の 戟培 より 始 

めねば ならぬ。 玆で 1 言し なければ ならぬ の は、 支那が 農產 物の： i 入 を 防止 せんと するならば もとより 農業の 拫本的 改革に、 そ 

れを 求めねば ならない が、 表面的 對策も 徒に 锾 すべ きで はない、 辕人稅 の 引上げ は 目前の 農產^ 自給 を 計る 有效な 方法で ある 

と 思 ふ も 例へば 一 九 三 三年に 江 蘇、 浙江兩 省が 外米； i 入稅を 引上げて より 外米の 輪 人 は 激減した ので ある。 轎入稅 の 設置と 輪 

送の 改良 を 同時に 進め、 漸次 それ を 高めれば 國產 米の 自給 を 計る こと はさして 困雞で は ないで あらう。 小麥と メリ ケ ン 粉の 输 

入 稅率は 一 ピグ〃 にっき 〇 丄ニ 〇 金單 位、 卽ち 洋銀の 〇• 五八 六 元で、 小麥 一擔 につ き ニ^ニ 十五 錢の 日本に 权べ れば遙 に 低 

い。 小麥 では 現行の 輸入 稅にー 金單位 を" メリケン粉に は 一 • 五〇 金單位 を^ 加 すれ！ U 日本の 稅率 とほぐ^し くなる。 小麥及 

ぴ メリケン粉 は 阔內で 自給 出来ない ので はない から； i 入 税率 を 引上げても 國內の 食 橙に 支^ は與 へな い。 棉花 は. E 給 不能で あ- 

るが 相 當の鲩 入稅を 課せば 支那 棉花の 價 格も騰 り、  農民の^ 花戟培 は 自然と^ 加し、 細糸 慣 格に 徴稅の 結果 高く たり、 弒 糸の 
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济^ が 減少し、 節約 獎勵の 一助と もなる。 故に 農村-の 哀 弒 を挽囘 せんとす るに は 農産物の 自給 を 提^し、 政府に よって 農逄輸 

入稅 則に 深甚な 考慮が 加 へられん こと を 希望す る。 ^ち 支那と 貿易 關 係の ある. k 邦の 便宜 を 計り、 支那の i 業 を 恢復す るに 非 

ざれば 支那 人民の 購買力 を 高める こ とが 出来な いの を 理解せ しめねば ならぬ。 

事 實小麥 と メリ ケ ン粉 ばか b でな く、 米の 輸入税 率 も 一 ビク ル にっき 海 關金單 位 一 元と 規定され てゐ 

摯 

るが、 赏 際に それが 外米の 大量 輸入 を m 止し 得て ゐ るか どうか は 大いに 疑問で ある。 

農產 物の 商品 化が 行 はれる 一 方に 叉統 一 的、 民族的 國內 市場が なく、 その 結果 -—— 極めて 明かな 結果 

卽 ち農產 物^ 格の 暴落 を 指摘す る ことが 出来る I 半 植民地 內に 一 種の 畸形 的、 不均衡な 生產過 剩狀態 

が 出現す る。 而 して それ は 完全に 外部 的 影響の 結果で ある 故實 際に は 全く 植民地 的 性質 の もの である。 

この 惯格 下落の パ— セン テ I ヂは 極めて 高い。 國 定税则 委員 會の 調査せ る 上海 卸 賫價格 は、 一九 三 三 

年度の 米 價が三 一 年度の 五 五 ％、 三 二 年度の 八  一 ％、 三 三年 度の 麥惯は 三 一 年度の 七 六 ％、 三 二 年度の 

八 〇％、 三 三年 度の 棉花 惯格は 三 一年 度の 八  一 ％、 三 二 年度の 八 七 ％ である。 巫寳山 氏が 各地の 卸寶價 

格 を 調査せ る 結果に よれば、 昨年度の 最低 惯を 一昨年 度の 最低 愦に 比較す ると 常 熟の 機 粳米は 八 ％、 北 

支の 白麥は 一九 ％、 漢 口の 小 麥はニ 四 ％、 粟 は 二 〇％、 陝 西の 落花 性 は 七 ％、 西 河の 落花生 は 三 ％ の 下 

落 を 示して 居， o、 昨年度 を 一 九 三 一 年度と 比較 すれば 下落の 程度 は 更に 甚 しい。 (『東方 雜誌』 第三 十一 卷第十 


1 號象 照) 

巫 氏 は 又 言 ふ。 『上述の 惯格 は 大都市 の 卸 賣價格 であって、 農民 が 農 產物を K る 農村の IS 格で はない- 

この 中には 一部 八 刀 出荷 費 を 含み、 この種の 費用 は货 物惯格 騰落に 際して 變 動が 殆どない から、 物 惯が低 

落した 場合 は その 占める 部分が 增大 し、 農村に 於け る惯格 低落の 程度 は 市場の 卸寶惯 格よりも 甚 しく、 

農民の 所得と なる 賣値は 更に 低くなる』 と。 

農 產物惯 格の 下落 は 極めて 激しく、 而も 農 民需 耍品惯 格の 下落 は それと 问 一 の 速度 を 示して ゐ ない。 

殊に 貨幣制度の 發展 下に 於て、 農民 は 常に 高い 米 を 食って 安い 穀物 を寶 つて ゐる。 湖南 省濱 湖お の 農民 

の 如き は 一 九 三 二 年に、 最初 高利で 金 を 借りて 一 石 六 元の 穀物 を 購入した が、 秋の 收穫 後に 一 石 一 一元に 

暴落した ことがあった。 これな ど は實に 悲惨で ある。 

最後に 外米、 外麥の 輸入が 支那の 穀物 惯 格に 及ぼす 影響 を 指摘し なければ ならない。 ％ 淮委員 會の高 

寶湖區 土地 調査 報吿畨 の 中には 次の 如き 面白い 記事が ある。 『淮 安、 寶應、 高郵、 江 都の 四縣に 於て は從 

來ょ， o 小麥と 米が 中： 耍農產 物であった ので、 各種の 穀物の 惯 格の 騰落 は小麥 及び 米の 市 惯 を視る ことに 

よって 知れた。 一 九 一 一九 年に は 江 蘇« 北部に 大 旱魃が あ b、 穀物 惯袼 は本當 から 云へば 當然 暴騰す る笞 

であった のに 赏 際に はそう した ことのなかった の は、 上海、 無 錫の 各會 社が 大 i 的に カナダ、 ォ I スト 
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ラリャ の 小麥を 購入した 爲 であった。 又 一 九 三 〇 年に 收穫 は璺 かであった のに 反して 各種の 穀勿價 格^ 

騰 つたの は 海外よ b の 穀物 輸入が 滅 少し (該 年度の 小麥 輸入 は 僅に 1 一 百 七十 萬餘ビ クルであった II 孫) 

上海、 無 錫の 各 製粉 會 社が 江 蘇 北部 一 帶で 大量に 買占めた ためで ある。 一 九 三 一 年に 江 蘇 省 北部 各縣ょ 

洪水に 見舞 はれ、 海關 を： 追 じての 外米 輸入 も 三 〇 年度よ， o 減少して ゐ たので 米 15 は當然 暴騰す る箬 であ 

つたが、 水 災救濟 貪が 大量の アメリカ 麥を借 入れ、 又海關 の外麥 輸入 は總^ して 三 〇 年度よ b 二三 倍 も 

多く  (其の 實 十倍 も 多かった —— 孫) 以前に は 米 を 食糧と して ゐた 者が 人 リケン 粉 を 用 ふること になつ 

たので、 米の 供給 は 少なかった が、 巿價は そのために 上騰し なかった。』 


第 四 章 圃外 市場の 喪失. 

支那に 於て は、 農作物 栽培の 地方 化 及び 専門化が 商品 經濟 の發展 過程に 早くから 多 かれ 少な かれ 存在 

ノ てゐ， こ。 だが 過去に 於け る 農村の 沈滯 性の 中で かう した 専門化 は 結局^に 習慣 的な 姿態と して^れ、 

^ぶ 的な 性 W を 以て は 現れなかった。 支那が 世界の 商品 流通に 捲き 込まれてから は、 換言すれば 列强 が 

毎 港よ， o 侵入して 支那の 土地 深く 入 b こんでから は、 農業の 中に この專 門 化の 過程が 空前の 力で 强 化さ 

れ、 商業 的 農業の 發展が 促進され た。 この 故に 國外 市場の 問題 は 將來に 於て 過去と 同様に 支那の 農産 商 

品 七 ニ對 して —— 特に 或る 種の 耕作物に とって、 決定的な 重要 さ を 持つ ので ある。 

1 口に 述べ t 意義 を 布衍 すれば、 支那に 於け る 多くの 農產 物の 商品 化と 云 ふ 問題 は、 支那が 世界 K 本 主 

義體系 中に 於て 占める 地位と 關聯 させて 看なければ ならない。 卽ち國 際 市場 關係 及び 列强の 支那に 對す 

る 支配 關 係と 關聯 させて 見て 始めて 意義が ある。 何故 なれば 支那の 農產 商品 化 は 右に 述べた 關 係の 中で 

實 際に は 原料 供給の 役割 を 持ち、 超 利潤 を 提供し て ゐ る 立 役者な ので あ る か ら。 

列強の 必要と する の は 主として 貿易 及び 工業 原料と しての 廣產 物で ある。 從 つて 歷 史的に 觀^ すれば 

第四莩 國外 市場の 喪失  二 六 三 
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生絲、 茶、 棉 及び g: 片が 第！ に 極めて 大きな 變動を 示して ゐる。 而し てこの ra 種類の 作物 は それに 從っ 

て 支那の 經濟 生活に 於て 極めて 重要な 意義 を 持った。 

生絲の 如き は元來 支那に 於け る 非常に 重要な 歷 史的 產 物であって、 全國 の經濟 生活に 於て 高い 比重 を 

占めて ゐた。 しかし この 比重 を 更に 高め、 桑の 栽培と 養. 鍵 事業 を 全國に 普遍 させ、 農民の 目に 繭 を 黄金 

と 映 じさせ、 蠶 をお 寶と 呼ばせた の はや は b 國外 需要の 結果であった。 この 事實は 次の 數 字に 於て はつ 

き， o 看取され る。 國際巿 場で 最初に 生：^ の 貿易 (注意 —— 生産に 非ず) を獨 占した の は英國 であった。 故に 當 

時の 東印度 會 社が 支那よ b 買った 生 絲の數 量 は 世界 市場の 需 求が 支那の 生 絲生產 に 影響 を與 へた 一 つの 

例で ある。 一八 二八 年から 一八 三 三年 迄 東印度 會社は 支那で 每年 平均 四千 餘ビ クル を 購入し、 一八 三 三 

年から 一 八 三 七 年 迄の 間に 支那の 生絲 輸出 は 毎年 平均 九 千 九 百餘ビ クルであった。 一 八 三 九 年から 一 八 

g: 四 年 (戰亂 時代) の 間に は 稍々 減少し 平均 僅に 一千 六 百餘ビ クルで あつたが、 一八 四 五 年から 一八 五 

〇 年に かけて は 大いに 增 加して 一 萬 ra 千 九 百餘ビ クルと な b、 一八 六 〇 年 以後 は 平均 六 七莴ビ クル 上下 

を 輸出した〕 其後史 に增 加して 一九 〇 一年 以降 は-牛 均 十萬ビ クル 以上と な b、 一九二 五、 一九二 六 年 は 

平均 十三 萬ビ クル 以上、 一九二 七 年 は 十六 萬ビ クル、 一九二 八 年 は 十八 萬ビ クル、 一九二 九 年 は 十九 萬 

八： ：- 餘ビク ル とな b 殆ど 一 一十 萬ビク ル にまで 達した ので ある。 かくの 如き 輸出に 刺戟され て生絲 の生连 


は年每 に攒大 し、 江 蘇、 浙江兩 省 は 云 ふ 迄 もない が、 -兀來 生 絲生產 の ^要地なら ざる 陝西 及び 廣 西に 就 

て マヂャ ー ルは 一 一つの 面白い 例を擧 げてゐ る。 卽ち廣 西 は 一 八 六 〇 年に はじめて 生絲 の生產 を 開始し、 

五十 年後に は 桑畑が 九 萬 畝 以上に 達し、 生絲は 年產五 千餘ビ クルと なった。 陝西 では 一九二 〇 年に は 桑 

は 僅に 六 千餘萬 本だった のが 一 九 一 一一 一年に は 八 千餘萬 本に 增 加し、 生 絲は七 百ビク ル から 一 千 1 一 百ビク 

ル に增 加した。 この 一 一つの 例 は 生絲の 商品 化の 過 稃を鮮 かに 畫き 出して ゐる， 

茶の 狀態 も大體 この 様な ものである。 茶の 對外 貿易 は 唐 代 (八 九 世紀) よ b 開始され、 溃 の康熙 中葉、 

(卽ち 十九 世紀 初期) に 至って その 輸出 額 は 輸出 貿易 總 額の 六 〇％ 以上 を 占め、 艽港 ：1 商 以後 (一八 四 八 

年) その 輸出 は 急激に 發展 し、 海關の 記 錄 によれば 一 八 六 六 年に は 輸出 數量 一 百 十九 萬 餘擔に 達し、 其 

後 一 八 八 〇 年 及び 其 後の 數 年に 於て は 遂に 一 一 百萬擔 以上に 上った。 

棉花が W 界 市場の 需要から 受けた 刺戟 は 叉 別の 意義 を 持つ。 列强は 支那 棉の 生産 を發： ^せしめつつ、 

その 過程に 於て 巧みに 農業と 家內 手工業の 聯繋 を斷ち 切った。 この 外に 支那 各地で は廣く 聪片が 栽培 さ 

れて、 その 栽培 地面 積 は 現在 全國で 四百 萬 畝に 達して 居り、 年產 ニ億兩 になって ゐ るが これ は 全く、 列 

强の 手に よって 行 はれた 結果で ある。 

支那の 農產品 は國際 市場の 刺戟 を 受けて その 商品 化の 過程に 於て 繁 榮を呈 した。 上述の 生絲、 茶 以外 
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にも 豆、 胡麻、 落花生、 菜種 及び 茶赏 油、 煙草、 鷄卵等 いづれ も對外 輸出の 影響 を 受けて 急激に 發 城し 

て來 た。 S 及び その 生產 物の 輸出 額 は 一 九 〇 一 年より 一 九 一 H ハ 年に 至る 一 一 十五 年間に 十倍の 增加を 示し 

て 支那の キ： 要 輸出品と なった。 胡麻の 輸出 は 一 九 〇 七 年に は 僅に 七三 四、 〇〇〇 ビクル であった のが、 一 

九 一 九 年に は 一 一、 八 三 七、 〇〇〇 ビクル へ增 加し、 落花生 は 一 九 〇 一 一年に  一 V 三千 ビ クル を 輸出す るに す 

ぎなかった のが、 一 九ニ艽 年に は 二、 九 四 九、 〇〇〇 ビタルと なった。 鷄 卵の 輸出 は 國際巿 場で 第一位 を 

占め、 一 九 一 一三 年 は 一 一九、 一 1〇〇、〇〇〇 兩、 一 九 一 一四 年 は 三 一 、〇〇〇、〇〇〇 雨、 一 九 一 一 五 年 は 三 三、 四 

〇〇、〇〇〇 雨、 一九二 六 年 は 四 〇、 三 〇〇、〇〇〇 雨と な b 、年毎に 增 加して ゐた。 

對外 貿易の 剌戟は 多くの 農作物の 生産 を 急速に 增加 せしめた が、 一 方 海外からの 輸入品 は 叉 多くの 農 

作物の 栽培 を衰 落せし めた。 染料 植物 及び 甘蔗の 栽培の 如き は顯 著な 沒落を 示した もので あらう。 

世界 市場の 需要 は 支那に 於て 多くの 新興 農作物の 栽培 を擴大 せしめた が、 同時に これ 等の 農 產品を 非 

常に 高度に 商品 化せし め 、これより それ 等 農作物の 運命 は國際 市場の 支配 下に 捲 込まれる ことにな つた。 

而 して 近年、 世界 經濟 恐慌 及び 各 國農產 物の 競爭が 日毎に 尖鋭 化する に隨 つて、 支那の 0 產 物は大 暴落 

してし まった。 これ は 正に 埃 及が 當時 英國の 需要に 應 じて 全國 的に 棉花の 栽培 を 行った が、 その後 英國 

の經濟 恐慌 (紡績 業の) と共に 極度に 窮乏に 陷 入った のと 非常によ く 似て ゐる。 


英國に 於け る當 時の 經濟 恐慌 はま だ 一 種の 週期 的 恐慌に すぎなかった が、 現在の 世界 經濟 恐慌 は旣に 

六 年 もの 久しき に 一 且つて 續 いて 居り、 特に 資本主義の 命脈 を絕 たんと する ものである。 然 らば 支那の 農 

產物を 商品 化せし めて ゐる 現在 及び 最近 (將來 はこの ように 言 ひ 得る のみで ある) の 國外巿 場 は 如何で あ 

らう か。 改めて. 言 ふ 迄 もないで あらう。 

事 實上は 一九二 九 年から 始 つたに すぎない が、 各國 の尖銳 化された 競爭裡 にあって、 農產 物の 一部 は 

早く も衰 調を呈 した。 胡麻の 如き は その 輸出が 最も 盛な 時 は對外 貿易に 於て 第一 一位の 重要 地位 を 占めて 

ゐ たので あるが、 一九 三 〇 年 以後 は 印度の 胡麻が 國際 市場 を獨 占した ため 極度に 衰返 し、 湖南 省 等の 胡 

麻 栽培 に從事 せる 農民 は 思 ひがけ な い 奇禍を 蒙 つた やうに 感じた の であった。 

言 ふ 迄 もな く、 一  九 三 〇 年 以後に 於て はこの 傾向 は 一 醫 激しくな b 、支那の 主要な 技術的、 商業 的 農作 

物 を 生產過 剩の狀 態に 陷 入れた。 最も 顯 著な 現象 はこれ 等 主要 輸出 對 象の 惯 格 暴落で ある。 國定 稅则委 

員會の 調査せ る 上海 卸資物 價指數 によれば、 一 九 三 三年の 茶の 惯格は 三 一 年の 約 三お、 三 二 年の 五 〇％ 

に 當り、 一 九 三 三年の 繭 惯は三 一 年の それに 對 して 四 三 ％ 下落し、 一 九 三 三年の 落花生 偾格は 三 一 年の 

それに 比して 四 〇％ 下落し、 一九 三 二 年の それに 比して 二 〇％ 下落して ゐる。 こ、 で 我々 が 注意し なけ 

れ ばなら な いのは、 生產 過剰の 危機 及び 假 格の 暴落 は决 して 支那 自身の これ 等生產 物が 急速に 增 加した 
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ために 起った もので はなく、 世界的 範^に 於け る これ 等生產 物の 生產 過剰の 影響に よる ものである。 

生絲の 輸出 は 一 九 一 一九 年に は 十九 萬 八 千餘ビ クルであった のが 一 九 三 〇 年に は 十五 萬 一 千 餘ビク ルに 

落ち、 一九 三 一年に は 更に 減じて 十三 萬 六 千餘ビ クルと なり、 一九 三 二 年に 至る と 全く 收拾 のっかない 

狀 態とな つて 僅に 七 萬！： P ビタルであった。 昨年 ( 一 九 三 三年) 度の 輸出 狀况は 一 九 三 二 年よ， o 稍々 生 

氣を呈 したが、 それでも 一 八％ を 囘復 したに すぎなかった。 數日前 滬杭鐡 道 局に 入った 報告 は 製 絲衰落 

の有檨 をよ く 物語って ゐる。 

『潖 杭鐵 道の 本年度の 淅：： 繭述輸 は 滙通専 公司の 手に よって 五月 十六 日より 開始され、 引續 き各驟 より 上海に 向けて 積 出さ 

れ、 昨日 迄に 南站 (南 停車場) に 降され たもの は 七 千 七百餘 包、 北站 (北 停車場) では 三千 餘包、 兩者 合計して 一 萬餘 包と なる。 

該遝送 店の 言に よれば 春繭の 出荷 は逑年 減少し、 本年の 春繭 は鐵 道に よる ものが 三萬餘 包と なる ベ く、 数年 前 は 十五 六 萬 包で 

あつたが、 昨年 は 五 萬 包に 減じ、 本年 は 更に 三 萬 包に 減ずる であらう。 その 原囚 として は 一 、市場 關 係で 農民の 養蠶が 減少し、 

二、 鐵道述 賃の縢 貴の ため 繭 商 は 水路に 改めた 等が 舉 げられ る、』 

生絲 輸出 激減の 原因 を 分析 すれば、 第 一 に 世界 經濟 恐慌の 中に あって 生絲 消費量が 滅 少した 爲 である。 

上海 社 會經濟 調査 所の 研究報告 によれば、 世界最大の 生絲 消費 國たる 米國を 例に とる と、 一九 三 二 年よ 

b 一  九 三 三年に 至る 一 年間に 米國 の生絲 消費量 は 世界 生絲總 消費量の 八 七 • 五 九 ％ を 占めたが、 近年 は需 

耍 激減 を來 たした。 從 つて 支那 生絲 も當然 その 影響 を 受けた ので ある。 第二 は生絲 の生產 にある。 日本 


は 現在 生糸 生產 において 世界 第 一 位 を 占め、 一 九 三 二 年より 一 九 三 三年に 至る 一 年間に 世界 生絲 總生產 

額の 八 四 • 七  一 ％を產 出して ゐる。 最近に 至る も その 生產 量は顯 著な 減少 を 示して 居らす、 國際 市場に あ 

つても 支那 生絲ょ b 低廉で 良質で ある。 第三 は 人絹の 生絲 市場への 喰 込みで ある。 支那の 國內巿 場 も 人 

絹の 喰 込み を 受け、 李述初 氏の 計算に よれば 一 九 一 一一 一年より 一 九 三 二 年に 至る 十 年間に 人絹 生 產量は 七 

倍に 增 加し、 生絲は 僅に その 四 〇％ にし かすぎ や、 この 競 爭は輕 視出來 ない ものであると。 特に 支那の 

國內 市場への 人絹 輸入 は 年と 共に 增 加し、 國際 市場で 失敗して 歸 つて 来た 支那 生絲は 自分の ® 內 におい 

て さ へ も 割， o こむ 餘 地が 無くなつ たので ある。 

製絲 業の. M 返 につれ て 四百 萬 か ら の 支那の 養 g 農家 は 全く 悲惨な 狀 態に 陷っ た。 中 國實業 誌 (浙江 省) 

の！ S 載に よれば 浙江省 各縣に 於て 桑の 栽培 及び 養. g に從 事して ゐる 農家で 招 失の 無かった もの は 殆どな 

かった とのこと であるが、 これ は 注意す ベ き 現象で ある。 

茶の 事情 は 生絲ょ b 少し は 炎い が、 その 發展 過程 を 見れば、 一 八 八 九 年 以後よ b 漸次 衰退し 始め、 一 八 

八 九 年よ， o 一  九 一 七 年に 至る 二十 九 年間に 輸出の 最も 多かった 年 は 一 百 八十 萬ビ クル、 最も 少なかった 

年 は 一 百 十 餘莴ビ クルであった リ しかし 一 九 一 八 年 以後に は 完全に 一 百萬ビ クル 以下に 減少し、 一 九 一 一 

〇 年は甚 しくて 僅に 三十 萬ビ クルであった。 この 三年 來、 特に 一 九 三 四 年 は 三 一 年と 比較 すれば かなり 
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良好で あるが、 頹勢 を挽囘 する 程度に はとても 及んで ゐ ない。 而も 根本的な 矛盾 は 依然として 存在して 

ゐる。 

茶の 衰退 は 全く 國際 市場に 於け る 競爭の 結果で ある。 支那の 紅茶 市場 は 一 八 三 四 年頃から 現れた 印度 

茶に 奪 はれ、 特に 英國に 於け る 販路 は 殆ど 完全に 喪失した のであった。 綠茶巿 場た る 米國も 日本茶に * 

はれる に 至った。 同時に 支那の 國內 市場に 輸入され る 外 國茶は 年と 倶に增 加し、 現在で は 四百 萬 元の 互 

額に 上って ゐる。 満洲の 販路 は 完全に 遮斷 され、 福 建 も 亦臺灣 茶の 侵入 を 受ける に 及んだ。 故に 國際市 

場で 失 欺した 支那 茶 は 同時に 亦國內 市場の 狹隘 をも感 す るに 至った ので ある。 

落花生の 主要 用途 は國 外に 輸出して 工業用の オリ ー ゲ油を 造る ので ある。 各國の 工業 不振に 基く 需耍 

減少の ため 輸出 量 は 一九 三 一年 度が 四百 十 餘萬ビ クル、 一九 三 二 年度に は 三百 八萬ビ クルに 減じ、 一九 

三 三年 度に は 更に 二百 十 餘萬ピ クルに 減じ、 その 價格も 勿論 暴落した。 且又、 アルゼンチン、 東 ァフリ 

力 及び 印度の 一 部に 於け る 油の 生產 過剰が 支那の 生產 物の 惯格を 低落せ しめた。 

かう した 狀態は 日毎に 深刻化した。 支那の 多くの 農 產物は 完全に 国際市場の 特定 物で あ， o、 この 農產 

物 は國內 民族 工業 發展の 需要と 云 ふ ものがない ので、 國際 市場の 消失 は卽ち これ 等農產 物の 前途の 否定 

である。 最近 三年 間の 主要 農產 物の 輸出 は 一 途 低落 を锖 けて ゐ るので ある。 
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第五 章 租稅と 商業 利潤の 收取 

農產物 商品 化の 過程に は、 不等 惯 交換、 統一的 民族的 國內 市場の 缺除、 及び 世界 經濟恐 K と國際 商品 

競爭 の挾擊 下にお ける 國外 市場の 喪失 等々 の 外に、 更に 內部 的な 種々 の 收取關 係が 存在す る こと、 そ 

して それが 曾って 繁榮 下にあった 農民 を この やうに 貧窮 化した 原因で ある こと を 指摘し なければ ならな 

、 o 

この 內部的 收取關 係の 第 一 は 租税 —— 內 地税で ある。 一 九 三 一 年 以前に 於て は、 支那 は 厘 金 制度の 國家 

であった。 厘 金 は 一 九 三 一 年 法令 を 以て 廢 除され たが、 各地に 於て 形を變 へた 厘 金 は どの位 あるか わか 

ら ない。 江 西、 安徽、 湖南 及び 北支の 平綏線 地方に は總て かう した 事情が 存在して ゐる。 地方に よって 

は 今 も 尙純粹 に 强制的 性質 を帶 びた 徵稅が 行 はれて ゐ るが、 かくの 如き 後れた 形態の 徴税 は 資本主義 國 

家に 於て は その 民族 統 一 運動の 初期に 克服され る ものである。 何と なれば それ は 農民の 負 擔を重 加し 農 

民の 利潤 を 奪 ふ (甚 しく は生產 のた めの 資本 迄 も) と 同時に 農產物 商品 化の 發展 を阻碍 する からで ある。 

湖南、 江 西、 安 徵の產 米 各省で は總て 米穀の 輸出に 重税 を 課して ゐる。 湖南 省で は 米 を 輸出す るに 當 


つて 一 九 三 二 年に は 一 石に つき 護 照 費 (運送 許可 費) 一 元を徵 し、 後に 八 角に したが、 其 後 米 商人が 運般 

せざる ため 揚子江に 於け る 米の 滯貨は 百 四十 萬 石の 多き に 達し、 運び出され たの は 僅か 十 萬 石に すぎな 

かった。 そこで 更に 米 は 一石に つき 四角、 其 他の 穀物 は 一石に つき 二 角に 引下げざる を 得なかった。 河 

南 省に は 現在 も尙產 銷税が あるつ 安微 省で は 陳調元 時代に 米照捐 (米の 證 明に 要する 手數 料) が 非常に 重 

く 其 後反對 があった が侬 然として 形 を變 へて 存在して ゐる。 一 九 三 二 年 冬に は 又 糧食 出境娄 員會 が出來 

て 道路 築造 を 名と して 從價ー 二 ％ の 穀物 省 外 輸出税なる もの を徵 集した。 蚌埠 以外に 十月に 安徽省 南部 

の 蕪 湖と 大勝 關に 管理局が 成立され、 荡湖總 局で は 車に よって 運搬され る ものから、 大勝 關總 ：5 及び 蚌 

埠、 肝胎、 陳 家淺、 界首集 等の 分局 は 帆船に よって 運搬され る ものから、 蚌埠總 局 及び 毫縣 分局、 烏 衣 

分局 は 帆船 及び 車に よって 運搬され る ものから 税を徵 取した。 其 後 各方 面からの 反對 にあって 停止され 

たが、 和縣 等の 地方に は 今に 至る もや は b 米、 棉に對 して 厘 金が 徵取 されて ゐる。 

山 西 省 太 原に 於いて 穀物 商人の 食擔 する 税の 中には 斗捐、 敎 育稅、 公益 税 等が あるが、 それら を實際 

に 負擔す る の は 農民 である。 

平綏線 沿線 は 小麥產 地で あるが、 鐵道 局の 調査に よれば 當 地方の 税は 驚くべき ものが ある T 沿線の 徵 

税機關 は 四十 八 ケ所も あり、 その 半ば は 中央 財政 部に 屬し …… 其 他 は 河北、 察 哈爾、 綏遠 各省 及び 北 平 市 
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に 属し、 それら は槪 して 統税 及び 百貨 税の 性質 を 持って ゐる。 …… 税率 は 二分から 一割で 付加税  一、 二 

割の ものが ある。 特に 察 哈爾、 山 西、 綏遠 省內の 各縣で 設けて ゐる徵 税局は 最も ひどく、 厘 金の 變 形し 

たものば か b ではない。』 

かう した 事情 は 穀物に 關 する ばかりで はない。 葉 煙草の 如き も廣 東で は 從來は 多年 輸出 總額三 萬ビク 

ル 以上に 達して ゐた が、 最近 は 各種 税金の 過重な 負 擔が市 價を騰 起せし め、 輸出 は 激減し ゐる。 葉 煙草 

一 ビ クルに つき 徵取 される 税は 生產税 一元 五角、 敎育 基金 附加税 七 角 五分、 特別 税 一元、 輸出税 五 元、 

關税六 元 合計 十 元ば か b に 上り、 その 税額 總計 は該當 局生產 費の 丄 一倍 以上 を 超過す るので ある。 

第二 は 高利 貸の 收取 である。 理論 上 は、 否事實 上、 高利 貸の 收 取と 一般 商業 利潤の 收取は 別個の もの 

ではない。 何と なれば 一般的 高利 貸 及び その 普遍的 形式 は 商品 經濟に 於け る 極めて 重要な 結果で あるか 

ら。 高利貸し は 常に 直接 生產 者と 市場との 路 を遮斷 する。 卽ち、 直接 生產者 は往々 にして 强制 的に 生產 

品 を 高利 貸に 渡す こと を餘 儀な くされ、 高利 貸 は そこで 贩賣 者の 資格 を 以て 市場に 現れる。 言 ひか へれ 

ば、 高利 貸 商業資本 及び 商業 高利 貸 資本 は 農村 取引に 於て 特に 有力な 傾向 を 示す。 卽ち、 彼 は 高利 貸の 

方法に よって 技術と 原料の 交易 を 自己の 手中に おさめ、 同時に 直接 生產 者と. 市場の 關係を 完全に 切斷 

する。 この 特徴 的 現象が 最高の 段階に 到達して ゐる ので ある。 印度 棉業委 負 食の 考察に 從 へば、 農民 


と 市場の 間に 常に 地主 及び 高利 貸の 影が さ へぎって ゐ るので、 小農 生產 者と 謂 はれる 者 は 一 般 的に 言つ 

て 都會の 市場に は 姿 を 現した こと はない と 云 ふ。 

しかし 本章に 於 て 取扱 は ん と す る キ 耍 命題 は 純粹な 高利 貸 の 状態 である。 

0 揭の廣 東 貿^ に 於て 最も 主 要な 部門 は 煙草 であって、 これが 最も 利潤 ある ！ i^e で ある。 しかし 農民 

側から 見れば 决 して さう ではない。 故な ら ば 、 生產 者が 資本 を 得 るた めに は 械 め て 高利の 金 を 借人 れ 

なければ なら や、 而 して かう した 種類の 債務に は 一般 惯 格よ、 り 诋 靡に (平均して 通常の 市場 IS 格の 五 〇 

%) 葉 煙草 を寶 渡す と 云 ふ條 伴が 定 め ら れ る の を とする から で あ る。 かくし て 煙草 輸出の 利潤 を 取得 

する 者 は 栽培 者た る 農民ではなくて 有 * 者で ある。 廣東 ばか， o でな く 山 東 省の 門 台 子、 河南^の 許 i:: 及 

び 湖南、 湖北 等の 諸 省に おける 煙 萆 生產 地に は い づ れも かう した 事情が 存在す る。 

棉花の 如き も、 一九二 七 年に 湖北 省の 棉花 取引 事情 を 調査せ る 結果に よると、 榀 花 栽培 者の 大 は 小 

自作農で 彼等 は 自分で は 全く 資本 を 有せす、 全く 借金に よつ で 耕作 を 維持して ゐる 事が 判 明した。 彼等 

の 借り受ける * 金の 利率 は 普通 年利で， 三 割 六 分、 金融 切迫せ る^ は 六 割に も 上る。 これによ つても 農民 

が 棉花 を 栽培し て 得た 利益 は 全く 高利 貸の 手中 に收 めら れる ことが わ か る 。 支那 紡 積 菜 の 七 五 ％ は 上海 

にある。 上海 附近の 太な に 於け る 棉花 狀沉は 次の 如くで ある。 卽も、 棉花の 收稷 期に 相場が 低 けれ 
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ば 農民 は 自己の 棉花 を 質屋に 入れ、 相場が 騰 つた 時！ 2； よ b 出して 當 地の 市場に 賫 出す。 若し 棉花 相場が 

下れば 質に 入れつ ばな しで ある。 各地の 質屋で は 一 ピ クルの 賁棉 に對し 月利 一 一分で 五 元 か 六 元 を 貸す。 袅 

民 は 常に 五、 六 元で 利潤の 一部分 を 質屋に 譲り 與 へて ゐ るので ある。 

生絲、 茶の 如き 完全に 商業 的 性 S を 持った 農作物の 生產に 於て は 高利 貸 資本の 活躍 は 云 ふ 迄 もな く更 

に活潑 である。 江 蘇、 浙江 一 带の 金融界で は、 一 年の 內で 最も 利子の 高い 時期が 二つ ある。 一 は 年末で 

他 は養蠶 期で ある。 特に 農民が 養蠶 して ゐる時 は 高利 貸の 如何なる 收取を も 忍ばざる を 得ない ので ある。 

江 蘇、 浙 江の 農村に 常に 見る 處 であるが、 養蠶 期に 桑の 葉が 高くな り、 途中で 資金が 枯渴 して 來 ると、 

その 時 は 正に 千^の 功 を  一 にかくの 際で あるから、 一 般に 高利 貸 者 は その 緊迫した 狀勢を 利用して 勝 

手 に 振舞 ひ 、 甚 しいのに は 十 元 借りて 二十 元返濟 させた りする ものが ある。 

この 外に 農産物の 豫約寶 b も 極めて 普遍的な 高利 貸收 取の 方法で ある。 馮和法 氏の 編輯せ る 農村 經濟 

癸 料に よれば、 江， 蘇 省 無 錫 縣には 所謂 「靑桑 票. 一と 云 ふ ものが あり、 貧家で 歲を 過せ ない 者 は 桑の 葉 を 前 

寶， C する。 その 惯格は 普通に 一般の 時- IS の 半 〈刀 以下であって、 淸明 (陽曆 四月 五、 六日) に は 高利 を 以て 

返濟 しなければ ならない。 淸明を 過ぎる と 桑 を抵當 としなければ ならない。 浙江省 平湖縣 では 端境期で 

貧農が 金 を 必要と する 時 その 田の 苗 を 以て 收穫 物の 前賣 b をす る。 布 場で 籾 一 石が 八 元の 畤は 前賫 りの 


攥合は 一 石 五 元にし かならない。 收穫 期に は その 價格 は巿惯 より 四 割 方 安い。 「笆賫 定頭 棉花，」 と 云って 

棉花 も 夏 秋の 間に 前寶 b される が、 市惯 がー 擔 十五 元の もの は 九 元にし か賣れ ない。 十- 兀に資 b 得る も 

の は 信用の 非常に ある 農民で ある。 以上の 如き 豫約寶 買で 購入者と なる の は 多く 農村の 有力者 か 役人で 

あ る 。 「售赍 寒 葉」 と 云 ふの は 農民 が 年越し をす る 金 を 得 るた めに 冬に 桑の 葉 を 先き 寶 b して、 年 を 越し 、 

養蠶 期に 桑の 葉 を 渡す ので ある。 この やうに すれば 價 格の 三分の 一 は 損する ので ある。 陝西 雀で は 災害 

後 前 賫及作 物 を 前もって K 入れす ると 云 ふ 貸借 形態 が 普遍 的に なった。 その 方法 は 次の 如き ものである。 

( 一 ) 農民が 金の いる 時 富農 或は 地主から 借 受け 農作物の 收穫を 待って その 農作物で 返濟 する。 その 利子 

は 農作物の 代惯の 中に 入れて 計算す る。 例へば、 十六 元 借りた とし、 その 時の 麥の惯 格 一石 二十 元と す 

れ ば債權 者の 計算に よれば 一 石 を 十六 元と して 計算し、 債權者 は返濟 期に 一 石の 麥を 返さなければ なら 

ない。 かくして 債 權者は 物に よって 四 元 を 利す るので ある。 これが 作物 を 前もって I 只 入れす る 方法で あ 

る。 (二) 農民が 金の いる 時、 自已の BB 畠に ある 作物 を 富 格 者に 前賣 りし、 巿. IS 一石 二十 元の 麥は 前賣さ 

れる時 は 十二、 三 元にし かなら す、 收穫 された 時 現物 を 渡す ので ある。 棉花に はかう した 前賣 方法が^ 

に 多く 用 ひられる。 

第三 は 一般の 商業に よる 收取 である。 この 命題の 中には 價 格の 操 縱、 度量衡の 差異、 幣制の 混亂、 コ 
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ミツ シ ョ ンの 引上げ 等が 包まれる が、 明かに する ために 以下に 主要な 農產 物に ついて 槪括 的に 檢 討して 

みょう。 

祁 阿の 紅茶 は 支那の 茶 輸出 に 於て 極めて 高い 割合 を 持つ ので あるが、 近年に おける 衰落狀 態 は甚 しい 

もので 昨年 吳覺 農、 胡 浩川兩 氏に よって 行 はれた 調査に よれば、 商業 收 取の 苛 重 も その 重要な 原因 をな 

して ゐ るとの ことで ある。 (農林 復興^ 員會報 吿を參 照) 

茶號 (茶 買 付 業) は茶棧 (問屋) の 横暴なる 搾取 及び 外！： 商の 市場 操縱 に^へ られず そのれ 擔を 茶の 戟培 者た る 山 戸 (茶戟 培 者) 

に轉 嫁す る。 山 戸 は その 苦痛 に^へ ず 茶 畠の 經營を 粗放に し、 投資 を 減じ、 茶の 採 摘 を 粗暴に して 分^ を 多くしょう とする。 

從っ て 品質 は 改良され ず、 精製す る ことな ど は 全く 放棄され るに 至る。 

茶號 の. 5 戸 搾取の. 唯 一 の 方法 は 水 乇茶を 買 ふのに 大秤を 用 ひる ことで ある G  通 二十 二 兩( 一 兩は十 匁) の もの を 十六 兩 とし 

て 三 八 ％ を 掠め、 十一 二 兩六錢 の 新制 秤に よって 六 ニズに ごまかす。 茶 相場の 强氣の 時の 外 は 二十 一 兩然ら ざれば 二十 三兩、 甚し 

く は 二十 四 雨の もの を 用 ひる、 この 外に 『扣 樣』 (見 本 分 扣除) と  一 K ふご まかし 法 が あ つ て 多少 に 係らず 一割 二分 引きに 計算 す る 。 

例へ ば 百 斤の もの は 九十 弋斤 とし て 計算す る。 普通 は このように 定めら れ てゐる が官； 際 に は こ の 倍に もな る こ と が往々 にして 

ある。 この 地方の 稅金は 名目が 非常に 多く、 一斤の 茶に つき 三分 (錢) 位 茶號に 依託して 收. める e 何だか だと iK ふ 差 引きが 乂搾 

取の 機會 となる。 山 戸が 茶 を 提出す るの は 種々 樣々 で 多い もの は 三十！： 斤， 少ない 者 は 四、 五 斤で、 計^す れぱ 必ず 端数が 出 

る。 端数 を 出しても 山 戸 側へ は 割^ 計算され ない。 銅货で 勘定す る 場合 は巿慣 より 一 五お 少なく される のが^ 通で ある C 例へ 

. ^大洋 一 角 を 受取る ベ き 者 は 八 分 五 厘、 九^の 者が 七 灼六分 五 厘し か 入手 出來 ず、 銅^ を實 際に 渡す 時 も 何とか 理由 づけて 一 


部 を^る。 稅金 として 敉. めた もの の 納入に 際して は その 金額が 大きいだ けに 又 話 は ゆで ある。 

茶 農 は 一 ^辛苦して 茶の 戟 培に 從 事し、 それで ゐて 搾取 者の 一 番下 精み となって ゐる。 ^に fl の 言 ふ. 通りで ある。 『大魚 は 小 

魚 を 食 ひ、 小魚 は 蝦 を 食 ひ、 蝦 は 何も 食 へ な い —— 泥で も 食 ふか』 

安徽 省- >: 茶 業 改良 場が 茶の 生産に つ いて 調査せ る 結果に よると、 一 畝の 純^ は 僅かに 一 元三^ 三分で ある。 II 茶號の 『扣 

樣』 『找 零』 (切り捨て) を 受けて 殘 つたの が この 数字で ある o 同 一 の 調査に よれば 敉入は 一 九 三 二 年に 於て 一 畝： 牛 均-お 七十 斤、 

一 斤 ニ^と して 三十 四 元と なり、 技で 始めて 所謂！ T 純益が 出る。』 本年 は產 地で 四 割の 暴落 をして ゐ るから 收入は 二十 元 ra^: と 

なり、 二十 三 元三； W: 七 分 を 食 ひ 込む ことになる。 來 年の 相場 は 本年より 少なくとも 二割 は 低落す るで あらう。 茶の 戟培 者が 雑 

穀の 耕作に 汲々 として 從 事し 補って ゐ るの は 無^から ぬ ことで ある。 

許昌は 煙草の 有名な 產地 であるが、 そこの 商業 收取も 亦 有名で ある。 一 九 三 冋乍 三月 三日の 尺 公裉に 

は 次の 如き 記事が ある。 「商人の 搾取 は どこに 行っても 免れる こと は 出来ない が、 許 曰 E の 商人 は 特に恶 辣 

である。 例へば 一人の 大 商人が 許昌に 行って 葉 煙草 を 買 ふ 場合に、 先づ これ 等の 商人 はこの 客 を^んで 

歡迎 すると 共に 近来 匪賊が 橫 行して ゐる こと を 吿げ、 多額の 金 を 持って 來てゐ る 客 はこれ です つかりお 

- どかされ てし まふ。 それから 商人 達と 買 入 條件を 定め、 現金 を 商人に 渡して 代 S- 賀付 をさせる ので ある 

が、 こ、 で 商人 達 は 農民 を 搾取す る 多くの 機會を 有する。 第一 に は 秤であって、 商人の 秤 は^ 通 火き な 

秤で 買 入れ、 農民 はとに かく 損 をし なければ ならない。 これ を 客に 賫 る 時 は 比較的小 さな 秤 を 用 ひ、 か 
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うして 幾 ばくか を 搾取す る。 第二に はコ ミツ シ ョ ン であって、 農民 は 葉 煙草 を 市場に 送って 買手に 直接 

賣 b こむ ことが 出来ない ので 必す 商人の 手を經 なければ ならない。 そこで 商人の 秤が 普通よ b 大きくて 

もやむ を 得す 目をつぶつ て賣 渡さねば ならない ので あるが、 更に 幾パ— セ ント かの コ ミツ シ ョ ンを 納め 

ねばならな いので ある。 

ノ 

かう した 事情 は 繭の 商品 化 過程に も 同様に 存在す る。 日本に 於け る養蠶 業の 危機の 一 つ は 農民が 强制 

的に 繭 を 農村 商人に 賣ら ねばなら や、 そのために 大部分の 利潤が 彼等に 吸收 される ことに ある。 資本 主 

義の發 達せる 國 にあっても 尙 かくの 如きで あると すれば 支那に 於いて は尙更 である。 故に マ ヂャ〜 ルは 

正しく 次の やうに 言って ゐる。 『繭の 生產 過程に あって は その 一 過程 毎に 高利 貸の 收取は 一 一 〇i 三 〇％ に 

達して ゐる。 もし 農民 生産者に して 相 當な富 を 有する 者が あ， o、 高利 貸よ， o 借金し なくて 濟 むなら ば、 

彼 はもう 商品 輸送 網から 逃れ出 はしない。 これ は 特種な アジア 的な 商業 組織であって、 それ は 古今 未 曾 

有の 方法 を 以て 生產 者を收 取す る。』 これ は本當 である。 繭の 寶買 にあって は 一 方で は獨占 的 壟 斷的繭 仲 

買 商が あり、 他方に は 無力な 農民が あり、 繭 仲買 商の 商業資本 家が 秤 を かける 時 は 農民の 闵を 削り、 價 

を定 め る 時 は 血 を 吸 ふの である。 

第 四 は 運輸に 際しての 收取 である。 支那に 於て は 交通 機關 の缺乏 のた め 運賃が 比較的 高く、 往々 にし 


て 商品 惯 格の 五六 割に 及ぶ ことがある。 而もこ^ 損失の 負 擔者は 疑 ひなく 生產 者で ある。 何故 なれば 商 

人 は 價を拂 ふ 時 運賃 を 引 去る から。 

銀行 週報の 記事に よれば 一 九 三 一 年度の 湖南 米 は 長沙に 於て 一 石 一 一元 八 角、 長沙ょ b 上海に 至る 運送 

費 は 一 石に つき 一 一元 七^: 一  分で 產地 賫惯 とほ ゾ 等しい。 且又、 米が 長沙の 市場に 出る までに は 幾人 かの 

仲買 商の 手 を 經てゐ るから 農民の 收入は 一 一元 以下で あらう と。 ， 

更に 山 東の 小麥 運輸に 就いて 云へば、 騾車を 雇へば 一石に つき 百 支 里で 一元 を 要する から、 この 重い 

钤擔 に耐 へない 農民 は 寧 ろ 麥を畑 か ら 刈らない であらう。 

又祁 門の 紅茶 も 運賃が 過重で 負 擔に耐 へない。  . 

貨が 一 割 減れば 生產 者の 收取は 一 割滅 るので ある。 故に かくの 如く 交通 機 關が缺 乏して 運賃の かさ 

む狀 態に 於け る、 支那の 農産物 商品 化 は 全く 農民の 犧牲の 下に 進行す るので ある。 
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• 第 六 章 結 論 

以上に 於て 實狀を 述べた が、 最後に 商業資本の 本質から 支那に 於け る農產 商品 化の 前途 を 論じな けれ 

ばなら ぬ。 

支那の 農產物 商品 化 過程に あって は 商業資本の 活動 は 主要な 動力で ある。 商業資本 は 資本主義 前に 最 

も 早く 存在した 資本 形態で あ， o、 商業 * 本の 發達は 一 面で は 資本の 蓄積 を 創造し、 他方で は 交換 關係を 

促進し、 交換 價値を 目的と する 性質 を S 々生產 に 密接に 結びつけ、 生 產物を 益々 市場の 商品たら しめた。 

この 兩者 は玴論 的に も歷 史的に も 資本主義の 基礎で ある。 支那に 於け る 商業資本の 發 展は大 體戰國 時代 

に始 つた ものであるが、 この 長い 年代に 於て 商業資本 は 僅かに 商業 I 商品 交換の 使命 を完 したの みで 

それ 以上 ー步も 出なかった。 この 原因 は、 第一 に、 商業資本 は 本質 上、 單に 交換 關係を 促進し うるの み 

で、 生產 方法 を變 革す る こと は出來 す、 それ は舊 ぃ生產 方法 を解體 させ 始める こと は出來 るが、 結局 どの 

稃度迄 解體す る か は 全く 舊生產 方法 自體 の强 固さ と 内部構造 によって 定る ものであるし、 この 解體過 程 

の 赴く 先 は何處 にある や、 卽ち 如何なる 種類の 新生 產 方法が 產れ るか は生產 方法 自體の 性 « が决定 する 


もので あり、 商業資本 は 全く それ を 决定す る 力 を 有し な いので ある。 

第二に、 商業資本の 利潤 源泉 (勿論 資本 キ： 義 前期の 商業資本 を 指す) は 歷史の 上から 見れば 第 一 に 掠 取 

である。 所謂、 商業資本が 支配的な 時期に あって は、 いづこに 於ても それ は 掠 取の 制度であった。 次に 

は 欺瞞で ある。 卽ち 所謂、 商人 資本が 仲介 人の 作用 を果す 時、 後れた « の 生 產物を 交換す るに は 商業 利潤 

は 欺瞞から 生れる ばか b でな く、 その 大部分 は實際 これから 來 るので ある。 第三 は獨 占で ある。 卽ち農 

民が その物 品 を 一定の 買 占 人に 賫る 時には、 この 買 占 人 は そこで 獨占的 地位 を 築く ことが 出來、 無^限 

に生產 者へ 支 拂ふ價 格 を 引下げる ことが 出来る。 而し てこれ 等  一 W の 上に 立ち 根本的. に侬據 する ために 

は卽ち 後れた 生產 方法 (その 中には 交通 機關 の不發 達も^ む) を 利用す る ことに ある。 それが ため 生產方 

法が 發 達して ゐ なければ、 それだけ 商業資本の 機能 は强大 となり、 貸 幣は S 々商人の 手中に 集中し、 小 

生產 者の 商人に 對 する 依存性 は 益々 大 となり、 かくして 商業 利潤 は 無上の 保證を 得る ので ある。 

故に 我々 は 次の こと を 理解し なければ ならない。 商業資本の 活動の 結果 は 常に 生產 物の 流通 過程に 多 

くの 資本 を 集積せ しめ、 而 して 生產 過程の 資本 は 反って 減少 させられ、 商業資本 は主觀 的に 舊生產 方法 

を 維持す るば か b でな く (何故なら これ は 常に その 利潤 を 維持す る 方法で あるから) 客觀 的に は生產 方法 

を 改革す る こと を 得ない ので ある。 資本論 第三 卷は 次の 如く 指摘して ゐる。 商業資本が 封建的 生產 方法 
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より 資本 キ 一義的 生產 方法に 轉 化する 過程に は 三つの 途が ある。 一 は 商人が 直接に 產業資 本家に なること ひ 

一 は產業 家が 商業 を兼營 する こと。 一 は 商人が 直接に 家 內生產 者から 生 產物を 購入す る こと。 卽ち これ 

等の 形式 上獨立 的な 家 內生產 者 を 商業資本の 隸屬 下に 入れる ことで ある。 この 三種の 形態の 中で 最後の 

もの は進步 的な 途 ではない。 何故ならば その 主要な 任務 は舊來 の生產 方法の 維持に あるので あ もから、 

而も 支那の 農產物 商品 化の 中で 最も 普遍的な 形態 はこの 最後の ものである。 家 內生產 者 を 多くの 獨立的 

小 王國と 見做せば その 有檨 はよ く 似て ゐる。 この 外に レ 〜一一 ンは その 有名な 分析に おいて、 小生 產經濟 

中 商業 を 四つの 主要 形態に 分けて ゐる。 一は 商人が 小生 產 者から 生 產物を 購入す る 一般的 形態、 但し 小 

生產 者が 農民で ある 場合 は獨 占の 收 取が 生れる。 二 は 高利 貸 資本と 合併せ る もので、 金 を 借りて 生產物 

で返濟 したり、 或は 前賣 b などに よる 形態。 三 は 商品で 農民から 生産物 を 買った 代價を 支拂ふ もの。 四 

は 商人が 家內 手工業 者の 生 產品を 購入し、 而 して その 生產に 必要なる 商品 —— 原料と 附屬物 ー— を 彼等 

に 提供す る 形態、 これ 等の 中で 最後の 形態の みが 進步 的で ある。 而 して 支那の 農產物 商品 化 過程に 存在 

する の は 正に 前の 三 形態で ある。 

故に 支那の 農產物 商品 化の 過程に あって は 商業資本の 活躍 は 全く 後 返 的な 各種 形態に のみに 限られて 

ゐて、 商業 * 本 は 直接に 生 產點に 到る こと-かなく、 その やうな 傾向 さへ も 極めて 少ない。 江 蘇 省の 鹽墾 


區域 中の 生產 事情に 就ても 進歩： g な 方法 は 全く  a られ ない。 

更に 重耍な こと は、 この 百年 來、 支那 商業資本の 發展 とその 活躍 は 全く 外國 商品の： S 人に よる 結果で 

ある。 この 買辨的 形態 は 支那 商業資本 特有の 性質と 云 ふこと が出來 る。 故に かくの 如き 商業資本 は 彼等 

の 利潤が 一 致して ゐ るが 故に 實贺 上に 列 强の在 支經濟 勢力の 一 部分と なって 居り、 帝 n 虫義は 不等 偎交 

換の 下に 支那 農村よ， o 貿易 及び 軍需 原料の 生產物 を吸收 し、 同時に 完成され た 商品 を^ 込み、 支那 商業 

癸 本 は その 活動に 輪 を かける。 かくの 如き 狀態 にあって は 商業資本 は 直接に 生 產に急 加す る *窣： など は 

永久にない であらう し、 生 產品は 次から 次へ と 全く 列 强の控 制 下に 陷 つてし まふ。 こ、 に 於て、 所謂 農 

產 物の 商品 化なる もの は、 交換 關 係に 於て は 不等 惯の 交換で あ， o、 內部 過程に は 租稅、 高利 貸 及び 商業 

利潤 等の 收取を 有し、 國內巿 場に 於て は 民族的 及び 統一的 條 忭を缺 き、 國外巿 場に あって は强 力な 競爭 

と 世界 經濟 恐慌の 襲擊を 受けて 居る。 こ ゝ に 於いて 支那の 農產物 商品 化 は 一 歩 も 踏み出す， J と は出來 す、 

^村 破產 の 局面 を 展開して ゐ るので ある" 广屮山 文化 敎靑館 季刊 創刊 號 より 轉載」 
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第一章 地元 市場の 商品 化 農業に おける 地位 

完全に 自給自足の 地方 經濟 時代に おいて は、 農產 物の 量的 增 加と 農民 生活の 改善 は、 自然の 克服 I 卽 

ち生產 技術の 改良、 土地の 充分な 利用— とい ふこと に 直接 依存して ゐる。 だが、 地方 經濟が 破 壤 され、 

ま 業の 商品 化が 見られてから 後の 狀態は それと は 異り、 農民の 生活 は 市場 關係 によって 决定 され、 たん 

に農產 物の 量的 增 加が 必要で あるば かりで なく、 有利なる 市場 關 係が 必耍 とされる に 至る。 たと へこ、 

に 農産物の 幾何が あらう とも、 市場がないならば (卽ち 買手がないならば) その 農 產物は 全く 無價 値な 

廢物 とならなければ ならない。 交換 制度が 發達を 遂げ、 農業が 商品 化した 後に おける 農業 生産の 性質の 

決定 は、 自然に 對 する 依存で はなく、 市場に 對 する 鬪 爭に轉 化する。 市場 關 係の 變泐 は、 農民の 耕作 方法 t 

農^ 物の 數鱟 及び その 性質 を 支配す る のみでな く、 全 農業 生 產をも 支配す るに 至る。 

農產 物の 生 產地點 における 交換 をば、 地元 市場、 或 ひ は 原始 市場と 名付ける。 地方 的 自給自足 經濟時 

代に おける 農民の 收稷 した 農 產物は 自家 消費 を 主と し、 交換が あると しても、 それ は、 餘剩生 產物を 他 

の 必要物と 交換 するとい ふ 極めて ^純な 關 係で あり、 地元 市場と いふが 如き もの は その 存在の 理由 を 有 
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しなかった。 また、 商品 化 農業に おいても、 一般 國民 經濟が 高度の 資本主義 的 段階にまで 到達し、 國內 

市場が 充分に 發展 し、 取引 關 係の 中心が 大都市の 取引所に 移った 時には、 產地 における 立ち後れた 地元 

市場 は その 存在の 根 據を失 ふ。 だが、 次の 如き 場合、 卽ち、 一方に おいて は 自給自足の 地方 經濟が 破壊 

されて ゐる にも か 、はらす、 他方に おいて はま だ 農業 商品 化の 程度が 成熟した * 本 主義の 段階にまで 發 

展 して おらす、 農產 物の 寶買 にも まだ 統一的な 國內 市場が 形成され ない 時期、 かう した 時期に おいて は 

農産物の 地元 市場 も 充分に その 威力 を發 揮す る。 特に 農民 經濟は 完全に その 支配 を 受ける。 

地元 市場と いふの は 各種の 交換 制の 中で 後れた 形態に 屬 する。 それが 農産物の 賣買關 係 において I 要 

な 地位 を 占める の は、 社 會經濟 の 發展の 立ち後れ による もので しかない。 それ 故、 農産物の 地元 市場 は 

必然に 商業資本と 結合し、 農產 物の 產地 取引き は 多くが 商業資本 によって 左右され る。 農產 物の 商品 化 

が 農民 經濟 に、 全 農業 生產に 如何なる 作用 を 引き起こ すか、 更に また 商業資本の 活動 • それの 農民に 對す 

る 各種の 收取 形態 は、 この 前 資本主義 的な 農產 物の 地元 市場 を 分析す る ことによって 明瞭と なる。 


第二 章 地元 商業資本に とっての 有利な 條 件の 形成 

地元 市場の 形成 は、 農產 物の 全 取引 關係 において 章-要な 地位 を 占めて お b、 商業資本が その 產地 取引 

關係を 左右し 得る の は、 當 該赴會 の經濟 的發展 が、 左の 如き 幾つかの 有利な 條 件を備 へて ゐる ことによ 

る o 

第一 は、 農業の 高度な 商品 化に よる ことで ある。 商品 性 農業の 性質 は 農業 そのものから 云へば 二つの 

特徴 を もって ゐる。 その 一 つ は、 商品 化した 農業に おいて は 主要 收穫 物は資 却され る。 それが ため 生產 

は 市場に ついて 顧慮せ ざる を 得なくなる。 この こと は 地方 經濟 時代に、 生產 物の 交換が 第二次 的な もの 

に B して ゐ たのと 截然 區 別され る。 その 二 は、 產 物の 種類が 自足. K 給の ための 日用品から W; 却 を 目的と 

した 原料 作物に 變る。 たと へば 米麥 等の 植付け は 減少し、 それに 代って 棉花、 煙草 等の 植付 面 が熵人 

される の は 正に この 農業に おける 高度の 商品 化 を 表示して ゐる。 原料 農產 物の 植付の 榄大 は、 S 然に農 

民の 市場への 依存 を强 める。 

他方に おいて、 農村に おける 日用品の 商品 化 も、 この 農産物の 商品 化と 同時に 進む。 或る 場合 は 日 吊 
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品の 商品 化の 方が 農產 物の 商品 化に 先行して 發展 する。 何故ならば、 日用品が 商品 化する ために 農民 は 

その 生產 する 農產物 をば 巿 場に 賣 り、 貨幣と 交換して、 日用品 を 購入し なければ ならない からで ある。 

それ 故、 日用品の 商品 化に よって、 農產 物の 商品 化 も 一 曆 促進され る 

第二 は、 小農 經營の 普遍的な 存在で ある。 商品 性 農業と いへ ども、 もし それが 資本主義 的 大農 經營で 

あるならば、 その 生 產物を 直接 涫費巿 場に 出す。 それ 故 何等 原始的 取引 關 係の 收取を 受けぬ のみ か、 か 

へって、 その 種の 農產 物の 市場 を も 左右す る ことが 出来る。 だが 商品 化した 小農 經營に 於て は 事情が 異 

る。 何故ならば 生產 額に 限度が あ b、 生產 した 農 產物を 自分で 運搬し 賣却 する 力 もなければ、 また 直接 

に 消費者の 市場に 提供す る 能力 もない。 かくて、 彼等 は その 場所に おいて 農產 物を賣 却し なければ なら 

ゃ產地 市場 は 彼等の 生活に 緊密なる 關係を 生じて 來る。 

第三に は、 農民の 全般的な 貧窮で ある。 商品 化した 小農 經營 において、 農民 は 多額な 貨幣 を 支出し な 

ければ ならない。 多額の 貨幣 を 得る ために は、 農產物 を出來 得る 限 b 多く 賣ら なければ ならない。 とこ 

ろが、 農民が 農產 物を賣 却す るに しても、 市場 を撰擇 した， o、 或 ひ は價格 を决定 するとい ふやうな 力 は 

なく、 すべてが 商業資本の 支配す る ま、 に まかせなければ ならない。 それが ため、 農民の 經濟狀 態 はま 

すく 劣惡 化し、 產地 市場の 彼等に 對 する 支配力 はます く强 化する。 


第 e: に は、 H 內 において 統一的 市場が 發 達して ゐな いこと である。 國內巿 場の 分裂と 矛盾と は、 小 襲 

達 をして その 農產 物を產 地に おいて 賣 b 拂 はざる を得 なくす る。 その 結果 は、 寳 却の 機會 及び 惯格 等に 

おいて 種々 不利な 條伴を 齎らす ので ある。 國內 市場の 分裂して ゐる 原因に つ いて は 色々 と考へ られる 

が、 先づ、 交通 手段の 幼稚なる こと、 運輸の 不便な こと、 苛 捐雜税 の 存在して ゐる こと、 度量衡、 幣制 

の繁雜 不統一 など は いづれ も農產 物の 自由な 取引き を 阻害し、 市場の 需要 量を滅 殺して ゐる ものと い へ 

る。 國內 において 統一的 市場の 發 達して ゐ ない 場合、 農民が 農產 物を賫 るに は、 否が 應 でも 產地 市場に 

依存し なければ ならない。 

資本主義が 侵入して 以来、 支那 農村に おける 交換 關係 はいよ いよ 繁密を 加へ て 行った。 今日、 各地の 

狀態を 見る 時、 農産物の 取引 は 各方 面に おいて いづ れも 商業資本の 產地 市場 を 操縦す るに 有利な 條件を 

與へ ており、 農民 生活と 產地巿 場と は密 切な 關係を 生じて ゐる。 

先づ、 農業の 商品 化した 程度に ついて 云 ふなら ば、 支那に おける 農業の 商品 化の 過程 は、 日用品の 商 

品 化に よって 開始され た。 今日、 如何なる 山村 僻地と いへ ども、 農民の 日用品に して 市場から 供給され 

てゐる もの は 少なくとも 五 〇％ を 下らない。 最も 自給 さるべき 食糧 品に ついて 云 ふ も、 その 大半 は 市場 

の 供給に 仰いで ゐる。 たと へ ば 杭 州筧橋 附近の 農家に ついて 調査した 結果に よると 每年 購入す る 食糧 品 
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は 全 消費 額の 七 五％ を 占め 殘， o の 二 五 ％ が 自給され てゐ るに 過ぎない。 また 四川 省の 成 都 平原の 農家に 

ついて 調査した 結果に よっても、 食糧 品の 購入 部分 は 三 *四％ 以上 を 占めて ゐる。 (註 一) これ を また 農家 

の收 入に ついて 見る も、 每 年の 收入中 における 貨幣 部分 は 漸次 擴大 されて ゐる。 金 陵大學 が、 曾って 七 

省に ついて 調杳 一した 結果 は、 各地 農民の 平均 貸幣收 入が 毎年 一 七 四 • 九 五 元であった のに 對し、 非 貨幣 收 

入 は 毎年 僅かに 一 六 〇丄 一六 元で ある。 支那の 農業が 如何に 商品 化して ゐ るかに ついて 有力な 證左 を與へ 

てゐ る。 それと ともに、 また 支那 各地の 農民が、 農產 物の 大半 を巿 場に 寶ら なければ なら なくなって ゐ 

る こと も 示して ゐる。 河北 省 鹽山縣 において は、 農民の 市場に 賫 b 出す 農產物 は全產 額の 五六 ％を 占め 

ており、 安 徽省燕 湖に おいて は、 農產 物の 僅かに が 自家用に 供され、 五六 ％ は 市場に 賫 b 出され 

る。 (註 二) 

農產 物の 種類の 變化も 極めて 顯 著な ものである。 多くの 地方に おいて、 棉花、 煙草、 苧麻 等の 原料 植 

物の 栽培が 稻麥等 自給 植物 栽培に とって 代って ゐる。 たと へば、 陝西 省の 關中 では、 二三 十 年 前から す 

でに 『棉花の 栽培が 穀物に とって 代って』 ゐる。 

支那に おいて は 小農 經營が 廣く行 はれて ゐる。 資本主義の 侵入 後、 災害の 頻發と 土地 所有 權の 集中に 

ともなって、 支那 各地に おいて 農民の 耕作地 はます ます 小さく 分割され、 經營 の规模 はいよ いよ 小さく 


なって 行った。 一般的に 云って、 支那 各地に おける 大部分の 農民の 所有 耕地 は 一 戶當 b 平均 十 畝 以下で 

ある。 しかも、 それらの 耕地 は尙 幾つかの 小 塊 地に 分散して ゐ るので ある。 (註 三) また その 小農 經螢者 

について 見る も 彼等 は生產 資本に 缺 乏して ゐる ばか b でな く、 大部分が 借金に よって 生活 を 維持して ゐ 

る 貧 媵 である。 たと へ ば 江 蘇 省 銅山 縣の 農民 は 平常に おいてさ へ 借金し なければ その 生活 を 保ち 難い 狀 

態に あ b、 無錫縣 第四區 において は 負債の ある 農民が 全住民の 六 八 *四％ を 占め、 浙江省 金 華縣外 八縣の 

調査 に よ ると 五八 *八％ 崇德 において は全縣 農民 の 八 〇％ 以上が 負債 を 持 つて ゐる。 

國內巿 場の 分裂と 對立、 苛 捐雜税 の 重壓、 交通 手段の 未發 達、 貯藏 包装 等の 不良 は、 いづれ も 支那に 

おける 農產 物の 市場 を狹 めて ゐる。 近年 來、 名赏俱 はざる 『統制 經濟』 の 提唱に よって、 各省 は いづれ 

も 省 貿易の 統制 を 行 はんとして ゐ るが、 その 結果 は、 各省 間の 貿^に 高 壁 を 築く もので あ，^、 1W: 市場 

をます ます 分裂せ しめ、 農民の 生活 をます/,^. 地元 市場に 縛り付ける もので しかない。 

£ 一 ) 中國 農村 經濟資 料 六 〇 六 頁 及 八 六 六頁參 照。 

(註 一一) ロク. シン グ. バンク 『支那 農家 經濟 究』 

(註 三) 『農村 瓧會學 大綱』 「支那 農村に おける 土地 關係」 の 窣を參 照。 
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第三 章 支那に おける 農産物 地元 取引き の 

高利 貸 的 性質 • 

商品 化した 農業に おいて、 支那 農民 は その 農產 物を賫 b 出さなければ ならない ので あるが、 小農 經營 

の 一般的な 貧窮と、 國內 市場の 分裂 狀 態とに よって 農民 は產地 市場の 取引 關係 において 種々 の收 取を受 

けなければ ならない。 これが ため、 支那に おける 農產 物の 產地 市場 關 係の 分析 は、 商業 賓 木の 農民に 對 

する 收取を 斑 解す る 最もよ い 方法と なって ゐる。 

今日、 支那に おける 農產 物の 產地 取引に おいて 農民 經濟に 極めて 大きな 役割 を 演じて ゐる もの は、 次 

の 幾つかで ある。 

そのうちに、 最も 重要な の は、 產地 取引に おける 商業資本の 高利 貸 的な 役割で ある。 —もともと 商業 

癸 本の 發展 は、 その 端 初にお いて 高利 貸 資本の 勢力の もとに 隸屬 して ゐる もので あり、 高^: 貸 資本に 依 

存 する ことによって のみ、 商業資本 は その 活動 範刚を 擴げる ことが 出來、 農產 物の 市場への 依存の 過程 

を 促進せ しめる ことが 出來 るので ある。 商業資本 のか、 る特徵 は、 今日 支那に おける 廣產 物の 產地巿 場 


關係 において 最も 明白に 顯 はれて ゐるひ 

高利 貸 資本の 收取 は、 農民の 貧窮と 商業資本の 高利 貸 的 作用 を 利用し 農産物の 取引の 上に 發現 する。 

その 主要な もの はと， o もな ほさす 農產 物の 『先物 賣， o』 と農產 物の 『抵當 入れ』 である。 今日の 如き 國內 

市場の 分裂した 狀態 にあって、 農民 は その 農產 物を產 地に おいて 寳， ^捌かなければ なら や、 しかも 農民 

の 一般的 貧窮 は、 農產物 を收穫 以前に 低廉な 價格を もって 『抵 當』 入れ 或 ひ は 『先物 寶り』 せざる を 得 

なくさせて ゐる。 この こと は、 叉 次の やうに も 云へ る、 卽ち 農民の 農產 物の 大部分 は產 地に おいて 賣 h- 

捌かれ、 そのうち 先物 寶 b 或 ひ は抵當 入れされ る 部分が その 『大部分』 のうちの 『大部分』 を 占めて ゐ 

ると o 

紡糗 工業の 主要な 原料と なって ゐる 棉花に ついて 見る も、 以前 それ は 家庭 手-菜 用の 自給 原料であった 

が、 現在 は 全く 商品と 化して ゐる。 棉花 は その 性質から 云っても 保 藏には 容易な ものであるが、 小農の 

一般的な 貧窮 化の もとにお いて、 棉花 栽培 者 は 棉花 惯 格の 騰貴 を 待つ ことが 出来ない のみ か、 大部分の 

もの は收穫 前に 先物 賣 b を 行って ゐる。 調査した ところに よると 『棉花 栽培 者 は、 支那に おいて は 大部 

分が 小農で ある.。 それが ため、 彼等 は 棉花 を 植付ける とすぐ に それ を 抵當に 入れて、 穀物 商、 雑貨商 或 ひ 

は 棉花 s 貝 付人から 借金す る。 そして 八 • 九 十 一 月の 棉花 摘 取 期に これ を憒 還す るので あるが、 債權者 
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が、 債務者の 棉花 を 買 ふ 値段 は 常に 巿價ょ b 遙 かに 低い』 (註 一) ので ある。 生產 者た る 農民が 棉花 を 仲 

買 人に 先賣 b す， るば かりで なく、 棉花 取引き において 重要な 地位 を 占めて ゐる 中間商人の 一 つたる 買 付 

人 もまた 農民から 先 買 ひした 棉花 を 先 Kb する。 たと へば、 產棉區 として 有名な 礬 城の 狀 態に ついて 見 

るなら ば、 該地 における 棉花 買 付け人の 資本 は 『棉花 問屋から 先借りした ものが 多く、 もし、 棉花 問 星 

から 先き 借 りしたならば、 現物が 問 星の 所在地に 出 廻った 場合に は必ら やその 問 星に 賣ら なければ なら 

ない』 (註 二) かくて 農民の 先き 賣 b する 棉花の 價格は 更に 低くなる ので ある。 

煙草 は 棉花に 比して 一層 市場に 依存して ゐる。 多くの 地方に おいて、 大 煙草 會社は いづれ も 農民に 栽 

培 を 委託して ゐる。 だが、 かう した 農業に おいても 農民 は 依然として 生 產物を 直接 消費者に 賣， o 曰 守 や、 

矢 張 b 高利 貸 的 商人の 手を經 なければ ならない。 黑田誠 氏の 調査に よると 『煙草の 栽培 はもと もと 有利な 

^^では あるが、 その 利益 は决 して 農民の 手に 歸 しない。 農民 は 植付に 當 つて 必要な 資本の 缺乏 から、 

多く は 商人から 非常な 高利 貸 を もって 資本の 供給 を 仰ぐ か、 さもなければ、 將來 において 收 穫の豫 想され 

る 生產物 をば、 市愦の 半値 位で 寳， O 渡す 條 件の もとに 商人から 資本 を 借 b る。 その 結果 は、 苦勞の 結晶 

物カ餘 すと ころな く 持ち去られ、 甚 しい 場合に は、 それでも まだ 債務 償還に 不足す る 場合 すら ある。 _1 

(註 三) と。 


山 東 省の 東門 ム1: 子、 河南 省の 許昌 及び 湖北、 湖南、 廣東 等の 諸 省 は いづれ も 煙草の 中心 產地 であるが、 

それらの 地方に はかう した 狀 態が 均しく 存在して ゐる。 かくて 黄 崗縣の ごとき は、 煙草 取引に おいて 『現 

物 取引き は實 際に 極めて 少なく』 煙草 買 付人が 『僅か 數十 元の 資本 を 運用す る ことによって 數千 元の貨 

物 を 動かす ことが 尠 なくない …… 利益が あった 時には 自己の 信用の 保全になる が、 缺 招の 場^ I その 損失 

はすべ て 棉花 栽培 者に 歸 せられる』 (註 五) 

その他の 原料 農產 物に おいても、 農民の 出荷に は 殆んど 同樣の 方法が 見られて ゐる。 . こと、 r 莫ロ、 

武穴、 陽 新、 圻春 等の 地方の 苧麻 について 見る も、 產 地の 買 付 商人 は いづれ も 農村に おいて 金 貸 を 行つ 

てゐる 富農で ある。 『苧 麻の 收穫 前に、 栽培 者が 日用 生活 品の 必耍 を來 たした 場合、 雜货商 或 ひ は 金貸し 

を 行って ゐる苧 麻 商人 は未收 穫の苧 麻を擔 保と して 苧麻 栽培 者に 物品 或 ひ は 金 を 貸し 與へ、 その 償還 は 

また 苧麻を もって 行 はして ゐ る。』 (註 六) 

浙江省 西部 地方の 於潜縣 に生產 される 桐油の 原料と しての 桐 種子の 賣買 においても、 『桐 種子が また 次 

穫 されない 以前に、 すでに その 價 格が 評定され るた め、 買 付人に 暴利 を 貪られる こと はやむ を 得ない』 

(註 七) 狀態 である。 

浙江^ 武康縣 に 見られる 所謂 『抵 竹』 なる 方法 も、 實 際にお いて は 竹の 先物 wb である。 桑 葉に おい 
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て は 先物 寳 b が 特に 多く 見られる。 その 名稱は 各地に よって 異 つて ゐる。 平 湖 縣の珠 港 村で は、 これ を 

『賣白 頭 桑』 と 呼んで ゐる。 また 嘉興縣 五店鎭 及び 臨 安 縣厚德 村で はこれ を 『放靑 葉 餞』 (註 6 と稱 し、 江 

蘇 省 無 錫で は r 靑桑 票』 と 呼んで ゐる。 

原料 農產 物が かう であるば か b でな く、 一  般 食料 農 產物、 食糧 さ へ も收穫 前に 多くが 先物 寳， o される。 

たと へば、 懷來縣 における 果物の 贩賣 方法に ついて 見れば、 その 主要な ものに は 次の 幾つかが ある。 『一 、 

「典 乾 枝」 —果樹が また 發芽 しない 前に 先賣， o される もので、 價格は 最も 低廉で ある。 二、 「典 花」 I 果樹 

が 開花した 時に 先き 賣 りされる。 三、 「典 菓」— 果實が 成熟し な し 前に 先賣 される。 四、 成熟 後の， 賫却 

五、 先寶 b 價 格の 評定 法に 賣方 買方兩 方が 先に 價格を 評定し、 果實の 收穫を まって、 產 量に 應じ金 を 

支拂ふ 方法が ある。 六、 先物 賫 b にも 一 年で なく、 五 年 十 年と 引 續き行 はれる ものが ある。』 かう した 先 

物寳 こそ 商業資本の 高利 貸 的 收取を 逞しく させる ものである。 『一 方 農民の 栽培 技術 幼稚な ため、 果樹に 

は 隔年 結實 とい ふやうな 惡 弊が 生じ、 農家の 每 年の 收入は 極めて 不均等と な b  、經濟 はます ます 不安定と 

なる。 一方 また 農村に おける 金融の 不活潑 が、 借金 を 困難に 陷 らしめ てゐ るた め、 農民 はやむ を 得 や、 

棄値 同様の 低廉な 價格を もって、 生命の 如く 大事に t てゐる 果樹園 を 平津ー 带の 資本の 畳な 果實 店に 先 

き賣 b しなければ ならない ので ある。 それ 故、 近年 來、 果實の 値段が 昂騰して ゐる にも か、 はらす、 果 


實 栽培に 當 つて ゐる 農民た ちの 利瓮は  一 RI 一  日 減少して ゐ る。』 (詫 九) かくて 農民 は 高^ 貸 資本の 永久 的 

な奴隸 となって ゐ るので ある。 

食糧の 先き 物資り も 一般的に 行 はれて ゐる。 浙江省 西部 地方 は米產 地と して 有名で あるが、 こ、 にお 

ける 先物 寶の 方法 も 極めて 複雜 である。 長興縣 では 『放 夏 米』 と稱 せられ、 『先き 物寶 b される 米^ は 夏 

期に おける 市價の 半額で ある』。 臨安縣 では 『放 靑稻』 と 呼ばれ、 平湖縣 では 『售空 頭 米』 と 名 付ら れ、 

安徽 省の 潜山縣 では 『妖風 稻』、 陝西省 IS 縣等 では 『支 賣』、 湖北 省で は 『押 乾租』 と 呼ばれて ゐ るが、 こ 

れらは いづれ も 先物 賣 b である。 (註 一 〇) 

それ 故、 一般的に 云って、 支那 農民の 農 產物は 少なくとも 半數 以上 は 先物 賣 りの 方法に よって 寶られ 

てゐ るので ある。 か、 る K 買 關係 において、 農民 は 市場 及び 惯格 につ：， て 些の選 擇カを ももち 得ぬ のみ 

か、 なほ 商業 高利 貸 資本の 經濟 外的 收取を 受けて ゐ るので ある。 高利と 高額な 小作料、 苛 捐と雜 稅の重 

壓の もとにお いて、 農民の 生產資 本 は 收穫總 額 を 超過 せんとす る 勢に あり、 か、 る 取引き 關係 において 

農產 物の 巿 IS 决 定は决 して 需要供給の 關 係に あるので はなく、 また 農民の 得る ところ も 巿價の 半額に す 

ら 達して ゐな いので ある。 

(註 一 ) 上海 商品 檢驗局 叢 刊第四 期 『中國 棉花 豐易情 形』 

察 三萃 支那に 於け る 農産物 地元^ 引きの 高利 貸 的怍鷹  三 01 


支那 農 唐物の 地元 巿 掾  11 一 〇 二 

(註 二) 金 陵大學 『樊 城經濟 槪況』  . 

(註 三) 黑田誠 氏 著 『支那 農村 金融の 現状』 農村 復興 委曩會 報 第 六 期 0 

(註 四) 孫嘵村 『支那 農産物 商品 化の 性質と その 將來』 中 山 文化 敎育館 季刊 創刊 號、 本書に も敉錄 0 

(註 五) 金 陵大學 『黄 31 縣菸 葉复易 調査 記』 

(註 六) 金 陵犬學 『漢ロ 武穴陽 新 圻春苧 麻 貿易 情 形 及產銷 狀況』 

(註 七) 上海 商品 檢驗局 lr 淅江 桐油 調査報告 書』 

(註 八) 韓德莩 『浙西 農村の 貸借 制度』 中國 農村 經濟資 料 第五 四 三 頁。 

(註 九) 張翰才 『懷 來驟 水果區 調査 記』 農村 周刊 第二 十五 期、 一九 三 四 年 八月 十八 日付 益 世 報 0 

(註 十) 拙 編 『農村 瓧會學 大綱』 第 四 版 改訂 本、 第 十 寧。 • 


第 四 章 地元 短期 取引 市場の 商品 化 農業に 

及ぼす 影響 

農產 物の 先賣 b が 商業 癸 本家に 高利 貸的收 取の 機 會を與 へ 、 農民の 所得 を生產 へ の 放 下 資本 以下たら 

しめて ゐる 外に、 これと ほぐ 同様の 重要性 を もつ ものと して 產地 における 短期 取引 市場の 作用が ある。 

癸 木 主義が 侵入して 後、 支那に は 新式 商業都市が 急速に 發 達し、 漸次 內地 經濟 に對 する 支配力 を 確立 

して 行った。 だが、 支那に おける 地方 市場 は 依然として 幼稚な 原始的 狀態を 保持して おり、 物品の 寶買 

は 依然として 巿集的 短期 市場に よって ゐた。 たと へば、 廣西を 例に とって 見るならば、 次の ごとくで あ 

る o 

『廣 西の 商業 は 相 當の發 達 を 見、 梧 州、 南 寧 等 はすで に 近代的 商業都市と 變 つた。 桂林、 柳 州 等 も 現布變 化しつ k ある。 玉 

林、 茄浦 等の 驟 から、 八步 (賀驟 ) 蘆墟 (賓 陽) 等の 鄕に 至る まで、 交通の 發達 によって、 いづれ も 近代的な 色彩 を 加へ て 

来た。 だが、 一 般 農村に おいて はもち ろん、 龍 州、 百 色 等の 都市に おいてさへ、 現在 三日に 一 墟 (市) の舊ぃ 制度が 残存し 

てゐ る。』 (註 一 ) 

第四窣 地元 短期-取引 市場の 商品 化 農業に 及ぼす ^響  三 〇 三 


支那 農産物の 地元 市場  三 〇四 

これ は决 して 廣西省 だけで はない。 經濟の 比較的に 發展 した 他の 省に おいても、 その 狀態は ほぐ 同檨 

である。 農民の 所有す る 農産物が、 もし 收穫 前に 先き 賣 むされないで、 現物 賣 される としたならば、 そ 

れは產 地に おける 短期 市場に おいて 行 はれる より 外に 途 はない。 產地 短期 市場 は、 地方に よって 些か そ 

の 事情 を 異にする もの も あるが、 開 市から 開 市までの 期間 及び 開 市 時間の 短 速なる こと は 大體に おいて 

一 致して ゐる。 

開巿 から 開 市までの 期間 は 普通が 三日 或 ひ は 五日が 多い。 每囘の 開 市 時間 は 半日で ある。 期日 及び. s 

市 時間の 長短 は 一 つの 地方に おける 市に おいてさへ 異 つて ゐる。 たと へば 鄒平縣 において は 三種の 市が 

開かれて ゐる。 卽ち 一 等 市、 1 一等 市、 三等 市で ある。 活動の 範 M から 云 へ ば 一 等 市が 最も 廣く 一 一等 市が 

これに 次ぎ、 三等 市が 最小で ある。 開 市から 開 市までの 期間に ついて 云へば 巿の 規模の 大きい もの ほど 

長く 小さい もの ほど 短い。 取引され る 時間 は それと 逆で ある。 (註 5 

市の 槪况 につ いて は 北 平 淸華園 附近の 淸河 地方 を 例に とって 見る と 次の やうで ある。 

『陰曆 毎月 一 の 日に は 必らず 市が 開かれる。 これ を 集 市と 云 ふ。 市 は 朝 四時 頃 がら 午前 九 時 ごろまで 開かれ。 市に おける 價 

格に はもと より 一 つ の 標準が ある ので あるが、 その 時の 相場に はもち ろん 騰落が ある。 それ は 上 市され る 貨物の 多寡に よつ 

て 決定され る。 市の 開かれる 場所 は 淸河鎭 の 大通りの 兩侧 で、 路上に 物品 を 列べ て 市場と する ので ある。 取引 方法 は 1 種の 


『拉 手』 (铀の 中で 指 を 握り 合って 價格 を^お する) によって 値段が 決せられ、 決して 貢 葉 を 用 ひない。 言葉が 用 ひられた と 

L て も それ は 『よし』 とか 『いや』 とい ふだけ である。 こうした 市場の 客に は 二種 ある。 一 つに 一般の 農民で、 自分の 食糧 

或 ひ は 飼料 を 買 ふ もの、 他 は 糧食 店が 他に 轉賣 すべく 各種の 糧食 を 買 ふ ものである、 (註 三) 

貴 州 省の 大定縣 における 取引 市場 は 『町の 市と 村の 市に 別な く、 いづれ も 定期的に 開かれ、 町の 巿は 

四日に 一 囘、 村の 市 は 六 0 に 一 囘 である。 農民た ち は 自分の 住所に 近い 市に 出て、 農產 物を齊 つて 錢を 

得、 それ を もって 又 日用品 を 買 ふ。』 四川 省の 成 都 平原 ー帶 において は 『鄕の 市が 多く、 近隣 數 里の 住民 

は 皆 この 市に 来て 取引 をす る。』 河北 省の 定縣に は 『大きな 市が 十 幾ケ所 開かれ、 最も 多く 上巿 される も 

の は 農產物 及び 食糧 品 である o』 (註 四) 

山 東 省の 沙河、 安邱 等の 諸縣 において は 三の 日 及び 八の 日毎に 市が 開かれ、 昌邑縣 では 二の 日、 七の 

日 每に大 市、 五の 日 及び 十の 日毎に 小 市が 開かれる。 黄縣 において は ra の 日、 九の 日 每に大 市、 一日 置 

きに 小 市が 開かれる。 雲 南 省の 昆明、 崇明、 陸 良、 羅平、 興義、 安 龍、 興 仁 等の 諸縣 及び 湖南 省、 湖北 

省の 多くの 地方に おいて は、 農產 物の 賣 買 はす ベ て 短期 市場に お いて 行 はれる。 

農村に おける 短期 農 產物巿 場に は、 定期的な 大小 市の 外にな ほ 「廟 會」 (緣 日) が ある。 所謂 廟會の 時期 

は 宗教の 定期的 儀式の 遣 物で ある。 多くの 地方に おいて、 農民が その 農產 物を賣 b 出す の は 市場に おい 

笫四窣 地元 短期 取引 市場の 商品 化 農業に 及ぼす 影響  三 〇 五 


支那 農產 物の 地元 市場  三 〇 六 

て か 或 ひ は r 廟會」 の 時で ある。 廟會 の狀况 について は、 .ー 九 三 三年 江 蘇 省 立徐州 民衆 教育 館が、 徐海 

十一 ー縣の 「廟會 」 について 調査した ところに よると、 開かれる 期間 一 日の ものが 全體の 三分の 一 以上 を 

占め、 二日、 三日に 1 る ものが 三分の 一であった。 「廟 會」 の 性質 は 六十 ケ 所のう ち 二十 五ケ所 は純粹 

に 取引の みのた めで あり、 他のと ころも 一 つと して 取引 を 主として ゐな いところ はなかった。 「廟會 」 

取引に 參加 する 農民 は 全 體の七 〇•  二三 ％を 占め、 取引 物の キ； 要な もの は農產 物、 家畜、 日用品 等で あ 

つた。 (註 五) 

かくの 如き 短期 市場に おいて、 農民が 農產 物の 賣 却に 當 つて 蒙る 損失 は 先物 賣 りと 殆ん ど異ら ない。 

農民が 市 及び T 廟會」 (緣 日) において その 農產 物を賣 却す るの は、 形式的に これ を 見る と 直接 寳却 である 

がそ こ に は 次の ごとき 缺陷が 存在す る。 

W かくの ごとき 短期 取引 市場 は决 して 每日 開かれる もので はなく、 農民が 現金の 必要に かられた 場 

合に も、 すぐに その 農產物 を賣る ことが 出来す、 また 市が 過ぎた 後に は 相當の 期間 を經 なければ 次 

囘の 市が 開かれぬ 故、 農民 は 農 產物を 可成り 不利な 絛 件の もとに お い て も淚を 呑んで 賣ら なければ 

ならない ことが 常で ある。 

g 市の 開かれて ゐる 時間が 短い こと、 取引 範幽 が狹 いこと は 農民 をして 有利な 條； i: の 選擇を 不可能 


： する ひ 

その 市場 組織 は 極めて 簡 お、 幼稚で、 全く 中 世紀 市場 制度の 遺留で あり、 その 間の 取引き 及び 市 

偎 は 矢張り 商業 高利 貸 資本に よって 操從 される。 

(註 一 ) 廣西 師範 學校專 科 『廣西 農村 經濟 調査報告』 五 頁。 

(註 二) 楊 慶堃著 『農村 綏濟 調査に 對 する 一 つ の 試み』 「社會 問題」 第 十 一 期。 

(註 111) 陳雋人 著 『淸 華^ 附近 七 村 一 〇 四 戸の 農 情 調査』 「中國 農村 資料」 六 六 八 頁。  • 

(註 四) 拙 編 『農村 瓧會學 大綱』 四 版 改訂版 第 十窣參 照。 

(註 五) 楊 汝熊著 『徐海 十二 驟廟會 調査報告』 (敎育 新路) 第二 八 期。. 


第四窣 地元 短期 取引 市場の 商品 化 農業に 及ぼす^ 響  . 三 〇 七 


支那 農產 物の 地元 市場  三 〇 八 

第五 章 中間商人の 壟斷と 農業の 衰返 

農民が 先物 賣 b すると 市場 賣， o するとに か 、 はりな く、 農產 物が 幾多 中間商人の 手 を經る こと は-一一！ n を 

俟 たない。 產 地に 恒常的 市場の ある 所で さへ、 農產 物の 取引き 關係は 極めて 複雜 して ゐる。 農產 物が 生 

產 者の 手から 消費者の 手に 移る までに は 幾多 中間 者の 收取 を經 なければ ならない。 農產 物の 性質と 產地 

市場の 異る こと つて、 些かの 差異 は あるが、 生産者の 受ける 收 取が 農產 物の 一般的 衰退 を惹き 起し 

てゐる ことに 關 して は 一 致して ゐる。 

棉花 取引に ついて 云へば、 農民の 生產 する 棉花 はたぐ 買 出 人に 賫 るより 外に 道 はない。 棉花 買 出 人 は 

買 ひ 付けた 棉花 を 更に 棉花 問屋に 寳 b 棉花 問屋に よって 原產 地から 運び出される。 これが 最も 簡單な コ 

1 ス である。 それ 故、 たと へば、 湖北 省に おける 棉花 取引き の 最も 重要な 市場と しての 「鄂 城」 の 問屋 

に 集まる 棉花に つ い て 見る も 九 〇％ まで は 棉花 買 出し 人の 手 を經て おり、 直接 生產 者から 買 ひ 付けた も 

の は 僅か 一 〇％ にし か當ら ない。 (註 一) 

麻の 取引 狀態 もまった くこれ と同檨 である。 たと へば、 漢ロ、 武昌、 陽 新、 圻春 等の 地方に おける 痲 


は 必らゃ 麻 買 出 人の 手を經 る。 買 出 人と いふの は その 地方の 雜貨商 かさ もなければ、 農村に おいて 金 

し を 行って ゐる 富農で ある。 產地 における 買 出 人 は 思 ひきり 麻 生産者 を收 取す るが 『都市に おける 麻 問 

お の收取 術も决 して それに 譲る もので はない。』 (註 二) 

黄- ：! 縣の 煙草 取引き は 全部が 產地 における 煙草 買 出 人に よって 支配され てゐ る。 買 出 人 は 『該 地に お 

いて 煙草 賣 S 貝に 長い 經驗を もつ 農民 か、 さもなければ 農村に おいて 雜貨商 を營ん でゐる もので あ b、 多 

年の 商業 的 經驗と 能力と は、 煙草 取引き を 充分に 左右し 得る ともに、 生産者 を 搾 b 取る だけ 搾， o 取って 

ゐる』 (註 一 ュ) 

浙江 省肅山 縣は靑 瓜の 產地 として 有名で あるが、 該地 において は r 毎年 靑 瓜の 上巿 される 十日 稃^ に 

「靑瓜 行」 と 呼ばれる ものが 設立され、 靑瓜行 は  農民 を强 迫して 靑瓜を 買 ひとる。 

その 値段 は 並"： 迪 市場よりも 更に 低廉で ある。』 (註 四) 

責州 省の 大定縣 において は、 農民の 農 產物は 全部が 「行 戶，」 (問屋 兼 倉庫業) の 手に よって 操縱 されて ゐ 

る。 當 地の 市價は 全部が 行戶 によって 决定 される。 農民が 出荷した 米 は 全部 米 行に 娄 托し、 w;^ の S 低 

は 全く 不問に付 せられる。 或る 場合に は 買 ひ 手の 提示した 値段に 對 して、 たと へ 荷主が 賣 らうと 思って 

も 行戶が これ を 拒 絡す れ ば 取引き す る こと も 出來な い 。 

笫五莩 中間商人の 壟斷と 農業の 衰退  三 〇 九 


支那 農産物の 地元 市場  三 一 〇 

江 蘇 省吳江 縣盛瀑 鎭は綢 子の 生產 地と して 有名で ある。 綢子 (支那 ドン ス) は農產 物で はない が、 該 地方 

の 農民に とって は農產 物よりも 更に 主要な 農村 家內 手工業 品で あり、 その 取引 狀態 は、 大定縣 における 

農產 物の 賣買 とよく 似て ゐる。 綢 子の 寳 捌き は 全部 「綢頜 頭」 と 呼ばれる 特殊な 中間商人 によって 行 は 

れる。 農民 は その 生產 物た る 綢子を 全部 この 「綢頜 頭，」 に委 托し、 それが 何時 寶れ、 如何なる 惯 格で 寳 

られ るかに ついては 農民の 全く 關知 すると ころで はない。 (註 五) 一九 三 二 年盛澤 における 綱 子の 價格が 

大 暴落 を 見た 時の ごとき は、 農民が 綢領 頭から 得る 金額 は 原價を 割り、 それが ため 機械 を 毀し 自殺した 

農民 さ へ も 現 はれた。 

「牙 行」 (問 M であって 倉庫業 を も 兼ねて ゐる のが 普通で ある) とい ふの は 支那の 如何なる 地方に も 見られる もの 

であり、 農產 物の 主要な 仲介者の 一 つで ある。 「牙 行」 の 名稱は 各地に よって 異 つて ゐる。 たと へば、 天 

津 における 「斗 店」 は、 北京に おいて は、 「糧 棧」、 河北 省 縣唐官 屯で は 「斛 手」、 津浦 鐵路沿 線の 吳橋縣 連鎭で 

は 「斗 局 子」 及び 「斛 手」 と 呼んで ゐる。 浙江 省湖墅 及び 硤 石の 「米 行」 及び 「爾 客」 とい ふの も それで 

t、 又 河北 省 邢臺縣 の 皮 毛 店 も 皆 この 「牙 行」 と 性質 を 同じく した 農產物 取引に おける 中間商人 であ 

る。 北 平社會 調査 所の 調査に よると、 支那 各地の 「牙 行」 の 種類 及び その 作用 は大體 次の ごとくで ある。 

『調査した ところに よる と 牙 行 の 存在し てゐる 商賣 に は 次の ごとき 幾つかが ある。 


(一) 食糧 品 (二) 棉花 oils 絲、 蔬 (四) 茶 (五) 麻 (六) 落花生 (七) 毛皮 (八) m 货 (九) 乾果 物 (十) 蔬菜 (十 

1) 煙草 (十二) 役畜 (十三) 豚 羊 等の 家畜 (十四) 魚 蝦 (十五) 平織 木棉 (十六： (十七) 車馬 及び 船の 一展 用た とへ 

、 ば 船 行 及び 過 載 行 (十八) 不動 產寳 買、 以上 十八 項のう ち 第 十七 项が 特殊な もので あり、 第 十八 項の 不勳 產寶買 は 法律上 こ 

れを 別な ものと 兌なければ ならない がその 他の 「牙 行」 は 手織 木嵇^ ^を 除く 外 いづれ も 農産物で ある  

『「牙 行」 の敉 入の 主耍な もの は 「牙 佣」 (手数料) である。 「牙 佣」 は 取引 成立 後 それ を 受けと るので あるが、 ^行 は 自分の 

手数料 を^す ために 成立し 得ない やうな 取引き さ へ も 賣り手 買 ひ 手兩方 を隱蔽 する ことにな つて 無现に 4% 立させる。 牙 行と 

いふの はもと もと 寳手 買手 双方が 信用して ゐる仲 問 人で あるが、 こ の 場合に は 双方と も犧牲 にして ゐる ので ある。 又 或る 場 

合に は、 賣手か 買 ひ 手の 一人が それにつ いて 智識が 少ない と 見る や 他の 方に ついて、 一 方の 利益 を 犠牲に して その 割前 をと 

る。 更に 賣手、 買手 双方の 牙 行に 對 する 友誼の 程度 も 相等し いと は 限らない 故、 一 方に つ く 傾向の あるの は 免れない。 かく 

の ごとき 弊 害 は 役畜の 賣 買に おいて 最も 甚し い  支那に は 政府の 認定した 牙 行と いふ ものが 多数 あるが、 赏 際にお 

いて は自. E 營業 であるた めに 價. 格の 不公平、 度量衡の 誤 間 化し 等の i; 害 も 少なくない、 ：史 に、 牙 行の 受けと る 手数料 は 多く 

現^ を もってされる ため 牙 行 自身 も 中間で 種々 の 手段 を 講じ 规定 外收 入に あり つ こうと する。 (註 六) 

中間商人の 農民に 對 する 收取 方法 は、 かくの 如き 市場の 壟 斷 以外に、 なほ 主要な ものと して 度量衡の 

差異と 時價の 騰落 を 利用した ものが ある。 買 ひ 付けに 當 つて 大きな 度量衡 を 用 ひ、 賣る 場合に 小さな 度 

量 衡を用 ひるの は 一般 商人の 殆んど 公然の秘密 となって ゐる。 河北 省 安 國 縣の藥 市に おいて は 『秤る 方 

法 は藥の 種類に よって 異 つて ゐる。 たと へば 黄岐 について 云へば 「明 三 暗 五」 —— その 意味 は 公然と 三 
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斤 を 差 引き、 陰で 五 斤 を 差 引く とい ふこと である。 たと へば 百 斤あった とすれば、 秤を讀 む もの はこれ 

を 九十 七 斤と 云 ひ、 記帳す る もの は 九十 一 一斤と する ので ある —— とい ふの が 殆んど 不文律 になって ゐ 

る。 それ のみでな く、 時には 秤ら すに 目分量で 行って しま ふこと すら ある。 こうした，々 の 誤 間 七し 

は 列 擧に遑 がない。 甚し いものに なると、 秤で も 大小に よってち がへ てゐる —— 卽ち 同じ 家で、 大小 二 

つの 秤 を 用意して 置き 買 ひ 入れる 時は大 秤り で 秤り、 賣る 時には 小 秤で 秤る。 かう した 惡弊は 數限， o な 

い』 (註 七) 

浙江省 西部 諸縣 においても 『米穀 商 は 常に 二種の 大小の 桝を 用意し、 農民から 穀物 を 買 ひ 入れる 場合 

に. は 大桝を 用 ひ、 農民に 賣る 時には 小 桝を用 ひる。 大桝は 標準 桝に 比較して 一 石に つき 二 升 或 ひ は 一 升 

位 多く 入， o、 小桝は 標準 桝 に比べて 一升 位 少ない。 秤に ついても 殆んど 同様の 惡 弊が 見られる』 (註 七) 

安 徽省祁 門に おける 『茶 問屋が 茶生產 者を收 取す る 唯 一 の 手段 は 特撰 茶 を 買 ひ 入 れ るの に 大秤を 川 

ひ、 普通 二十 ニ兩 (一 兩は十 匁) を 十六 兩 として 三 八 ％ を 誤 間 化し、 新制 秤 を もち ひて 二十 ニ兩を 十三 • 六 

兩 として 六 二 ％ ま でも 誤 間 化す。 その 誤 間 化しの 度 はかくの 如くで ある。 特に 茶の 市で 賣 行き 不況の 際 

の 如き は 一 斤 を 一 一十 一 兩 とし 或 ひ は 一 一十三 兩、 甚 しき は 一 一十 四兩 とする。 (註 九) 

國民 政府の 度量衡 檢定 所に よって 巿 秤が 制定され た 時、 浙江、 福 建、 安徵、 江 西 等の 諸 省の 產茶 地方 


における 茶 問屋-は 最初 「法律 無視，」 の 態度に 出た が 後に は 「より 甚 しく 秤 を 改惡」 する ことにつ とめ、 

遂に は 「 二重 秤の 採用」 となった』 (註 一〇) それが ため 茶 商と 生產 者との 間に 種々 の 紛糾 を 惹起した。 漢ロ 

等の 地方に 生產 される 麻の KS 貝に おいても 同檨 である。 農民 は 麻 買 出 人 或 ひ は 麻 問屋に 對 して 『扣 评』 

(秤り 引き) 『除 秤』 等の 收取を 受けた。 " ， . 

山 東 地方に おけ る 食糧 品 取引に お いても、 最初 は 各地に お い て 桝を用 ひて ゐ たが 種々 の 弊害が 起きた 

ため、 秤 を 用 ひる こと を 主張す る ものが 方々 に 現 はれ、 桝と 秤の 使用に ついて 大きな 爭が 起った ことが 

ある。 該 地方の 狀態 について 云へば 『秤 を 用 ひても 所謂 「手加減」 等の 弊害が あるが、 一 斤當 りの 差 は 

極めて 少ない、 これに 反して 桝の差 は、 量 b 方 如何によ つて は 一斗に 對 して 一升 位 は ある。 この こと は 

桝の 使用に 慣れた ものなら ば、 誰れ もが 知る ところで あ， o、 また その 弊害の 防止 は 極め ノ， - 困難で ある。 

それが ため、 穀物の 買 ひ 付けに 當 つて 穀物 商た ち は、 素朴な 農民に 對 して 種々 の 欺瞞 方法 を講 する ので 

ある。』 現在 桝は廢 されて 秤 を 用 ひる ことにな つたが 『山 東の 各地に おいて は、 穀物 取引に おいて 依然と 

して 桝を m 位と して ゐる』 (註 十 一 ) 

農產 物の 價格 騰落 を 利用しての 仲間 商人の 農民に 對 する 收取 は、 特に 甚し いものが ある。 產地 におけ 

る農產 物の 價格は 季節に よって 變動 する。 これ は 表面的に 見る と 恰も 自然現象の やうで あるが、 赏際は 
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皆 商人の 操縱 による ものである。 たと へば、 廣西省 柳 州の 例 をと つて 云 ふなら ば、 借金 を 背負った 農民 

は 高利 貸の 飽 なき 收取を 受け、 苦しい 生活に 呻吟して ゐ るが、 それでも 農民の 最も 怕れ てゐる もの は、 

商人が 中間に おいて 農產 物の 價格 を操縱 する ことで ある。 

『たと へば、 こ X  (柳 州) に は 一軒の 穀物 問； M で廣 興隆と iK ふの が あるが、 廣與隆 は 春先き 農民に 對 して 落花生の 搾り 渣ゃ 

穀物 を 貸し付け 將來 蔗糖 を も つて 償還す る こと を 約 さしめ る。 落花生の 搾り 渣の ごとき は その 値段 僅かに 二、 三 元の もの を 

七、 八 元の 最高 値段 を もって 貸し、 その上 月利 三分 位の 利 I を 付す。 それが ため 農民が 甘蔗 を收穫 した 時には 滿身 これ 負債 

となり、 收穫 する や 直ちに 搾 糖 場に 持って行かざる を 得ない。 その 搾 糖 場 もまた 廣 興隆が 開いた ものであって、 そこで また 

手数料 をと るの はもち ろんで あるが、 幾らかの 便宜 は與へ る。 その 搾 糖 を 買 ふ會社 もまた 彼等の 設立した もので、 その 糖 を 

極く 安く 買 ひとる ので ある。 たと へば 柳 州の 糖 は 最高 時 (八 九月 顷) は 一 ピク〃 當り 十三、 四 元で あるが 農民た ちが 寶る畤 

は (收嵇 時 十 一 月 十二月 SO は 僅かに 五、 六 元に 過ぎない。 (註 十二) 

農民の 農產 物の 出荷が 最も 多い 時 は 農 產物價 格の 最も 低い 時で ある。 たと へ ば 江 蘇 省 武進縣 は 大麥の 

收穫が 比較的に 早い が 五、 六、 七の 三 ヶ月の 價格は 全 年 平均の 六 ％ 乃至 八％ 方 低く、 最高 時に 比較す る 

と  一 一 ％ 乃至 一三^? 低い。 然るに 半數 以上の 大麥 はこの 三 ヶ月の 間に 賣られ る。 麥價の 最高 時 は 二、 三 

の兩 月で あるが、 この 時 は 大麥の 出荷の 最も 少ない 時で ある。 これ は小麥 における 事情と 全く 同じで あ 

る。 (註 一) また 安徽省 北部 鳳陽縣 等の 地方に おいて は 『穀物の 價格は 他の 地方と 同檨 に、 農民が 收穫し 


た 時に おける 惯格は 極めて 低く、 春 農民に もはや 賣る 餘裕の ある 穀物 もなくなる 端穀 期に は 穀物 價格は 

昂騰して 來る』 (註 十四) 

中間商人が 農民 を收 取す る 方法に は 度量衡の 差異 及び 物價の 騰落 を 利用す る 以外に なほ 幾多の 收取法 

が ある。 たと へば 祁門 及び 安徽省 西部 その他 各縣は 茶の 生產 地で あるが、 農民が 茶 を 茶 問 a:- に s るに は 

必ら す、 r 扣檨』 (見本 分 差 引) とい ふやうな 名目 を もって 無償で 幾何 かの 茶 を 問屋に やらなければ ならな 

い (註 十五) また 浙江省 西部 地方に 當 つて は、 穀物 寳買 において、 米穀 商 は 農民から 所謂 『假 先生』 『財 神 

袋』 等々 の 方法に よって 苛酷な 收取を 行って ゐる。 

多くの 中間商人の 存在 は 農民の 賣 る袅產 物の 代價 をして 生 產原價 を 割らし め、 また 生產 者と 市場と が 

隔絶して ゐる ことによって、 農產物 をして 必然に 一 般的衰 返の 傾向 を强 めさせて ゐる。 かて、 加へ て、 

なほ かう した 比較的 間接的 原因の 外に 中間商人の 存在 は農產 物の 品質の 低下に も 直接 影響 を與 へ て ゐ 

る 。 前述 の 盛澤 における 綢子 (支那 ド ノ ス ) 生產は 最も よい 阿を與 へて ゐる。 

「綢子 問屋が お 互に 競 爭を行 ふ 結果 少しで も綢 子の 値段 を 安く 買 ひ 付け やうと する。 「綢領 頭」 は^; 接 生 產考 の販賣 攉を搌 り、 

L かも 網子價 格の 低落 は 何等 自身に 直接 利害 關 係がない ため、 綢子 問屋の 安 買 ひ 競 爭に對 して 瑟々 歡迎さ へ もして ゐ る。 し 

かるに 直接 生 產者は 多くが 小農 民で あり、 もし、 綢 子が 賣れな かったならば 餓死し なければ ならない 故、 たと へ價 格が どう 
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であらう とも 1 時 凌ぎの ために やむを^ず 賣 る。 しかし、 損失 は生產 者と しても 耐え 難いと ころで ある。 賣ら なければ 食へ 

ず、 賣 つてし かも 採算の とれる 法と して はたぐ 一 っ錯 の分楚 を 少なく する か 或 ひ は 尺 を 縮める より 外 はない。 しかし、 かう 

した こと は 品物の 評判に も か 、はる ことで、 盛 澤の辋 子 市場が 日々 衰退 L て 行く の は このため である』 (註 十六) 

中間商人の 存在が 農產 物の 品質 を 直接に 惡 化して 行く こと は 到る ところに 見られる。 たと / ば 棉花に 

ついて 云 ふ も、 水 を かけた b 雜物を 混入した b して ゐる こと は 支那の 棉花 市場に 一 大 障碍 を與へ てゐる 

がそ れ をし てゐる もの は 大部分が か うした 中間商人で ある。 たと へ ば 湖北 省礬城 の 棉花 取引に おいて 農 

民が 混入す る 夾雜物 は 極く 僅かで あるが 夾雜物 を 混入す る もの は 棉花 買 出 人で ある。 (註 十セ) 老 河口に お 

ける 棉花に はニケ 所に おいて 夾雜 物が 混入され る。 買 出 人が 一 囘、 棉花 問屋が 一 囘、 それが ため 百 斤の 

うち 純棉は 僅か 四十 斤と なって ゐる。 かくて 棉花の 品質が 低下す る のみでな くその 販路 も B 々縮 少して 

ゐる。 

(註 1 ) 金 陵 大學編 『鄂 狨棉業 調査 記』  . 

(註 二) 金 陵 大學編 『漢ロ 武穴陽 新、 圻卷苧 麻 貿易 情 形 及產銷 狀況』 

(註 三) 金 陵大學 『黃崗 驟菸葉 貿易 調査 記』 

(註 四) 上海 中華 日報 肅山通 訊。  . 

(註 五) 一 拙 編 『農村 社會學 大綱』 四 版 改訂版 第 十窣參 照。  - 


(註 六) 曲直 生 『中 國的牙 行』 (瓧會 科 學雜誌 第 四 卷第四 期)。 

(註 七) 鄭 合成 著 『安 國縣 的藥市 調査』 瓧會科 學雜誌 第三 卷第 二期。 

(註 八) 曲直 生 韓德窣 共著 ir 浙西 農産物 貿易の 幾つかの 實例』 瓧會科 學雜誌 第三 卷第四 期" 

(註 九) 吳覺 農、 吳浩川 共著 『初 門 茶 業 復興 計 劃』 (國際 貿易 導 報 第五 卷第十 一 號) 

(註 十) 杭 州民國 日報 一九 三 四 年 五月 十日。 

(註 十 一 ) 王立 箴 『山 東 糧食 交易の 單位』 農村 周刊第 十八 期 天津 蓋 世 報 一 九 三 四 年 六月 三十日 付- 

(註 十二) 千家 駒 著 『廣西 省經濟 調査 印象 記』 上海 申 朝 一 九 三 四 年 五月 廿 一 日付。 

(註 十三) 張 牍鷥著 『江 蘇武 進物 價之 研究』 (金 陵 大學) 

(註 十四) 李少鵜 一 著 『安 徽省 北部の 農民 生活』 (上海 大晚 報) 一 九 三 四 年 十月 十日。 

(註 十五) 張 本國著 『安 徽省 西部 各 驟の茶 業』。 

(註 十六) 何冰著 『盛 澤钫網 業』 (國際 一 

(註 十七) 金 陵大學 『樊拔 經 濟 概況』。 

(註 十八) 金 陵大學 『老江 ロ餒濟 概況 』。 
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鐵 村 大. 1 
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價ー圜 八 0 錢 送料 一〇 

今春 大陸の 漫遊 三 旬餘、 滿韓 北支 蒙 匿の 各地 を 視察 見學 し、 歸來 新興 東亞に 感じて 

書いた もの を こ \ に輯錄 した。 且 描き 且つ 歌 ひ 且つ 說く ところ、 漫遊 記に して 亦 一 篇 

の 愛國譜 である。 著者の 透 谷 賞 獲得 後の 近作で ある。 (規格判 -寫 眞揷繪 多數) 


明治 製菓 株式 會社 沖 本 佐 一 著 

\ タ— 及び チ— ズ 

價 三圖八 〇 錢 送料 一 四 

著者 は 最近 迄 十 年間 北海 追の 牛 酷 査 事業に 關 係し、 硏究 室と 工場に て 得た 經驗と 

濠洲と 歐洲の 遊學の 際に 得た 資料 を 基礎に、 製造 部門の 記述の みならず この種 事業の 

全^ を說述 す。 (菊判 三 〇〇 頁圖版 一 四 o) 
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カント ロウィ チ著 

廣 島定吉 • 堀江 邑 一 共譯 

支那 征 


と 太平洋 上下 一一 卷 


便 各 四圑八 o 錢 送料 十四 錢 

上卷品 切の 處再刷 出 來下卷 新刊 

原 名 を 『支那 征覇戰 に 於け る 米國』 と 云 ひ米國 資本主義の 立場から 世界 大戰 より 滿 

洲事變 に 到る 間の 日英 米の 支那 制覇 を硏究 せる もの、 著者 は ソ聯の 太平洋 問題の 一流 

評論家で ある。 (各 册菊四 五 〇 頁 上製 函入) 
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劉 大釣著 倉 持 


博 譯 


支那 工業 論 


便 四圑八 0 錢 逡內地 十四 • 外地 三 四 

本書 は 支那の 工業 を 精細な 統計 を 基礎に、 あらゆる 角度から 分析 究明した もので、 

事變 直前までの、 支那 工業の 發展 及び 其方 向が、 各部 門に 互って 具^的に 述べられて 

ゐる。 (菊判 四 五 〇；良 上製 函入) 


書 刊 新 社 活 生 


J  •  L  。パ ッ ク著 

三輪 孝， 加 藤 健共譯 

支那 農業 諭 •  iTi 

價上卷 四圜八 0 錢下卷 穴圖ニ 0 錢 

上 卷再刷 下卷 新刊 送料 ニニ 錢 

太平洋 問題 調査 會の 委囑 により 前 南 京大 學敎揆 パック を 中心に 一 九 二 九 年より 三 三 

年の 年月に 涉り全 支 一 六 七 八 六 農村に ついて 行 はれた 實地 調査の 報告で、 その 精密な 

諸 統計 は 現在 世界の 有する 最高の ものである。 (菊判 上製 函入) 


北京 中央 廣播 電臺 調査 部 安藤 德器篇 

ft  ^  w  ^  M 昭和 十四 年 版 

價ニ圑 五 0 錢 逡ー 四 

項 を 政治、 教育、 社會、 宗敎、 新聞、 通信、 雜誌、 放送、 娛樂、 都會に 分ち、 北京 

地方 維持 會、 新 民會、 滿鐵 東方 文化事業部 等の 諸 報告と 北支 臨時政府の 未發表 資料と 

編者の 實地 踏査の 結果 を 併せ 編纂せ る もの。 (菊判 上製) 
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